
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

九州大学箱崎キャンパス発掘調査報告7 : 箱崎遺跡

九州大学埋蔵文化財調査室

https://hdl.handle.net/2324/7407625

出版情報：九州大学埋蔵文化財調査室報告. 10, 2023-12-25. Archaeological Heritage Management
Office, Kyushu University
バージョン：
権利関係：



九州大学埋蔵文化財調査室報告　第10集



九州大学埋蔵文化財調査室報告　第10集



巻頭図版１

HZK1903地点 A区調査区全景（南から）

HZK1903地点 B区調査区全景（西から）



巻頭図版２

HZK1903地点 C1区調査区全景（東から）

HZK1903地点 C区調査区全景（西から）



巻頭図版３

HZK1904地点調査区全景（南から）

HZK1904地点完掘（北から）



巻頭図版４

HZK2101地点調査区全景（北から）

HZK2101地点北西柱穴群（北から）



巻頭図版５

HZK2101地点 ST33遺物出土状況（西から）

HZK2101地点 SE37（南から）



1

例　言

１．本書は、九州大学箱崎キャンパス跡地において2017～2021年に実施した埋蔵文化財発掘調査の成果報
告書である。「跡地」までが正式名称だが、本書では煩瑣を避け、「箱崎キャンパス」と表記する。

２．本書には2019年度に実施したHZK1903地点、HZK1904地点、2021年度に実施したHZK2101地点の調
査成果を掲載する。

３．本書の内容は同じ箱崎キャンパス南側で行われたHZK1703地点、HZK1804地点、HZK2003地点の調
査成果を掲載した『九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集　九州大学箱崎キャンパス発掘調査報告
６』と補完しあっており、本書と合わせて適宜参照していただきたい。

４．調査主体は九州大学埋蔵文化財調査室である。
５．発掘調査・整理作業の担当者・参加者はそれぞれの報告箇所に記した。
６．検出遺構および土層の実測は、三阪一徳、齋藤瑞穂、福永将大が行った。製図は福永、石井若香菜、
田邊八子、門脇義徳、田中えみが行い、株式会社パスコが測量支援とHZK2101地点の製図を行った。

７．出土遺物の実測は、板倉佳代子、尾座本洋子、白井恭子、田中えみ、谷直子が行い、製図は白井、田
中、谷が行った。

８．遺構写真は三阪、齋藤、福永が、遺物写真は谷が撮影した。
９．本書で使用した地形図は、2020年１月に調整した電子地形図25000「福岡」である。
10．遺構図等におけるX・Yの数値は平面直角座標第Ⅱ系（原点：北緯33度０分０秒、東経131度０分０

秒）における座標値（ｍ）を、方位は同座標系の座標北を表す。標高値は東京湾平均海面を基準とす
る海抜高（ｍ）で表す。

11．土層の色調は、『新版標準土色帖』（2010年度版、　農林水産省農林水産技術会議事務局監修／財団法
人日本色彩研究所色票監修）に準拠して表現した。

12．本書で使用する遺構記号は、次のとおりである。
SB：掘立柱建物、SD：溝、SE：井戸、SI：竪穴遺構、SK：土坑、SP：ピット、ST：墓、SQ：近
代遺構、SX：その他性格不明遺構等

13．本書の執筆は宮本一夫、齋藤、福永、谷が分担し、担当部分を末尾に記した。
14．樹種の同定と年代測定は株式会社パレオ・ラボに依頼し、第Ⅷ章にその成果を収載した。
15．表紙デザインは、石井若香菜が担当した。
16．本書に掲載した調査記録・写真および出土遺物は、九州大学埋蔵文化財調査室が収蔵保管する。
17．発掘調査・整理作業にあたり、次の方々・部局から御指導・御教示ならびに格別なるご高配をたま
わった。御芳名を記して、謝意を表する次第である（敬称略、五十音順、所属は当時）。
足立達朗（九州大学アジア埋蔵文化財研究センター）、阿部泰之（福岡市経済観光文化局）、
岩永省三（九州大学総合研究博物館）、藏冨士寛（福岡市経済観光文化局）、神　啓崇（福岡市経済
観光文化局）、田上勇一郎（福岡市経済観光文化局）、田尻義了（九州大学アジア埋蔵文化財研究セ
ンター）、谷澤亜里（九州大学総合研究博物館）、徳留大輔（出光美術館）、中尾佑太（福岡市経済
観光文化局）、比嘉えりか（福岡市経済観光文化局）、本田浩二郎（福岡市経済観光文化局）、
溝口孝司（九州大学大学院比較社会文化研究院）、九州大学施設部、九州大学統合移転推進部、
福岡県教育庁、福岡市経済観光文化局文化財活用部埋蔵文化財課

18．本書の編集は、宮本監修のもと谷が担当した。
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

１．調査の経緯
（１）調査の目的と経過

　本調査地点は、箱崎キャンパス南エリアに所在した応力研生産研本館に位置する。キャンパス全体
の発掘調査グリッド（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集Ⅰ章第２図）ではO39・Q・R39～41に
あたる。応力研生産研本館の基礎撤去工事が計画されたが、本調査地点の東側には、HZK1703地点
（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集第Ⅳ章）やHZK1904地点（本報告書第Ⅱ章）が、そして、そ
の南東側にはHZK1804地点（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集第Ⅱ章）が位置している。これ
らの調査地点では、12世紀後半から16世紀代の遺構が見つかっており、遺構面が複数検出されている
地点も存在する。
　また、本調査地点の北西～西側では、福岡市教育委員会による発掘調査が実施されており（箱崎遺
跡第92次・第102次調査）、中近世の井戸や埋葬遺構など複数の遺構が確認されていた（阿部編 2022）。
　こうした周辺における発掘調査成果を踏まえると、本調査地点においても中近世の活動痕跡が良好
な形で残されていることが予想された。箱崎キャンパス南エリアにおける土地利用史の復元を目的と
した発掘調査を計画し、平成31年４月22日付の福岡県教育委員会あて「九大統統第８号」にて
HZK1903地点の埋蔵文化財発掘届を提出した。これに対して、福岡県教育委員会より令和元年６月
７日付「１教文第497号」にて許可通知があり、９月18日に現地調査を開始した。
　応力研生産研本館建物跡の北西部分にA区、南西に B区、北東に C1区、南東に C2区の４調査区
を設けた（第１図）。
　A区は応力研生産研本館の北西側に、15m×20mの調査区を設定した。重機によって調査区内を
掘り進めたが、近現代以降の撹乱層・造成土が地表下２m付近まで及んでおり、遺跡の大部分が破
壊されていることが判明した。調査区の北西側と南西側、そして中央部付近の地表下１m付近にお
いて、かろうじて遺構が複数残存していた。この調査区北西側を「エリアⅠ」、南西側を「エリアⅡ」、
中央部付近を「エリアⅢ」として、調査を進めることとした（第２図）。各エリアの調査成果につい
ては後述する。また、重機掘削の途中で、エリアⅢの北側において煉瓦構築物を検出した（第２図）。
その形状から判断して、配管をおさめるための構造物だと考える。写真測量で記録をとったのちに除
去した。発掘調査は10月23日に無事終了した。
　B区は応力研生産研本館の南西側に、HZK1903地点A区の調査区に接する形で、18m×20mの調
査区を設定した。重機によって調査区内を掘り進めたが、HZK1903地点A区と同様、近現代以降の
撹乱層・造成土が地表下２m付近まで及んでおり、遺跡の大部分が破壊されていることが判明した。
調査区の南西側と東側、そして南側の地表下１m付近において、かろうじて遺構が複数残存していた。
この調査区南西側を「エリアⅠ」、東側を「エリアⅡ」、南側を「エリアⅢ」として、調査を進めるこ
ととした（第11図）。各エリアの調査成果については後述する。
　近現代以降の撹乱層を除去したところ、調査区北側の複数箇所で、平面プランが大型の円形を呈す
る暗褐色砂層の堆積を確認した。その大きさから、HZK1903地点A区と同様、複数の井戸が密集し
て構築された痕跡ではないかと推察された。慎重に検出作業を試みたものの、遺構の平面プランは不
明瞭で、遺構の切り合い関係などを把握することは困難であった。そのため、サブトレンチを設定す
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

るなどして、土層断面の観察も併行して実施しながら、遺構の構造や切り合い関係の把握に努めた。
　発掘調査は令和２年１月24日に無事終了した。 （福永将大）
　C1区は応力研生産研本館の北東側に、10m×９mの調査区、C2区は応力研生産研本館の南東側に
10m×27mの調査区を設定した。C1・C2区では100基を超える遺構が検出された。遺構の多くは土
坑やピットで、中世の生活域と考えられる。位置的にも筥崎宮を中心に広がる中世箱崎遺跡の北端部
にあって、当時から地盤が安定していた地点と推測される。ほかに東西方向に延びる区画溝３条も検
出された。一方でA・B区では合計20基以上の中世の井戸を検出したのに比べ、C1・C2区では１基
にとどまった。これは浜堤及び鞍部の位置と関係すると考えられた。発掘調査は令和２年４月１日に
無事終了した。

（２）調査要項

遺 跡 名　　　箱崎遺跡
地 点 名　　　九州大学箱崎キャンパス　HZK1903地点A区（応力研生産研本館地点第２次調査）
調 査 名　　　九州大学埋蔵文化財調査室調査番号：HZK1903
　　　　　　　福岡市調査番号：1923、箱崎遺跡第99次調査
所 在 地　　　福岡市東区箱崎６－10－１
調査面積　　　1,170㎡（HZK1903地点全体の調査面積）
調査原因　　　開発事業（基礎撤去等）
調査期間　　　令和元年９月18日～令和２年４月１日
遺 物 量　　　コンテナ（内寸54cm×34cm×15cm）22箱
調査主体　　　九州大学埋蔵文化財調査室
発掘担当者　　齋藤瑞穂、福永将大、三阪一徳
調査作業員　　井上光江、浦崎てい子、大浦旗江、奥　敦子、大薗英美、門脇尚子、城野勝彦、

小林敏子、定永靖史、篠崎繁美、白石亜希子、節政善憲、竹本葉子、田代　薫、
田中悦子、田中ゆみ子、田野和代、堤　末子、永濱弘子、仲前冨美子、中村尚美、
中山大輔、永瀬太平、西浦喜久子、西田和廣、東島真弓、松下さゆり、松下由希子、
三辻香奈子、宮原ゆかり、宮元亜希世、安里由利子、山田幹裕、吉田辰義

遺物整理担当　谷　直子
整理作業員　　石井若香菜、犬山真弓、板倉佳代子、小名真理子、尾座本洋子、樫本真理、
　　　　　　　坂口由美子、田邊八子、冨田文代、冨田麗子、濱古賀美和
 （谷　直子）
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第１図　HZK1903地点全体図

１．調査の経緯
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

２．遺構と遺物

A区
（１）エリアⅠ（第３～５図）
　「エリアⅠ」としたのは、調査区北西側の遺構が残存していたエリアである（第２図）。遺構の検出
作業を行った結果、溝１条、土坑14基、ピット７基が見つかった。

第２図　HZK1903地点 A区遺構配置図
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　SK01　平面プランは楕円形を呈し、遺構北側の立ち上がりは、南側に比べて緩やかである。土師
器片が出土したが、時期の特定は困難である。
　SK02・SK03・SK04-b　SK02・SK03・SK04-b は切り合い関係にあり、SK03→ SK02・SK04-b の
順番で構築されている。SK02と SK04-b の前後関係は不明。南側の大部分を近現代の撹乱により破壊
されており、遺構の形状はよくわからない。SK04-b からは土師器の皿と坏、東播系捏鉢が出土して
いる。捏鉢より遺構の時期は13世紀代か。SK02と SK03からは遺物は出土していない。
　SK04-a・SK05・SK06　当初、SK04-a と SK04-b は一つの遺構として考えていたが、のちに二
つの遺構が切り合っていることが判明した。しかし、SK04-a と SK04-b、また、SK04-a と SK06の切
り合い関係を把握することができず、これらの前後関係は判然としない。SK05は SK06を切って構築

第３図　HZK1903地点 A区エリアⅠ SK01～04-b・07・08遺構平面・断面図

2.5m

≪SK01≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、根を含む

2.5m

≪SK02・SK03・SK04-b≫

SK02 SK03

SK04-b

１

２

SK02

SK03 SK04-b

SK02：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、細砂～粗砂、根を含む
SK03：7.5YR4/2灰褐、しまりややあり、粘性なし、細砂～粗砂、炭化物の小片を含む
SK04-b：
　１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、細砂～粗砂、炭化物を多く含む、根を含む
　２：10YR4/3にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、細砂（粗砂を含む）、根を含む

2.5m

≪SK07≫
１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  粗砂（細砂を含む）、根を多く含む

１

2.5m

≪SK08≫

１

１：10YR3/3暗褐、しまり弱い、粘性なし、
　  粗砂（細砂を含む）、炭化物を含む、根を含む

0 50cm(1/20)

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

されている。SK04-a と SK04-b の切り合い関係を把握する以前に、13世紀～14世紀代の磁竃窯産黄釉
盤と土師器坏が出土しているが、残念ながら SK04-a と SK04-b のどちらに帰属するかわからない。
また、SK05と SK06のどちらに帰属するか不明だが、土師皿や滑石製石鍋が出土している。
　SK07　遺構西側の大部分を近現代の撹乱によって破壊されており、遺構の形状はよくわからない。
13世紀中頃以降の所産と考えられる青磁碗や、12世紀後半の龍泉窯系青磁碗が出土している。遺構の
時期は前者の青磁碗が示していよう。
　SK08　遺構西側の大部分を近現代の撹乱によって破壊されており、遺構の形状はよくわからない。
土師器や陶器の小片が出土しているが、時期の特定は困難である。
　SK09　楕円形を呈する。白磁や青磁、土師器、陶器の小片が出土している。
　SK10　平面プランは円形を呈する。土師器小片が出土した。

第４図　HZK1903地点 A区エリアⅠ SK09～11-a・b・SP16・SD17遺構平面・断面図

2.5m

≪SK09≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、根を含む

2.5m

≪SK10≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む、根を含む

2.5m

≪SK11-a・SK11-b≫

SK11-bSK11-a

SK11-a SK11-b

SK11-a：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　　　　細砂、炭化物を含む
SK11-b：10YR4/3にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　　　　細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む、
　　　　10YR5/3にぶい黄褐の細砂をブロック状に含む

2.5m2.5m

≪SP16・SD17≫

SP16

SD17

SP16 SD17

SP16：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、細砂、炭化物を含む、
　　　10YR4/3にぶい黄褐の粗砂をブロック状に含む
SD17：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む

0 50cm(1/20)
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　SK11-a・SK11-b　SK11-a と SK11-b は当初一つの遺構と考えていたが、平面プランや土層断面
を精査した結果、二つの遺構が切り合っていることが判明した。SK11-a → SK11-b の順番で構築され
ている。いずれの遺構からも土師器小片が出土しているが、時期の特定は難しい。
　SP12　円形を呈するピットで、遺構北側は調査外に続く。遺物は出土していない。

第６図　HZK1903地点 A区出土遺物１

第５図　HZK1903地点 A区エリアⅠ SP13・19～22遺構平面・断面図

2.5m

≪SP13≫

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、
　  粘性なし、細砂、炭化物を含む

１

2.5m

≪SP19≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む

2.5m

≪SP20≫

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む

１

2.5m

≪SP21≫

１

１：10YR4/3にぶい黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、粗砂（細砂を含む）

2.5m

≪SP22≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、粗砂（細砂を含む）

0 50cm(1/20)

0 20cm(1/4) 16
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２．遺構と遺物
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　SP13　円形を呈するピットである。土師器鍋の小片が出土したが、時期は不明。
　SK15　遺構南側の大部分を近現代の撹乱に破壊されており、様相は不明。遺物は出土していない。
　SP16・SD17　SP16と SD17は切り合い関係にあり、SP16→ SD17の順番で構築されている。SD17
の遺構北側が、近現代の撹乱により破壊されている。SD17からは土師器小片が出土したが、時期の
特定は困難である。SP16から遺物は出土していない。
　SP19・SP20・SP21　切り合い関係にはないが、三つの円形を呈するピットが近接して構築さ
れている。SP20から土師器小片が出土したのみで、SP19・SP21から遺物は出土していない。
　SP22　エリアⅠの東端に存在しており、当該エリアの他の遺構とは空間的に離れた場所で検出さ
れた。遺構東側を近現代の撹乱によって破壊されているが、円形を呈するピットと考えられる。遺物
は出土していない。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第６図１～８は SK04-b の１層出土である。１～７は糸切り底の土師器で１は坏、
２～７は皿である。８はやや軟質の須恵質の捏鉢である。玉縁状の口縁部外面は黒色を呈す。東播系
と考えられ、東播系捏鉢は13世紀後半以降、在地の捏鉢に置き換わる（山本ほか 1997）
　９～11は SK04出土である。９は陶器の磁竃窯産の黄釉盤である。大宰府編年の陶器盤Ⅱ類で、13
世紀から14世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。10・11は糸切り底の土師器の坏である。
　第６図12～15は SK05・06出土である。12は糸切り底の土師皿である。13は土師質の脚部である。
14は滑石製石鍋を転用した石錘、15は滑石製石鍋の口縁部である。
　第６図16～20は SK07出土である。16は青磁の小碗である。内面に片彫りの蓮華文を施す。胎土・
釉調とも精良である。高台は低い角高台で、畳付と高台内面の釉を粗く掻き取り、掻き取った部分は
赤みを帯びた茶褐色を呈す。これらの特徴から、13世紀中頃以降の所産と判断した。17は青磁碗で片
彫りの分割線と飛雲文を施す。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4類で、12世紀中頃から13世紀初頭の
所産である（宮崎編 2000）。18～20は糸切り底の土師器で18・19は坏、20は皿である。 （谷　直子）

（２）エリアⅡ（第７図）
　「エリアⅡ」としたのは、調査区南西側の遺構が残存していたエリアである（第２図）。遺構の検出
作業を行った結果、土坑４基、ピット２基が見つかった。
　SK24　遺構南側の大部分を近現代の撹乱によって破壊されており、様相は不明。遺物は出土して
ない。
　SP25・SP26　切り合い関係にはないが、二つの円形を呈するピットが近接して構築されている。
SP25・SP26ともに遺物は出土していない。
　SK27　平面プランは長楕円形を呈する。遺物は出土しなかった。
　SK28　不整形の土坑である。出土遺物なし。
　SK29　長楕円形を呈するが、遺構西側の大部分は調査区外に続いていると考えられ、遺構の形状
は不明である。エリアⅠで検出された SD17のような溝状遺構の可能性もある。遺物は出土していな
い。

（３）エリアⅢ（第７～９図）
　調査区南西側の遺構が残存していたエリアを「エリアⅢ」とした（第２図）。遺構の検出作業を
行ったところ、７基の土坑を検出したが、当該エリアの東部分を中心に暗褐色砂が広がっており、明
確な線引きができないものの、この付近にまだ遺構が存在している可能性があった。



9

　そこで、検出した７基の遺構を調査したのち、当該エリアを全体的に掘り下げながら、サブトレン
チを数か所設定するなどして様相解明に努めたところ、井戸を６基検出することができた（第８図）。
　当初、土坑と考えていた SK30と SK31はどちらも井戸の主体部であることが判明したため、SK30
を SE004、SK31を SE006と呼称を改めて調査を行った。サブトレンチを掘り進めると、標高１m前
後で水が湧いてきたため、その面で掘削を止めざるを得なかった。
　SK32・SK33・SK34　切り合い関係にはないが、三つの長楕円形を呈する土坑が近接して構築
されている。埋土の特徴も類似している。どの遺構からも遺物は出土しなかった。

第７図　HZK1903地点 A区エリアⅡ・Ⅲ SP25・26・SK27～29・32・33・35遺構平面・断面図

2.5m 2.5m
≪SP25・SP26≫

SP25

SP26

SP25 SP26

SP25：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　　　細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む
SP26：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　　　細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む

2m

≪SK28≫

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、細砂（粗砂を含む）

１

2m

≪SK27≫

１：10YR4/3にぶい黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、細砂（粗砂を含む）

１

2m

≪SK29≫
１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、
　  細砂（粗砂を含む）、炭化物を含む

１

調査区西壁

1.5m

≪SK32≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、粗砂（細砂を含む）、
　  炭化物を含む

1.5m

≪SK33≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、粗砂（細砂を含む）、
　  炭化物を含む

2m

≪SK35≫

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、細砂（粗砂を含む）、
　  10YR4/3にぶい黄褐の粗砂をブロック状に含む。

0 50cm(1/20)

２．遺構と遺物
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　SK35　平面プランは長楕円形を呈すると考えられるが、遺構北側の大部分を近現代の撹乱によっ
て破壊されており、様相は不明。当初、近現代の撹乱と考えていたが、近現代の遺物は出土せず、撹
乱と断ずることができなかった。青磁や陶器、瓦質土器、土師器の小片が出土している。
　SK36　遺構南側の大部分を近現代の撹乱によって破壊されており、様相は不明。遺物は出土して
いない。
　SE001・SE002　サブトレンチ①を設定して精査したところ検出した。SE001は主体部の木桶の
痕跡を確認した。木材を採取できるほど残存状態は良くなかったが、幅１～1.5cm程度の有機質の痕
跡が残っていた。木桶の直径は60cm程度。木桶の平面プランは正円形ではなく、やや三角形気味の
円形を呈しており、一部で木材の継ぎ目がズレたような箇所も確認できる。１～４層とその両側に堆
積している５層との境界に、縦幅１～1.5cm程度の黒褐色を呈する縦方向のラインを確認できる（第
９図）。おそらくこれも主体部木桶の痕跡だと考えられる。５層は井戸の掘方の埋土に相当すると推
察される。掘方に相当する部分からは13世紀後半から14世紀前半の龍泉窯系青磁や瓦質鍋が、井戸枠
内部からは14世紀から15世紀代の陶磁器片が出土している。以上より、13世紀後半から14世紀前半に
井戸が構築され、15世紀代まで利用されていた可能性がある。
　SE002では木桶の痕跡を確認できなかったため、井戸と断定することはできないが、埋土の状況や
周辺の井戸との比較から、当該遺構も井戸と判断した。土層断面でも木枠の痕跡などは確認できない
（第９図）。土師器や陶器の小片が出土しているが、時期の特定は困難である。
　SE003・SE004　サブトレンチ③を設定して精査したところ検出した。SE004は当初土坑と判断
して調査していたが（旧 SK30）、掘り進めても底面を検出することができなかった。そのため、サ

第８図　HZK1903地点 A区エリアⅢ井戸検出状況
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ブトレンチを設定してさらに深く掘り進めてみたところ、サブトレンチ底面で幅１～1.5cm程度の木
桶の痕跡を確認し、当該遺構は井戸であったことが判明した。木桶の直径は70cm程度で、木桶の内
側に相当する埋土からは拳大の礫が多量に出土した。木桶の痕跡はサブトレンチ底面のみで確認でき、
SE001のように土層断面でその痕跡を確認することはできなかった。SE004からは、14世紀代と考え
られる須恵器片が出土しているが、磨滅が著しく詳細不明である。
　SE004の木桶の南隣から、もう一つ木桶を検出した。これを SE003とする。木桶の直径は SE004と
同様で70cm程度。木桶の幅は1～1.5cm 程度である。SE004は、サブトレンチ③東壁において、木桶
を中心とした井戸の構造を把握することができたのに対し、SE003は検出した木桶に対応するような
堆積状況を確認することができなかった（第９図）。こうした堆積状況から、SE003が先行して構築
されていたが、その後、SE003を破壊して、SE004を構築したことが窺える。なお、SE003からは13
世紀後半から14世紀前半の所産と考えられる口禿の白磁小片が出土している。

第９図　HZK1903地点 A区エリアⅢサブトレンチ土層断面図
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　SE005・SE006　SE006は当初 SK31として検出したものの、調査を進める中で埋土の状況など
から近現代の撹乱と判断した。埋土は灰黄褐色の粗砂で、炭化物や褐色の粗砂をブロック状に含んで
いた。しかし、埋土を掘り進めても底面を検出することができず、かつ、確実な近現代の遺物も出土
しなかったため、サブトレンチ④を設定して精査することにした。その結果、撹乱として掘り進めて
いた旧 SK31の平面プランに対応する位置で、サブトレンチ底面において幅１～1.5cm 程度の木桶の
痕跡を確認した。木桶の直径は60cm程度。旧 SK31は井戸であったことが判明したため、旧 SK31を
SE006と呼称を改めた。サブトレンチ④南壁で土層断面を精査したものの、旧 SK31の外側は自然堆
積層のみが見られ、井戸の掘方の痕跡などを確認することはできなかった（第９図）。SE006からは、
13世紀後半～14世紀前半の所産と考えられる白磁小片や、陶器片が複数出土している。
　SE006の木桶の東側で、直径70cm程度の木桶の痕跡を確認した。これを SE005とする。サブトレ
ンチ④南壁で土層断面を精査したものの、SE005の痕跡を確認することはできなかった。SE005から
は15世紀～16世紀代と考えられる陶器片が少数出土している。
　サブトレンチ④南壁では、自然堆積層の認定基準の一つである細砂と粗砂の縞状の互層堆積を確認
できたが、一部で縞状構造のゆがみが認められるなど、他の地点で見られる自然堆積層とは異なる様
相が見られた。直上まで近現代の撹乱が及んでいたことを踏まえると、撹乱に伴う何らかの営力に
よって、堆積状況が間接的に乱された可能性がある。SE005の痕跡や SE006の井戸掘方の痕跡を確認
できなかった理由として、こうした堆積状況の撹乱が挙げられるかもしれない。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第10図１～４は SE001出土である。１は青磁碗で、釉は白濁し発色が悪く、龍泉
窯系青磁碗Ⅳ類である。時期は14世紀以降である。２は陶器の黄釉鉄絵盤である。磁竃窯の産で、11
世紀後半から12世紀前半のものである（宮崎編 2000）。３は東播系須恵器の捏鉢である。固く焼き締
まっており、玉縁状の口縁部外面は黒色を呈す。東播系捏鉢は13世紀後半以降、在地の捏鉢に置き換
わる（山本ほか 1997）。４は瓦質土器の口縁部である。端部外面は黒色を呈す。
　５は SE003出土の須恵質の口縁部である。強く外反し、端部をつまみ上げる。壺の口縁部か。
　６～13は SE004出土である。６～９は瓦質土器の捏鉢で、６と７は同一個体の可能性が高い。捏鉢
は13世紀以降在地化が進む（山本ほか 1997）。10～12は糸切り底の土師器で、10は坏、11・12は皿で
ある。13は滑石製石鍋の底部である。
　14～19は SE006出土である。14は青磁碗である。外面に鎬蓮弁文を施し、低い高台が付く。大宰府

第10図　HZK1903地点 A区出土遺物２
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編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ類で13世紀前半頃の所産である。15・16は白磁皿である。15は口禿で、大宰
府編年の白磁皿Ⅸ -1a 類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。17は土師器
の坏口縁部である。18は土錘、19は滑石製石錘である。

（４）遺構外出土遺物

　第10図20は遺構外出土の青磁碗である。高台部内面に墨書を施す。 （谷　直子）

第11図　HZK1903地点 B区遺構配置図
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

B区
（１）エリアⅠ（第12～14図）
　「エリアⅠ」としたのは、調査区南西側の遺構が残存していたエリアである（第11図）。遺構の検出
作業を行った結果、土坑17基、ピット９基が見つかった。
　SK01・SK02　SK01と SK02は切り合い関係にあり、SK02→ SK01の順番で構築されている。SK01
から土師器や陶器の小片、SK02から瓦質土器の小片が出土しているが、時期の特定は困難である。
　SP03・SP04・SP05　切り合い関係にはないが、三つの円形を呈するピットが近接して構築さ
れている。SP03と SP05の遺構西側は近現代の撹乱によって破壊されている。SP03から土師器坏の小
片、SP05からは白磁碗の小片が出土した。SP04から遺物は出土していない。
　SK06　平面プランは円形を呈する。土師器や瓦質土器の小片が出土した。
　SK07　遺構東側を近現代の撹乱によって破壊されているが、おそらく平面プランは楕円形を呈す
ると考えられる。土師器や瓦質土器の小片が出土した。
　SP08　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。
　SP09　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。
　SP10・SK11・SK13　SP10・SK11・SK13は切り合い関係にあり、SK13→ SK11→ SP10の順番

第12図　HZK1903地点 B区エリアⅠ遺構配置図
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で構築されている。SP10は、底面から10cm程度上方から10cm大の扁平な礫が出土している。礎石
を伴う柱穴の可能性がある。SP10から土師器小片が出土した。SK11・SK13から遺物は出土していな
い。
　SK12　円形を呈する土坑である。遺物は出土していない。

第13図　HZK1903地点 B区エリアⅠ　SK01・02・SP03～05・SK06・07・SP08～10・
SK11～16遺構断面図
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　SK14　平面プランは円形を呈する。13世紀後半の龍泉窯系青磁碗が出土しており、遺構の時期を
示すと考えられる。
　SK15　遺構北側を近現代の撹乱によって破壊されているが、平面プランは楕円形を呈すると考え
られる。土師器や瓦質の捏鉢が出土しているが、時期の特定は難しい。
　SK16　平面プランは円形を呈する。土師器坏の小片が出土している。
　SK17・SK18・SK19　SK17・SK18・SK19は切り合い関係にあり、SK19→ SK18→ SK17の順番
で構築されている。平面プランは円形を呈し、大きさも類似しているが、SK17は他の二つに比べて
掘り込みが深い。いずれの遺構からも土師器小片などが出土しているが、時期の特定は困難である。
　SK20　円形を呈する土坑である。土師器小片が出土した。
　SP21　円形を呈するピットで、遺構南側は調査区外に続いている。遺物は出土していない。
　SK22　平面プランは不整形で、遺構南側は調査区外に続いている。青磁や陶器、瓦質土器、土師
器の小片が出土しているが、時期は特定できない。

１

１：10YR3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、
　  中砂～粗砂、炭化物を多く含む

≪SK17≫

2.6m

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性ややあり、中砂
≪SK18≫

2.6m

１

２

１：10YR5/3にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂
２：10YR5/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂

≪SK19≫

2.6m

SP23

SP23：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性ややあり、
　　   中砂、炭化物を含む
SK24：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性ややあり、
　　   中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SP23・SK24≫

SK24

2.6m

１

１：10YR5/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、中砂

≪SP25≫

2.6m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり弱い、粘性ややあり、
　  中砂～粗砂、２cm程度の小石を含む、
　  炭化物を含む

≪SK26≫

2.6m

１
１

２

［SP21］
１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（中砂主体）
　10YR3/2黒褐の砂層がブロック状に入る
［SK22］
１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂
２：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂

≪SP21・SK22≫

2.6m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり弱い、粘性弱い、
　　中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物含む

≪SK20≫

2.6m

0 50cm(1/20)

S.P.N.P. N.P.S.P.

W.P.

E.P.W.P.

N.P.S.P.

S.P.N.P. N.P.S.P.

E.P.

W.P.E.P.

SK19

SK22 SP21

第14図　HZK1903地点 B区エリアⅠ　SK17～20・SP21・SK22・SP23・SK24・SP25・SK26
遺構断面図
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　SP23・SK24　SP23と SK24
は切り合い関係にあり、SK24→ 
SP23の順番で構築されている。
SK24の遺構東側は近現代の撹
乱によって破壊されている。
SP23から土師器の小片が、SK24
から白磁の小片や土師器の小片が出土している。
　SP25　円形を呈するピットである。13世紀後半の龍泉窯系青磁碗が出土しており、遺構の時期を
示すと考えられる。
　SK26　遺構東側は近現代の撹乱によって破壊されているが、平面プランは円形を呈すると考えら
れる。10cm大のやや扁平な礫が出土しているが、遺構に伴うものか不明である。白磁や土師器の小
片が出土している。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第15図１は SK14出土の青磁碗である。外面に鎬蓮弁文を施す。釉調は青緑色で
厚く施釉する。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ-b 類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である（宮
崎編 2000）。
　２・３は SK15出土の糸切り底の土師器で、２は坏、３は皿である。
　４は SP25出土の鎬蓮弁文の青磁碗である。釉調は青緑色で厚く、大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ
類である。13世紀中頃から14世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。 （谷　直子）

（２）エリアⅡ（第16・17図）
　「エリアⅡ」としたのは、調査区東側の遺構が残存していたエリアである（第11図）。遺構の検出作
業を行った結果、土坑２基、ピット７基が見つかった。
　SP27　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。

1

2

3 40 10cm(1/4)

SP27

SP28

SP30

SK34

SK35

SP29SP29

0 2m(1/50)

SP31SP31
SP32SP32

SP33SP33

X=
69
09
5

Y=-53398

X=
69
09
2

Y=-53398

X=
69
09
5

Y=-53400

X=
69
09
2

Y=-53400

第15図　HZK1903地点 B区 SK14・15・SP25出土遺物　

第16図　HZK1903地点 B区エリアⅡ遺構配置図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　SP28・SP29・SP30　切り合い関係にはないが、三つのピットが近接して構築されている。
SP29は楕円形を呈し、他の二つは円形を呈する。いずれからも遺物は出土していない。
　SP31・SP32・SP33　切り合い関係にはないが、三つのピットが近接して構築されている。
SP32は楕円形を呈し、他の二つは円形を呈する。いずれからも遺物は出土していない。
　SK34　平面プランは長楕円形を呈する。検出面からの深さは７cm程度と浅い。土師器や瓦、石
鍋の小片が出土したが、時期の特定は難しい。
　SK35　楕円形を呈する土坑である。土師器鍋の小片が出土している。

（３）エリアⅢ（第18～20図）
　「エリアⅢ」としたのは、調査区南側の遺構が残存していたエリアである（第11図）。遺構の検出作
業を行った結果、土坑10基、ピット９基が見つかった。
　SK38・SP39　SK38と SP39は切り合い関係にあり、SP39→ SK38の順番で構築されている。とも
に平面プランは円形を呈する。いずれからも遺物は出土していない。
　SP40・SP41　切り合い関係にはないが、二つの円形を呈するピットが近接して構築されている。
SP40から土師器小片が出土した。SP41から遺物は出土していない。
　SK42・SK71　SK42と SK71は切り合い関係にあり、SK71→ SK42の順番で構築されている。
SK71は、当初、その大きさから井戸ではないかと考えていたが、調査を進めたところ、主体部の木
桶なども確認できず、井戸ではなく土坑であると判断した。遺構上面北側で10cm大の扁平な礫を検
出したが、遺構に伴うものではない。SK71からは、12世紀後半の所産と考えられる白磁皿や青磁碗
が出土しているが、13世紀から14世紀前半のものと考えられる黄釉盤も出土している。遺構の年代は

１

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、
　  粘性なし、粗砂

≪SP27≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、
　  粘性なし、粗砂

≪SP28≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、
　  粘性なし、粗砂

≪SP29≫

2.2m

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、
　  粘性なし、粗砂

≪SP30≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）

≪SP31≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂

≪SP32≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり弱い、
　  粘性なし、中砂

≪SP33≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂、
　  炭化物を含む

≪SK34≫

2.2m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりやや強い、粘性ややあり、中砂～粗砂（中砂主体）、
　  炭化物を多く含む、２cm程度の小石を含む

≪SK35≫

2.2m

0 50cm(1/20)

W.P.E.P. W.P.E.P.

W.P.E.P.

S.P.N.P. S.P.N.P.

W.P.E.P. W.P.E.P.

W.P.E.P. W.P.E.P.

第17図　HZK1903地点 B区エリアⅡ　SP27～33・SK34・35遺構断面図
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この黄釉盤が示していよう。
　SK42は、底面から15cm程度上方から30cm大の扁平な礫が出土している。遺構北側に偏って出土
しており、遺構平面プランの形状からみても柱穴の可能性は低いと考えられる。土師器小片が出土し
ているが、時期の特定は困難である。
　SK44・SP45　SK44と SP45は切り合い関係にあり、SP45→ SK44の順番で構築されている。
　SK44は遺構東側を近現代の撹乱によって破壊されているが、平面プランは楕円形を呈すると考え
られる。SK44からは土師器小片が出土している。SP45から遺物は出土していない。
　SK46・SK47・SK48・SK49　SK46・SK47・SK48・SK49は切り合い関係にあり、SK48・SK49→ 
SK46・SK47の順番で構築されている。SK48と SK49、SK46と SK47、SK47と SK48の前後関係は不
明である。SK46は、底面付近で20cm大の扁平な礫が出土している。礎石を伴う柱穴の可能性がある。
SK49は、遺構西側が深く掘り込まれており、遺構検出面から85cm程度の深さがある。柱穴の可能性
もあるが、性格は不明である。SK46と SK47からは土師器小片などが出土しているが、時期の特定は
難しい。SK48と SK49から遺物は出土していない。
　SP50　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。
　SP51　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。
　SP52　円形を呈するピットである。遺物は出土していない。
　SP53・SP54　SP53と SP54は切り合い関係にあり、SP54→ SP53の順番で構築されている。いず
れからも遺物は出土しなかった。
　SK55・SK56　SK55と SK56は切り合い関係にあり、SK56→ SK55の順番で構築されている。
SK55からは、直径50cm程度、厚さ20cm程度の大型の礫が、二つ積まれた状況で出土している。下
の礫は遺構底面に据えられており、礎石を伴う柱穴の可能性が高い。礫の大きさに加え、二つ積んで
構築していることから、かなり大きな建築物だったのではないかと推察される。SK55からは瓦器碗
が出土しており、12世紀代の所産と考えられる。底部ヘラ切りの土師器坏も出土しており、遺構の時

SK38

SP40

SK42 撹乱

SK44 SP45

SK46

SK47 SP51

SP54

SK55

SP41SP41
SK49SK49

SP50SP50

SP52SP52

SP53SP53

SK56SK56

SK48SK48

SK71

SP39SP39

X=
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Y=-53406
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5
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9

Y=-53409
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5

Y=-53409

0 2m(1/50)

第18図　HZK1903地点 B区エリアⅢ遺構配置図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

期も12世紀代と考えて問題なかろう。SK56からは青磁や土師器の小片が出土しているが、時期の特
定は困難である。 （福永将大）

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、
　  粘性なし、中砂、炭化物を含む

≪SK38≫

2.4m

１

１：10YR4/2灰黄褐（SK38に比べて
　  やや黒っぽい）、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂～粗砂

≪SP39≫

2.4m

SP40
SP41

SP40：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　　   粘性ややあり、中砂
SP41：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　　   粘性ややあり、中砂

≪SP40・SP41≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、
　  10YR5/4にぶい黄褐の砂をブロック状に含む、
　  中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SK42≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、
　  10YR5/3にぶい黄褐の砂をブロック状に
　  含む、中砂、炭化物を含む

≪SK44≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、粘性弱い、
　  中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SP45≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性弱い、
　  中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SK46≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、
　  10YR5/3にぶい黄褐の砂をブロック状に
　  含む、中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SK47≫

2.4m

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂
≪SK48≫

2.4m

１

１：10YR4/2灰黄褐（SK48より黒っぽい）、しまり弱い、
　  粘性なし、中砂、炭化物を含む

≪SK49≫

2.4m

１

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂

≪SP50≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりあり、
　  粘性弱い、中砂、炭化物を含む

≪SP51≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、
　  中砂～粗砂、炭化物を含む

≪SP52≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂～粗砂

≪SP53≫

2.4m

0 50cm(1/20)

N.P.S.P.

N.P. N.P.S.P.

N.P. N.P. W.P.S.P. S.P. E.P.

N.P. N.P.S.P. S.P.

S.P.

N.P. S.P. W.P. W.P.E.P. E.P.

N.P. S.P.

W.P.E.P. W.P.E.P.

第19図　HZK1903地点 B区エリアⅢ　SK38・SP39～41・SK42・44・SP45・SK46～49・
SP50～53遺構断面図
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１

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂

≪SP54≫

2.4m

１
１

１：10YR3/2黒褐、しまり強い、粘性ややあり、
　  中砂～粗砂、炭化物を多く含む

≪SK55≫

2.4m

１

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、
　  粘性なし、中砂

≪SK56≫

2.4m

１
２

３
４

5

１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂、炭化物を含む
２：10YR5/4にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂、10YR2/1黒のシルト～細砂（しまりあり、粘性あり）をブロック状に含む、炭化物を含む
３：10YR3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む、小礫を複数含む
４：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む
５：10YR4/3にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂、10YR3/2黒褐のシルト～細砂を層状に複数含む

≪SK71≫

2.3m

0 50cm(1/20)

W.P. W.P.E.P. E.P. S.P. N.P.

N.P.S.P.

0 20cm(1/4)

13

14 15

1

2

3 4

5
6

7
8

9

10

11
12

第20図　HZK1903地点 B区エリアⅢ SP54・SK55・56・71遺構断面図

第21図　HZK1903地点 B区 SK55・71出土遺物　

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　出土遺物と年代　第21図１～４は SK55出土である。１は瓦質土器の碗である。粘土紐を巻き付け
た低い高台が付く。内外面ともミガキ調整。２は底部がヘラ切りの土師器の坏である。３は糸切り底
の土師器の坏である。４は糸切り底の土師皿である。土師器の坏と皿は、12世紀中頃では糸切り・ヘ
ラ切りが半々ほど共存するが、12世紀後半以降は糸切りのみになる（山本ほか 1997）。
　５は SK71の１層出土の陶器の黄釉盤底部である。黄釉盤は11世紀以降流入する（宮崎編 2000）。
　６・７は SK71の３層出土である。６は褐釉陶器の壺胴部である。内外面とも回転ヘラケズリで成
形する。７は糸切り底の土師器の坏である。
　８は SK71の４層出土の糸切り底の土師皿である。
　９～15は SK71出土である。９・10は青磁碗である。断面四角の高台で、器壁は厚く、体部外面の
高台部付近から高台内面まで露胎である。９は見込みに文字印文がある。大宰府編年の龍泉窯系青磁
碗Ⅰ-1c 類。10は見込みに圏線がめぐり、内面に片彫りの草花文を施す。龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類。い
ずれも12世紀中頃から後半の所産である。11は白磁の皿である。内面屈曲部に沈線状の段を有し、小
型品である。平底の底部外面の釉は施釉後に削り取る。白磁皿Ⅷ-1a 類で、12世紀中頃から後半の所
産である。12は陶器の黄釉盤である。胎土に混入物が少なく、L字形の口縁部の釉を拭き取る。盤Ⅱ
類で13世紀から14世紀前半の所産（宮崎編 2000）。13は瓦質土器の捏鉢である。捏鉢は13世紀以降在
地化が進む（山本ほか 1997）。14・15は糸切り底の土師器で14は坏、15は皿。 （谷　直子）

（４）井戸

　SE58（第22図）　調査区北東部で見つかった井戸である。遺構検出時に、井戸主体部と推定され
る位置に、幅25cm程度の粘質土が帯状にまわっていることを確認していた（第22図上図）。遺構を
半裁して土層断面を精査したところ、粘質土は幅25cm程度を保ちながら、井戸主体部の外側に沿う
ような形で下方まで続いており、間に暗褐色砂層を挟みつつ互層状に堆積していることがわかった。
おそらく井戸主体部の木桶を固定するために、施した処置の痕跡だと考えられる。
　底面で円形木桶の痕跡が見つかっており、一部木材も残存していた。注目されるのは、円形木桶が
二重をなして見つかっていることである。内側の木桶は、断面が逆「ハ」字状をなしており、上方は
直径60cm程度、下方は50cm程度。外側の木桶は、内側の木桶ほど明確ではないが、逆「ハ」字状
の断面をなしており、上方は直径70cm程度、下方は65cm程度を測る。内側と外側の木桶の間に隙
間があり、砂が介在していることは気になるものの、複数の木桶を上下に重ねる形で連ねて、井戸の
主体部としたことが窺える。
　井戸主体部や掘方からは、13世紀後半から14世紀前半の所産と考えられる白磁や青磁、陶器が出土
しており、これらの遺物が井戸の構築時期を表していると考えられる。ただ、井戸主体部からは15世
紀後半以降のものと考えられる朝鮮雑釉陶器が出土しており、井戸の使用はその時期まで継続してい
た可能性がある。
　なお、円形木桶の部材２点を対象に放射性炭素年代測定を実施したところ、1356-1392 cal AD
（56.33％）、1076-1156 cal AD（55.12％）の測定値を示した１）。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第23図１～３は SE58の15～19層出土である。１は平底の白磁皿で、釉調は空色
を帯びた灰白色を呈す。底部外面にも施釉する。大宰府編年の白磁皿Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀
前半に増加する（宮崎編 2000）。２は土師器の坏、３は糸切り底の土師器の皿である。
　４～６は SE58中心部外側出土である。４は陶器の碗である。均一な胎土で、口縁部が口禿となり、
透明度の高い灰色釉が厚くかかる。近世の所産と思われる。５は瓦質土器の捏鉢である。６は丸瓦で、
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１：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂（粗砂含む）、炭化物を含む
２：10YR3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂（粗砂含む）、炭化物を含む
３：2.5Y5/3黄褐、しまり弱い、粘性なし、シルト～細砂
４：10YR3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂（粗砂含む）、炭化物を含む　※２層と同質
５：10YR3/1黒褐、しまりあり、粘性あり、細砂～粗砂、炭化物を含む
６：5Y6/2灰オリーブ、しまり強い、粘性強い、シルト、鉄分を含む
７：2.5Y3/3暗オリーブ褐、しまり強い、粘性ややあり、細砂～中砂、炭化物を含む
８：5Y6/2灰オリーブ、しまり強い、粘性強い、シルト、鉄分を含む　※６層と同質
９：2.5Y3/3暗オリーブ褐、しまり強い、粘性ややあり、細砂～中砂、炭化物を含む　※７層と同質
10：2.5Y3/1黒褐、しまり弱い、粘性ややあり、中砂～粗砂
11：5Y6/2灰オリーブ、しまり強い、粘性強い、シルト、鉄分を含む　※６層・８層と同質
12：2.5Y3/3暗オリーブ褐、しまり強い、粘性ややあり、細砂～中砂、炭化物を含む　※７層・９層と同質
13：2.5Y3/1黒褐、しまり弱い、粘性ややあり、中砂～粗砂　※10層と同質
14：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む
15：10YR4/3にぶい黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む
16：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※14層と同質
17：2.5Y4/3オリーブ褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂（粗砂含む）、炭化物を含む
18：10YR4/3にぶい黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※15層と同質
19：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※14層・16層と同質
20：10YR5/4にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、粗砂（中砂含む）、鉄分を含む
21：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※14層・16層・19層と同質
22：10YR4/3にぶい黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※15層・18層と同質
23：10YR5/4にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂
24：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※14層・16層・19層・21層と同質
25：2.5Y4/3オリーブ褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂（粗砂含む）、炭化物を含む　※17層と同質
26：10YR5/4にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂　※23層と同質
27：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む　※14層・16層・19層・21層・24層と同質
28：10YR5/4にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、粗砂（中砂含む）、鉄分を含む　※20層と同質
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第22図　HZK1903地点 B区 SE58平面・断面図

第23図　HZK1903地点 B区 SE58出土遺物　

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

内面に布目と吊り紐痕が見られる。14世紀以降の所産である（松田ほか 2019）。
　７～11は SE58中心部出土である。７は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗で、厚く施釉する。大宰府編
年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である。８は陶器碗である。白色砂粒
の多い胎土で、透明度の高い灰色釉を底部全体にも施す。朝鮮雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産で
ある（佐藤 2008）。９は陶器の黄釉盤である。L字形の口縁部の釉を拭き取るなどの特徴から、大宰
府編年の盤Ⅱ類で13世紀から14世紀前半の所産（宮崎編2000）。10・11は糸切り底の土師器で、10は
坏、11は皿である。 （谷　直子）
　SE59・SE75・SE76・SE77（第24図）　調査区北側中央部で見つかった井戸である。当初、
SE59が１基のみ存在していると考えていた。半裁して掘り進めると（第24図上図、断面X－X’ の南
側を掘削）、底面で円形木桶の痕跡が見つかり、土層断面の精査によって井戸の構造も把握すること
ができた。円形木桶は直径70cm程度。
　その後、断面X－X’ の北側を掘削して完掘を目指したが、その過程で SE59とは別の円形木桶を三
つ発見するに至った（第24図）。西側から SE76、SE77、SE75として精査して、井戸の切り合い関係
の把握に努めた。既に水が湧いてきており、これ以上の深堀が不可能だったため、平面で切り合い関
係を判断せざるを得なかった。SE59が SE76、SE77、SE75を切って構築されていることは容易に確
認できたが、SE76、SE77、SE75の切り合い関係の把握は困難を極めた。微妙な土質や色調の違いか
ら、SE77→ SE75・SE76の前後関係を推定したものの、根拠は乏しいと言わざるを得ない。
　SE76、SE77、SE75の精査を終えたのち、断面X－X’ で作図した土層断面を見直したところ（第24
図）、堆積状況や各層の標高などから、９層・10層・11層・12層は SE76に伴う埋土の、16層・15層は
SE75に伴う埋土の可能性が高いと判断するに至った。
　SE59からは、13世紀後半から14世紀前半の白磁碗や青磁坏が出土しているほか、井戸の掘方から
は15世紀代の所産と考えられる擂鉢、井戸主体部からは14世紀後半から15世紀前半の土師器鍋が出土
している。以上の出土遺物より、井戸の年代は15世紀代と考えられよう。SE75から土師器小片、
SE76からは青磁小碗、SE77からは白磁や瓦質土器、土師器の小片などが出土しているが、いずれも
時期の特定は難しい。
　なお、各井戸の円形木桶の部材を対象に放射性炭素年代測定を実施している。SE59は部材２点を
測定して1156-1219 cal AD（89.65％）、1204-1266 cal AD（90.39％）の測定値を、SE75は部材１点を
測定して1124-1215 cal AD（54.04％）の測定値を、SE76は部材２点を測定して1161-1226 cal AD
（95.45％）、1303-1367 cal AD（75.61％）の測定値を、SE77は部材２点を測定して992-1027 cal AD
（95.45％）、892-991 cal AD（95.45％）の測定値を示した。
　SE59は、出土遺物から判断した井戸の年代と、木桶部材の年代測定値に齟齬が見られる。今回分
析した木桶部材は、最終形成年輪以外であると判定されており、木取りした部位によっては著しく古
い年代値が出る可能性も十分考えられる。木桶部材の年代測定値はあくまでも参考程度にとどめて、
井戸の年代については出土遺物から最終的に判断するのが賢明であろう。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第25図１～６は SE59中心部出土である。１は瓦質土器の擂鉢である。擂鉢は14
世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くようになる。２は土師質の鍋である。口縁部と体部の境がややゆ
るく屈曲しており、14世紀後半から15世紀中葉の所産である（山本ほか 1997）。３は糸切り底の土師
器の坏である。４は中央部がややふくらむ円筒形の土錘である。５は磨石である。６は丸瓦である。
内面に布目とコビキAが見られる。
　７～32は SE59出土である。７・８は青磁の坏で厚く施釉し、いずれも口縁端部は横に長く屈折さ



25

Y=-53403

X=
69
09
9

Y=-53403

X=
69
09
5

Y=-53405

X=
69
09
9

Y=-53405

X=
69
09
5

SE59

SE75

SE77

SE76

１ １２

３７

８10
11

12

13
15 16
17

18

20

21

25

27

29

36
40

１：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、
　  炭化物含む　※撹乱層？
２：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、
　  10YR5/4にぶい黄褐の砂と10YR3/1黒褐のシルト（粘性強い）を
　  ブロック状に含む、炭化物を含む
３：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、
　  10YR5/4にぶい黄褐の砂と10YR3/1黒褐のシルト（粘性強い）を
　  ブロック状に含む、炭化物を含む　※２層と同質
４：10YR7/6明黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂
５：10YR6/4にぶい黄橙、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂
６：10YR4/2灰黄褐、しまり弱い、粘性弱い、中砂
７：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂、10YR5/4
　  にぶい黄褐の砂をブロック状に含む
８：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂、鉄分を含む、
　  ３～４㎝程度の石を含む
９：10YR5/6黄褐、しまり弱い、粘性なし、粗砂（中砂含む）
10：10YR4/1褐灰、しまりややあり、粘性弱い、粗砂（中砂含む）、炭化物
　  を含む、10YR5/6黄褐の砂を含む
11：10YR5/4にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂
12：10YR4/1褐灰、しまりややあり、粘性弱い、粗砂（中砂含む）、炭化物
　  を含む、10YR5/6黄褐の砂を含む　※10層と同質
13：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、
　  10YR5/4にぶい黄褐の砂と10YR3/1黒褐のシルト（粘性強い）を
　  ブロック状に含む、炭化物を含む　※２層・３層と同質
14：10YR6/4にぶい黄橙、しまり弱い、粘性なし、中砂
15：10YR3/2黒褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂、10YR5/4
　  にぶい黄褐の砂をブロック状に含む、炭化物を含む
16：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性弱い、粗砂（中砂含む）、炭化物
　  を含む、10YR5/6黄褐の砂を含む　※10層・12層と同質
17：10YR4/1褐灰、しまりややあり、粘性弱い、粗砂（中砂含む）、炭化物を
　  含む、10YR5/6黄褐の砂を含む　※10層・12層と同質
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18：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂（中砂主体）、
　   炭化物を含む
19：10YR5/4にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂主体）
20：10YR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）
21：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂（中砂主体）、
　   炭化物を含む　※18層と同質
22：10YR5/4にぶい黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂
23：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂（中砂主体）、
　   炭化物を含む　※18層・21層と同質
24：10YR5/4にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂主体）
　   ※19層と同質
25：10YR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）　
　   ※20層と同質
26：10YR4/3にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、粗砂
27：2.5Y5/3黄褐、しまり弱い、粘性なし、細砂～中砂、2.5Y3/2黒褐の粘土
　   を層状に含む、炭化物を含む
28：2.5Ｙ5/3黄褐、しまりややあり、粘性なし、細砂～中砂
29：10YR4/1褐灰、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂、鉄分を含む、
　   炭化物を含む
30：10YR5/2灰黄褐、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂
31：10YR3/1黒褐、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂、鉄分を含む
32：10YR5/2灰黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）
33：2.5Y4/2暗灰黄、しまり強い、粘性ややあり、中砂～粗砂
34：10YR3/1黒褐、しまり弱い、粘性強い、細砂～中砂（シルト含む）
35：10YR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）
36：10YR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂
37：5Y4/4暗オリーブ、しまり強い、粘性ややあり、細砂～中砂
38：10YR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂　※36層と同質
39：10YR5/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、粗砂
40：10UYR4/1褐灰、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂
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第24図　HZK1903地点 B区 SE59周辺平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

せる。７は無文でⅢ-3類。８は外面に鎬蓮弁文を施し、龍泉窯系青磁坏Ⅲ-4類である。いずれも13世
紀中頃から14世紀初頭の所産である。９は青磁の容器口縁部である。10・11は白磁の碗である。10は
口禿で、白磁碗Ⅸ類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。12は青白磁の菊
花状の合子蓋である。13は青白磁の容器口縁部である。形態は９の青磁容器とよく似ている。博多遺
跡群では青白磁は12世紀後半から14世紀まで見られる（田中 2008）。14・15は須恵質の捏鉢口縁部で
ある。堅緻で、口縁端部外面は黒色を呈す東播系須恵器である。東播系捏鉢は13世紀後半以降、在地
の捏鉢に置き換わる（山本ほか 1997）。16～18は瓦質土器の捏鉢である。16・18は素口縁で、16は片
口部分が残る。19～21は瓦質土器の擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くように
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第25図　HZK1903地点 B区 SE59出土遺物
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なる（山本ほか 1997）。22は土師器の甕である。小さな L字形の口縁部
が付く。23は土師器の高台付坏である。高さのある高台脚で、14世紀前半
頃まで存続する（山本ほか 1997）。24・25は糸切り底の土師器の坏である。
26は板状圧痕のある土師皿、27・28は糸切り底の土師皿である。29・30は
円筒形の土錘である。31・32は滑石製石錘で、32は石鍋を再加工しており、
鍔部分が残る。33は貝と接して出土した瓦質土器の捏鉢の片口部分である。
捏鉢は13世紀以降在地化が進む（山本ほか 1997）。
　第26図は SE76出土である。１は青磁の小碗である。器形は龍泉窯系青
磁小碗Ⅲ-1a であるが、釉調は碗Ⅱ類に似る。2は糸切り底の土師皿である。
 （谷　直子）
　SE60周辺（第27・28図）　調査区北西隅付近で井戸と思われる暗褐色
砂層の堆積を確認した。その大きさから、複数の井戸が密集して構築された痕跡ではないかと推察さ
れたものの、遺構の平面プランは不明瞭で、遺構の切り合い関係などを把握することは困難であった。
そのため、サブトレンチを設定して、土層断面の観察も併行して実施しながら、遺構の構造や切り合
い関係の把握に努めた。
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第27図　HZK1903地点 B区 SE60周辺平面図

第26図　HZK1903地点
B区 SE76出土遺物　
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28

Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　精査の結果、井戸６基（SE60・SE61・SE62・SE64・SE65・SE66）と土坑３基（SK72・SK73・
SK74）が切り合う複雑な状況を把握することができた（第27・28図）。SE61・SE65・SE66→ SE60・
SE62→ SK74→ SK73→ SK72の順番で構築されており、SE64は SE65に切られているが、SE64と SE61、
SE66との前後関係は不明である。
　サブトレンチの底面で円形木桶を四つ発見した。平面上の位置関係や土層断面で、各円形木桶がど
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≪SK72≫
１：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を多く含む、10YR5/3にぶい黄褐の砂をブロック状に含む、鉄分を含む、貝を含む
≪SK73≫
２：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を多く含む、鉄分を含む、貝を含む
≪SK74≫
３：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を多く含む、10YR5/3にぶい黄褐の砂をブロック状に含む、鉄分を含む、貝を多く含む
≪SE60≫
４：10YR5/2灰黄褐、しまり弱い、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む、10YR5/3にぶい黄褐の砂と10YR4/2灰黄褐のシルト～細砂をブロック状に含む
５：10YR5/2灰黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、10YR5/3にぶい黄褐の砂をブロック状に含む
６：2.5Y4/2暗灰黄、しまり強い、粘性ややあり、中砂
７：5Y3/1オリーブ黒、しまりややあり、粘性あり、中砂～粗砂、小礫や貝を含む、炭化物を含む
８：2.5Y5/3黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む
９：2.5Y5/3黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む（※8層と同質）
10：2.5Y3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂～粗砂（中砂主体）、炭化物を含む
11：10YR5/3にぶい黄褐、しまり強い、粘性なし、中砂～粗砂
12：2.5Y3/2黒褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂～粗砂（中砂主体）、炭化物を含む（※10層と同質）
≪SE62≫
13：10YR5/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）
14：2.5Y4/2暗灰黄、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む
15：2.5Y5/3黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂、2.5Y6/3にぶい黄の砂をブロック状に多く含む、炭化物を多く含む
16：5Y3/1オリーブ黒、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む
17：5Y4/3暗オリーブ、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物を含む
18：5Y5/3灰オリーブ、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物を含む
19：5Y4/3暗オリーブ、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物を含む（※17層と同質）
≪SE61≫
20：10YR4/2灰黄褐、しまり強い、粘性弱い、中砂～粗砂、10YR6/3にぶい黄橙の粗砂を多く含む
21：5Y3/2オリーブ黒、しまりあり、粘性ややあり、中砂～粗砂、鉄分を含む
22：2.5Y6/3にぶい黄、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物を含む
23：5Y5/2灰オリーブ、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂（中砂多い）
24：5Y4/2灰オリーブ、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂（粗砂多い）
≪SE66≫
25：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を多く含む、10YR5/3にぶい黄褐の砂が層状に数条入る
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≪SE64≫

１：10YR5/2灰黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂～粗砂、
　  10YR3/2黒褐の砂をブロック状に含む、炭化物を含む
２：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性ややあり、中砂、炭化物を含む
３：10YR4/3にぶい黄褐、しまりあり、粘性弱い、中砂、炭化物を含む
４：2.5Y4/2暗灰黄、しまり弱い、粘性ややあり、中砂～粗砂、炭化物を含む
５：10YR3/2黒褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂
６：10YR5/3にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を含む
７：10YR5/2灰黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂やや多い）
８：10YR7/4にぶい黄橙、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）
９：10YR5/3にぶい黄褐、しまり弱い、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を含む
10：10YR7/4にぶい黄橙、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）

ｂ ｂ’

第28図　HZK1903地点 B区 SE60周辺サブトレンチ北壁土層断面図
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の井戸に伴うものかどうかを精査したところ、サブトレンチ内の西側から SE66、SE62、SE61、
SE60の円形木桶であることが判明した。SE64でも底面から円形木桶が見つかっている。円形木桶は
どれも直径70cm前後。
　SE60からは、13世紀後半から14世紀前半に属する口禿の白磁や青磁が多数出土しているが、14世
紀から15世紀代の所産と考えられる土師器鍋や捏鉢の出土も目立つ。出土遺物から推定される井戸の
年代は14世紀から15世紀代と判断できよう。
　SE62の掘方からは、15世紀前半の所産と考えられる土師質の鍋や粉青沙器の碗が出土している。
出土遺物から判断すれば、SE62は SE60と比較的近しい時期に構築されたものと考えられる。
　SE64は、３・４層から12世紀前半の耳壺が、井戸の掘方から12世紀後半から13世紀前半と考えら
れる陶器鉢が出土しており、井戸の構築年代は掘方出土の陶器鉢が示していよう。
　SE65からの出土遺物は少なく、13世紀後半代の所産と考えられる青磁碗の小片が出土しているが、
井戸の年代を判断する根拠としては弱い。切り合い関係から SE65が SE64よりも構築年代が新しいこ
とは確かである。
　SE66も出土遺物は少なく、14世紀後半から15世紀前半の土師質の鍋の小片が出土しているが、こ
の土師質の鍋が井戸の年代を示しているかどうか不明である。
　SK73からは粉青沙器の皿が、SK74からは13世紀後半から14世紀前半の青磁坏のほか、14世紀後半
から15世紀前半の土師質の鍋が出土している。切り合い関係より SK72・SK73・SK74の構築年代は
SE62より新しいことは間違いないので、いずれも14世紀から15世紀代以降の遺構だと考えられる。
　なお、各井戸の円形木桶の部材を対象に放射性炭素年代測定を実施している。SE64は部材１点を
測定して1158-1220 cal AD（95.45％）の測定値を、SE66は部材１点を測定して1394-1422 cal AD
（69.50）の測定値を示した。いずれも出土遺物から推定した井戸の年代と大きな齟齬は見られない。
 （福永将大）
　出土遺物と年代　第29図１～５は SE60の７層出土である。１は青磁碗を再加工した瓦玉である。
見込み部分の釉をはぎ取っており、高台には施釉しない。釉調は不透明である。龍泉窯系青磁碗Ⅳ類
であろう。14世紀以降の所産である（宮崎編 2000）。２は瓦質土器の捏鉢、３は瓦質土器の擂鉢で片
口である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くようになる（山本ほか 1997）。４は糸切り底
の土師皿である。５は砥石で表・裏両面に研磨痕が残る。
　６・７は SE60の11・12層出土である。６は平底の白磁皿で、底部外面の釉を工具でのばしている。
大宰府編年の白磁皿Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。７は土師器の坏
である。
　８～17は SE60出土である。８は青磁碗で内面と見込み部分に片彫りで草花文を施す。大宰府編年
の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、12世紀中頃から後半の所産である。９は青磁坏で外面に鎬蓮弁文を施す。
口縁端部は横に長く屈折させる。龍泉窯系青磁坏Ⅲ-4類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である。
10は口禿の白磁碗である。白磁碗Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀前半に増加する。11は平底の白磁皿
である。12は須恵質の捏鉢である。よく焼き締まっており、玉縁状の口縁部外側に自然釉がかかり黒
く発色する。東播系須恵器の捏鉢である。東播系捏鉢は13世紀後半以降、在地の捏鉢に置き換わる
（山本ほか 1997）。13は瓦質土器の擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くように
なる（山本ほか 1997）。14・15は土師質の鍋である。口縁部と体部の境がややゆるく屈曲しており、
14世紀後半から15世紀中葉の所産である（山本ほか 1997）。16は滑石製石錘、17は紡錘形の土錘である。
　18～20は SE60掘方出土である。18・19は瓦質土器の碗である。18は粘土紐を巻き付けて高台とす

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）
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第30図　HZK1903地点 B区 SE62出土遺物

第31図　HZK1903地点 B区 SE64出土遺物

第29図　HZK1903地点 B区 SE60出土遺物
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る。20は瓦質土器の捏鉢である。
　第30図１～５は SE62の14層出土である。１は瓦質土器の捏鉢で、13世紀以降在地化が進む（山本
ほか 1997）。２は糸切り底の土師器の坏である。３・４は土錘、５は石球である。
　６～12は SE62の15層出土である。６は白磁碗底部である。低いケズリ高台で外面は露胎である。
７は白磁の合子蓋で菊花状に面取り加工する。８は瓦質土器の擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、
櫛状のスリ目が付くようになる。９～11は土師質の鍋である。口縁部と体部の境がややゆるく屈曲し
ており、14世紀後半から15世紀中葉の所産である（山本ほか 1997）。12は糸切り底の土師皿である。
　13は SE62掘方出土の粉青沙器の碗である。白色粘土の象嵌で外面に花文、内面に幾何学文と花文
を施す。14世紀後半以降の所産である（佐藤 2008）。
　第31図１・２は SE64の３・４層出土である。１は青磁碗で、内面に片彫り文が見られる。２は褐
釉陶器の壺で、水平に短く屈折する口縁部に、やや下方が開く頸部を有し、胴部との境は明瞭である。
大宰府編年の耳壺Ⅴ類で、11世紀後半から12世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。
　３～５は SE64中心部出土の糸切り底の土師皿である。
　６～９は SE64掘方出土である。６は玉縁口縁の白磁碗で、大宰府編年の白磁碗Ⅳ類。時期は11世
紀の後半から12世紀の前半である。７は中国陶器の鉢で、内面に突帯が付く。大宰府編年の陶器鉢Ⅰ
-1b 類で、13世紀から14世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。８は土師器の坏である。９は滑石製
石鍋を再加工した石錘である。側面形が弧状を呈す。
　第32図１は SE66の木枠底出土の土師質の捏鉢である。素口縁で端部が肥厚する。捏鉢は13世紀以
降在地化が進む（山本ほか 1997）。
　２～４は SE66出土で、２は土師質の飯蛸壺、３は糸切り底の土師器の坏、４は円筒形の土錘であ
る。
　第33図１・２は SK72出土で、１は陶器の鉢で、内面は灰色釉を施し、外面は露胎である。２は糸
切り底の土師皿である。
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第33図　HZK1903地点 B区 SK72・73・74出土遺物

第32図　HZK1903地点 B区 SE66出土遺物

２．遺構と遺物



32

Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　３・４は SK73出土である。３は短い L字状の口縁部を持つ土師器の甕である。４は粉青沙器の皿
である。釉調は青灰色で、白色粘土の象嵌で幾何学文を施す。14世紀後半以降の所産である（佐藤 
2008）。
　５・６は SK74の３層出土である。５は石球である。６は短い三足の付く土師器である。
　７～15は SK74出土である。７は青磁坏で、口縁端部を横に長く屈折させ、体部内面には凹面のケ
ズリを入れ花弁形とする。大宰府編年の龍泉窯系青磁坏Ⅲ-3b 類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所
産である（宮崎編 2000）。８は白磁の皿底部である。平底の底部外面の釉を拭き取っており、その部
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１：10YR4/2灰黄褐、しまりややあり、粘性弱い、中砂～粗砂、炭化物を含む
２：10YR6/4にぶい黄橙、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、10YR4/2灰黄褐の砂層と互層堆積
３：10YR5/3にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂
４：10YR4/3にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を含む
５：10YR5/4にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を含む
６：10YR5/4にぶい黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂、炭化物を含む　※５層と同様
７：10YR6/4にぶい黄橙、しまりややあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）、炭化物を含む
８：10YR5/3にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）
９：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）
10：10YR5/3にぶい黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂～粗砂（粗砂多い）　※８層と同様
11：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂
12：10YR4/2灰黄褐、しまりあり、粘性なし、中砂　※11層と同様
13：10YR5/2灰黄褐、しまりややあり、粘性なし、中砂、10㎝程度の礫を複数含む、鉄分を含む、炭化物を含む
14：10YR4/1褐灰、しまりややあり、粘性多い、中砂～粗砂、礫を複数含む、10YR6/3にぶい黄橙の粗砂を層状に複数含む
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第34図　HZK1903地点 B区 SE67平面・断面図
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分が茶褐色を呈す。９・10は東播系の須恵質の捏鉢である。東播系捏鉢は13世紀後半以降、在地の捏
鉢に置き換わる（山本ほか 1997）。11は土師質の飯蛸壺である。12・13は土師質の鍋で、口縁部と体
部の境がややゆるく屈曲しており、14世紀後半から15世紀中葉の所産である（山本ほか 1997）。14は
土師皿である。15は平瓦で、内外面ともナデ調整である。 （谷　直子）
　SE67（第34図）　SE58と SE59の南側で見つかった井戸である。掘方の直径は30～35cm程度を測
り、中心から円形木桶が見つかっている。円形木桶は直径50cm程度。円形木桶内部の埋土からは礫
が複数出土している。
　土層断面を精査すると、円形木桶の痕跡と考えられる11層・12層、そして、円形木桶内部の埋土で
ある13層を切って、１～４層が堆積していることがわかった。SE67が井戸としての機能を終えて廃
絶された後、どこかのタイミングで上部から掘り込まれたと考えられる。この掘り込みの行為が
SE67と関係しているかどうかは不明である。
　井戸の掘方と考えられる５・６層からは、口禿の白磁や13世紀代の所産と考えられる陶器盤が、井
戸主体部の13・14層からは、12世紀後半から13世紀前半の土釜が出土している。以上より、SE67の
構築時期は13世紀後半代と考えられる。
　なお、円形木桶の部材１点を対象に放射性炭素年代測定を実施したところ、1213-1268 cal AD
（93.82％）の測定値を示した。出土遺物から推定した井戸の構築年代と大きな齟齬は見られない。
 （福永将大）
　出土遺物と年代　第35図１～４は SE67の４層出土である。１は青白磁の合子蓋で、菊花状に成形
し、頂部外面の草花文を浮き彫りする。青白磁は博多遺跡群では青白磁は12世紀後半から14世紀まで
見られる（田中 2008）。２は褐釉陶器の片口鉢である。３は土師質の捏鉢である。捏鉢は13世紀以降
在地化が進む（山本ほか 1997）。４は糸切り底の土師皿である。
　５～７は SE67の５・６層出土である。５は陶器の黄釉盤で、口縁部上面が湾曲し、先端を曲げる。
大宰府編年の盤Ⅰ-1’a 類で、13世紀から14世紀前半の所産である。６は褐釉陶器の甕である。７は碁
笥底の陶器皿である。回転ヘラケズリで碁笥底を作り出す。
　８は SE67の９層出土の糸切り底の土師皿である。
　９・10は SE67の13・14層出土である。９は糸切り底の土師皿である。10は畿内の瓦質土器の土釜
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第35図　HZK1903地点 B区 SE67出土遺物

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

で、有足の小型品である。口縁部が起き上がら
ず、体部は球形をなし、本来は三足の脚が付く。
12世紀後半から13世紀前半の所産である（鋤柄 
1997）。
　11～13は SE67出土である。11は玉縁口縁の
白磁碗で、大宰府編年の白磁碗Ⅳ類である。12
は陶器の甕胴部である。内外面とも回転ヘラケ
ズリで成形する。13は土師質の飯蛸壺である。 
（谷　直子）
　SE68（第36図）　調査区中央部付近で見つ
かった井戸である。当初、井戸と認識しておら
ず、大型の土坑と考えて調査を進めていた。半
裁して土層断面を精査したところ、埋土中央部
からやや大きな礫が複数出土したが、埋土は単
一層で分層することもできず、特に礫群の存在
も気にしていなかった。
　土層断面の記録を終え、完掘を目指して掘り
進めたが、当初底面と認識していた堆積層は底
面ではなく、さらに下に掘り進めることができ
ることが判明した。水が湧きだし始めるまで掘
削したところ、直径50cm程度の円形木桶を検
出するに至り、当該遺構が井戸であることが判
明した。上部で出土した礫群は、円形木桶内部
の埋土に落ち込んで堆積したものである可能性がある。ただし、土層断面では円形木枠の痕跡や、そ
の内外での堆積土の差異を見出すことはできなかったことは繰り返し述べておく。
　井戸主体部の底部分から13世紀後半に属すると考えられる青磁碗が出土している。その他、12世紀
後半の青磁碗などが出土しているが、出土遺物は少ない。井戸の年代としては13世紀後半代を考えて
おきたい。 （福永将大）
　出土遺物と年代　第37図１は SE68中心部の底出土の青磁碗である。内面に片彫りの草花文を施し、
外面には中央に稜を有す片彫り蓮弁文を施す。櫛描文は見られない。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ
-6c 類で、12世紀中頃から後半の所産である（宮崎編 2000）。
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第36図　HZK1903地点 B区 SE68平面・断面図

第37図　HZK1903地点 B区 SE68出土遺物
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　２～８は SE68出土である。２・３は内面に片彫りで草花文を施す碗で、大宰府編年の龍泉窯系青
磁碗Ⅰ-2類、12世紀中頃から後半の所産である。４は青磁皿で、体部中位で屈曲し、口縁部はやや外
反する。同安窯系青磁皿と考えられる（宮崎編 2000）。５は褐釉陶器の口縁部である。ラッパ状に開
く口縁部で、皿あるいは水注と考えられる。６は陶器の擂鉢である。小さく外反する口縁部で内面に
スリ溝が見られる。７は陶器の黄釉薬鉄絵盤である。８は加工された棒状の石製品で、折れた石斧の
可能性がある。 （谷　直子）

（５）その他（第38図）
　エリアⅠ～Ⅲ以外の箇所でも、遺構がいくつか見つかっている（第11図）。
　SP37　エリアⅡとエリアⅢの中間に位置する円形を呈するピットである。土師器小片が出土した
が、時期の特定は難しい。
　SK69・SK70　調査区西端に位置する。SK60・SK70は切り合い関係にはないが、近接して構築さ
れている。いずれも平面プランが円形を呈する土坑である。いずれからも遺物は出土していない。

C１区
　C１区からは土坑15基、ピット11基が検出された。以下土坑・ピットの順に記述する。

土坑（第40～42図）
　土坑 SK01（第40図）　円形の土坑で径は35cm、確認面からの深さは12cmである。土師器の坏と
陶器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK03（第40図）　長軸44cm、短軸36cmの楕円形土坑で、確認面からの深さは4cmである。
土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK04（第40図）　長軸58cm、短軸26cmの楕円形土坑で、確認面からの深さは14cmである。
土師器の坏・捏鉢・瓦質土器の捏鉢が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK05（第40図）　径26cm の円形土坑である。確認面からの深さは6cmを測る。土師器片が
出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK06（第40図）　長軸56cm、短軸30cmの土坑で、確認面からの深さは35cmを測る。
 （齋藤瑞穂）
　第41図１～４は SK06出土である。１は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗で、釉は厚くかかる。大宰府
編年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ-2類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である。２は口禿の白磁皿である。

１

１：10YR3/2黒褐、しまりあり、
　  粘性ややあり、中砂

≪SP37≫
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１：10YR3/2黒褐、しまり強い、粘性なし、
　  中砂～粗砂、炭化物をやや多く含む
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１：10YR3/2黒褐、しまり強い、粘性なし、中砂～粗砂、
　  炭化物をやや多く含む
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第38図　HZK1903地点 B区 SP37・SK69・SK70遺構断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

大宰府編年の白磁皿Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。３は陶器壺で、
全体に薄く施釉し、口縁部のみ厚く褐釉がかかる。４は土師器の鉢である。 （谷　直子）
　土坑 SK07（第40図）　調査区北縁で検出した。東西38cm、南北は13cm以上になる。確認面から
の深さは4cmである。土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK11（第40図）　調査区の北縁で検出された。西側は撹乱で失われている。東西72cm以上、
南北は20cm以上になろう。確認面からの深さは13cmである。土師器片が出土したが、小片で図化
し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK13（第40図）　不整形の土坑である。長軸58cm、短軸46cm、最も深い部分で確認面から
の深さは27cmである。土師器の坏・皿・飯蛸壺・鍋、青磁碗、白磁片、陶器鉢、須恵器片、瓦質土
器の捏鉢が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK14（第40図）　不整形の土坑として記録されている。長軸28cm、短軸20cm、確認面から
の深さは8cmである。土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK15・SK16（第40図）　SK15が古く、SK16が新しい。SK15は径40cmほどの円形土坑で、
確認面からの深さは6cmを測る。SK16は長軸54cm、短軸40cm、確認面からの深さは14cmである。
SK15からは遺物は出土していない。SK16からは土師器の坏・捏鉢、青磁片、白磁碗Ⅸ類、陶器鉢が
出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK21・土坑 SK22・ピット SP23・土坑 SX25（第42図）　調査記録によると、SX25が古く、
SK21・SK22・SP23がそれを切る。SK21は長軸32cm、短軸22cm の楕円形土坑で、確認面からの深
さは13cmである。土師器の坏、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類片、陶器片、須恵器片が出土したが、小片で図
化し得ない。SK22は不整形土坑で長軸43cm、短軸37cmを測る。確認面からの深さは13cmである。
SK22からは土師器の坏・鍋、陶器片、須恵器片、軽石が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。
SP23は23×20cmの円形土坑で、確認面からの深さは8cm。SP23からは陶器の鉢が出土したが、小片
で図化し得ない。SX25は246cm×232cmの円形土坑。確認面からの深さは148cmに達する。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　第43図１～４は SX25の１層出土である。１は褐釉陶器の耳壺の耳部分である。縦方向に耳が付く。
２～４は糸切り底の土師器で、２が坏、３・４が皿である。
　第43図５・６は SX25の２層出土である。５は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗である。蓮弁の幅は広
く鎬はゆるやかである。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-a 類で、13世紀前半の所産である（宮崎編 
2000）。６は糸切り底の土師皿である。
　第43図７・８は SX25の３層出土である。７は内面に片彫りの草花文を施す青磁碗で、大宰府編年
の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類である。８は糸切り底の土師皿である。
　第43図９・10は SX25の７層出土である。９は瓦質土器の捏鉢である。10は土師器の坏である。
　第43図11～14は SX25の８層上半出土である。11は外面に鎬蓮弁文を施す碗である。胎土は橙色に
発色し、釉調は灰白色で濁る。かなり陶器に近いが、形態や釉調は龍泉窯系青磁碗と一致する。12は
中国陶器の鉢で内面に突帯が付く。大宰府編年の陶器鉢Ⅰ-1b 類で12世紀後半～13世紀前半の所産で
ある（宮崎編 2000）。13は瓦質土器の碗である。14は糸切り底の土師皿である。
　第43図15～17は SX25の８層下半出土である。15は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗である。蓮弁の幅
は広く鎬はゆるやかである。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-a 類で、13世紀前半の所産である（宮崎
編 2000）。16は須恵質の捏鉢である。口縁部が暗灰色を呈す東播系捏鉢である。17は平瓦で、表面が
被熱している。
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第39図　HZK1903地点 C1・C2区遺構配置図
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２．遺構と遺物

N

SN

SK01

S 2.7ｍ

1 10YR2/3 黒褐、中砂 ( 粗
　砂少量含む )、しまり強
　い、腐植土多く含む、炭
　化物含む

Ｎ S

2.6ｍＮ S

SK03

1 10YR3/4暗褐、中砂(粗砂少
　量含む)、しまりふつう、腐植
　土含む、炭化物含む 

W E

SK04

W E 2.7m

 1 10YR2/3黒褐、砂(粗砂少
　量含む)、しまり強い、腐植
　土多く含む、炭化物含む

S N 2.7ｍ

S N

SK05

1 10YR3/4暗褐、中砂(粗砂少
　量含む)、しまりふつう、腐植
　土含む、炭化物含む

N S

SK06

N S 2.7ｍ

1

2

1 10YR2/2黒褐、中砂(粗砂少量含む)、しま
　り非常に強い、腐植土多く含む、炭化物
　多く含む
2 10YR4/3にぶい黄褐、中砂(粗砂多く含　
　む)、しまり強い、腐植土含む、炭化物含む

W E 2.7m

W E

SK07

1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂含む)、しまり　
　強い、腐植土多く含む、炭化物含む、　
　粘性あり

EW 2.8m

撹乱

EW

撹乱

1 10YR3/4暗褐、中砂(粗砂少量含む)、しまりふつう、腐植土含む、炭
　化物含む

SK11

W E

SK13

W E 2.7m

1 10YR2/2黒褐、中砂(粗砂少量含む)、しまり
　非常に強い、腐植土多く含む、炭化物多く
　含む

NS 2.7m

NS

SK14

 1 10YR2/3黒褐、中砂(  粗      
　砂少量含む)、しまり強
　い、   腐植土多く含む、
　炭化物含む

EW 2.7m

EW

SK15・16

SK16 SK15

12

1 10YR3/4暗褐、中砂(粗砂少量含む)、しまりふつ
　う、腐植土含む、炭化物含む
2 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂少量含む)、しまり強い、         
　腐植土多く含む、炭化物含む

0 50cm(1/20)

1
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第40図　HZK1903地点 C1区 SK01・03～07・11・13～16平面・断面図
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

0 20cm(1/4)

1

2

3
4 5

0 50cm(SK21・22：1/20)

E W2.7ｍ

E W

SK21

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂少量含        
　む）、しまり強い、腐植土多く含
　む、炭化物含む

1

W E

SK22

2.7ｍW E

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂少量含　
　む)  、しまり強い、腐植土多く含む、
　炭化物含む

1

2.6m

N

N S

S

0 1m(SX25：1/40)

SX25

1

2

3

4
5

67

8 99

10

 1     10YR2/3 黒褐、中砂（粗砂含む）、しまり強い、腐植土多い、炭化物含む
 2     10YR3/4 暗褐、中砂（粗砂含む）、しまり強い、腐植土含む、炭化物含む
 3     10YR3/3 暗褐、中砂（粗砂含む）、しまり強い、腐植土含む、炭化物含む
 4     10YR4/6 褐、中砂（粗砂含む）、しまり弱い、腐植土少ない、炭化物含む
 5     10YR4/3 にぶい黄褐、中砂（粗砂含む）、しまりふつう、腐植土含む、炭化物
　    含む
 6     10YR4/4 褐、中砂（粗砂含む）、しまり弱い、腐植土少ない、炭化物含む
 7     10YR2/2 黒褐、中砂（粗砂含む）、しまり強い、腐植土多い、炭化物含む
 8     2.5Y3/1 黒褐、中砂（粗砂含む）、粘性弱い、しまり非常に強い、腐植土多い、
　    炭化物多く含む
 9     5Y3/1 オリーブ黒、中砂（粗砂含む）、粘性弱い、しまり非常に強い、腐植土
　    多い、炭化物多く含む
10  10Y3/1 オリーブ黒、中砂（粗砂含む）、粘性ふつう、しまり強い、腐植土多い、
　   炭化物多く含む、底面の地山境界部に鉄分沈着

第41図　HZK1903地点 C1区出土遺物1

第42図　HZK1903地点 C1区 SK21・22・SX25平面・断面図
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　第43図18～21は SX25の９層出土である。18は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗である。蓮弁の幅は広
く鎬はゆるやかである。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-a 類で、13世紀前半の所産である（宮崎編 
2000）。19は瓦質土器の碗である。20・21は糸切り底の土師器の坏である。
　第43図22～27は SX25の８～10層出土である。22は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗である。蓮弁の幅
は広く鎬はゆるやかである。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-a 類で、13世紀前半の所産である（宮崎
編 2000）。23は白磁碗である。口縁部内面に沈線がめぐり、大宰府編年のⅤあるいはⅧ類である。い
ずれにせよ12世紀中頃から後半の所産である。24は陶器の黄釉盤である。25は瓦質土器の捏鉢である。
26・27は糸切り底の土師器で、26は坏、27は皿である。
　第43図28・29は SX25の10層出土である。28は外反する口縁部をもつ青磁皿で、内面は段状になる。
同安窯系青磁皿Ⅰ類で、時期は12世紀中頃から13世紀初頭である。29は陶器の壺胴部で、内外面とも
回転ヘラケズリで調整する。
　第43図30～36は SX25出土である。30・31は青磁碗である。30は内外面とも無文で、青緑色の釉が
厚くかかる。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ-1a 類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である。31
はケズリ高台で、内面に片彫り文、外面に櫛目文を有す。同安窯系青磁碗１-b 類で、12世紀中頃か
ら13世紀初頭の所産である。32は白磁皿である。平底の底部から体部が直線的に開く。底部外面の釉
は拭き取る。大宰府編年の白磁皿Ⅸ-2類と考えられ、13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 
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第43図　HZK1903地点 C1区出土遺物2

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

第 地点 断

0 50cm(1/20)

N S 2.7m

N S

SP02

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂
　少量含む)、しまり強い、腐
　植土多く含む、炭化物含む

N S 2.7m

N S

SP08

1 10YR2/3黒褐、中砂（粗砂少
　量含む）、しまり強い、腐植土
　多く含む、炭化物含む

EW 2.7ｍ

EW

SP09

 1 10YR3/4暗褐、粗砂(中砂含 
　む)、しまり強い、腐植土含　
　む、炭化物含む

E W2.7m

E W

SP10

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂   
　少量含む)、しまり強い、腐
　植土多く含む、炭化物含む

E W2.7ｍ

E W

SP12

 1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂      
　少量含む)、しまり強い、
　腐植土多く含む、炭化物
　含む

W E 2.7m

W E

石片？

SP17

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗砂少        
　量含む)、しまり強い、腐植
　土多く含む、炭化物含む

N S 2.6ｍ

N S

SP18

1 10YR2/3黒褐、中砂
　(粗砂含む)、しまり
　強い、腐植土多く含
　む、炭化物含む

N S 2.7m

N S

SP19

1 10YR2/3黒褐、中砂(粗
　砂少量含む)、しまり強
　い、腐植土多く含む、炭
　化物含む

N S 2.7m

N S

SP20

1 10YR2/3黒褐、中砂   
　(粗砂少量含む)、しま
　り強い、腐植土多く
　含む、炭化物含む

N S 2.7m

N S

SP23

1 10YR2/3黒褐、中砂
　(粗砂少量含む)、し
　まり強い、腐植土多
　く含む、炭化物含む

E W2.7ｍ

E W

SP24

1 10YR2/3黒褐、中  
　砂(粗砂含む)、し
　まり強い、腐植土
　多く含む、炭化物
　含む

1
1

1
1

1

1

11

1 1 1

第44図　HZK1903地点 C1区 SP02・08～10・12・17～20・23・24平面・断面図
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2000）。33は陶器壺である。内外面とも回転ヘラケズリ調整で、釉が薄くかかる。34は瓦質土器の捏
鉢である。35は糸切り底の土師器の坏である。36は瓦玉である。 （谷　直子）

ピット（第44図）
　ピット SP02　長軸20cm、短軸15cmの楕円形ピットである。確認面からの深さは5cmである。遺
物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP08　径19cmの円形ピットである。確認面からの深さは19cm を測る。土師器片が出土
したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP09　径24cm の円形ピットである。西側が深くなり、最も深い部分で確認面から23cm
を測る。土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP10　楕円形のピットとみられ、長軸は20cm以上となる。確認面からの深さは12cm で
ある。土師器の坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類が出土した、小片で図化し得ない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP12　径14cmの円形ピットである。確認面からの深さは12cm を測る。土師器片が出土
したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP17　長軸26cm、短軸16cmの楕円形ピットで、確認面からの深さは12cmである。土師
器片の他、白磁片、陶器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP18　径10cmの円形ピットで、確認面からの深さは10cmである。土師器片が出土したが、
小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP19　径20cm の円形ピットである。確認面からの深さは13cm を測る。土師器片の他、
瓦質土器の碗が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP20　径14cmの円形ピットである。確認面からの深さは22cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　第41図５は SP20出土の陶器の鉢底部である。内外面とも褐釉を施す。 （谷　直子）
　ピット SP24　径10cmの円形ピットで、確認面からの深さは12cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）

C２区
　C２区からは溝３基、井戸１基、土坑80基、ピット32基が検出された。以下、溝、土坑、ピットと
その他の遺構、井戸の順に記述する。溝と切り合う土坑やピット・土坑と切り合うピットは、先述す
る遺構の所で詳細を述べる。

溝（第45・46・48図）
　溝 SD44（第45図）　調査区を横断する溝のうち、北側を走る溝である。幅は40～50cm ほど、確
認面からの深さは18cmである。わずかに蛇行するものの、ほぼ直線的である。SD44からは土師器の
坏・皿、青磁碗・皿、瓦質土器の捏鉢が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　溝 SD45・土坑 SK95・土坑 SK100・土坑 SK136（第39・45図）　切り合う４つの遺構として報
告するが、正直に言えばこの場に遺された人類活動を正しく把握し得たか、報告者は確信をもてない。
調査を引き継いだ際に、SD45・SK95・SK100のプランと関係性が未確定のまま同時に掘り進んでい
たからである。また、SK100と後述する SK101は、溝 SD62の幅内で検出されていた遺構であるが、

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

第45図　HZK1903地点 C2区 SD44・45・SK100平面・断面図
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報告者の乏しい経験では、それを SD62とは別の遺構と認識することが難しかった。調査の経過と結
果を報告するにあたり、以上の但書を付す。
　SD45は、SK100と重複する。SD45は長さ206cm、幅56cm の溝で、確認面からの深さは14cmであ
る。SK100がこれに先行するという。SD45との重複、SD62との重複は断面で確認されていない。ま
た、SK100の西端は、プランを確認する前に掘削が進んでいて、把握しきれなかった。覆土は褐灰色
砂と記録したが、重複する SD62の周囲の覆土と色味の上で大きな違いはなく、本「遺構」が SD62
の一部である可能性は小さくない。
　SK95と SD45とは間際で重複しないらしい。ただし、これも両遺構を跨ぐ断面で確認したわけでは
ないから、確実でない。SK95の長軸は184cm、北側は撹乱を受けている。確認面からの深さは40cm
である。この両遺構を完掘すると、わずかに底面が遺った SK136が検出された。径78cmで、確認面
からの深さは24cmである。SD62より後に作られ、SD45や SK95に先行するものと推測される。
 （齋藤瑞穂）
　SD45からは土師器の坏、陶器片、瓦質土器片が出土したが、小片で図化できない。SK95からは土
師器の坏・皿・鍋の他、白磁片、陶器鉢・壺、瓦質土器片が出土したが小片で図化できない。第63図
１～４は SK100出土である。１は白磁皿である。平底の底部外面は露胎で、胎土は灰色を呈す。見
込み部分は無文で、調整がやや粗い。大宰府編年の白磁皿Ⅷ-1’ 類で、13世紀に到り出土する傾向が
ある（宮崎編 2000）。２・３は糸切り底の土師器で、２が坏、３が皿である。４は円筒形の土錘。
SK136からは土師器の坏・皿、白磁片が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK33・土坑 SK54・溝 SD55・土坑 SK56・土坑 SK66・土坑 SK89・土坑 SK96（第46図）　
C2調査区を横断する３条の溝のうち、北から２番目が SD55である。SD55は西縁の SK33・SK96、東
寄りの SK66を切り、SK56・SK89に切られる。SK54も、SD55を切るらしい。
　SD55の幅は一定でないが、おおよそ70cmほどで、確認面からは40cm程度の深さがあった。東側
に角礫が集まる箇所がある。角礫は流れついたものでなく、上から投棄ないし配置されたものであろ
う。同溝に先行する SK96と SK33のうち、SK96は径110cm 余で楕円形のプランになると思われる。
確認面からの深さは30cm。この SK96を SK33が切る。SK33は長軸180cm、短軸110cm以上で、確認
面からの深さは58cmである。SK66は、径112cmの円形土坑である。確認面からの深さは40cmであ
る。SD55より新しい SK56と SK89は、前者が後者を切る。SK56は長軸62cm、短軸36cmの土坑で、
確認面からの深さは10cmにすぎないが、焼土のような赤褐色砂で充たされる。SK89は、長軸100cm、
短軸84cmの不整形をなす。深さは30cmである。東縁で検出された SK54は、長軸108cm、短軸44cm、
確認面からの深さは26cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　SK33からは土師器の坏・皿・鍋、龍泉窯系青磁碗Ⅰ・Ⅱ類、白磁碗、陶器鉢、瓦質土器の捏鉢、瓦、
石鍋が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。
　第55図22～24は SK54出土の糸切り底の土師器の坏である。他に、瓦質土器の碗、瓦が出土したが、
小片で図化できない。
　第47図は SD55出土である。１は陶器の天目碗である。口縁付近で角度を変えて立ち上がる鼈嘴で
ある。灰白色の胎土に黒褐色の釉がかかるが光沢を失っており、二次被熱したと思われる。時期は12
世紀後半から13世紀前半である（田中 2008）。２・４は平瓦、３は熨斗瓦である。いずれも内外面と
もナデ調整。５～７は丸瓦である。いずれも表面に縄目タタキが残り、６・７は裏面に布目と吊り紐
痕が残る。吊り紐痕は13世紀後半以降みられるようになる（松田他 2019）。
　SK56からは土師器の坏の他、青磁片、瓦片が出土したが、小片で図化できない。

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　SK66からは土師器の坏の他、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、同安窯系青磁皿Ⅰ類、白磁碗、天目碗が出土
したが、小片で図化できない。
　第60図10～13は SK89出土である。10は青磁碗で、口縁部外面に雷文と片彫り文、内面に片彫り文
を施す。龍泉窯系青磁碗Ⅳ類で14世紀以降の所産である。11は糸切り底の土師皿である。12は平瓦で
内外面ともナデ調整。13は丸瓦で表面に縄目タタキ、裏面に布目が残る。

0 1m(1/40)

1 10YR4/2灰黄褐、φ1/2～1.0mm粗砂・　　　
　φ2mm程の小礫が大部分をしめる、しまり
　強い、粘性なし、波状痕がSK96にまたがる
2 2.5Y6/2灰黄、φ1/4～1/2mm中砂、しまり強
　い、粘性なし、炭化物あり、順番はSK96→　
　SK33→SD55
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No.2
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DD’
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1 10YR3/1黒褐、中砂(粗砂
　含む)、粘性あり、腐植
　多く含む、炭化物含む、
　(波状痕なし)
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B 2.5mB’

1

1 5YR4/6赤褐、し
　まり強い、粘性
　弱い、焼土のよ
　うな土で硬くし
　まっている

C 2.4mC’

1 10YR3/3暗褐、中砂(粗砂含む)、強
　くしまる、腐植多く含む、炭化物
　多く含む、(波状痕あり)

1
SD55

E’ 2.5mE

1 10YR3/2黒褐、φ1/4～1/2mm中砂、　　
　φ1mm程度の粗砂が混じる、しまりな　
　し、粘性なし
2 SD55覆土、2.5Y4/3オリーブ褐、φ1/8～
　1/2mm細砂・中砂、φ2.3mmの小礫が混
　じる、しまりふつう、粘性なし

1
2

D 2.6mD’

SK66

SK89

SK33 SK96

SK54 SK56

第46図　HZK1903地点 C2区 SK33・54・SD55・SK56・66・89・96平面・断面図
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　SK96からは土師器の坏・皿、青磁碗、白磁碗Ⅸ類、陶器片が出土したが、小片で図化できない。
 （谷　直子）
　溝 SD62・SK91・SK101・SK137・SK138・SK139（第48・56・61・62図）　報告者が調査を
引き継いだ時点では、調査区中央を横断する溝として SD62が検出されており、半分以上掘り進んだ
ところで先述の SK100や SK101が確認されていた。前任担当者は東端、中央、西端にトレンチを入
れて、同一の遺構と判断したようである。調査の手順として、この部分は問題がない。しかし最終的
な所見をいうと、東側と西側とで別の遺構であった可能性が高い。根拠は、㋐東側から延びてくる溝
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第47図　HZK1903地点 C2区 SD55出土遺物

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

が中央付近で南に逸れる点、かつ、㋑東西で立ち上がりの形状や深さが異なる点である。第48図の断
面図は、SD62東側の形状を反映している。すなわち、東側の幅は238cm、確認面からの深さは50cm
である。
　SK101の東端は、プランが確認される前に掘削が進んでいたため、把握できていない。褐灰色砂と
記録したが、重複する SD62西側の覆土と色味の上で大きな違いはなく、本「遺構」が SD62の一部
である可能性は小さくない。
　SK139は調査区西側壁面において、SD62と一部重複する形で検出した土坑である。径188cm、確認
面からの深さは44cmである。
　SK91・SK137・SK138は SD62東側の底面で検出した土坑である。SD62の覆土精査時にはプランを
視認できず、底面で初めて現れた。したがって、これらの土坑の上方は SD62を営む際に壊されたも
のと推測される。SK91の径は36cm、確認面（SD62底面）からの深さは6cmである。SK137・SK138
の両楕円形土坑は、前者が先行する。長軸110cm ほどになろう。SK138も長軸100cm、短軸70cm を
測る。 （齋藤瑞穂）
　第49図１～22は SD62出土である。１は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗である。蓮弁の彫りは浅く鎬
も低い。釉調は黄味色を帯びる。２は口縁部がわずかに玉縁状になる青磁碗で、内面に片彫り文を施
す。３は青磁皿で、体部中位で屈曲し口縁部に向かってやや外反する。同安窯系青磁皿Ⅰ類と判断さ
れ、12世紀中頃から後半の所産である。４は白磁碗で、口縁はやや外反し端部を丸くおさめる。体部
は下半に向かって丸みを持つ。内面に１条の圏線と短い櫛目文を持つ。白磁碗Ⅴ-1c 類で11世紀後半
から12世紀の所産である。５は玉縁口縁の白磁碗で、白磁碗Ⅳ類に相当する。11世紀後半から12世紀
の所産である。６はケズリ高台の白磁碗底部である。角高台で体部外面下半から底部外面にかけて露
胎である。内面見込みと体部の境に段が付く。７は低く丸みを帯びた高台をもつ白磁碗底部である。
内外面とも施釉し、高台内側のみ露胎する。８は細く高く直立する高台部をもつ白磁碗で、体部外面
下半から底部外面にかけて露胎である。内面の見込みと体部の境に細い圏線が一条めぐる。大宰府編
年の白磁碗Ⅴ類で、11世紀後半から12世紀の所産である（宮崎編 2000）。９は青白磁の合子蓋で、菊
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1 10YR3/3暗褐、φ1/4～1/2mmの中砂にφ1～2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし
2 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8～1/2mmの細砂・中砂にφ1～2mmの極粗砂が少々混じる、しまり弱い、粘性なし
3 10YR3/2黒褐、φ1～2mmの極粗砂、2mm以上の小礫に1/4～1/2mmの中砂が混じる、炭化物あり、しまり強い、粘
　性弱い、調査区東壁で左隅に見えてるのはこの層
4 10YR4/4褐、φ1/4～1/2mmの中砂にφ2～3mmの小礫が混じる、しまりふつう、粘性なし、最初は南側から土が流
　入したことを示す

S 2.5mN

SD62

0 50cm(1/20)

第48図　HZK1903地点 C2区 SD62断面図
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花形に成形し、頂部にも施文する。青白磁は博多では12世紀後半代から14世紀まで出土する（田中 
2008）。10・11は陶器の黄釉盤である。10は口縁部の釉は拭き取り、外面は露胎。丸みを持つ体部に
断面方形の口縁部が付く。大宰府編年の陶器盤Ⅰ-2類で、11世紀後半から12世紀前半の所産である。
11は鉄絵を施す底部である。12～15は陶器鉢である。12は肥厚した玉縁状の口縁を持つ鉢で、体部は
湾曲する。内面に濁黄灰色の釉がかかる。大宰府編年の陶器鉢Ⅰ-3類で、11世紀後半から12世紀前半
の所産である。13は口縁部内面に２条の突帯が付く陶器鉢で、大宰府編年の陶器鉢Ⅰ-1b 類である。
12世紀後半から13世紀前半の所産。14は内面に１条の突帯を持つ陶器鉢で、大宰府編年のⅠ-1a 類で
ある。12世紀中頃の所産。15は陶器の鉢で、口縁部の粘土を折り返して玉縁状にする。16は陶器壺の
下半部で、内外面ともヘラケズリを施し、薄く釉がかかる。17は須恵質の捏鉢で、口縁端部が暗灰色
を呈す。18・19は瓦質土器の碗で、いずれも粘土紐を巻き付けて成形した低い高台が付く。20は土師
器の高台付坏で、粘土紐を成形した太い高台である。21は糸切り底の土師皿。22は石鍋で口縁部下に
短い鍔が付く。
　SK91からは土師器の皿・鍋が出土したが、小片で図化できない。
　第63図５～10は SK101出土である。５・６は白磁碗底部である。５は高台が幅広で削り出しが浅く、
器壁も厚い。釉は黄色味を帯び、底部外面は露胎である。内面は見込み部分よりやや上方に沈線が１
条めぐる。大宰府編年の白磁碗Ⅳ-1a 類で、11世紀後半から12世紀前半が主な時期で、12世紀後半ま
で一定量を占める。６は高台が小さく断面方形で、底部外面まで施釉する。内面見込み部分に圏線が
１条めぐる。釉は空色を帯びた灰白色である。白磁碗Ⅸ-1類で、13世紀後半から14世紀前半に増加す
る。７は白磁皿底部である。底部はわずかに抉り、器壁は薄い。底部外面は露胎である。８は口縁部
内面に２条の突帯が付く陶器鉢で、大宰府編年の陶器鉢Ⅰ-1b 類である。12世紀後半から13世紀前半
の所産（宮崎編 2000）。９は瓦質土器の碗である。内面にミガキを施す。10は糸切り底の土師皿であ
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第49図　HZK1903地点 C2区 SD62・65出土遺物

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

調査区北壁

SK26・SK27

SK26
1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂少量含む)、強
　くしまる、腐植多く含む、炭化物多く
　含む、(波状痕なし)
2 10YR4/3にぶい黄褐、中砂(粗砂含む)、
　しまる、腐植含む、炭化物含む、(波
　状痕なし)
3 10YR3/1黒褐、中砂(粗砂少量含む)、強
　くしまる、腐植痕多く含む、炭化物含
　む、(波状痕なし)
SK27
1 10YR3/2黒褐、強くしまる、中砂(粗砂
　含む)、炭化物含む、腐植多く含む、
　波状痕あり

1
2

1

3

SK26 SK27
W E

W 2.5mE

SK28

調査区北壁

1

1 10YR3/2黒褐、強くしま
　る、中砂(粗砂含む)、炭
　化物含む、腐植多く含　
　む、波状痕あり

E W

E 2.5mW

SP36（別図）SK30

1

1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂
　含む)、強くしまる、炭
　化物含む、腐植多く含　
　む、波状痕あり

E 2.5mW

E W

1

SK31

1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂含　　
　む)、強くしまる、炭化物含　
　む、腐植多く含む、波状痕あり

N 2.5mS

N S

SK32

E W

1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂
　含む)、強くしまる、炭
　化物含む、腐植多く含　
　む、波状痕あり

1

E 2.6mW

0 1m(1/40)

SK35

調査区西壁

1

1 10YR3/2黒褐、中砂
　(粗砂含む)、強くし
　まる、炭化物含む、
　腐植多く含む、波状
　痕あり

S 2.6mN

S N
1 10YR3/2黒褐、強くしまる、中
　砂（粗砂含む）炭化物含む、
　腐植多く含む、波状痕あり

1

1 10YR2/2黒褐、中砂(粗砂含　
　む)、強くしまる、粘性あ　
　り、腐植多く含む、炭化物多
　く含む、(波状痕みられず)
2 10YR4/3にぶい黄褐、中砂(粗
　砂含む)、しまる、腐植含　
　む、炭化物含む、(波状痕み
　られず)

1
2

SP36・SK37

SK37

SP36

A A’

B B’

2.5mB’B

A 2.7mA’

E 2.6mW

E W

1

SK40

1 10YR3/2黒褐、中砂(粗
　砂含む)、強くしま　
　る、炭化物含む、腐植
　多く含む、波状痕あり

第50図　HZK1903地点 C2区 SK26～28・30～32・35・SP36・SK37・40平面・断面図
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る。SK137からは遺物は出土していない。SK138からは遺物は出土していない。
　第63図13～15は SK139出土である。13は土師質の三足器の脚部と考えられる。14・15は糸切り底
の土師器の坏である。 （谷　直子）

土坑（第50・51・53・54・56・58・59・61・62図）
　土坑 SK26・SK27（第50図）　調査区の北縁で検出された遺構群で、記録によると SK26が古く、
SK27が新しい。SK26は完掘されなかったため、東側の立ち上がりは推定である。なお、SK26と
SK27の土の色には違いがない。SK26は径80cm 以上が見込まれ、深さは確認面から88cm を測る。
SK27の径は88cmであるという。確認面からの深さは46cmである。 （齋藤瑞穂）
　SK26からは土師器の坏・皿・鍋が出土したが、小片で図化し得ない。第52図１～３は SK27出土で
ある。１は小さい碁笥底の底部が付く陶器の碗である。底部のケズリは粗く、化粧土様の釉はごく薄
くかかる。内面に指ナデの痕跡が残る。２は陶器の碗もしくは壺で、胴部下方に突線が３条めぐる。
不透明の灰色釉で、胎土や釉調は朝鮮王朝時代の粉青沙器に似る。３は土師器の坏口縁部である。
 （谷　直子）
　土坑 SK28（第50図）　径106cm の円形土坑である。確認面からの深さは18cm を測る。須恵器片
が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK29・土坑 SK30・ピット SP36・土坑 SK37（第50・51図）　調査区の北縁で検出された。
残されている記録には不自然な点があるが、記録と調査担当者への聞き取り結果にもとづいて報告す
る。SK29-1、SK29-2、SK30の3遺構をみとめ、SK29-1を SK29-2と SK30が切るらしい。SK29-1は隅丸
方形の遺構と推測され、南北216cmを測る。2層からなる。SK29-2はそれを切る。110cm×100cm の

SK29-1
1 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂含む)、強くしまる、腐植多
く含む、炭化物含む、波状痕あり
2 10YR4/2灰黄褐、中砂(粗砂多く含む)、しまる、腐植
含む、炭化物含む、波状痕なし
SK29-2
1 10YR3/2黒褐、中砂（粗砂含む）、強くしまる、腐植多く含
む、炭化物含む、波状痕あり
2 10YR4/2灰黄褐、中砂（粗砂多く含む）、しまる、腐植含
む、炭化物含む、波状痕なし

＊ SK29-1(古)→SK29-2(新)と推定されるが、先後関係
が逆の可能性もあり

＊ SK29-1の2層上面で、SK29-2を検出
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第51図　HZK1903地点 C2区 SK29平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

円形プランをなす。ただし覆土は SK29-1と同一であり、なぜこのプランになるかを調査担当者に聞
き取りしたが、報告者の乏しい経験では根拠を理解できなかった。SK30は、SP36とも重なる。
SK29-1を切り、SP36に切られる。SK30は径116cmの円形土坑で、確認面からの深さは70cmである。
なお、SK29-1と SK30の土の色には違いがない。SP36は SK37と接するものの重ならないらしい。径
24cm、確認面からの深さは26cm である。本ピットも SK29-1と SK30の土の色には違いがない。
SK37は、長軸128cm、短軸110cmの楕円形土坑で、確認面からの深さは40cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　第52図４～11は SK29の a 層出土である。４・５・６は青磁碗底部である。４・５は断面が細く尖
り気味になる底部で、釉調は青緑色を呈し、５は外面に鎬蓮弁文を施す。いずれも大宰府編年の龍泉
窯系青磁碗Ⅲ類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である。６は低いケズリ高台がつく。７は口禿
の白磁皿である。大宰府編年の白磁皿Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。
８は陶器の鉢口縁部で、茶褐色の釉がかかる。９・10は糸切り底の土師器で、９が坏、10が皿である。
11は丸瓦である。裏面にコビキAと布目が残る。
　第52図12は SK29の b 層出土の青磁坏である。体部が丸みを持ち内湾気味に立ち上がる。体部外面
に鎬蓮弁文を施す。口縁部は外反し平坦になる。大宰府編年の龍泉窯系青磁坏Ⅲ-4類である。時期は
13世紀中頃から14世紀初頭。
　第52図13～20は SK29出土である。13は口縁部内面に２条の突帯が付く陶器鉢で、大宰府編年の陶
器鉢Ⅰ-1b 類である。12世紀後半から13世紀前半の所産。14は瓦質土器の擂鉢である。擂鉢は14世紀
後半以降スリ溝が付く（山本他 1997）。15は土師質の捏鉢底部である。16～19は糸切り底の土師器の
坏である。20は円筒形の土錘である。
　SK30からは、土師器の坏、白磁片、天目碗片が出土したが、小片で図化できない。SP36からは遺
物は出土していない。SK37からは土師器の坏・皿の他、白磁片、陶器片、瓦質土器片、瓦が出土し
たが、小片で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK31（第50図）　長軸130cm、短軸78cmの楕円形土坑で、深さは60cmである。 （齋藤瑞穂）
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第52図　HZK1903地点 C2区 SK27・29・31出土遺物
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　第52図21・22は SK31出土である。21は低いケズリ高台の青磁碗で、内面に片彫り文を施す。大宰
府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4類で12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。22は糸切り底の土師器の
坏である。 （谷　直子）
　土坑 SK32（第50図）　径114cmの円形土坑で、確認面からの深さは40cmを測る。土師器の坏・鍋、
陶器片が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK35（第50図）　調査区西縁で検出した土坑で、南北94cm、東西は60cm以上、確認面から
の深さは16cmである。土師器の坏の他、陶器片が出土したが、小片で図化できない。（齋藤瑞穂・
谷　直子）
　土坑 SK40（第50図）　径100cm、確認面からの深さ26cmの円形土坑である。土師器の坏・皿の他、
同安窯系青磁碗Ⅰ類、陶器片、須恵器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK41・ピット SP43（第53図）　重複する２つの遺構である。当初、担当者はこの両遺構が
重ならないものと捉えていたらしい。SK41を精査する過程で南側が広がり、SP43と新古の関係にあ
ることが判明したようである。残された図面は SP43が新しく、SK41が古いものとして記録されてい
る。しかし両遺構の覆土は全く同一で、SK41が新しい可能性もあるといい、新古を確定する決め手
はない。 （齋藤瑞穂）
　第55図１～７は SK41出土である。１は小さな玉縁状の口縁部を持つ白磁碗である。２は短く屈折
した口縁部を有す白磁碗で、大宰府編年のⅤ-4類あるいはⅧ類である。いずれにせよ時期は12世紀中
頃から後半である。３は口唇部に型押しする土師器甕である。12世紀後半から13世紀の所産である
（山本他 1997）。４は土師器の高台付坏である。高台部分は欠損し、粘土紐を貼り付けた痕跡のみが
残る。５・６は糸切り底の土師器で、５は坏、６は皿である。７は円筒形の土錘である。SP43から
は遺物は出土していない。 （谷　直子）
　土坑 SK46（第53図）　長軸84cm、短軸50cmの楕円形を呈する。確認面からの深さは30cmである。
SK46からは遺物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK47（第53図）　長軸60cm、短軸50cmの楕円形土坑である。確認面からの深さは6cmであ
る。SK47からは龍泉窯系青磁碗Ⅰ類が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK49・SK69（第53・56図）　調査区西縁で検出された遺構群で、SK69を SK49が切る。
SK49は隅丸方形を呈し、長軸152cm、短軸128cm を測る。確認面からの深さは54cm である。SK69
のプランは詳らかでない。確認面からの深さは36cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　第55図８～15は SK49出土である。８は鎬蓮弁文の青磁碗である。低い角高台で、内面見込み部分
には「青」と陽刻する。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-d 類で、13世紀初頭から前半の所産である。
９は口禿の白磁碗で、白磁碗Ⅸ類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する。10は細く高く直立
する高台部をもつ白磁碗で、底部外面は露胎である。大宰府編年の白磁碗Ⅴ類で、11世紀後半から12
世紀の所産である。11・12は平底の白磁碗で、底部は全面施釉である。11は底部外面の釉を工具での
ばしている。12は見込みにレリーフ状の文様を施す。いずれも白磁皿Ⅸ類で、13世紀後半から14世紀
前半に増加する（宮崎編 2000）。13・14は丸瓦である。13は表面に縄目タタキ、裏面に布目が残る。
14は裏面に布目が残る。15は糸切り底の土師器の坏である。
　SK69からは土師器の坏・皿・鍋、瓦が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK50・SK51・SK52・SK53・SK68（第53・56図）　SD55の北側に集中する土坑群である。
追検証を促す断面図が設定・作成されていないが、SK50・51・53が SK52を切る、と記録されている。
SK50は長軸148cm、短軸108cm の楕円形で、確認面からの深さは50cmである。SK51は長軸148cm、

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

短軸124cm の楕円形土坑で、確認面からの深さは68cmである。SK52は径78cm、確認面からの深さ
は16cm である。SK53は長軸74cm、短軸56cm、確認面からの深さ26cm を測る。SK68は SK50に切
られる。長軸80cm、短軸64cm、確認面からの深さは30cmである。 （齋藤瑞穂）
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第53図　HZK1903地点 C2区 SK41・SP43・SK46・47・49・50～53平面・断面図
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　第55図16～19は SK50出土である。16は口縁端部を短く屈折させる青磁坏で、大宰府編年の青磁坏
Ⅲ-1類である。13世紀中頃から14世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。17は糸切り底の土師器の坏
である。18は丸瓦で、裏面に布目と吊り紐痕が残る。吊り紐痕は13世紀後半以降みられるようになる
（松田他 2019）。19は平瓦である。他に同安窯系青磁碗、白磁碗、陶器鉢、瓦質土器の捏鉢、瓦も出
土したが、これらは小片で図化し得ない。
　第55図20・21は SK51出土である。20は青磁碗で、見込みに「金玉」の刻印がある。低い角高台を
けずり出して成形している。外面は無文である。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-1c 類で、12世紀中
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第54図　HZK1903地点 C2区 SK57～61・64・65・67平面・断面図
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

頃から13世紀初頭の所産である。21は青磁皿で、見込みにジグザグ状の櫛点描文を施し、底部の釉を
掻き取る。同安窯系青磁皿Ⅰ-2b 類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。他
に、青磁碗のⅠ～Ⅳ類、白磁碗Ⅷ類なども出土したが、いずれも小片で図化し得ない。
　SK52からは土師器、陶器の破片が出土したが、小片で図化し得ない。SK53からは土師器の坏が出
土したが、小片で図化できない。SK68からは土師器の皿・鍋が出土したが、小片で図化できない。
 （谷　直子）
　土坑 SK57（第54図）　南北は116cm、東西は70cm以上になる。深さは56cmである。 （齋藤瑞穂）
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第55図　HZK1903地点 C2区 SK41・49・50・51・54・57・59・61出土遺物
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　第55図25～31は SK57出土である。25は玉縁口縁の白磁碗である。大宰府編年の白磁碗Ⅳ類で、11
世紀後半から12世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。26～29は糸切り底の土師器の坏である。30・
31は糸切り底の土師皿である。 （谷　直子）
　土坑 SK58・SK59・SK60・SK61・SK64（第54図）　調査区中央に集中する土坑群である。
SK58が SK59と SK64を、さらに SK59は SK60を切るらしい。SK64は SK58と SK61とに切られるよ
うである。ただし、SK58の下層覆土と両サイドの SK59・SK64の覆土は同じ色で、同じように「腐
植」や「炭化物」を多く含む。SK59と SK64は底面のレベルもほぼ同じであり、覆土も同じであると
すればこれらが同一遺構の可能性も出てくるが、その目線では検討されなかった。 （齋藤瑞穂）
　SK58からは土師器の坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅰ～Ⅲ類、青白磁片、陶器壺、瓦質土器の碗、捏鉢、
須恵器片、瓦、土錘が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。
　第55図32は SK59出土の白磁皿である。口縁部が口禿となり、大宰府編年の白磁皿Ⅸ-1c 類で、13
世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。SK59からはほかに土師器の坏、青磁碗片、陶
器片、瓦が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。SK60からは土師器片が出土したが、小片で
図化できない。
　第55図33は SK61出土の砥石である。ほかに土師器の坏・皿・陶器片、瓦質土器片、滑石が出土し
たが、小片で図化し得ない。
　SK64からは土師器の坏・皿・鍋、青磁片、白磁片が出土したが、小片で図化し得ない。
　土坑 SK65（第54図）　南北90cm、東西は96cm以上で段状に立ち上がる。深さは36cmを測る。
 （齋藤瑞穂）
　第49図23・24は SK65出土である。23は糸切り底の土師皿である。24は見込みにジグザグの点描文
を施し、口縁部はやや外反する。大宰府編年の同安窯系青磁皿Ⅰ-2b 類で、12世紀中頃から13世紀初
頭の所産である。他に瓦質土器の碗、陶器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （谷　直子）
　土坑 SK67（第54図）　長軸140cm、短軸90cmほどの楕円形になると見込まれる。確認面からの深
さは42cmを測る。SK67からは土師器の坏・皿の他、白磁碗Ⅸ類、瓦質土器片が出土したが、小片で
図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK73・ピット SP74（第56図）　SK73が SP74を切る。SK73は径54cm の隅丸方形を呈する。
中位に礫のまとまる部分がある。確認面からの深さは38cmである。SP74は径14cmの小ピット。確
認面からの深さは7cmである。 （齋藤瑞穂）
　第57図１～５は SK73出土である。１は内面に片彫りで草花文を施す青磁碗で、龍泉窯系青磁碗Ⅰ
-2類である。時期は12世紀中頃から13世紀初頭である。２は外反する口縁部をもつ青磁皿で、内面は
段状になる。同安窯系青磁皿Ⅰ類で、時期は12世紀中頃から13世紀初頭である。３は短く屈折する口
縁部を持つ白磁碗である。口縁部内面に沈線がめぐり、大宰府編年のⅤあるいはⅧ類である。いずれ
にせよ12世紀中頃から後半の所産である（宮崎編 2000）。４は土師器の甕口縁部である。口縁端部外
側を玉縁状に作る。５は糸切り底の土師皿である。SP74からは土師器片と瓦が出土したが、小片で
図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK75・ピット SP81（第56図）　SP81が SK75を切る。SP81は径20cmの円形ピットで、確認
面からの深さは10cm である。先行する SK75は長軸90cm、短軸52cm の楕円形を呈する。確認面か
らの深さは18cm である。SK75からは、土師器の坏・皿・鍋が出土したが、小片で図化できない。
SP81からは遺物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK79（第56図）　径100cmの円形土坑で、確認面からの深さは28cmを測る。 （齋藤瑞穂）

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）
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　た石あり
2 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8～1/4ｍｍの細
　砂、しまりふつう、粘性なし

SK73・SP74

E 2.5mW

E W

SK73

SP74

第56図　HZK1903地点 C2区 SK68・69・73・SP74・SK75・79・80・SP81・SK91・95・136
平面・断面図
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N 2.5mS
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S

N2.4m

SK83～86

SK85
SK84

2a
1 2b

SK83

SK86

1    10YR3/2黒褐、φ1/4～1/2ｍｍの中砂にφ2ｍｍ程度の礫含む、3㎝く
　  らいの炭化物も含む、しまり強い、 粘性弱い
2a  10YR4/3にぶい黄褐、φ1/4～1/8ｍｍの細砂、しまり強い、粘性なし
2b  10YR4/3にぶい黄褐、φ1/4～1/8ｍｍの細砂、φ2ｍｍくらいの礫含む、
　   しまり普通、粘性なし

N 2.5mS

N S

W

E

SK82a・SP82b・SK124

1

2

1 10YR4/2灰黄褐、φ1/4～1/2mmの中砂にφ2mm程度の礫(石英粒)混じる、
　炭化物含む、しまり強い、粘性なし
2 10YR4/6褐、φ1/8～1/2mmの細砂・中砂で礫の混じりは1層に比べて目立
　たない、1層よりも粒子が細かい、しまりふつう、粘性なし
3 10YR4/4褐、φ1/16～1/4mmの　極細砂・細砂にφ2～3mmの小礫を含む、
　しまりふつう、粘性なし

W
2.4
m

E

3

SK82a
SP82b

SK124

0 1m(1/40)

第57図　HZK1903地点 C2区 SK73・79・80出土遺物

第58図　HZK1903地点 C2区 SK82a・SP82b・SK83～86・SK124平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　第57図６～９は SK79出土である。６・７は白磁碗である。いずれも口禿で大宰府編年の白磁碗Ⅸ
類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する。８は糸切り底の土師器の坏である。９は小型の瓦
玉である。 （谷　直子）
　土坑 SK80（第56図）　径74cm の円形土坑である。確認面からの深さは16cm を測る。土坑 SK82
と隣接するが、新旧関係は捉えられなかった。 （齋藤瑞穂）
　第57図10は SK80出土の軒丸瓦である。巴文に圏線と連珠がめぐる。裏面に布目と吊り紐痕が残る。
他に土師器片、青磁片が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK82a・ピット SP82b・土坑 SK124（第58図）　SK80の東で接する。ただし、同土坑との
新旧関係は捉えられなかった。SK82は不整形の土坑で、長軸218cm、短軸146cm を測る。確認面か
らの深さは48cmである。精査の過程で、ピットが土坑に先行して、直下に作られていたことが判明
した。断面図の2層にあたり、これを SP82b と呼んでおこう。確認面からピットの底面まで62cmで
ある。SK124もまた、SK82a 形成以前に作られた土坑である。径76cmで、確認面からの深さは30cm
である。 （齋藤瑞穂）
　SK82からは土師器の坏・皿・鍋のほか青磁碗、白磁碗Ⅳ類・Ⅴ-4類、陶器の甕、瓦質土器の捏鉢、
瓦が出土したが、いずれも小片で図化できない。SK124からは土師皿、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、瓦質土
器の捏鉢が出土したが小片で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK83・SK84・SK85・SK86（第58図）　SD62の北側に集中する土坑群で、SK84が SK83・
85・86を切る。ただし、SK83と SK86の新旧判定は前任の調査担当者によって行われ、報告者は追検
証できていない。最も新しい SK84は長軸144cm、短軸104cmの楕円形土坑である。確認面からの深
さは72cm である。先行する SK83は長軸116cm で短軸は70cm 以上となる。確認面からの深さは
48cmである。SK85は長軸100cm余りで、円形をなすものと推測される。SK86は径78cm、確認面か
らの深さは38cmである。 （齋藤瑞穂）
　SK83からは、土師器の坏・皿・鍋のほか、青白磁の皿、瓦質土器の碗・捏鉢、瓦が出土したが、
小片で図化できない。SK84からは土師器の坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、同安窯系青磁碗Ⅰ類、陶
器の壺・甕、瓦質土器の碗・捏鉢、瓦が出土したが、小片で図化できない。SK85からは土師器の坏・
皿・鍋の他、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、陶器片、瓦質土器片、石鍋が出土したが、小片で図化できない。
SK86からは土師器の坏・皿・鍋、瓦質土器の捏鉢が出土したが小片で図化できない。
 （谷　直子）
　土坑 SK90・SK98・SK99・SK120・SP121・SK122・SK123（第59図）　調査区の南寄りで
集中する遺構群である。SK90は SK98を切る。長軸196cm、短軸68cmで、確認面からの深さは56cm
である。SK98は SK99を切る。長軸は80cm以上、短軸は54cmになろう。確認面からの深さは20cm
である。SK99は SK98・SK123に先行し、SK124（第59図）を切る。長軸100cm、短軸60cm以上、確
認面からの深さ20cm である。SK123は SK99・SK122・SK124を切る。径100cm、確認面からの深さ
は50cmである。SK122は径74cm の円形土坑である。確認面からの深さは36cmを測る。SK120は、
SK122の南方で検出された。西側は撹乱で失われている。径42cm、確認面からの深さは14cmである。
SP121は径24cm、深さ16cmのピットである。 （齋藤瑞穂）
　第60図14～19は SK90出土である。14・15は青磁碗である。いずれも内面に片彫り文を施す15は低
いケズリ高台で底部の器壁が厚い。いずれも大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、16は青磁皿であ
る。見込みに櫛描文を施し、体部中位で屈曲し、口縁端部が丸みを持つ。龍泉窯系青磁皿Ⅰ-2類。青
磁はいずれも12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。17は白磁碗である。短く屈折した口縁部を有
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0 1m(1/40)

1
2

1 10YR3/3暗褐、φ1/4～1/2mmの中砂
　にφ2mmの小礫を含む、しまり強　
　い、粘性なし
2 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8～1/2の
　細砂・中砂にφ2～3mmの礫が混じ
　る、しまり強い、粘性なし

B 2.5mB’

1

1 10YR3/2黒褐、φ1/16
　～1/4mmの極細砂・
　細砂、見た目にも粒
　子は細かい、基盤の
　黄褐色砂が霜降り状
　に混じる、しまりふ
　つう、粘性弱い

C 2.5mC’

D 2.5mD’

1 SK99の覆土、10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8～1/2mm
　の細砂・中砂にφ2～3mmの礫が混じる、しまり強
　い、粘性なし
2 SK124の覆土、10YR4/4褐、φ1/16～1/4mmの極細
　砂・細砂にφ2～3mmの小礫を含む、しまりふつ　
　う、粘性なし
3 SK123の覆土、2.5Y3/3暗オリーブ褐、φ1/8～　　
　1/2mmの細砂・中砂で構成される、φ3mm大の小
　礫を含む、波状痕は1～4層にまたがる、しまり強　
　い、粘性なし
4 SK122の覆土、10YR3/2黒褐、φ1/8～1/2mmの細　
　砂・中砂で構成、φ2～3mmの小礫を含む、しまり
　強い、粘性強い

12
3

4

E 2.5mE’

1 10YR3/2黒褐、φ1/8～　　
　1/4mmの細砂、粒子は細か
　い、φ2～3mmの礫が少し
　混じる、炭化物混じる、し
　まりふつう、所によって少
　し硬いところがあるが、ふ
　つうでよい、粘性ふつう、
　他の遺構と比べてややある

A’2.5mA

1

SK90

SK98

SK99

SK123

SK122

SP121SK120

D

D’

C

C’

A’

A

B’

E

E’ B

SK90・98・99・120・SP121・SK122・123

SK94 SK93

取上NO.1
瓦

SK92

1

1 10YR3/3暗褐、中砂（粗砂含む）、強くしまる、腐植多
　含む、炭化物含む、（波状痕なし）
2 10YR4/2灰黄褐、中砂(粗砂含む)、しまる、腐植多
　く含む、炭化物含む、(波状痕なし)

SK92半裁時
セクション

SK93・94

E W

E 2.8mW

2

SK50

SK92-2

SK92-1

SK92-2 SK92-1
5

1

6
2

7

3

8

4

1 10YR3/4暗褐、中砂(粗砂含む多く)、しまる、腐植含む、炭化物含
　む、（波状痕なし）
2 10YR3/2黒褐、中砂(粗砂含む)、強くしまる、腐植含多く含む、炭
　化物多く含む、(波状痕なし)
3 10YR4/2灰黄褐、中砂(粗砂多く含む)、しまる、腐植含む、炭化物
　多く含む、(波状痕なし)
4 10YR4/3にぶい黄褐、粗砂(中砂含む)、しまる、腐植含む、炭化物
　含む、(波状痕なし)
5 10YR4/3にぶい黄褐、中砂(粗砂多く含む)、しまる、腐植含む、炭
　化物含む、(波状痕なし)
6 10YR3/3暗褐、中砂(粗砂含む)、強くしまる、腐植多く含む、炭化
　物多く含む、(波状痕なし)
7 10YR3/1黒褐、中砂(粗砂含む)、強くしまる、粘性あり、腐植多く
　含む、炭化物多く含む、(波状痕なし)
8 C層に基盤層(10YR5/4にぶい黄褐)、中砂(粗砂多く含む)がマダラに
　混入

礫

S N

S 3.0mN

SK92

第59図　HZK1903地点 C2区 SK90・92～94・98・99・120・SP121・SK122・123平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

し、大宰府編年のⅤ-4類あるいはⅧ類である。いずれにせよ時期は12世紀中頃から後半である。18は
中国陶器の鉢である。内面に２条の突帯が付く。大宰府編年の陶器鉢Ⅰ-1b 類である。19は円筒形の
土錘。
　SK98からは土師器の坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅰ・Ⅱ類、須恵器片が出土したが、小片で図化でき
ない。SK99からは、土師器の坏、白磁碗Ⅴ類、青磁片、須恵器片、瓦質土器片が出土したが小片で
図化できない。SK120からは遺物は出土していない。SP121からは土師器片が出土したが、小片で図
化し得ない。SK122からは土師器片、白磁片、瓦質土器の捏鉢が出土したが、小片で図化し得ない。
　第63図11・12は SK123出土である。11は陶器鉢で、やや「く」の字状に外反した口縁部がつき、
内傾した口縁部内面にメアトが付く。口縁部外面下に沈線が１条めぐる。釉は灰緑色を呈す。大宰府
編年の陶器鉢Ⅲ類で、13世紀から14世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。12は土師質の鍋である。
口縁端部内面を強くナデる。外面にススが付着する。 （谷　直子）
　土坑 SK92-1・SK92-2・SK93・94（第59図）　記録によると SK92は、枝番1・2の両遺構から
成り、92-1が新しい。92-2は92-1と SK50に先行し、SK93を切る。SK93が SK94を切る。
　92-1と92-2については、担当した前任者に堆積状況について聞き取りを行って理解につとめたもの
の、例えば㋐ SK92-1の２層は再掘削した形跡なのか、㋑ SK92-1の3層と SK92-2の５層が切り合わな
いにも関わらず、３層が５層を切ると判定した根拠は何か、㋒ SK92-2の６層は再掘削した形跡を意
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第60図　HZK1903地点 C2区 SX88・SK89・90・92出土遺物
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1

骨

SK101

1 10YR5/1 褐灰、φ1/8mmの細砂にφ2
　～ 3mmの小礫が混じる、しまりなし、
　粘性なし

N 2.3mS

N S

0 1m(1/40)

A 2.4mA’

1 10YR3/3暗褐、　　　
　φ1/4～1/2mmの中
　砂にφ2～3mmの小
　礫含む、しまりふつ
　う、粘性なし

1
B 2.6mB’

1 10YR3/4暗褐、φ1/8～1/2mmの細砂・中砂に
　φ2～3mmの小礫が混じる、しまりふつう、
　粘性弱い
2 7.5YR2/2黒褐、φ1/16～1/4の極細砂・細砂に
　φ1～2mmの極粗砂が少量混じる、赤色粒子
　含む、しまり弱い～ふつう、粘性ふつう

1 2

D 2.4mD’

C 2.4mC’

1 2.5Y4/3オリーブ褐、波
　状痕入る、φ1/8～　
　1/2mmの細砂・中砂に
　φ1～2mmの極粗砂が
　混じる、しまりふつ　
　う、粘性弱い

1

E 2.5mE’

1 10YR3/4暗褐、φ1/8～1/2mmの細砂・中砂に
　φ2～3mmの小礫含む、しまり強い、粘性なし
2 記載なし

1 2

A

A’

B B’

C’ D

D’
C

E’

F’ F

SK112 ～ 118・135

SK112

SK113

SK114 SK115

SK115

SK116

SK117

SK118

F 2.5mF’

1 10YR3/3暗褐、φ1/8～　　
　1/4mmの細砂、粒子は細か
　い、φ2～3mmの小礫混じ
　る、しまり強い、粘性なし

1

E

N 2.5mS

N S

1 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8～1/2mm
　の細砂・中砂で　構成され、φ2～
　3mmの小礫が混じる、瓦あり、しま
　り強い、粘性なし

1

SK119

SK135

第61図　HZK1903地点 C2区 SK101・112～119・135平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

2.2mWE

WE

1

SK127

1 10YR4/3 にぶい黄褐、
　φ1/8 ～ 1/4mmの細砂に
　φ3mm程度の礫が混じる、
　しまり強い、粘性なし、遺
　物なし

N

2.3mS

W
E

N

S

1
23

1 10YR3/2黒褐、φ1/4～1/2mmの中砂、φ2～　
　3mmの小礫が混じる、しまりふつう、粘性なし
2 10YR4/3にぶい黄褐、φ2～3mmの小礫が多く、
　φ1/8～1/4mmの細砂と半々で占める、小礫の
　割合が多い、しまりふつう、粘性なし
3 10YR4/4褐、φ1/8～1/2mmの細砂・中砂、φ2
　～3mmの小礫が混じる、しまり強い、粘性なし
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E 2.2mW

E W

SK132

1 10YR4/4褐、φ1/8～1/2mmの中砂・粗
　砂にφ2～3mmの小礫が混じる、遺物
　は遺構の大きさのわりに少ない、ガラ
　の混じる撹乱に切られている、西側は
　砕石等に切られて、立ち上がりはわか
　らない、しまりふつう、粘性なし

撹乱
レンガ

1

砕石

N 2.5mS

N S

SP133

S 2.3mN

S NSK137 SK138

3
1
2

1 10YR3/3暗褐、φ1/2～1mmの粗砂にφ2～
　3mmの小礫が混じる、馬歯がこの層から出
　土、しまりふつう、粘性なし
2 SK138の下層、10YR4/3にぶい黄褐、φ1/8
　～1/2mmの細砂・中砂にφ2～3mmの小礫
　が混じる、しまりふつう、粘性なし
3 SK137の覆土、10YR4/4褐、φ1/8～1/2mm
　の細砂・中砂にφ2～3mmの小礫が混じ　
　る、しまり強い、粘性なし

SK137・138

0 50cm(SK127・SP133)
(1/20)

0 1m(1/40)

S 2.2mN

SK139

1

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/8 ～ 1/4mmの中砂に
　φ2～ 3mmの小礫を含む、しまりふつう、
　粘性なし、炭化物あり、波状痕なし

第62図　HZK1903地点 C2区 SK127・128・SP129～131・SK132・SP133・SK137～139平面・
断面図
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味するのかなど、咀嚼できなかった。ともあれ、記録に従うかぎりは SK92-1は長軸170cm×短軸
150cm の楕円形土坑が想定されているようである。また、SK92-2も長軸150cm 余りの楕円形土坑ら
しい。SK93は径100cm、SK94は径80cmほどである。 （齋藤瑞穂）
　第60図20～22は SK92出土である。20は陶器の黄釉盤である。21は軒丸瓦の瓦当部分である。三つ
巴文に連珠がめぐるものと思われるが、連珠とその内側の圏線、巴の尾の部分がわずかに残るのみで
ある。22は丸瓦である。裏面にコビキAと布目が見られる。ほかに土師器の坏・皿、青磁碗、白磁碗、
陶器の擂鉢、陶器片、瓦が出土したが、小片で図化できない。SK93からは土師器の坏、陶器の甕、
須恵器の壺、瓦が出土したが、小片で図化できない。SK94からは土師器片と瓦が出土したが、小片
で図化できない。 （谷　直子）
　土坑 SK112・SK113・SK114・SK115・SK116・SK117・SK118・SK135（第61図）　調査
区南縁で検出された遺構群である。楕円形の土坑が多い。SK112は長軸90cm、短軸40cm、深さ14cm、
SK113は長軸120cm、短軸80cm 以上、深さ56cm を測る。これらに先行する SK114は長軸70cm、短
軸50cm以上、深さは22cmであった。SK115の長軸は160cmで、確認面からの深さは30cmである。
SK116は最も早い段階に掘り込まれた土坑で、SK90、SK114、SK115、SK117に切られる。長軸140cm、
確認面からの深さは40cm ほどである。SK117は SK116を切り、SK118に切られる不整形の土坑で、
長軸90cm、短軸60cm、深さは26cm である。SK118の西側は失われているが、これも楕円形になる
ものと推測される。長軸100cm以上になろう。深さは26cmを測る。SK135の全体は不明であるが、
幅は44cm以上になり、確認面からの深さ44cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　SK112からは土師器の坏、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類が出土したが小片で図化できない。SK113からは土
師器の坏・皿・鍋、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、陶器の鉢、瓦質土器の碗が出土したが、小片で図化できな
い。SK114からは土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。SK115からは土師器の坏、陶器の甕
が出土したが、小片で図化できない。SK116からは遺物は出土していない。SK117からは土師器の坏・
鍋、瓦質土器の碗が出土したが小片で図化できない。SK118からは土師器片、青磁片が出土したが小
片で図化し得ない。 （谷　直子）
　土坑 SK119（第61図）　西側は撹乱が入って、失われている。径104cm の円形土坑である。確認
面からの深さは44cmである。SK119からは土師器の坏・皿、白磁片、瓦質土器の捏鉢、瓦が出土し
たが小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
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第63図　HZK1903地点 C2区 SK100・101・123・139出土遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　土坑 SK127（第62図）　長軸118cm、短軸70cm の楕円形土坑である。確認面からの深さは10cm
である。SK127からは遺物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK128・ピット SP129・SP130・SP131（第62図）　SK128の西側は、深く入った撹乱に
よって失われているが、径108cm の円形土坑とみられる。確認面からの深さは40cmである。SP129
は SK118に切られ、SP130を切る。おそらくより高いレベルでは、SP131とも重複しているはずだが、
同土坑との新旧を判定するには到らなかった。径30cmのピットで、確認面からの深さは40cmである。
一見、SP129と SP130の平面図と断面図との間に齟齬があるようにみえるが、問題はない。断面を調
査区壁面で計測し、遺構確認面より高いレベルで切り合いを判定し得たことの反映である。SP131は
少なくとも SK128・SP130に先行する。楕円形のピットになるものと推測される。SK128からは土師
器の坏・皿・甕、瓦質土器の捏鉢が出土したが、小片で図化できない。SP129からは土師皿、白磁片
が出土したが、小片で図化できない。SP130からは土師器の坏・皿が出土したが、小片で図化できな
い。SP131からは青磁碗が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土坑 SK132（第62図）　大型の土坑とみられるが、深い部分まで撹乱が入っていて西側が失われ、
プランをつかむことができなかった。径は130cm以上、確認面からの深さは46cmである。SK132か
らは土師器の坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅰ類が出土したが、小片で図化できない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）

ピットとその他の遺構（第62・64～66図）
　ピット SP34（第64図）　径44cm、深さ30cmの円形ピットである。土師器片の他、青磁片、陶器
片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP38（第64図）　手元の図面ではピットとして記録されているが、径は60cm に達し、土
坑と分類するのが適切である。深さは6cmを測る。SP38からは土師器の坏、青磁片が出土したが、
小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP39（第64図）　径34cm、確認面からの深さ7cmの円形ピットである。SP39からは土師
器の坏が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP42（第64図）　径36cm、確認面からの深さ42cmの円形ピットである。SP42からは土師
器の坏が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP48（第64図）　径36cmの円形ピットで、確認面からの深さ76cm を測る。SP48からは遺
物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP63（第64図）　径18cmのピットで、確認面からの深さは50cmである。底面の礫は礎石
であり、本土坑は柱穴と推測される。SP63からは土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP70（第64図）　径30cmのピットで、確認面からの深さは13cmである。SP70からは土師
器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP71（第64図）　径46cmのピットで、確認面からの深さは32cmである。SP71からは土師
器の坏・皿・鍋、瓦が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP72（第64図）　30cm×25cm のピットで、確認面からの深さは26cm である。SP72から
は土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP76（第65図）　径26cmのピットで、確認面からの深さは20cmである。SP76からは土師
器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）
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　ピット SP77（第65図）　35cm×30cm のピットで、確認面からの深さは22cm である。SP77から
は土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP78（第65図）　径46cmのピットで、確認面からの深さは16cmである。SP78からは土師
器片が出土したが、小片で図化し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP102・SP103（第65図）　SP102が SP103を切る。SP102は径32cm、深さ20cm、SP103
は径・深さともに15cmである。SP102からは土師器の坏、龍泉窯系青磁碗Ⅲ類、瓦が出土したが、
小片で図化し得ない。SP103からは土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP104・SP105・SP106（第65図）　SP104と SP105が中央の SP106を切る。SP104は径
28cm、深さ13cm、SP105は径26cm、深さ20cm である。SP106は径22cm、深さは10cm である。
SP104からは土師器片が出土したが、小片で図化し得ない。SP105からは土師器片が出土したが、小
片で図化し得ない。SP106からは遺物は出土していない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP107（第65図）　径25cm、確認面からの深さ13cmを測る。SP107からは白磁片が出土し
たが、小片で図し得ない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP108a・SP108b（第65図）　１つの遺構として認識したが、精査の結果、２つの小ピッ
トが重複していることが判明した。西側の SP108a が東側の SP108b を切る。SP108a の径は18cm、
確認面からの深さは7cmで、SP108b の径は38cm、深さは10cm である。SP108からは土師器片、青
磁碗、陶器鉢が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP109（第65図）　径35cm、確認面からの深さは28cmを測る。SP109からは土師器片、陶
器片が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP110（第66図）　径28cm、確認面からの深さは14cmである。SP110からは土師器片、瓦
質土器片が出土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP111（第66図）　径18cm、確認面からの深さは12cmである。SP111からは土師器片が出
土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP125（第66図）　径22cm、確認面からの深さは6cmである。SP125からは土師器片が出
土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP126（第66図）　径24cm、確認面からの深さは28cmである。SP126からは土師器片が出
土したが、小片で図化できない。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　ピット SP133（第66図）　径・深さともに17cmの小ピットである。 （齋藤瑞穂）
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第66図　HZK1903地点 C2区 SP110・111・125・126・134平面・断面図

２．遺構と遺物
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

　ピット SP134（第66図）　長軸42cm、短軸
25cmの楕円形を呈する。確認面からの深さは
８cmであり、遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂・谷　直子）
　土器集積 SX88　坏が重なって出土した位置
を、SX88として記録した。遺構埋納品であろ
うが、遺構プランは確認できていない。
 （齋藤瑞穂）
　第60図１～９は SK88出土の土師器の坏であ
る。上から順に１・２・３と９枚が重なって出
土した。いずれも内外面はナデ、底部外面はヘ
ラ切りで、２以外は板状圧痕が見られる。筑前
においては12世紀後半以降の土師器の坏底部は
糸切りのみになるので、12世紀前半以前の所産
である（山本他 1997）。 （谷　直子）
　SX97　角礫を検出した地点を SX97として記録した。遺構の輪郭は把握できなかったものの、柱
の礎石の可能性が高い。 （齋藤瑞穂）

井戸（第67図）
　井戸 SE140　径118cmの井戸である。SD62の底面より60cm余り低いレベルで検出した。これも
SD62形成前に作られた遺構と考えて良い。 （齋藤瑞穂）

３．小結
　本調査地点A区は、応力研生産研本館の北西側で行われた発掘調査である。近現代以降の撹乱層・
造成土が地表下２m付近まで及んでおり、遺跡の大部分が破壊されていたが、調査区の北西側（エ
リアⅠ）と南西側（エリアⅡ）、そして中央部付近（エリアⅢ）の地表下１m付近において、かろう
じて遺構が複数残存していた。時期が特定できた遺構は必ずしも多くないが、13世紀後半代以降の所
産と考えられる土坑などが見つかっている。
　また、エリアⅢでは井戸を６基検出した。SE001は、13世紀後半から14世紀前半に構築され、15世
紀代まで利用されていた可能性がある。ほかの５基の井戸に関して年代の特定は困難だが、出土遺物
から判断して SE001の年代と近しい関係にあることは想定できよう。６基の井戸は、３m四方の比
較的限られた範囲に密集して構築されている。掘方の大きさなどを考慮すれば、これらの井戸が全て
同時期に存在していたとは考え難い。13世紀後半代以降、当該地点において井戸の構築と廃絶が繰り
返し行われていたことが想定される。
　本調査地点B区は、応力研生産研本館の北西側で行われた発掘調査である。隣接するA区と同様、
近現代以降の撹乱層・造成土が地表下２m付近まで及んでおり、遺跡の大部分が破壊されていたが、
調査区の南西側（エリアⅠ）と東側（エリアⅡ）、そして南側（エリアⅢ）の地表下１m付近におい
て、かろうじて遺構が複数残存していた。
　時期を特定できた遺構は必ずしも多くないが、13世紀後半代以降の所産と考えられる土坑などが見
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第67図　HZK1903地点 C2区 SE140平面・断面図
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つかっている。中でも SK55は注目され、直径50cm程度、厚さ20cm程度の大型の礫が、二つ積まれ
た状況で出土している。礎石を伴う柱穴の可能性が高く、礫の大きさに加え、二つ積んで構築してい
ることから、かなり大きな建築物が存在していたのではないかと推察される。遺構の年代は12世紀代
と考えられ、当該地区で検出した遺構の中では比較的古い段階のものである。箱崎キャンパス地区で
人々の明確な活動痕跡が確認されるのは12世紀後半以降とされており（福永 2022）、当該地域におけ
る土地利用の始まりの様相を考える上で、貴重な資料と言えよう。
　また、近現代以降の撹乱層を除去したところ、調査区北半部において全部で13基の井戸を検出した。
時期の特定が困難なものも存在するが、12世紀後半から13世紀前半（SE64）、13世紀代（SE67・
SE68）、14世紀から15世紀（SE60）、15世紀代（SE58）の所産と考えられる井戸が見つかっている。
当該地区において長期にわたって井戸の構築と廃絶が繰り返し行われていたことが想定される。
　SE59・SE75・SE76・SE77や、SE60・SE61・SE62・SE64・SE65・SE66のように、同一地点に井
戸が密集して構築・廃絶されている点は興味深い。同様のあり方は隣接するHZK1903地点A区でも
確認できる。こうした井戸の密集単位は、当時の何らかの社会単位を反映している可能性も想定でき
るが、現状ではそうした考察をし得るだけの資料・データが不足している。今後の課題としたい。
 （福永将大）
　本調査地点 C区は応力研生産研本館の東側で行われた調査で、北東側を C1区、南東側を C2区と
した調査である。C1区は北西隅が撹乱を受けていたが、多くの土坑とピットが検出された。特に
SX25は確認面からの深さが148cmをはかる大型の円形土坑で、13世紀を中心とした遺物が検出され
た。ピットの中には柱穴も含まれていると考えられ、このあたりに建物があった可能性が高い。C2
区からは３本の区画溝が検出されたほか、ここからも多くの土坑、ピットが見つかっている。ピット
は南側隅に多く一部は柱穴の可能性もあるため、このあたりに建物があった可能性が高い。また
SX88は完形の土師器の坏が９枚重なって出土した遺構で、意図的に埋められたものと考えられるが、
その性格は不明である。C区はA区・B区に比べ、井戸が少なかった点も特徴的である。生活域内
での土地利用の違いの他、湧水地点や深さなど地形的な特徴に起因する可能性がある。 （齋藤瑞穂）

註
１）放射性炭素年代測定値については、本報告書第Ⅷ章パレオ・ラボAMS年代測定グループの報告に基づき、2σ暦
年代範囲を示した。以下の測定結果も同様。
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

第１表　HZK1903地点 A区出土遺物観察表

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

6-1
SK04-b
１層

土師器
坏

（13.0）［2.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

6-2
SK04-b
１層

土師器
皿

9.3 8.1 1.5
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-3
SK04-b
１層

土師器
皿

8.8 6.7 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-4
SK04-b
１層

土師器
皿

8.7 7.0 1.5
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-5
SK04-b
１層

土師器
皿

（8.6）（7.0）） 1.2
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-6
SK04-b
１層

土師器
皿

（8.4）（7.4） 1.0
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-7
SK04-b
１層

土師器
皿

（9.2）（8.0） 1.0
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-8
SK04-b
１層

須恵質
捏鉢

［6.5］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を含む

良好 2.5Y7/2灰黄
外：ナデ
内：ナデ

東播系

6-9 SK04
陶器
黄釉盤

［2.5］緻密，黒色粒子を含む 良好 5YR2/2黒褐
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
陶器盤Ⅱ類

6-10 SK04
土師器
坏

2.6 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-11 SK04
土師器
坏

（15.0）（8.8） 2.9
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む，雲母
片を少し含む

良好 5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-12 SK05・06
土師器
皿

（8.1）（7.0） 1.2
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-13 SK05・06
土師質
脚部

［2.7］緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ

6-14 SK05・06
滑石製
石錘

7.3 2.4 1.6 50.15ｇ

6-15 SK05・06
滑石製
石鍋

［2.4］ 外：工具痕，スス付着

6-16 SK07
青磁
碗

（10.2） 3.6 4.3 緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

6-17 SK07
青磁
碗

［5.2］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-4類

6-18 SK07
土師器
坏

（14.3） 9.2 3.2
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-19 SK07
土師器
坏

（15.8）（12.2） 2.8
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-20 SK07
土師器
皿

（8.6）（6.6） 1.2
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

10-1 SE001
青磁
碗

（5.0）［1.8］緻密 良好 7.5Y7/2灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

10-2 SE001
陶器
黄釉鉄絵
盤

［4.5］
やや緻密，黒色粒子を
含む

良好
外：2.5YR4/4にぶい赤褐
内：5Y6/3オリーブ黄

外：露胎
内：施釉

磁竃窯

10-3 SE001
須恵質
捏鉢

［5.0］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好
外：N5/ 灰
内：N6/ 灰

外：ナデ
内：ナデ

東播系

10-4 SE001
瓦質土器
口縁部

［1.8］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を少し含む，雲母片
を多く含む

良好
外：N5/ 灰
内：10YR7/1灰白

外：ナデ
内：ナデ

10-5 SE003
須恵質
壺？

［1.8］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む，黒色粒子
を多く含む

良好 10YR7/1灰白
外：ハケメ，ナデ
内：ナデ

10-6 SE004
瓦質土器
捏鉢

［3.4］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む，黒色粒子
を含む

良好
外：N8/ 灰白
内：7.5Y8/1灰白

外：ナデ
内：ハケメ，ナデ

7と同一個体？

10-7 SE004
瓦質土器
捏鉢

（10.6）［3.7］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む，黒色粒子
を含む

良好
外：N8/ 灰白
内：5Y8/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

6と同一個体？

10-8 SE004
瓦質土器
捏鉢

［4.9］
緻密，黒色粒子を多く
含む

良好
外：N8/ 灰白
内：5Y8/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

10-9 SE004
瓦質土器
捏鉢

［2.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を多く含む

良好
外：5Y7/1灰白
内：N4/ 灰

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

10-10 SE004
土師器
坏

（9.6）［2.6］緻密 良好
外：10YR5/2灰黄褐
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

10-11 SE004
土師器
皿

1.2
緻密，直径1～4㎜の
黒色粒子を少し含む

良好
外：7.5YR8/3浅黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

10-12 SE004
土師器
皿

（9.2）（7.5） 1.2
緻密，赤色粒子を多く
含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

10-13 SE004
滑石製
石鍋

［1.9］ 良好 外：スス付着

10-14 SE006
青磁
碗

（5.2）［2.9］緻密 良好 5Y5/3灰オリーブ
外：施釉，施文
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅱ類

10-15 SE006
白磁
皿

8.7 5.3 1.7 緻密 良好
外：10Y7/1灰白
内：7.5Y7/1灰白

外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ -1a 類

10-16 SE006
白磁
皿

（6.0）［0.9］緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉
内：施釉

10-17 SE006
土師器
坏

（12.2） ［1.2］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/2灰褐
外：ナデ
内：ナデ

10-18 SE006 土錘 6.0 2.0 1.7
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 外：5YR6/6橙 外：ナデ 19.23ｇ

10-19 SE006
滑石製
石錘

［5.6］ 3.3 2.7 62.11ｇ

10-20 遺構外
青磁
碗

4.9 ［1.6］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉

墨書

第２表　HZK1903地点 B区出土遺物観察表

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

15-1 SK14
青磁
碗

［4.7］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅲ-b 類

15-2 SK15
土師器
坏

（9.4）［0.9］
緻密，赤色粒子を多く
含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：10YR7/4にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

15-3 SK15
土師器
皿

（7.9）（6.4） 1.0 緻密 良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

15-4 SP25
青磁
碗

［5.9］緻密 良好 7.5GY7/1明緑灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅲ類

21-1 SK55
瓦質土器
碗

15.6 6.2 5.0
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：5Y7/1灰白
内：2.5Y5/1黄灰

外：ミガキ，ナデ
内：ミガキ，ナデ

21-2 SK55
土師器
坏

（8.0）（6.3） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，ヘラ切り
内：ナデ

21-3 SK55
土師器
坏

［1.1］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

21-4 SK55
土師器
皿

15.2 9.4 3.6
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR6/2灰黄褐
内：7.5YR7/6橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

21-5
SK71
1層

陶器
黄釉盤

［5.5］
緻密，黒色・白色粒子
をわずかに含む

良好
外：5YR5/3にぶい赤褐
内：5Y6/3オリーブ黄

外：露胎
内：施釉

21-6
SK71
３層

陶器
壺

［6.8］
緻密，白色粒子をわず
かに含む

良好 5Y4/2灰オリーブ
外：施釉，ケズリ
内：露胎，ケズリ

21-7
SK71
３層

土師器
坏

（10.8）［2.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒をわずかに含む，雲
母片を含む

良好
外：5YR6/6橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

21-8
SK71
４層

土師器
皿

1.4
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

21-9 SK71
青磁
碗

（6.0）［2.4］緻密 良好
外：10Y6/2オリーブ灰
内：5Y6/2灰オリーブ

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-1c 類

21-10 SK71
青磁
碗

（5.3）［4.1］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

21-11 SK71
白磁
皿

（6.0）［1.5］緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅷ -1a 類

21-12 SK71
陶器
黄釉盤

［3.9］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：2.5Y6/2灰黄

外：露胎
内：施釉

陶器盤Ⅱ類

21-13 SK71
瓦質土器
捏鉢

（18.2）（12.8） 9.3
緻密，直径2～4㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10Y5/1灰
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

21-14 SK71
土師器
坏

（10.0）［1.8］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/2明褐灰

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

21-15 SK71
土師器
皿

（8.4）（6.0） 1.2
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

23-1
SE58

15～19層
白磁
皿

（5.8）［0.9］緻密 良好
外：7.5GY8/1明緑灰
内：7.5GY7/1明緑灰

外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

３．小結
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Ⅰ　HZK1903地点（応力研生産研本館地点第２次調査）

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

23-2
SE58

15～19層
土師器
坏

［2.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR6/6橙

外：ナデ
内：ナデ

23-3
SE58

15～19層
土師器
皿

1.0
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

23-4
SE58
中心外側

陶器
碗

［3.0］緻密，黒色粒子を含む 良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：施釉，口禿
内：施釉

23-5
SE58
中心外側

瓦質土器
捏鉢

［3.1］緻密 良好
外：N5/ 灰
内：N4/ 灰

外：ナデ
内：ハケメ，摩滅

23-6
SE58
中心外側

丸瓦 ［6.2］［5.0］ 1.8 緻密，黒色粒子を含む 良好
表：7.5YR5/1褐灰
裏：7.5YR6/1褐灰

表：ナデ
裏：ハケメ，布目，吊り紐痕

23-7
SE58
中心部

青磁
碗

［3.4］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅲ類

23-8
SE58
中心部

陶器
碗

［1.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5Y5/1灰
内：5Y5/2灰オリーブ

外：施釉
内：施釉

雑釉陶器

23-9
SE58
中心部

陶器
黄釉盤

［3.2］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：5YR6/3にぶい橙
内：5YR8/2灰白

外：露胎
内：施釉

陶器盤
Ⅱ類

23-10
SE58
中心部

土師器
坏

（10.0）［1.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好 2.5YR5/6明赤褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

23-11
SE58
中心部

土師器
皿

（6.2）［0.8］緻密 良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-1
SE59
中心部

瓦質土器
擂鉢

［4.0］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR7/1灰白
外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

25-2
SE59
中心部

土師質
鍋

［5.0］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10YR3/1黒褐
内：7.5YR6/2灰褐

外：ナデ
内：ハケメ

25-3
SE59
中心部

土師器
坏

2.5
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

25-4
SE59
中心部

土錘 5.3 1.2 1.1 緻密 良好 外：ナデ 4.79ｇ

25-5
SE59
中心部

磨石 12.2 8.6 4.0 良好 7.5YR6/3にぶい褐

25-6
SE59
中心部

丸瓦 ［16.8］［7.8］ 2.1
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
表：N6/ 灰
裏：N7/ 灰白

外：縄目タタキ，ナデ
内：布目，コビキ A

25-7 SE59
青磁
坏

［2.6］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ-3類

25-8 SE59
青磁
坏

［1.7］緻密 良好 2.5GY4/1暗オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ-4類

25-9 SE59
青磁
容器

［1.4］緻密 良好 7.5GY6/1緑灰
外：施釉
内：施釉

25-10 SE59
白磁
碗

（14.8） ［2.1］緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗
Ⅸ類

25-11 SE59
白磁
碗

（16.0） ［2.7］緻密 良好 2.5Y6/3にぶい黄
外：ケズリ，施釉
内：施釉

25-12 SE59
青白磁
合子蓋

［0.8］緻密 良好 10GY8/1明緑灰
外：施釉，施文
内：露胎

25-13 SE59
青白磁
容器

［1.0］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

25-14 SE59
須恵質
捏鉢

［2.4］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好 5Y5/1灰
外：ナデ
内：ナデ

東播系

25-15 SE59
須恵質
捏鉢

［3.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y5/1灰
内：5Y5/1灰

外：ナデ
内：ナデ

東播系

25-16 SE59
瓦質土器
捏鉢

［6.7］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：10YR6/1褐灰
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ナデ
内：ナデ

25-17 SE59
瓦質土器
捏鉢

（10.0）［3.3］緻密，灰色粒子を含む 良好
外：2.5Y8/1灰白
内：2.5Y7/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

25-18 SE59
瓦質土器
捏鉢

［3.5］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y6/1黄灰
内：N6/ 灰

外：ナデ
内：ハケメ，

25-19 SE59
瓦質土器
擂鉢

［4.8］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5Y5/1灰
内：5Y6/1灰

外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

25-20 SE59
瓦質土器
擂鉢

［4.8］
緻密，直径１㎜大の砂
粒・黒色粒子を多く含
む

良好
外：10YR8/2灰白
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ，スリ溝

25-21 SE59
瓦質土器
擂鉢

［3.8］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：2.5Y7/2灰黄
内：5Y8/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，スリ溝

25-22 SE59
土師器
甕

［2.5］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，ハケメ
内：ナデ

25-23 SE59
土師器
高台付坏

（7.7）［2.3］緻密，黒色粒子を含む 良好 5YR6/6橙
外：ナデ，ヘラ切り
内：ナデ
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

25-24 SE59
土師器
坏

（12.4）（8.0） 2.5
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-25 SE59
土師器
坏

（11.7）（8.5） 2.2 緻密 良好 5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-26 SE59
土師器
皿

（10.4）（7.3） 1.3 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR6/6橙
外：ナデ，板状圧痕
内：ナデ

25-27 SE59
土師器
皿

（8.4）（6.4） 1.6
緻密，赤色粒子を多く
含む

良好
外：5YR6/4にぶい橙
内：5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-28 SE59
土師器
皿

1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR5/1褐灰
内：10YR5/2灰黄褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-29 SE59 土錘 ［4.2］ 0.7 0.6 緻密 良好 外：2.5YR6/6橙 外：ナデ 1.49ｇ

25-30 SE59 土錘 4.5 1.2 1.2
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好 外：7.5YR6/4にぶい橙 外：ナデ 5.85ｇ

25-31 SE59
滑石製
石錘

5.0 1.2 1.3 18.18ｇ

25-32 SE59
滑石製
石錘

6.0 3.8 2.4 53.70ｇ

25-33 SE59
瓦質土器
捏鉢

［4.7］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5Y8/1灰白
内：5Y7/1灰白

外：ナデ
内：ハケメ，ナデ

26-1 SE76
青磁
小碗

（7.0） ［2.9］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁
小碗Ⅲ-1a 類

26-2 SE76
土師器
皿

（9.4）（7.0） 1.3 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

29-1
SE60
７層

青磁
瓦玉

5.7 5.8 2.2 緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：露胎

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

29-2
SE60
７層

瓦質土器
捏鉢

［5.4］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を多く含む

良好 外：5YR7/3にぶい橙
外：ナデ
内：摩滅

29-3
SE60
７層

瓦質土器
擂鉢

30.0 13.0 11.9
やや粗い，直径１～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/2明褐灰

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ，スリ溝

29-4
SE60
７層

土師器
皿

8.0 6.1 1.5
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR7/4にぶい橙
内：5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

29-5
SE60
７層

砥石 11.0 4.7 2.9

29-6
SE60

11・12層
白磁
皿

（5.2）［0.6］緻密 良好 7.5Y8/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿Ⅸ類

29-7
SE60

11・12層
土師器
坏

［2.9］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：10YR7/2にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

29-8 SE60
青磁
碗

［2.2］緻密 良好 10Y6/1灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

29-9 SE60
青磁
坏

（12.2） ［1.5］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ-4類

29-10 SE60
白磁
碗

［2.9］緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗
Ⅸ類

29-11 SE60
白磁
皿

（6.2）［1.0］緻密 良好 10YR7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

29-12 SE60
須恵質
捏鉢

［5.4］
緻密，白色粒子を多く
含む

良好 N6/ 灰
外：ナデ
内：ナデ

東播系

29-13 SE60
瓦質土器
擂鉢

［4.4］
緻密，白色粒子を多く
含む

良好
外：5Y6/1灰
内：7.5Y7/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，スリ溝

29-14 SE60
土師質
鍋

［3.9］
緻密，白色粒子を多く
含む

良好
外：5YR6/3にぶい橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ
内：ハケメ，ナデ

29-15 SE60
土師質
鍋

［5.1］
緻密，白色粒子を多く
含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR2/1黒

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

29-16 SE60
滑石製
石錘

6.0 4.2 2.5 64.44ｇ

29-17 SE60 土錘 ［6.9］ 3.5 3.2
緻密，直径１～３㎜の
白色粒子を多く含む

良好 外：2.5YR6/3にぶい橙 外：ナデ 76.00ｇ

29-18
SE60
掘方

瓦質土器
碗

（6.2］［2.5］緻密，雲母片を含む 良好
外：10YR5/1褐灰
内：10YR7/1灰白

外：ナデ
内：ミガキ，摩滅

29-19
SE60
掘方

瓦質土器
碗

［2.3］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y8/1灰白
内：7.5Y6/1灰

外：ナデ
内：ミガキ

29-20
SE60
掘方

瓦質土器
捏鉢

［4.0］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を少し含む

良好 2.5Y7/1灰白
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，スリ溝

30-1
SE62
14層

瓦質土器
捏鉢

［2.9］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5Y7/1灰白
外：ナデ
内：ナデ

３．小結
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

30-2
SE62
14層

土師器
坏

（13.0）（8.8） 2.7
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・雲母片含む

良好 10YR7/2にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

30-3
SE62
14層

土錘 ［3.6］ 2.0 1.6 緻密 良好 外：10YR5/2灰黄褐 外：ナデ 10.89ｇ

30-4
SE62
14層

土錘 5.6 1.0 1.0 緻密 良好 外：10YR5/2灰黄褐 外：ナデ 4.61ｇ

30-5
SE62
14層

石球 4.1 4.1 3.8 75.20ｇ

30-6
SE62
15層

白磁
碗

（6.8）［3.3］緻密 良好 5Y6/1灰
外：施釉，露胎
内：施釉

30-7
SE62
15層

白磁
合子蓋

（6.0］（5.4） 緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎，施文
内：施釉

30-8
SE62
15層

瓦質土器
擂鉢

［3.5］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y6/1灰
内：5Y7/1灰白

外：ナデ
内：ナデ，スリ溝

30-9
SE62
15層

土師質
鍋

［4.5］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を多く含む

良好 10YR1.7/1黒
外：ナデ
内：ハケメ

30-10
SE62
15層

土師質
鍋

［3.0］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：N2/ 黒
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ

30-11
SE62
15層

土師質
鍋

［2.5］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好
外：N1.5/ 黒
内：7.5YR5/3にぶい褐

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

30-12
SE62
15層

土師器
皿

1.2
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

30-13
SE62
掘方

粉青沙器
碗

［3.0］緻密 良好 2.5Y4/1黄灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

31-1
SE64
３・４層

青磁
碗

［2.5］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

31-2
SE64
３・４層

陶器
耳壺

（9.0） ［10.6］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：2.5YR3/2暗赤褐
内：2.5YR4/2灰赤

外：施釉
内：施釉

大宰府編年
陶器耳壺Ⅴ類

31-3
SE64
中心部

土師器
皿

（7.9）（6.1） 1.0 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

31-4
SE64
中心部

土師器
皿

（8.6）（7.0） 1.4
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

31-5
SE64
中心部

土師器
皿

（8.0）（6.0） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：10YR6/2灰黄褐
内：N2/ 黒

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

31-6
SE64
掘方

白磁
碗

［3.8］緻密 良好 5Y8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

白磁碗
Ⅳ類

31-7
SE64
掘方

陶器
鉢

［3.2］
粗い，直径１～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：5YR5/3にぶい赤褐
内：5YR4/4にぶい赤褐

外：露胎
内：露胎

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

31-8
SE64
掘方

土師器
坏

（13.8） ［2.7］緻密 良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ
内：ナデ

31-9
SE64
掘方

滑石製
石錘

［6.4］ 2.4 1.4
石鍋転用
45.72ｇ

32-1
SE66

木枠内（底）
土師質
捏鉢

［3.1］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を多く含む

良好 10YR8/2灰白
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ

32-2 SE66
土師質
飯蛸壺

（6.7） ［3.5］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10YR8/6黄橙
内：10YR8/3浅黄橙

外：ナデ
内：ナデ

32-3 SE66
土師器
坏

（13.7）（10.5） 2.7 緻密，雲母片を含む 良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

32-4 SE66 土錘 4.5 1.2 1.1
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を含む

良好 10YR5/2灰黄褐 外：ナデ 5.16ｇ

33-1 SK72
陶器
鉢

［2.2］
やや粗い，直径１㎜大
の砂粒を多く含む

良好
外：2.5Y7/2灰黄
内：2.5Y8/1灰白

外：施釉，露胎
内：化粧土

33-2 SK72
土師器
皿

［1.0］緻密，赤色粒子を含む 良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

33-3 SK73
土師器
甕

［2.1］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR3/1黒褐
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，ハケメ，スス付着
内：ナデ

33-4 SK73
粉青沙器
皿

［1.5］緻密，黒色粒子を含む 良好 5GY6/1オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

33-5
SK74
３層

石球 2.6 2.4 2.1 12.21ｇ

33-6
SK74
３層

土師器
足付皿

3.9 ［3.9］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

33-7 SK74
青磁
坏

（12.6） ［1.4］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ -3b 類

33-8 SK74
白磁
皿

（5.5）［0.8］緻密 良好 10Y7/1灰白
外：露胎
内：施釉
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

33-9 SK74
須恵質
捏鉢

［2.4］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好 N7/ 灰白
外：ナデ
内：ナデ

東播系

33-10 SK74
須恵質
捏鉢

（9.2）［3.0］
緻密，直径１㎜大の砂
粒・黒色粒子を多く含
む

良好 N6/ 灰
外：ナデ，ヘラ切り
内：ナデ

東播系

33-11 SK74
土師質
飯蛸壺

［5.4］
やや緻密，直径１～5
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：2.5YR7/4淡赤橙
内：2.5YR7/3淡赤橙

外：ナデ
内：ナデ

33-12 SK74
土師質
鍋

［4.6］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：2.5YR2/1赤黒
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ，ナデ

33-13 SK74
土師質
鍋

［4.6］緻密 良好
外：5YR2/1黒褐
内：5YR5/1褐灰

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

33-14 SK74
土師器
皿

（8.8）（7.2） 0.9
緻密，赤色粒子を少し
含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ
内：ナデ

33-15 SK74 平瓦 ［7.9］［4.3］ 2.1
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
表：5YR7/2明褐
裏：7.5YR6/2灰褐

表：ナデ
裏：ナデ

35-1
SE67
４層

青白磁
合子蓋

（6.0） 1.6 緻密 良好
外：10GY8/1明緑灰
内：7.5Y8/1灰白

外：施釉，露胎，施文
内：施釉，露胎

35-2
SE67
４層

陶器
鉢

［4.3］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：5YR3/1黒褐
内：5YR4/2灰褐

外：施釉，露胎
内：施釉

片口

35-3
SE67
４層

土師質
捏鉢

［4.3］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・黒色粒子を多く
含む

良好
外：5YR7/2明褐灰
内：5YR6/2灰褐

外：ナデ
内：ハケメ，ナデ

35-4
SE67
４層

土師器
皿

（8.0）（6.5） 1.4
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・赤色粒子を多く
含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

35-5
SE67
５・６層

陶器
黄釉盤

［5.4］
やや粗い，直径１㎜大
の砂粒・黒色粒子を多
く含む

良好
外：5YR6/3にぶい橙
内：2.5Y5/3黄褐

外：露胎
内：施釉

大宰府編年
陶器盤
Ⅰ-1’a 類

35-6
SE67
５・６層

陶器
甕

［2.7］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒をわずかに含む

良好
外：5YR2/3極暗赤褐
内：7.5YR5/3にぶい褐

外：露胎，施釉
内：施釉

35-7
SE67
５・６層

陶器
皿

（7.2）［1.8］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 5Y5/1灰
外：施釉
内：施釉

碁笥底

35-8
SE67
９層

土師器
皿

（10.0）（8.5） 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

35-9
SE67

13・14層
土師器
皿

（9.5）（8.2） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：10YR6/2灰黄褐
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

35-10
SE67

13・14層
瓦質土器
土釜

（5.0） ［4.0］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：N/3暗灰
内：N4/ 灰

外：ナデ
内：ナデ

畿内系

35-11 SE67
白磁
碗

［3.7］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅳ類

35-12 SE67
陶器
甕

［15.3］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：2.5YR3/2暗赤褐
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：ナデ，施釉，ケズリ
内：ナデ，施釉，ケズリ

35-13 SE67
土師質
飯蛸壺

［6.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR5/3にぶい褐
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ナデ
内：ナデ

37-1
SE68
中心部

青磁
碗

（15.6） ［4.0］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-6c 類

37-2 SE68
青磁
碗

［4.0］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

37-3 SE68
青磁
碗

［4.6］緻密 良好 5Y6/3オリーブ黄
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

37-4 SE68
青磁
皿

［2.4］緻密 良好 5Y6/1灰
外：施釉
内：施釉

同安窯系

37-5 SE68
陶器
口縁部

（14.0） ［1.6］緻密 良好 5Y2/1黒
外：施釉
内：施釉

37-6 SE68
陶器
擂鉢

（21.3） ［2.1］
緻密，赤色・白色粒子
を含む

良好
外：5YR3/1黒褐
内：7.5YR3/1黒褐

外：施釉，露胎
内：施釉，スリ溝

37-7 SE68
陶器

黄釉鉄絵
盤

［1.3］
やや粗い，1㎜大の砂
粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/1明褐灰
内：5Y7/1灰白

外：露胎
内：施釉，施文

37-8 SE68 石斧 ［6.5］ 6.0 4.8

３．小結
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第３表　HZK1903地点 C区出土遺物観察表

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

41-1 C1　SK06
青磁
碗

［2.4］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅲ -2類

41-2 C1　SK06
白磁
皿

（11.0） ［2.0］緻密 良好 5Y6/1灰
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

41-3 C1　SK06
陶器
壺

［3.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5YR3/2暗赤褐
内：5YR3/1黒褐

外：施釉
内：施釉

41-4 C1　SK06
土師器
鉢

［3.3］
やや緻密，直径１～5
㎜の砂粒，雲母片を少
し含む

良好
外：7.5YR5/3にぶい褐
内：10YR6/2灰黄褐

外：ナデ
内：ナデ

41-5 C1　SP20
陶器
鉢

（11.0）［2.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を少し含む

良好 10YR3/2黒褐
外：施釉
内：施釉

43-1
C1　SX25
1層

陶器
耳壺

［3.4］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR4/2灰褐
内：10YR3/2黒褐

外：ナデ
内：ナデ

43-2
C1　SX25
1層

土師器
坏

（12.6）（8.8） 2.6
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-3
C1　SX25
1層

土師器
皿

（8.4）（6.9） 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：10YR7/2にぶい黄橙
内：10YR7/3にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-4
C1　SX25
1層

土師器
皿

（8.4）（7.1） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：2.5Y6/2灰黄
内：10YR6/2灰黄褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-5
C1　SX25
2層

青磁
碗

［2.8］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ -a 類

43-6
C1　SX25
2層

土師器
皿

［0.9］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR6/3にぶい褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-7
C1　SX25
3層

青磁
碗

［3.3］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ -2類

43-8
C1　SX25
3層

土師器
皿

（8.2）（6.0） 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-9
C1　SX25
7層

瓦質土器
捏鉢

［2.4］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 2.5Y6/1黄灰
外：ナデ
内：ナデ

43-10
C1　SX25
7層

土師器
坏

［2.7］
やや粗い，直径１～4
㎜弱の砂粒・雲母片を
多く含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ
内：ナデ

43-11
C1　SX25
8上層

陶器
碗

［2.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR6/2灰黄褐
外：施釉，施文
内：施釉

鎬蓮弁文

43-12
C1　SX25
8上層

陶器
鉢

［4.2］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：10R5/3赤褐
内：2.5YR5/4にぶい赤褐

外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

43-13
C1　SX25
8上層

瓦質土器
碗

（10.4） ［2.4］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR1.7/1黒
外：ナデ
内：ナデ

43-14
C1　SX25
8上層

土師器
皿

（8.8）（7.4） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-15
C1　SX25
8下層

青磁
碗

［3.3］緻密 良好 10YR7/1灰白
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ-a 類

43-16
C1　SX25
8下層

須恵質
捏鉢

［2.3］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 2.5Y7/1灰白
外：ナデ
内：ナデ

東播系

43-17
C1　SX25
8下層

平瓦 ［6.9］［6.4］ 1.6
やや粗い，直径１～4
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：10YR8/3浅黄橙
裏：7.5YR8/4浅黄橙

表：被熱
裏：ナデ

43-18
C1　SX25
9層

青磁
碗

［4.0］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ -a 類

43-19
C1　SX25
9層

瓦質土器
碗

［2.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5Y6/1灰
外：ナデ
内：ナデ

43-20
C1　SX25
9層

土師器
坏

（12.4）（9.2） 2.1
緻密，直径１㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-21
C1　SX25
9層

土師器
坏

（12.2）（9.2） 2.7
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/2明褐灰
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-22
C1　SX25
8～10層

青磁
碗

（16.4） ［5.2］緻密 良好 2.5GY5/1オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ-a 類

43-23
C1　SX25
8～10層

白磁
碗

［3.4］緻密 良好 N7/ 灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
ⅤかⅧ類

43-24
C1　SX25
8～10層

陶器
黄釉盤

［3.1］
やや粗い，直径１㎜弱
の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：露胎
内：施釉

43-25
C1　SX25
8～10層

瓦質土器
捏鉢

［3.8］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好 2.5Y6/1黄灰
外：ナデ
内：ナデ

43-26
C1　SX25
8～10層

土師器
坏

（12.0）（9.0） 2.8
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

43-27
C1　SX25
8～10層

土師器
皿

（8.4）（6.6） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/2明褐灰
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底
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43-28
C1　SX25
10層

青磁
皿

（10.3） ［1.8］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

大宰府編年
同安窯系青磁皿
Ⅰ類

43-29
C1　SX25
10層

陶器
壺

［3.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5YR3/1黒褐
内：2.5Y5/2暗灰黄

外：回転ナデ，施釉
内：回転ヘラケズリ，施釉

43-30 C1　SX25
青磁
碗

［5.0］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅲ-1a

43-31 C1　SX25
青磁
碗

（4.4）［2.3］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

同安窯系青磁碗
Ⅰ-b類

43-32 C1　SX25
白磁
皿

（5.4）［1.4］緻密 良好
外：2.5GY8/1灰白
内：5GY8/1灰白

外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅸ-2類

43-33 C1　SX25
陶器
壺

（7.0）［5.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR4/1褐灰
内：10YR5/2灰黄褐

外：回転ナデ，施釉
内：回転ヘラケズリ，施釉

43-34 C1　SX25
瓦質土器
捏鉢

［3.1］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR6/1褐灰
内：10YR6/2灰黄褐

外：ナデ
内：ナデ

43-35 C1　SX25
土師器
坏

（12.6）（9.0） 2.5
緻密，直径１㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

43-36 C1　SX25 瓦玉 2.4 2.7 1.3
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
表：7.5YR7/4にぶい橙
内：2.5Y5/1黄灰

表：ナデ
裏：ナデ

47-1 C2　SD55
陶器
碗

［3.4］緻密 良好 10YR1.7/1黒
外：施釉
内：施釉

天目碗

47-2 C2　SD55 平瓦 ［8.5］［6.1］ 1.8
やや粗い，直径１～5
㎜の砂粒を多く含む

良好 2.5Y7/2灰黄
表：ナデ
裏：ナデ

47-3 C2　SD55 熨斗瓦 ［20.0］［13.0］ 2.7
やや粗い，直径１～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：2.5Y7/1灰白
裏：2.5Y6/1黄灰

表：ナデ
裏：ナデ

47-4 C2　SD55 平瓦 ［19.9］［12.3］ 2.3
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR6/2灰黄褐
裏：10YR6/3にぶい黄橙

表：ナデ
裏：ナデ

47-5 C2　SD55 丸瓦 ［7.3］［3.7］ 2.0
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
表：N6/ 灰
裏：2.5Y6/1黄灰

表：縄目タタキ，ナデ
裏：コビキ A，布目

47-6 C2　SD55 丸瓦 ［8.5］［5.5］ 2.0
やや粗い，直径１～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：N5/ 灰
裏：N7/ 灰白

表：縄目タタキ，ナデ
裏：布目，吊り紐痕

47-7 C2　SD55 丸瓦 ［16.0］［8.9］ 2.2
緻密，直径１～2㎜の
砂粒・赤色粒子を含む

良好
表：5YR6/6橙
裏：2.5YR6/6橙

表：縄目タタキ，ナデ
裏：布目，吊り紐痕，ナデ

49-1 C2　SD62
青磁
碗

（16.2） ［3.7］緻密 良好 2.5Y6/3にぶい黄
外：施釉，施文
内：施釉

49-2 C2　SD62
青磁
碗

［4.1］緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

49-3 C2　SD62
青磁
皿

（11.0） ［2.1］緻密 良好 2.5GY6/1オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ類

49-4 C2　SD62
白磁
碗

（15.2） ［3.2］緻密 良好 7.5Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

白磁碗
Ⅴ-1c 類

49-5 C2　SD62
白磁
碗

［3.8］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅳ類

49-6 C2　SD62
白磁
碗

（5.2）［2.4］緻密 良好 7.5Y6/1灰
外：施釉，露胎
内：施釉

49-7 C2　SD62
白磁
碗

（4.8）［2.5］緻密 良好 7.5GY8/1明緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉

49-8 C2　SD62
白磁
碗

6.1 ［3.6］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

白磁碗
Ⅴ類

49-9 C2　SD62
青白磁
合子蓋

1.6 緻密 良好 7.5Y8/1灰白
外：施釉，露胎，施文
内：施釉

49-10 C2　SD62
陶器
黄釉盤

［3.8］
やや粗い，１～２㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR5/3にぶい褐
内：10Y6/2オリーブ灰

外：露胎
内：施釉

陶器盤
Ⅰ -2類

49-11 C2　SD62
陶器

黄釉鉄絵盤
［1.9］

緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR5/1褐灰
内：2.5Y7/2灰黄

外：露胎
内：施釉，施文

49-12 C2　SD62
陶器
鉢

（26.8） ［3.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y4/2暗灰黄
内：5Y7/3浅黄

外：施釉
内：薄く施釉

陶器鉢
Ⅰ-3類

49-13 C2　SD62
陶器
鉢

［3.3］
やや緻密，直径１～2
㎜の砂粒を多く含む

良好 10YR6/2灰黄褐
外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

49-14 C2　SD62
陶器
鉢

［2.8］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：10YR5/2灰黄褐

外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1a 類

49-15 C2　SD62
陶器
鉢

［4.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR4/2灰黄褐
外：ナデ
内：ナデ

49-16 C2　SD62
陶器
壺

（8.0）［14.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5Y6/2灰オリーブ
内：2.5Y6/2灰黄

外：回転ナデ，施釉，露胎
内：回転ヘラケズリ，施釉

49-17 C2　SD62
須恵質
捏鉢

［4.0］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 2.5Y6/1黄灰
外：ナデ
内：ナデ

東播系

３．小結
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49-18 C2　SD62
瓦質土器
碗

（5.9）［1.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y7/1灰白
内：2.5Y7/2灰黄

外：ナデ
内：ナデ

49-19 C2　SD62
瓦質土器
碗

［2.3］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR7/2にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ

49-20 C2　SD62
土師器
高台付坏

［3.4］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：2.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

49-21 C2　SD62
土師器
皿

（8.4）（6.4） 1.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

49-22 C2　SD62
滑石製
石鍋

［5.6］

49-23 C2　SK65
土師器
皿

（9.0）（6.4） 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

49-24 C2　SK65
青磁
皿

（11.0） ［2.4］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

大宰府編年
同安窯系青磁皿
Ⅰ-2b 類

52-1 C2　SK27
陶器
碗

2.8 ［1.8］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR4/2灰褐

外：施釉，露胎
内：施釉，ナデ

碁笥底

52-2 C2　SK27
陶器
碗

［5.9］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y5/2暗灰黄
内：2.5Y6/2灰黄

外：施釉
内：施釉

52-3 C2　SK27
土師器
坏

（15.2） ［2.3］
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ
内：ナデ

52-4
C2　SK29
a 層

青磁
碗

（3.5）［1.5］緻密 良好 10GY6/1緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅲ類

52-5
C2　SK29
a 層

青磁
碗

（4.6）［2.1］緻密 良好 7.5GY7/1明緑灰
外：施釉，露胎，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅲ類

52-6
C2　SK29
a 層

青磁
碗

（6.0）［1.7］緻密 良好 2.5Y6/2灰黄
外：施釉，露胎
内：施釉

52-7
C2　SK29
a 層

白磁
皿

（9.3）（5.6） 1.6 緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

52-8
C2　SK29
a 層

陶器
鉢

［2.2］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR5/4にぶい黄褐
外：施釉
内：施釉

52-9
C2　SK29
a 層

土師器
坏

（13.0）（9.0） 2.6
緻密，直径１～3㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

52-10
C2　SK29
a 層

土師器
皿

（8.2）（6.2） 1.5
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

52-11
C2　SK29
a 層

丸瓦 ［12.3］［4.9］ 1.8
やや粗い，直径１～4
㎜の砂粒を多く含む

良好 5Y6/1灰
表：ナデ
裏：コビキ A，布目，吊り紐
痕，ナデ

52-12
C2　SK29
b 層

青磁
坏

［3.3］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ -4類

52-13 C2　SK29
陶器
鉢

［3.2］
やや粗い，直径2㎜大
の砂粒を含む

良好
外：5YR6/3にぶい橙
内：2.5YR6/6橙

外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

52-14 C2　SK29
瓦質土器
擂鉢

［5.5］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 N4/ 灰
外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

52-15 C2　SK29
土師質
捏鉢

［4.3］
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ
内：ハケメ

52-16 C2　SK29
土師器
坏

（12.0）（8.4） 2.8
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

52-17 C2　SK29
土師器
坏

（12.8）（9.0） 2.9
緻密，直径１～3㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

52-18 C2　SK29
土師器
坏

［2.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

52-19 C2　SK29
土師器
坏

［1.6］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

52-20 C2　SK29 土錘 5.6 1.2 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 外：10YR4/2灰黄褐 外：ナデ 8.56ｇ

52-21 C2　SK31
青磁
碗

（6.6）［4.4］緻密 良好 2.5GY6/1オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-4類

52-22 C2　SK31
土師器
坏

（13.8）（9.7） 2.8
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好
外：10YR8/2灰白
内：10YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-1 C2　SK41
白磁
碗

（13.0） ［3.4］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉

55-2 C2　SK41
白磁
碗

［3.9］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅴ-4類かⅧ類

55-3 C2　SK41
土師器
甕

［2.0］
やや緻密，直径１～3
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，型押し
内：ナデ

55-4 C2　SK41
土師器
高台付坏

［1.5］
やや緻密，直径１～5
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ
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55-5 C2　SK41
土師器
坏

2.5
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-6 C2　SK41
土師器
皿

（8.0）（6.2） 1.3
やや緻密，直径１～4
㎜の砂粒を少し含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-7 C2　SK41 土錘 4.4 0.9 0.9 緻密 良好 5Y4/1灰 外：ナデ 3.20ｇ

55-8 C2　SK49
青磁
碗

5.4 ［2.7］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅱ-d 類

55-9 C2　SK49
白磁
碗

［2.9］緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗
Ⅸ類

55-10 C2　SK49
白磁
碗

（6.0）［2.7］緻密 良好 5Y7/2灰白
外：露胎
内：施釉

白磁碗
Ⅴ類

55-11 C2　SK49
白磁
碗

（6.2）［0.7］緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

55-12 C2　SK49
白磁
碗

（6.4）［0.6］緻密 良好 10GY8/1明緑灰
外：施釉
内：施釉，施文

白磁皿
Ⅸ類

55-13 C2　SK49 丸瓦 ［7.6］［4.0］ 2.0
やや緻密，直径１～4
㎜の砂粒を含む

良好
表：N5/ 灰
裏：N6/ 灰

表：縄目タタキ，ナデ
裏：布目，ナデ

55-14 C2　SK49 丸瓦 ［12.5］［5.4］ 2.2
やや粗い，直径１～4
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：2.5Y7/1灰白
裏：N6/ 灰

表：ナデ
裏：布目，ナデ

55-15 C2　SK49
土師器
坏

（8.8）［1.2］緻密 良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-16 C2　SK50
青磁
坏

（11.8） ［2.5］緻密 良好 7.5GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

龍泉窯系青磁坏
Ⅲ-1類

55-17 C2　SK50
土師器
坏

4.4 緻密，赤色粒子を含む 良好 7.5YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-18 C2　SK50 丸瓦 ［9.8］［5.5］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
表：5Y8/1灰白
裏：5Y6/1灰

表：ナデ
裏：布目，吊り紐痕，ナデ

55-19 C2　SK50 平瓦 ［8.6］［5.9］ 2.0
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
表：N5/ 灰
裏：N6/ 灰

表：ナデ
裏：ナデ

55-20 C2　SK51
青磁
碗

（6.6）［2.4］緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-1c 類

55-21 C2　SK51
青磁
皿

［1.4］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ-2b 類

55-22 C2　SK54　
土師器
坏

10.5 6.5 3.1
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-23 C2　SK54　
土師器
坏

（7.6）［2.0］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-24 C2　SK54　
土師器
坏

（8.8）［2.1］
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

55-25 C2　SK57
白磁
碗

［2.5］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅳ類

55-26 C2　SK57
土師器
坏

（16.4）（10.8） 3.8
緻密，直径１～４㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-27 C2　SK57
土師器
坏

2.6
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-28 C2　SK57
土師器
坏

2.7
緻密，直径１～3㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-29 C2　SK57
土師器
坏

3.1
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を少し含む

良好 10YR7/2にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-30 C2　SK57
土師器
皿

（9.0）（6.4） 1.4
やや緻密，1～5㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

55-31 C2　SK57
土師器
皿

（8.0）（5.7） 1.3
緻密，直径１㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-32 C2　SK59
白磁
皿

（11.4）（6.8） 3.5 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ -1c 類

55-33 C2　SK61 砥石 ［9.3］［6.3］［4.4］

57-1 C2　SK73
青磁
碗

［2.5］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

57-2 C2　SK73
青磁
皿

［2.3］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

同安窯系青磁皿
Ⅰ類

57-3 C2　SK73
白磁
碗

［3.4］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
ⅤかⅧ類

57-4 C2　SK73
土師器
甕

［3.0］
やや緻密，直径１～4
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：5YR6/4にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

３．小結



82
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

57-5 C2　SK73
土師器
皿

（8.2）（6.6） 1.1
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 10YR5/2灰黄褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

57-6 C2　SK79
白磁
碗

［3.9］緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

大宰府編年
白磁碗
Ⅸ類

57-7 C2　SK79
白磁
碗

［1.8］緻密 良好 7.5Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗
Ⅸ類

57-8 C2　SK79
土師器
坏

（8.8）［1.5］
緻密，直径１～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

57-9 C2　SK79 瓦玉 3.1 3.3 1.6
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
表：5Y6/1灰
裏：5Y7/1灰白

表：ハケメ
裏：ナデ

57-10 C2　SK80 軒丸瓦 ［13.2］［11.2］ 1.3
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
表：N4/ 灰
裏：N5/ 灰

表：ナデ
裏：布目，吊り紐痕，ナデ

巴文

60-1
C2　SX88
No.1

土師器
坏

10.7 7.2 1.8
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好
外：10YR6/4にぶい黄橙
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-2
C2　SX88
No.2

土師器
坏

10.6 7.0 2.0
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR5/4にぶい黄褐
内：10YR6/4にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り
内：ナデ

60-3
C2　SX88
No.3

土師器
坏

10.6 7.5 1.9
緻密，直径１～3㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好
外：10YR5/4にぶい黄褐
内：10YR6/4にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-4
C2　SX88
No.4

土師器
坏

10.6 7.3 1.8
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好
外：10YR5/4にぶい黄褐
内：10YR6/4にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-5
C2　SX88
No.5

土師器
坏

11.0 6.9 1.6
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR5/4にぶい黄褐
内：10YR7/4にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-6
C2　SX88
No.6

土師器
坏

11.1 7.4 2.0
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を少し含む

良好
外：2.5Y6/2灰黄
内：2.5Y6/3にぶい黄

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-7
C2　SX88
No.7

土師器
坏

10.5 7.7 1.6
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：2.5Y6/3にぶい黄
内：10YR6/4にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-8
C2　SX88
No.8

土師器
坏

11.2 7.6 2.1
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好 10YR6/3にぶい黄橙
外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-9
C2　SX88
No.9

土師器
坏

11.1 7.5 2.0
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を含む

良好
外：10YR6/4にぶい黄橙
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：ナデ，ヘラ切り，板状
圧痕
内：ナデ

60-10 C2　SK89
青磁
碗

［3.8］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

60-11 C2　SK89
土師器
皿

（8.2）（7.0） 1.4
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

60-12 C2　SK89 平瓦 ［8.1］［5.4］ 1.8
緻密，直径１～2㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR6/2灰黄褐
裏：10YR8/3浅黄橙

表：ナデ
裏：ナデ

60-13 C2　SK89 丸瓦 ［10.4］［5.6］ 2.3
やや緻密，直径１～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：7.5YR6/1褐灰
裏：7.5YR7/1明褐灰

表：縄目タタキ，ナデ
裏：布目，ナデ

60-14 C2　SK90
青磁
碗

［2.5］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

60-15 C2　SK90
青磁
碗

（5.8）［2.9］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

60-16 C2　SK90
青磁
皿

（10.2） ［1.9］緻密 良好 7.5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-2類

60-17 C2　SK90
白磁
碗

［4.2］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅴ-4かⅧ類

60-18 C2　SK90
陶器
鉢

［5.2］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y7/1灰白
内：N7/ 灰白

外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

60-19 C2　SK90 土錘 4.0 1.0 0.9
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 外：5YR6/4にぶい橙 外：ナデ 2.70g

60-20 C2　SK92
陶器
黄釉盤

［3.0］
やや粗い，砂粒を多く
含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：5Y7/2灰白

外：露胎
内：施釉

60-21 C2　SK92 軒丸瓦 ［9.1］［5.3］
やや緻密，直径１～3
㎜の砂粒を含む

良好
表：2.5Y6/1黄灰
裏：5Y5/1灰

表：ナデ
裏：ナデ

三巴文

60-22 C2　SK92 丸瓦 ［6.4］［7.2］ 1.8
やや緻密，直径１～3
㎜の砂粒を含む

良好
表：N4/ 灰
裏：N6/ 灰

表：ナデ
裏：コビキ A，布目，ナデ

63-1 C2　SK100
白磁
皿

（5.0）［0.8］緻密 良好 5Y6/1灰
外：施釉，露胎
内：施釉

白磁皿
Ⅷ -1́ 類

63-2 C2　SK100
土師器
坏

13.7 9.6 2.7
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

63-3 C2　SK100
土師器
皿

（9.0）（6.6） 1.4 緻密 良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底
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63-4 C2　SK100 土錘 4.7 1.1 1.0
緻密，直径１㎜弱の砂
粒を含む

良好 外：2.5YR6/6橙 外：ナデ 3.46ｇ

63-5 C2　SK101
白磁
碗

7.0 ［2.4］緻密 良好
外：10YR7/2にぶい黄橙
内：10YR8/3浅黄橙

外：露胎
内：施釉

大宰府編年
白磁碗
Ⅳ -1a 類

63-6 C2　SK101
白磁
碗

5.4 ［3.8］緻密 良好
外：10GY8/1明緑灰
内：7.5GY8/1明緑灰

外：施釉
内：施釉

白磁碗
Ⅸ -1類

63-7 C2　SK101
白磁
皿

（4.4）［0.7］緻密 良好 7.5GY6/1緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉

63-8 C2　SK101
陶器
鉢

［4.7］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR6/2灰褐

外：ナデ
内：ナデ

陶器鉢
Ⅰ-1b 類

63-9 C2　SK101
瓦質土器
碗

［3.2］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：7.5YR8/2灰白
内：10YR7/1灰白

外：ナデ
内：ナデ，ミガキ

63-10 C2　SK101
土師器
皿

（9.0）（7.2） 1.0
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

63-11 C2　SK123
陶器
鉢

［4.6］
緻密，直径１㎜大の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y6/2灰黄
内：2.5Y7/2灰黄

外：施釉
内：施釉

陶器鉢
Ⅲ類

63-12 C2　SK123
土師質
鍋

［3.7］
緻密，直径１㎜弱の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：10YR5/1褐灰
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：ナデ

63-13 C2　SK139
土師質
脚部

［7.5］ 3.4 3.2
やや緻密，直径１～3
㎜の砂粒，雲母片を含
む

良好 10YR6/3にぶい黄橙 外：ナデ

63-14 C2　SK139
土師器
坏

（12.4）（8.5） 2.7
緻密，直径１～2㎜の
砂粒，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

63-15 C2　SK139
土師器
坏

（13.0） 8.6 2.5
緻密，直径１㎜大の砂
粒，雲母片を含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR7/2明褐灰

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

３．小結
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

１．調査の経緯
（１）調査の目的と経過

　本調査地点は、九州大学箱崎キャンパスの南地区の旧保存図書館東側に位置する。キャンパス全体
の発掘調査グリッドでは（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集Ⅰ章第２図）、P37区、P38区にあた
る。旧保存図書館の解体撤去にともない、基礎撤去工事を行うこととなったが、同じ P38区の南側で
はHZK1703（応力研生産研本館北地点）の調査時（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集第Ⅳ章）に、
土坑墓、石積み土坑、土坑、ピットなどの遺構とそれに伴う土師器、陶磁器、瓦、漁労具、銭貨など
が出土し、箱崎遺跡に居住していた人々の居住環境や社会生活領域の一端が解明された。
　また保存図書館南側外灯立て替えに伴い福岡市による試掘調査が行われ、GL40cm～100cmほどで
中世の遺構や青磁が散見されており、本地点にも良好な遺物包含層が遺存していることが想定され、
引き続き、箱崎遺跡における中世から近世にかけての土地利用や社会生活といった活動を解明するこ
とを目的とし、発掘調査を計画した。
　九州大学埋蔵文化財調査室は、令和元年９月３日付の福岡県教育委員会あて「九大統統第40号」に
て、HZK1904地点の埋蔵文化財発掘届を提出した。これに対して、福岡県教育委員会より令和元年
９月30日付「1教文第795号」にて許可通知があり、10月２日に現地調査を開始した。
　本調査では、保存図書館の北・西・南側は配管が巡らされており、東側のみ遺構残存の可能性が高
いという調査担当者の判断により、東側のみを調査することとし、旧保存図書館の建物東側に、南北
方向に長い調査区を設定した。調査区北半は近代以降の撹乱や造成が深部まで及んでおり、近世以前
の遺構は確認されなかった。一方調査区南半では中世を中心とした良好な遺構・遺物を検出した。調
査成果の詳細については後述する。なお調査から報告に至るまで数年が経過し、その間の異動により
調査担当者と報告者が異なっている。報告については調査担当者の記録を基に、報告者の責任におい
て文章執筆を行い、報告者については各文末に記す。調査は順調に進み、令和元年11月６日に無事終
了した。

（２）調査要項

遺 跡 名　　　箱崎遺跡
地 点 名　　　九州大学箱崎キャンパス　HZK1904地点（保存図書館地点）
調 査 名　　　九州大学埋蔵文化財調査室調査番号：HZK1904
　　　　　　　福岡市調査番号：1945、箱崎遺跡第104次調査
所 在 地　　　福岡市東区箱崎６－10－１
調査面積　　　300㎡
調査原因　　　開発事業（基礎撤去等）
調査期間　　　令和元年10月２日～11月６日
遺 物 量　　　コンテナ（内寸54cm×34cm×15cm）10箱
調査主体　　　九州大学埋蔵文化財調査室
発掘担当　　　三阪一徳・齋藤瑞穂
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第１図　HZK1904地点遺構配置図
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２．遺構と遺物

調査作業員　　井上光江、浦崎てい子、大浦旗江、奥　敦子、大薗英美、門脇尚子、城野勝彦、
小林敏子、定永靖史、篠崎繁美、白石亜希子、節政善憲、竹本葉子、田代　薫、
田中悦子、田中ゆみ子、田野和代、堤　末子、永濱弘子、仲前冨美子、中村尚美、
中山大輔、永瀬太平、西浦喜久子、西田和廣、東島真弓、松下さゆり、松下由希子、
三辻香奈子、宮原ゆかり、宮元亜希世、安里由利子、山田幹裕、吉田辰義

遺物整理担当　谷　直子
整理作業員　　石井若香菜、板倉佳代子、犬山真弓、尾座本洋子、小名真理子、樫本真理、
　　　　　　　坂口由美子、田邊八子、冨田文代、冨田麗子、濱古賀美和
 （谷　直子）

２．遺構と遺物
土坑 SK01・土坑 SK02・土坑 SK03（第２図）
　SK02を SK01と SK03が切るという。SK02は短軸133cmで、長軸は150cm前後になると見込まれる。
SK03は径57cmの土坑である。 （齋藤瑞穂）
　第３図１～５は SK01出土である。１は土師質の鍋である。外面にススが付着している。口縁上部
のみ残存しており、屈曲の有無や程度は不明であるが、14世紀以降の所産と考える（山本他 1997）。
２・３は糸切り底の土師器で、２は皿、３は坏である。４は土錘である。中央がやや膨らむ円筒形を
呈す。５は多孔質の石錘と考えられる。両側縁を打ち欠いて紐かけの抉りとする（谷　直子）。
　第３図６～12は SK02出土である。６・７は白磁の皿で、６は口縁端部が口禿となり、大宰府編年
の白磁皿Ⅸ類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。８は染付碗である。手
描きで口縁部内面に圏線、外面に圏線とハの字状の模様を施す。近世の所産と考えられる。９は土師
質の鍋である。口縁部が屈曲し、外面にススが付着する。13世紀後半から14世紀前半の所産である
（山本他 1997）。10は土師質の擂鉢である。在地産の鉢にスリ目が入り「擂鉢」となるのは14世紀後
半以降である（山本他 1997）。11は糸切り底の土師器の坏である。12は円筒形の土錘である。
　SK03からは瓦質土器片が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
ピット SP04（第２図）
　50×42cmの円形ピットである。確認面からの深さは17cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂）
ピット SP05（第２図）
　32×28cmの円形ピットである。確認面からの深さは12cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂）
ピット SP06・土坑 SK07・土坑 SK08（第４図）
　担当者の日誌に従うと、SP06が SK07を切り、SK07が SK08を切るという。SP06は長軸38cm、短
軸28cmのピットである。確認面からの深さは11cmである。SK07は南北156cm、確認面からの深さ
は44cmである。SK08も南北160cm以上になる。確認面からの深さは30cmである。 （齋藤瑞穂）
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

　第５図１～３は SK07出土である。１は土師質の鍋で、口縁部が屈曲する。13世紀後半から14世紀
前半の所産である（山本他 1997）。２は糸切り底の土師皿である。３は紡錘形を呈する土錘で、下半
を欠損する。
　第５図４～６は SK08出土である。４は瓦質土器の捏鉢、５は土師質の捏鉢である。捏鉢は13世紀
後半以降在地化する（山本他 1997）。６は糸切り底の土師皿の底部である。
　SP06からは小片で図化し得なかったが、土師器片が出土した。 （谷　直子）
土坑 SK09（第４図）
　長軸127cm、短軸88cmの土坑である。確認面からの深さは18cmである。 （齋藤瑞穂）
　第５図７～10は SK09出土である。７・８は土師質の鍋で、７はやや口縁部の屈曲が残るが、８は
屈曲の痕跡はなく、直口縁になっている。15世紀後半以降の所産である（山本他 1997）。９は糸切り
底の土師皿である。10は嘉祐通寳である。北宋銭で初鋳は1056年。 （谷　直子）

第２図　HZK1904地点 SK01～03・SP04・05平面・断面図
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２．遺構と遺物

ピット SP10・ピット SP11（第４図）
　担当者の日誌によれば、SP11が SP10を切るらしい。SP10は径38cm、確認面の深さは10cmである。
SP11は径36cm、確認面の深さは８cmである。 （齋藤瑞穂）
　SP10からは図化し得なかったが、土師器片が出土している。SP11からは遺物は出土していない。
 （谷　直子）
ピット SP12（第６図）
　短軸20cmのピットで、楕円形になるものと推測される。確認面からの深さは18cmである。遺物
は出土していない。 （齋藤瑞穂）
ピット SP13（第６図）
　径28cmの円形ピットである。確認面からの深さは28cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂）
土坑 SK14・土坑 SK21（第６・８図）
　SK14が SK21を切る。SK14は南北163cm の土坑で、遺構は調査区の東方に延びていく。確認面か
らの深さは17cmである。SK21は南北218cmを測り、確認面からの深さは46cmである。 （齋藤瑞穂）
　第７図は SK14出土である。１は白磁碗で、口縁端部が口禿となり、大宰府編年の白磁碗Ⅸ類であ
る。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。２は土師質の鍋で、口縁部が屈曲する。

第３図　HZK1904地点 SK01・02出土遺物
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

13世紀後半から14世紀前半の所産である（山本他 1997）。３は糸切り底の土師器の坏である。
　第９図１～10は SK21出土である。１～３は白磁碗である。１は素口縁、２は玉縁口縁の碗である。
いずれも釉調はやや黄みを帯びており、胎土もにぶい橙色を呈する。二次被熱したものであろう。３
はケズリ高台の底部で、外面は露胎である。４は白磁皿である。釉調は空色を帯びており、平底で底
部外面にも施釉する。いずれも大宰府編年の白磁皿Ⅸ類の特徴を有しており、13世紀後半から14世紀
前半に増加する（宮崎編 2000）。５は陶器の壺底部である。平底で釉が薄くかかる。６は土師質の鍋
の胴部下半である。７・８は糸切り底の土師器の坏、９は糸切り底の土師皿である。10は紡錘形を呈
する土錘で下半を欠損する。 （谷　直子）

第４図　HZK1904地点 SP06・SK07～09・SP10・11平面・断面図
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２．遺構と遺物

第５図　HZK1904地点 SK07～09出土遺物

第６図　HZK1904地点 SP12・13・SK14・SP15・16平面・断面図
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

ピット SP15（第６図）
　径18cmの円形の小ピットで、確認面からの深さは８cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂）
ピット SP16（第６図）
　45m×30cmの楕円形ピットで、SK21を切る。確認面からの深さは13cmである。SP16からは図化
し得ないが土師器片が出土した。 （齋藤瑞穂）
ピット SP17（第８図）
　径32cmの円形ピットで、SK21を切る。確認面からの深さは24cmである。 （齋藤瑞穂）
　第９図11は SP17と SK21出土が接合している。瓦器の小形三足羽釜である。有脚で口縁部が内傾し、
外面に沈線が数条めぐる。京都など畿内産で12世紀後半から13世紀前半頃のものと考えられる（鋤柄 
1997）。 （谷　直子）
ピット SP18（第８図）
　56cm ×50cm の円形ピットで、SK21を切る。確認面からの深さは39cm である。小片で図化し得
なかったが、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類の青磁碗片、土師器片が出土した。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
ピット SP19（第８図）
　32cm×26cmの円形ピットで、SK21を切る。確認面からの深さは33cmである。 （齋藤瑞穂）
　第９図12・13は SP19出土の青銅製金具である。12は菊型の金具中央に孔が開いており、小型の釘
隠しや飾り金具として使用されたものであろう。13は木の葉型の金具の中央に円形の孔が二つ開いた
ものである。 （谷　直子）
土坑 SK20（第８図）
　長軸67cm、短軸20cm の楕円形土坑で、SK21を切る。確認面からの深さは26cm である。SK20か
らは図化し得ないが土師器片が出土した。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
ピット SP22（第８図）
　径44cmの円形ピットである。確認面からの深さは17cmである。遺物は出土していない。
 （齋藤瑞穂）
ピット SP23（第10図）
　南北38cmのピットで、遺構の半分ほどを検出できた。確認面からの深さは28cmである。SP23か
らは図化し得ないが土師器片が出土した。 （齋藤瑞穂・谷　直子）
ピット SP25・ピット SP26・ピット SP39（第10図）
　SP26が SP25を切る。そうして SP25は SP39を切るという。担当者の日誌に従っているが、根拠は

第７図　HZK1904地点 SK14出土遺物
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２．遺構と遺物

第８図　HZK1904地点 SP17～19・SK20・21・SP22平面・断面図
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

書き記されていない。SP25は長軸60cm、短軸は40cmほどと推測される。確認面からの深さは25cm
である。SP26は長軸45cm、短軸34cmの楕円形ピットである。確認面からの深さは18cmである。
　SP39は長軸38cm、短軸26cmの楕円形ピットである。確認面からの深さは12cmである。
 （齋藤瑞穂）
　第11図２・３は SP25出土である。２は外反する口縁部を持つ青磁碗である。３は瓦質土器の擂鉢
である。在地産の鉢にスリ目が入り「擂鉢」となるのは14世紀後半以降である（山本他 1997）。
　第11図４は SP26出土の瓦質土器の擂鉢である。SP25出土の擂鉢と良く似る。14世紀後半以降の所
産である（山本他 1997）。
　SP39からは土師皿や瓦質土器の捏鉢が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。 （谷　直子）
土坑 SK27・土坑 SK28（第10図）
　担当者の日誌に従うと、SP26が SK27を切り、SK27が SK28を切るという。根拠は書き記されてい
ない。この土坑群では礫が検出されている。礫の１つは SP26に、１つは SK27にともなうらしい。
SK27は短軸26cm、長軸は60cm余が想定されている。確認面からの深さは5cmほどである。SK28は
径70cm程の土坑で、確認面からの深さは22cmを測る。 （齋藤瑞穂）

第９図　HZK1904地点 SK21・SP17・19出土遺物
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２．遺構と遺物

第10図　HZK1904地点 SP23・25・26・SK27・28・SP29・SK30・31・SP39・41平面・断面図
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

　第11図１は SK27出土の土錘である。中央がやや膨らむ円筒形を呈す。
　SK28からは図化し得ないが土師器片が出土した。 （谷　直子）
ピット SP29・土坑 SK30・土坑 SK31・ピット SP41（第10図）
　SK31を SK28、SP29、SK30、38が切る。この SK31は SP41を切っているらしいが詳しくはわから
ない。SP29は、30cm ×28cm の円形ピットである。確認面からの深さは23cm である。SK30は、長
軸52cm、短軸27cm の楕円形を呈する。確認面からの深さは32cm である。なお、SK28・SP29・
SK30を埋めた土はことごとく同じ特徴をそなえていたと記録されている。しかし、これらの関係は
今のところわからない。 （齋藤瑞穂）
　第12図１～４は SK31出土である。１は白磁の皿である。口縁端部が口禿となり、大宰府編年の白
磁皿Ⅸ類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。２は須恵器の坏である。
TK209段階に相当する。３は須恵質の捏鉢である。東播系須恵器と考えられ、11世紀中葉以降～13世
紀前半までは主体となる。また、４は瓦質土器の捏鉢で、13世紀以降、在地生産体制が確立して以降
の所産である（山本他 1997）。
　第12図５は SP29出土の土師質の鍋である。口縁端部に沈線を施し、口縁部の屈曲はわずかである。
15世紀後半以降の所産である（山本他 1997）。

第12図　HZK1904地点 SK31・SP29出土遺物

第11図　HZK1904地点 SK27・SP25・26出土遺物
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２．遺構と遺物

　SK30・SP41からは土師器が出土したが、いずれも小片で図化できない。 （谷　直子）
ピット SP32・SP33・SP34・土坑 SK35（第13図）
　SK35を他のピット群が切る。SP32は24cm ×22cm の円形ピットである。確認面からの深さは
22cmである。SP33は、20cm×18cmの円形ピット。確認面からの深さは10cmである。SP34は南北
28cmを測る。確認面からの深さは18cmである。 （齋藤瑞穂）
　SP32～34・SK35から一括で土師器の坏・皿・陶器の壺が出土したが、小片で図化し得ない。
 （谷　直子）
ピット SP36（第18図）
　南北30cmのピットである。確認面からの深さは5cmにすぎない。 （齋藤瑞穂）
　第21図１は SP36出土の青磁碗である。内面に細い片彫りで施文する。他に土師器片が出土したが、
小片で図化し得ない。 （谷　直子）

第13図　HZK1904地点 SP32～34・37・SK38・SP40・42・44平面・断面図
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

ピット SP37（第13図）
　南北18cmのピットである。確認面からの深さは10cmである。 （齋藤瑞穂）
　SP37からは土師器の坏や甕、白磁片が出土したが、小片で図化し得ない。 （谷　直子）
土坑 SK38（第13図）
　SK31を切る。南北84cmのピットであるという。確認面からの深さは24cmである。 （齋藤瑞穂）
　SK38からは土師器の坏や瓦質土器の捏鉢・土錘が出土したが、いずれも小片で図化し得ない。
 （谷　直子）
ピット SP40（第13図）
　径27cm、確認面からの深さ18cmの円形ピットである。 （齋藤瑞穂）

第14図　HZK1904地点 SK45・47・48・SX50・59・60平面・断面図
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２．遺構と遺物

　SP40からは土師器の坏が出土したが、小片で図化し得ない。 （谷　直子）
ピット SP42（第13図）
　30cm×23cmの円形ピットである。確認面からの深さは18cmを測る。 （齋藤瑞穂）
　SP42からは遺物は出土していない。 （谷　直子）
ピット SP44（第13図）
　長軸48cm、短軸30cmの楕円形ピットで、SK21を切る。確認面からの深さは18cmである。
 （齋藤瑞穂）
　SP44からは土師器の坏や土師質の鍋が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
土坑 SK45・土坑 SK47・土坑 SK48・「不明遺構 SX50」・「不明遺構 SX59」・「不明遺構 SX60」１）

（第14図）
　これらの遺構群で最も新しいのは SK45である。東西86cmで隅丸方形の土坑で、確認面からの深
さは28cmである。SK47はこの SK45に切られ、他方 SK48を切るという。SK47は東西60cmの土坑で、
確認面からの深さは13cmを測る。SK48は深さ18cmである。「SX50」・「SX59」・「SX60」は不明遺構
と評価され、SXの番号が与えられた遺構である。これらについては筆者の理解を SE55・「SK56」の
項でまとめて述べることとする。 （齋藤瑞穂）
　第15図１～19・22は SK45出土である。１・２は青磁碗である。１は内面に片彫りで施文し、大宰
府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ類である。２は外面に鎬蓮弁文を施し、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類である。１は
12世紀の中頃から13世紀初頭、２は13世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。３は土師器の高坏脚部
である。時期は11世紀後半から13世紀前半と考えられる。４は土師質の鍋である。口縁部の屈曲はわ
ずかで、外面にススが付着する。15世紀後半以降の所産である（山本他 1997）。５は土師質の捏鉢底
部である。６・７は糸切り底の土師器の坏である。８・９は糸切り底の土師皿である。10は丸瓦であ
る。外面に格子タタキを施す。11は瓦を転用した瓦玉である。12～17は土錘である。12～15は円筒形、
16・17は紡錘形を呈する。18は石錘である。中央部に溝を切って紐かけとする。19は滑石製石鍋であ
る。鍔が短く、加工痕が残る。
　第15図20・21は SK47出土である。20は瓦質土器の捏鉢である。13世紀以降の所産である（山本他 
1997）。21は土師質の鍋である。22は銅銭である。欠損しているが「宋」「通」と読める。
　SK48からは土師器の坏や皿が出土したが、小片で図化し得ない。
　第16図１～３は SX50出土である。１は青磁碗で、内面に片彫りで施文する。大宰府編年の龍泉窯
系青磁碗Ⅰ類である。12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。２は高台付の土師器
の坏である。粘土紐を巻いて高い高台を作る。３は陶器の壺で、平底の底部外面に砂メアトが付く。
　第16図４～６は SX60下層出土である。４は東播系須恵質の鉢である。11世紀中葉以降から13世紀
前半までは主体となる（山本 1997）。５は糸切り底の土師器の坏である。６は糸切り底の土師皿であ
る。 （谷　直子）
ピット SP46（第１図）
　残存80cm×60cmの楕円形ピットである。一部を配管に切られている。
　第17図は SP46出土遺物である。１は瓦質土器の捏鉢である。13世紀以降の所産である（山本他 
1997）。２は糸切り底の土師器の坏である。３は糸切り底の土師皿である。４・５は丸瓦である。４
は玉縁部分に固定用の孔がある。 （谷　直子）
ピット SP51（第18図）
　55cm×47cmの円形ピットである。確認面からの深さは33cmである。 （齋藤瑞穂）
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

0 10cm
(1～21:1/2・22のみ1/1)

16 17
18

13 14
15

1 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 12

19

20

21
22

第15図　HZK1904地点 SK45・47出土遺物
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２．遺構と遺物

　SP51からは土師器の坏が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
ピット SP52（第18図）
　27cm×19cmの円形ピットである。確認面からの深さは23cmである。 （齋藤瑞穂）
　SP52からは土師器片が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
土坑 SK53（第18図）
　一部のみ確認できた遺構で、東西幅は118cm以上になる。確認面からの深さは14cmである。
 （齋藤瑞穂）
　第21図２は SK53出土の糸切り底の土師皿である。SK53からは他に土師器の坏、瓦質土器の捏鉢、
青磁片が出土したが、小片で図化できない。 （谷　直子）
井戸 SE55・「土坑 SK56」（第18図）
　切り合う２つの遺構で、SE55が新しく、SK56が古いという関係で記録されている。これは本HZK1904
地点の調査担当者２名のうち一方の見解である。１つの見方として尊重し、先に提示しておきたい。
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第16図　HZK1904地点 SX50・60出土遺物

第17図　HZK1904地点 SP46出土遺物
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）
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第18図　HZK1904地点 SP36・51・52・SK53・SE55・SK56平面・断面図
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２．遺構と遺物
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第19図　HZK1904地点 SE55・SK56出土遺物
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

ここでは合わせて、もう１人の担当であった筆者の理解も示しておこうと思う。
　SE55は井戸とみてよい。井戸枠は径67cm ほどで、確認面には礫が集中していた。他方、SE55に
先行する土坑として記録された「SK56」を、筆者は井戸に先行する別の土坑でなく、SE55の掘方と
理解した。SE55構築時に掘った大穴の南側が「SK56」にあたり、北側が上掲の「不明遺構 SX59」
であると考える。「不明遺構 SX60」は別の井戸の掘方の可能性が高く、この一帯に１基以上の井戸
が作られたことを推知させる。輪郭の不鮮明な「不明遺構 SX50」が認識されているのは、筆者の理
解の蓋然性を高めるものであろう。 （齋藤瑞穂）
　第19図１～７は SE55の１層出土である。１は陶器の鉢である。内外面とも施釉する。２は瓦質土
器の捏鉢である。13世紀以降、在地生産体制が確立して以降の所産である（山本他 1997）。３は糸切
り底の土師器の坏である。４・５は糸切り底の土師皿である。６は軒平瓦で、蓮華唐草文を施す。14
世紀初頭から末期頃の所産である（松田他 2019）。７は円筒形の土錘である。
　第19図８～10は SE55の４層出土である。８・９は白磁碗である。８は口縁部がゆるく外反し大宰
府編年の白磁碗ⅤまたはⅧ類である。いずれにせよ12世紀中頃以降増加する。９は小型の白磁碗であ
る口縁端部が口禿となり、白磁皿Ⅸ類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。
10は糸切り底の土師皿である。
　第19図11・12は SE55最深部出土である。11は円筒形の土錘である。12は石球で全体に楕円形に加
工し、裏面は平坦に加工している。
　第19図13～19は SE55出土である。13は陶器の小型碗である。全体に器壁が厚く口縁端部が肥厚す
る。14は瓦質土器の捏鉢である。捏鉢は13世紀後半以降在地化する（山本他 1997）。15は口縁部が屈
曲する土師質の鍋である。13世紀後半から14世紀前半の所産である（山本他 1997）。16は糸切り底の
土師器の坏である。17は軒平瓦である。残存状況は良くないが、蓮華唐草文を施す。14世紀初頭から
末期頃の所産である（松田他 2019）。18は円筒形の土錘である。19は滑石製石錘で上下端に溝を彫り
こんで紐かけとする。

EW

2.5mEW

SQ61

2.8mN S

N S

SQ62

0 1m(1/20)

第20図　HZK1904地点 SQ61・62平面・断面図
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　第19図20・21は SK56出土である。
20は瓦質土器の鍋である。21は土師器
の甕である。口縁端部にハケメを施し、
外面にススが付着している。
 （谷　直子）
近代遺構 SQ61・SQ62（第20図）
　SQ61は九州大学設置後に設けられ
たマス。SQ62は建物の基礎部分にあ
たる。 （齋藤瑞穂）

遺構外出土遺物

　第21図３は粉青沙器の碗である。内
面に白色粘土の象嵌で圏線と円形の文
様が施される。見込みに黒色粘土で
「司膳」の銘が施される。文様は高麗
系陶磁の伝統を引くもので、「司膳」
銘の粉青沙器は慶尚北道尚州上板里窯
跡で出土している。14世紀末から15世
紀前半の所産である。４は土師器の甕
である。口縁端部にハケメを施す。
 （谷　直子）

３．小結
　HZK1904地点の北側部分は、深い部分まで撹乱が及んでいた。中世遺物は近代の煉瓦や現代のゴ
ミに混じって出土したものばかりである。一方、南側部分は配管等の隙間に、いくつかの遺構が辛う
じて検出された。井戸は1基検出されている。他の地点の検出例と構造や年代を比較することで、こ
の周辺での土地利用の実態により詳しく迫ることができるであろう。 （齋藤瑞穂）

註
１）遺構番号24・43・49・54・58は欠番。SK57は現代の撹乱坑であったため、記載を省略した。
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

第１表　遺物観察表

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

3-1 SK01
土師質
鍋

［2.7］
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR4/3褐
内：7.5YR5/3にぶい褐

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

3-2 SK01
土師器
皿

（8.8）（7.4） 1.4
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

3-3 SK01
土師器
坏

（11.6）（7.0） 1.8
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒・赤色粒子を
含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

3-4 SK01 土錘 4.4 0.9 1.0 緻密 良好 2.5YR5/6明赤褐 外：ナデ 3.17ｇ

3-5 SK01 石錘 18.1 11.2 5.2 側面中央に打ち欠き 688.18ｇ

3-6
SK02

（ベルト）
白磁
皿

［2.2］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

大宰府編年
白磁皿Ⅸ類

3-7 SK02
白磁
皿

（5.1）［1.1］緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

3-8 SK02
染付
碗

［3.1］緻密 良好 7.5GY8/1明緑灰
外：施釉，施文
内：施釉

近世

3-9 SK02
土師質
鍋

［3.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR4/3褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，ハケメ，スス付着
内：ハケメ

3-10 SK02
土師質
擂鉢

［4.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ
内：ハケメ

3-11 SK02
土師器
坏

（14.4）（9.5） 2.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・赤色粒子を含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

3-12
SK02

（ベルト）
土錘 3.8 1.0 0.9 緻密 良好 7.5YR6/2灰褐 外：ナデ 3.10ｇ

5-1 SK07
土師質
鍋

［3.0］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：5YR6/6橙
内：2.5YR6/6橙

外：ナデ
内：ハケメ

5-2 SK07
土師器
皿

1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・赤色粒子を含む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

5-3 SK07 土錘 ［2.5］ 1.4 1.3 緻密，黒色粒子を含む 良好 7.5YR7/3にぶい橙 外：ナデ 3.65ｇ

5-4 SK08
瓦質土器
捏鉢

［5.5］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・赤色粒子を含む

良好
外：2.5Y8/2灰白
内：2.5Y7/2灰黄

外：ナデ
内：ハケメ

5-5 SK08
土師質
捏鉢

［4.0］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 2.5Y8/2灰白
外：ナデ
内：ハケメ

5-6 SK08
土師器
皿

（6.2）［1.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR7/4にぶい黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

5-7 SK09
土師質
鍋

［4.8］
緻密，直径2㎜弱の赤
色粒子を含む

良好
外：7.5YR4/1褐灰
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ
内：ハケメ，ナデ

5-8 SK09
土師質
鍋

［4.8］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR3/2黒褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，ハケメ，　スス付
着
内：ハケメ

5-9 SK09
土師器
皿

（8.1）（7.0） 1.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

5-10 SK09 銅銭 2.3 2.4 0.1 嘉祐通寳

7-1 SK14
白磁
碗

［2.7］緻密 良好 10GY8/1明緑灰
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗
Ⅸ類

7-2 SK14
土師質
鍋

［7.7］
緻密，直径1～2㎜大
の砂粒・赤色粒子を含
む

良好
外：10YR1.7/1黒
内：5YR3/2暗赤褐

外：ナデ，ハケメ，スス付着
内：ハケメ

7-3 SK14
土師器
坏

（8.9）［1.2］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

9-1
SK21

b 層ベルト
白磁
碗

［2.1］緻密，黒色粒子を含む 良好 2.5Y7/3浅黄
外：施釉
内：施釉

9-2 SK21
白磁
碗

［2.7］緻密，黒色粒子を含む 良好 2.5Y6/3にぶい黄
外：施釉
内：施釉

9-3 SK21
白磁
碗

（5.6）［1.2］緻密 良好
外：7.5Y8/1灰白
内：10Y8/1灰白

外：ケズリ，露胎
内：施釉

9-4
SK21

b 層ベルト
白磁
皿

（5.2）［0.7］緻密，黒色粒子を含む 良好 7.5GY8/1明緑灰
外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅸ類

9-5 SK21
陶器
壺

（11.7）［5.4］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・赤色粒子を含む

良好
外：N5/ 灰
内：2.5Y4/3オリーブ褐

外：露胎
内：施釉

9-6
SK21

b 層ベルト
土師質
鍋

［9.0］
緻密，直径1～５㎜大
の砂粒・赤色粒子を含
む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：5YR5/3にぶい赤褐

外：ナデ，ハケメ
内：ナデ，ハケメ
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３．小結

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

9-7 SK21
土師器
坏

（11.5）（7.5） 2.5
緻密，直径1～５㎜大
の砂粒・赤色粒子を含
む

良好 10YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

9-8 SK21
土師器
坏

（12.8）（8.4） 1.9
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10YR7/4にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

9-9
SK21

b 層ベルト
土師器
皿

（8.6）（6.8） 1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 10YR5/2灰黄褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

9-10 SK21 土錘 ［3.8］ 2.0 1.9
緻密，直径1㎜大の砂
粒・赤色粒子を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙 外：ナデ 12.67ｇ

9-11
SP17+SK21
c 層ベルト

瓦器
三足羽釜

（5.0） 10.5 緻密，雲母片を含む 良好 10YR8/3浅黄橙
外：ナデ
内：ナデ

畿内産

9-12
SP19西側
骨付近

青銅製
金具

1.2 1.2 0.5

9-13
SP19西側
骨付近

青銅製
金具

1.0 3.0 0.4 3.92ｇ

11-1
SK27

（ベルト）
土錘 3.9 1.2 1.2 緻密，黒色粒子を含む 良好 2.5YR5/3にぶい赤褐 外：ナデ 5.0ｇ

11-2 SP25
青磁
碗

［3.3］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉

11-3 SP25
瓦質土器
擂鉢

［4.0］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・黒色粒子を含む

良好
外：2.5Y7/3浅黄
内：2.5Y8/2灰白

外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

11-4
SP26

（ベルト）
瓦質土器
擂鉢

［5.0］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好 2.5Y8/3淡黄
外：ナデ，ハケメ
内：ハケメ，スリ溝

12-1
SK31

（ベルト）
白磁
皿

［1.9］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

大宰府編年
白磁皿
Ⅸ類

12-2
SK31

（ベルト）
須恵器
坏

［2.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 N5/ 灰
外：ナデ
内：ナデ

12-3
SK31

（ベルト）
須恵質
捏鉢

［4.2］緻密，黒色粒子を含む 良好 N5/ 灰
外：ナデ
内：ナデ

東播系

12-4
SK31

（ベルト）
瓦質土器
捏鉢

［5.2］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：N6/ 灰
内：2.5Y8/1灰白

外：ナデ，ハケメ
内：ハケメ

12-5 SP29
土師質
鍋

［4.7］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子を多く
含む

良好
外：5YR4/2灰褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，ハケメ，スス付着
内：ハケメ

15-1 SK45
青磁
碗

［2.5］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ類

15-2 SK45
青磁
碗

［2.6］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ類

15-3 SK45
土師器
脚部

［4.7］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ミガキ
内：ナデ

15-4 SK45
土師質
鍋

［3.3］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10YR4/1褐灰
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

15-5 SK45
土師質
捏鉢

（13.8）［6.4］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

15-6
SK45

a 層ベルト
土師器
坏

（11.8）（7.2） 2.6
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：5YR7/4にぶい橙
内：5Y2/1黒

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底・灯明
皿

15-7
SK45+
SK45-a 層

土師器
坏

11.9 5.0 3.0 緻密，黒色粒子を含む 良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

15-8 SK45
土師器
皿

（7.0）（5.0） 1.1 緻密 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

15-9 SK45
土師器
皿

（6.6）（5.0） 1.2 緻密，赤色粒子を含む 良好 7.5YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

15-10 SK45 丸瓦 ［2.7］［1.3］ 1.5
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
表：2.5Y7/1灰白
裏：2.5Y7/2灰黄

表：格子タタキ
裏：ナデ

15-11 SK45 瓦玉 6.5 6.5 2.1
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を多く含む

良好
表：5Y6/1灰
裏：N8/ 灰白

表：ナデ
裏：摩滅

97.19ｇ

15-12 SK45 土錘 ［3.5］ 0.9 0.8 緻密 良好 5YR4/1褐灰 外：ナデ 2.40ｇ

15-13 SK45 土錘 4.9 0.9 0.7 緻密 良好 5YR5/3にぶい赤褐 外：ナデ 2.63ｇ

15-14 SK45 土錘 ［4.7］ 1.2 1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 2.5Y7/3浅黄 外：ナデ 5.89ｇ

15-15 SK45 土錘 4.2 1.2 1.3 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 6.38ｇ

15-16 SK45 土錘 4.5 1.6 1.7
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 5YR6/6橙 外：ナデ 11.03ｇ

15-17 SK45 土錘 4.7 1.9 1.7
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 11.70ｇ
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Ⅱ　HZK1904地点（保存図書館地点）

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

15-18 SK45
滑石製
石錘

［4.8］ 3.1 1.9 33.10ｇ

15-19 SK45
滑石製
石鍋

［4.6］ 良好 加工痕あり，スス付着

15-20 SK47
瓦質土器
捏鉢

［4.3］緻密 良好
外：N5/ 灰
内：N6/ 灰

外：ナデ
内：ハケメ

15-21 SK47
土師質
鍋

［3.4］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：N4/ 灰
内：N6/ 灰

外：ナデ
内：ハケメ，摩滅

15-22 SK45 銅銭 ［1.5］［1.3］ 0.1 「宋」「通」

17-1 SP46
瓦質土器
捏鉢

［2.6］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

良好
外：2.5Y7/1灰白
内：10YR7/1灰白

外：ナデ
内：ナデ

17-2 SP46
土師器
坏

（8.6）［1.5］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

17-3 SP46
土師器
皿

（9.1）（7.4） 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒・赤色粒子を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

17-4 SP46 丸瓦 ［8.4］［8.6］ 2.6
緻密，直径1～3㎜の
黒色粒子を含む

良好
表：10YR6/1褐灰
裏：7.5YR5/3にぶい褐

表：縄目タタキ，ナデ
裏：布目

17-5 SP46 丸瓦 ［8.9］［8.0］ 2.7
やや緻密，直径1～8
㎜の砂粒を含む

良好
表：5Y5/1灰
裏：N5/ 灰

表：格子タタキ
裏：布目

16-1 SX50
青磁
碗

［4.6］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅰ類

16-2 SX50
土師器
高台付坏

［2.4］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR7/6橙
内：7.5YR6/6橙

外：ナデ
内：ナデ

16-3 SX50
陶器
壺

（6.0）［6.0］緻密，黒色粒子を含む 良好
外：7.5YR3/2黒褐
内：2.5Y5/1黄灰

外：施釉，メアト
内：施釉

16-4
SX60
下層

須恵質
鉢

［3.0］緻密，黒色粒子を含む 良好 2.5Y6/1黄灰
外：ナデ
内：ナデ

東播系

16-5
SX60
下層

土師器
坏

（9.3）［1.8］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 7.5YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
あり
内：ナデ

糸切り底

16-6
SX60
下層

土師器
皿

（8.1）（6.8） 1.1 緻密 良好
外：5YR6/3にぶい橙
内：5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-1
SE55
1層
遺物①

陶器
鉢

［4.5］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・黒色粒子を多く
含む

良好 2.5Y4/3オリーブ褐
外：施釉
内：施釉

19-2
SE55
1層
中層

瓦質土器
捏鉢

（30.2） ［5.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を多く含む

良好
外：5Y7/1灰白
内：2.5Y5/1黄灰

外：ナデ
内：ハケメ

19-3
SE55
1層

土師器
坏

（7.8）［0.8］
緻密，赤色粒子・雲母
片を含む

良好 5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-4
SE55
1層
遺物②

土師器
皿

（6.4）（4.8） 1.5
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・赤色粒子を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-5
SE55
1層

土師器
皿

（9.1）（7.0） 1.7
緻密，赤色粒子・雲母
片を含む

良好
外：7.5YR7/2明褐灰
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

19-6
SE55
1層

軒平瓦 ［15.0］［11.8］ 2.2
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・黒色粒子を含む

良好
表：N7/ 灰白
裏：N6/ 灰

表：布目，コビキ
裏：ナデ

蓮華唐草文

19-7
SE55
1層上層

土錘 ［3.0］ 0.8 0.8
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 1.76ｇ

19-8
SE55
4層

白磁
碗

［3.4］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉

白磁碗
ⅤかⅧ類

19-9
SE55
4層

白磁
小碗

（9.0） ［2.4］緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉，露胎，口禿
内：施釉，露胎

白磁碗
Ⅸ類

19-10
SE55
4層

土師器
皿

（7.8）（6.4） 1.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・赤色粒子・雲母
片を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-11
SE55
最深部

土錘 ［2.7］ 0.9 1.0 緻密 良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 2.15ｇ

19-12
SE55
最深部

石球 5.3 5.2 4.5 153.40ｇ

19-13 SE55
陶器
碗

（10.1） ［2.8］緻密 良好
外：7.5YR3/3暗褐
内：7.5YR2/1黒

外：施釉
内：施釉

19-14
SE55

取り上げNo.11
瓦質土器
捏鉢

［2.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：5Y6/1灰
内：N5/ 灰

外：ナデ
内：ハケメ

19-15
SE55

取り上げNo.13
土師質
鍋

［7.5］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を多く含む

良好
外：5YR5/1褐灰
内：5YR7/6橙

外：ナデ
内：ハケメ

19-16
SE55

取り上げNo.10
土師器
坏

（11.8）（7.8） 2.6 緻密，赤色粒子を含む 良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底
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図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

19-17
SE55

取り上げNo.15
軒平瓦 ［10.1］［9.9］ 2.2

やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・黒色粒子を
多く含む

良好
表：5Y6/1灰
裏：7.5Y5/1灰

表：ナデ　
裏：ナデ

蓮華唐草文

19-18
SE55

取り上げNo.9
土錘 5.0 1.3 1.3

緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 5YR5/1褐灰 外：ナデ 7.51ｇ

19-19 SE55
滑石製
石錘

4.7 2.8 1.7 26.75ｇ

19-20 SK56
瓦質土器
鍋

［4.0）緻密 良好
外：2.5Y6/1黄灰
内：2.5Y7/1灰白

外：ナデ
内：ハケメ

19-21 SK56
土師器
甕

［5.0］
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒を含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：工具ナデ，ハケメ

21-1 SP36
青磁
碗

［2.4］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

21-2 SK53
土師器
皿

（8.6）（7.3） 1.1 緻密 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

21-3 撹乱坑一括 -1
粉青沙器
碗

（5.4）［3.5］緻密 良好
外：2.5Y5/2暗灰黄
内：2.5Y4/2暗灰黄

外：施釉
内：施釉，施文

「司膳」銘あり

21-4 取り上げNo.1
土師器
甕

［4.3］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好 10YR7/4にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ，ハケメ

３．小結
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

１．調査の経緯
（１）調査の目的と経過

　本調査地点は、九州大学箱崎キャンパス正門正面に位置する。キャンパス全体の発掘調査グリッド
では（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集Ⅰ章第２図）、P～ R37・38区にあたる。HZK1703（応
力研生産研本館北）地点（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集第Ⅳ章）に北接し、HZK1904（保
存図書館）地点（本報告書第Ⅱ章）の東側に位置する。
　HZK1703（応力研生産研本館北）地点の調査時（九州大学埋蔵文化財調査室報告第９集第Ⅳ章）
には、土坑墓、石積み土坑、土坑、ピットなどの遺構とそれに伴う土師器、陶磁器、瓦、漁労具、銭
貨などが出土し、箱崎遺跡に居住していた人々の居住環境や社会生活領域の一端が解明された。
HZK1904（保存図書館）地点の調査時（本報告書第Ⅱ章）には、南側で井戸、土坑、ピットなどの
遺構とそれに伴う土師器、陶磁器、瓦、漁労具、銭貨、動物骨などが出土し、主に12～15世紀におけ
る箱崎遺跡の広がりや土地利用を検討するうえで重要な成果が得られた。こうした成果から、本調査
地点においても中世の箱崎遺跡を解明するうえで重要な遺構・遺物の存在が想定された。
　九州大学埋蔵文化財調査室は、令和３年２月26日付の福岡県教育委員会あて「九大統統第85号」に
て、HZK2101地点の埋蔵文化財発掘届を提出した。これに対して、福岡県教育委員会より令和３年
３月８日付「２教文第561号－７」にて許可通知があり、５月24日に現地調査を開始した。　
　本調査では、九州大学設置以降の造成土が堆積しているものの、遺構は良く残っていた。
　調査成果の詳細については後述する。調査は順調に進み、令和４年３月11日に無事終了した。

（２）調査要項

遺 跡 名　　　箱崎遺跡
地 点 名　　　九州大学箱崎キャンパスHZK2101地点（正門前地点）
調 査 名　　　九州大学埋蔵文化財調査室調査番号：HZK2101
　　　　　　　福岡市調査番号：2101、箱崎遺跡第117次調査
所 在 地　　　福岡市東区箱崎６－10－１
調査面積　　　1900㎡
調査原因　　　学術研究
調査期間　　　令和３年５月24日～令和４年３月11日
遺 物 量　　　コンテナ（内寸54cm×34cm×15cm）44箱
調査主体　　　九州大学埋蔵文化財調査室
発掘担当　　　齋藤瑞穂
調査作業員　　浅田ふえ、穴井淳子、安部みゆき、有井みずえ、伊藤未紀、井上光江、岩田亜希子、

浦崎てい子、奥　敦子、春日ゆかり、門脇尚子、金子伸子、川口裕子、川﨑美保子、
岸本佐知子、城野勝彦、釘崎知子、髙武奈美、古閑美智子、定永靖史、真田　明、
節政善憲、竹本葉子、田尻倫也、田代　薫、田中裕子、手島由美、永濱弘子、
仲前冨美子、中村尚美、中山大輔、西浦喜久子、西田和廣、日並ゆみ子、深野人美、
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藤田房佳、松尾美恵、松下さゆり、松下由希子、三辻香奈子、美濃洋子、見藤素子、
宮元亜希世、武藤マリ子、守　治美、山下聡子、山田幹裕、吉田辰義、渡辺みゆき、

遺物整理担当　谷　直子
整理作業員　　石井若香菜、板倉佳代子、伊藤未紀、岩田亜希子、尾座本洋子、小名真理子、

甲斐千秋、樫本真理、門脇美徳、坂口由美子、白井恭子、田中えみ、田邊八子、
冨田文代、藤田房佳

 （谷　直子）

２．遺構と遺物
　本調査区は面積が広く遺構数も559基に上るため、遺構観察表を掲載する（第１表）。各遺構の計測
値や形状、図化し得なかった出土遺物については、遺構観察表を参照されたい。そのうえで特徴のあ
る遺構や切り合いのある遺構、図を掲載した出土遺物については、調査区を３つのエリアに分け特徴
を述べ、遺物観察表も掲載する（第２表）。 （谷　直子）

エリア１（南東部分）

　ここでは、本書の編者によるエリア分けに従って、特筆すべき遺構の概要を述べる。
　エリア１は本調査区の南東部分を指す。本エリアには、排水桝等など九州大学設置以降に掘り込ま
れた撹乱坑が点在し、前近代の遺構のいくつかはこれらによって損なわれていた。
　溝 SD03、SD09a・09b、SD10、SD11、SD12は併行して南北に掘りこまれた細い溝である。断面は
V字形で、SD09a・09b は切り合う関係にあり、09a が新しい。向きが若干東に振れた SD403・SD405
もこれらと関係する可能性がある。畝間のようにもみえるが、性格を判定する決め手を欠く。なお、
SD03では小さな貝ブロックが検出された。SK22も中央に貝ブロックが検出されている。SD03とは貝
種が異なることを指摘しておく。
　SK27は、白色の粘土を薄く貼った遺構である。ST33は墓坑である。覆土は２層に分かれる。１層
上位の、確認面から少し下げたばかりの部分で青銅製の鈴や釘などが出土している。１層下端で歯・
釘と完形の碗２例を検出した。
　SK51・SK52はサイズの大きい土坑である。SK72は、SK52の底面でプランが初めて現れる。した
がって、SP71とともに SK52に先行するらしい。SK70は SK51に先行する。SK51・SK52も前後する
関係にあるとみられるが、両土坑が接するあたりに SK69が構築されたことで、その把握が難しく
なっている。 （齋藤瑞穂）
溝 SD03（第３図）　平面長楕円形、断面V字状を呈する。貝のブロック（貝溜り）が検出された。
SD03出土遺物
　第６図１～５は SD03出土である。１～３は青磁碗である１は櫛刀で体部内面を分割した文様で、
大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4a 類である。２は内面に片彫りで草花文を施し、龍泉窯系青磁碗Ⅰ
-2類である。１・２はいずれも12世紀中頃～13世紀初頭の所産である。３は外面に鎬蓮弁文を施し、
龍泉窯系青磁碗Ⅱ類で13世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。４は褐釉陶器の水注の把手である。
５は瓦質土器の碗で、内面にミガキを施す。
ピット SP06　楕円形を呈するピットである。

２．遺構と遺物
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SP06出土遺物
　第７図１は SP06出土の砥石である。楕円形を呈し、表面がややくぼむ。
土坑 SK08（第３図）　楕円形を呈する土坑である。
SK08出土遺物
　第７図２～５は SK08出土である。２は瓦質土器の碗である。外面にミガキを施す。３～５は糸切
り底の土師器の坏である。
溝 SD09・土坑 SK35（第４・10図）　断面は V字形で、SD09a・09b は切り合う関係にあり、09a
が新しい。SD09と SK35は SD09を SK35が切っている。
SD09出土遺物
　第６図６～12は SD09a 出土である。６は白磁の壺胴部である。７は青磁碗で内面に片彫りで草花
文を施し、大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類である。８は青磁皿で見込みに片彫りで施文する。龍
泉窯系青磁皿Ⅰ-1b 類である。７・８はいずれも12世紀中頃～13世紀初頭の所産である（宮崎編 
2000）。９は褐釉の陶器壺である。10は瓦質土器の釜である。口縁部下に短い鍔が付く。13世紀から
14世紀前半の所産である（山本他 1997）。11・12は糸切り底の土師器で、11は坏、12は皿である。図
１-13は SD09b 出土の青磁碗である。低い角高台で、釉調は茶色味を帯びる。龍泉窯系青磁碗Ⅰ-1類
で、12世紀中頃～13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。
溝 SD10（第４図）　断面はV字形の溝である。
SD10出土遺物
　第６図14は SD10出土の糸切り底の土師皿である。
溝 SD11（第４図）　断面V字形の溝である。
溝 SD12（第４図）　断面V字形の溝である。
ピット SP13・SP14（第４図）　SP13と SP14は SP13を SP14が切っている。
　SP13からは図化し得なかったが、土師器の小片が出土した。
SP14出土遺物
　第８図17・18は SP14出土である。17は白磁皿で見込み部分に蓮華のスタンプ文が施される。大宰
府編年の白磁皿Ⅷ -2類で、12世紀中頃から12世紀後半の所産である。18は外面に鎬蓮弁文を施す青磁
碗である。
土坑 SK15・SK17・ピット SP401・土坑 SK402・溝 SD403・SD404（第４・12図）　SK15・
SK17・SP401・SK402・SD403は、SD403を SK402が切り、SK402を SK15・SK17・SP401が切ってい
る。SK17が SD404を切る。
SK17出土遺物
　第８図１は SK17出土の滑石製石錘である。上下端に切れ込みを入れて紐かけとする。滑石製石鍋
の再加工品で、外面にススが付着する。
土坑 SK18（第５図）
　第８図２～４は SK18出土である。２は褐釉陶器壺である。短い口縁部が付き、肩が張る。大宰府
編年の陶器壺Ⅳ-1類で、13世紀頃の所産である（宮崎編 2000）。３は陶器の耳壺である。口縁は折り
曲げて肥厚させ肩部に縦長の耳が付く。長胴であることや釉調なども大宰府編年の耳壺Ⅻ-2類に似る
（宮崎編 2000）。13世紀頃の所産であろう。４は糸切り底の土師器の坏である。
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第２図　HZK2101地点遺構配置図
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２．遺構と遺物

第３図　HZK2101地点南東エリア SK01・02・SD03・SK04・SP05・06・SK07・08平面・断面図

SK01・02

1 2

撹乱

SK02

SK01

2.7mWE

WE

1 10YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1/2
　～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/16 ～ 1/4mmの極細砂・
　細砂にφ1～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SD03

1
2.7mEW

EW

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～
　極粗砂、φ3～ 5mmの炭化粒多い、波
　状痕なし、しまり強い、粘性なし、硬
　度 24mm3-10kg/ ㎠

SK04

1

撹乱

2.8mEW

EW

SP05
調査区域外

2.8mNS

NS

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SP06

1

撹乱

2.8mW

WE

E

1 2.5Y3/2 黒褐、黄色味のある黒褐、炭化物混じる、
φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ2mm以上の小礫が
混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 24mm10kg/
㎠
2 10YR3/2 黒褐、同じ黒褐でも容易に判別できる、
φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1mm以上の極粗
砂・小礫が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度
16mm3kg/ ㎠

SK07・08

1 2
管掘方

調査区域外

SK07 SK08

管掘方

3.1mSN

SN

0 50cm(SP05・06：1/20)

0 1m(1/40)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第４図　HZK2101地点南東エリア SD09～12・SP13・14・SK15・16・17平面・断面図

SD09~12

4 3
2 1b 1a

SD09a
SD09bSD10

SD11

SD12

撹乱

3.0mW

WE

E

1a 10YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1mm以上の極粗砂が混じる、
　 硬度 24mm10kg/ ㎠
1b 10YR3/3 暗褐、1a と色味の違いはそんなにない、ただし 1b層に若干炭化物
　 が多い点、1a・1b 接合部セクションの溝底形態など
2 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂が混じ
　 る、炭化物はみあたらない、硬度 18mm3-10kg/ ㎠から 1a→1b と判断した
3 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度
　 26mm10-50kg/ ㎠
4 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度
　 24mm10kg/ ㎠

SP13・14

1 2

SP14SP13

2.8mE

EW

W

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、炭化
　物わずかに混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
2 SP14 の覆土、SP013 を切る、浅い、2.5Y4/3
　オリーブ褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、　
　SP13 より炭化物多い、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠

SK16

1

2.9mN

NS

S

1 10YR3/2 黒褐ながらすこし明るめ
　なイメージ、φ1/8 ～ 1/2mmの細
　砂・中砂にφ1～ 2mmの粗砂が少
　量混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠
　土管状に掘られてしまったが、本
　来はもう少し椀状であろう

0 1m(SD09～12：1/40)

0 50cm(1/20)

SK17

1a

1b

3.0mSN

SN

1a 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの
　 中砂・粗砂、遺物多い、しまり強い、
　 粘性なし、炭化物なし、硬度　
　 20mm3-10kg/ ㎠
1b 10YR4/2 灰黄褐、φ1～ 2mmの極
　 粗砂
　 1a と違いを明瞭に見てとれる、　　
　 evidence は地の砂層がブロック状
　 に入るのと粒子が大きい、遺物は
　 1a 層が多い

SK15

1

2.9mSN

SN

1 2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～　　
　1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が混じる、しまり強い、粘
　性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
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２．遺構と遺物

第５図　HZK2101地点南東エリア SK18・19・SD20・SK21～24・SD32平面・断面図

SK18

1

2.7mN

NS

S

1 2.5Y5/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

0 50cm(SK18・19：1/20)

SD20

1

調査区域外

N 3.0mS

N S

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～　
　1mmの中砂・粗砂、し
　まり強い、粘性なし、炭
　化物少量含むがその上方
　の九大整地層ほどではな
　い、硬度 28mm10-50kg/
　㎠

SK21

1

E 2.7ｍW

EW

1 10YR3/4 暗褐 ( 周囲は褐色砂 )、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂、均一的、しまりふつう、
　粘性なし、硬 24mm10kg/ ㎠

SK23
調査区域外

N 2.7ｍS

NS

SK24

1

SK50

S N 2.9ｍ

S N

1 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・
　粗砂、しまりふつう、粘性なし、硬度
　14mm1-3kg/ ㎠

SK19

1

調査区域外

2.7mN

NS

S

0 1m(1/40)

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂、しま
　り弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK22・SD32

1
2

3

SD32

SK22

貝溜り

B'
B

2.
7m

B'
B

2.7mA'A

A'A

1 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、2層より地の黄褐色砂が混じり、黄色味が強い、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまり強い、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
2 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、砂粒が均一的、しまり強い、粘性なし、28mm10-50kg/ ㎠
3 7.5YR5/4 にぶい褐 ( 赤色粒子を含んでいてそうみえる )、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極
　粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

土坑 SK21（第５図）
SK21出土遺物
　第８図５～９は SK21出土である。５は素口縁の白磁碗で、内面口縁部下に沈線が１条めぐり、体
部に櫛描文が見られる。６は口禿の白磁皿である。大宰府編年の白磁皿Ⅸ-1類で13世紀後半から14世
紀前半に増加する（宮崎編 2000）。７は白磁の合子蓋である。口縁端部はフリル状になり、外面頂部
付近にレリーフ状の施文が見られる。８は瓦質土器の捏鉢である。９は糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK22・溝 SD32（第５図）　SK22と SD32は SK22が SD32を切っている。SK22の中央に貝溜り
が検出された。
SK22出土遺物
　第８図10は SK22出土の褐釉陶器壺である。口縁部は断面三角形で横に引き出す。茶褐色の釉を内
外面に施す。大宰府編年の陶器壺Ⅱ-1類で、13世紀の所産である。
土坑 SK23（第５図）
SK23出土遺物
　第７図６は陶器の小型鉢で、口縁部は肥厚させ玉縁状に作り、体部はハの字状に開く。茶褐色の釉
を薄く施す。大宰府編年の陶器小鉢Ⅵ -1類で、12世紀中頃～後半の所産である（宮崎編 2000）。
土坑SK24・SK49・SK50（第５・10図）　SK24・SK49・SK50は SK60を SK50が切り、SK50を SK49
と SK24が切っている。
SK49出土遺物
　第７図７・８は SK49出土である。７は口縁部と肩部に透かしのある瓦質土器の風炉である。８は
糸切り底の土師皿である。
SK50出土遺物
　第７図９・10は SK50出土である。９は低い角高台の青磁碗で、釉調は不透明で半濁化した灰青色
を呈す。高台内と畳付の釉を拭き取り、拭き取ったところが暗赤色に発色する。龍泉窯系青磁碗Ⅳ類
で、14世紀の所産である。10は平底の白磁皿で、内面は光沢のある灰白色の釉を施す。底部外面は露
胎でやや赤みを帯びる。
SK60出土遺物
　第７図11は SK60出土の滑石製石鍋である。小型で鉢形を呈し、全体に加工痕が明瞭でススが付着
する。
土坑 SK26・SK27・SK41・SK42（第９・10図）　SK26・27・41・42は、SK26・41・42を SK27が
切っている。SK27は白色粘土を薄く貼った遺構である。
ピット SP30・土坑 SK31（第９図）　SP30と SK31は SK31を SP30が切っている。
墓坑 ST33（第９図）　覆土は２層に分かれる。１層上位の、確認面から少し下げたばかりの部分で
青銅製の鈴や釘などが出土している。1層下端で歯・釘と完形の碗２例を検出した。
ST33出土遺物
　第13図１～３は ST33出土である。１は青磁碗で、見込みに花文のスタンプを施し、外面は片彫り
で口縁部に雷文、体部に蓮弁文を施す。文様は簡略化が著しい。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅳ類で
14世紀の所産である。２は粉青沙器の小碗で、内外面に象嵌で施文する内面には「長興庫」の銘が見
られる。15世紀の所産である（佐藤 2008）。３は糸切り底の土師器の坏である。
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２．遺構と遺物

第８図　HZK2101地点出土遺物３

第６図　HZK2101地点出土遺物１
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第７図　HZK2101地点出土遺物２

1

2

3

4

5

6

7

8 9 10

11

0 20cm(1/4)

13

14

15

1６
1７ 1８

1 2

3

4

5

6

7

89

10

11

12

0 20cm(1/4)



122

Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第９図　HZK2101地点東南エリア SP25・SK26・27・SP28～30・SK31・ST33・SK34
平面・断面図

0 50cm(SP25・28・29：1/20)

SP25
調査区域外

2.8mN

NS

S

1 5YR4/6 赤褐、φ1/16mm以下のシルトにφ1～ 2mmの粗砂が混じる、しまりふつう、
　粘性あり、硬度 32mm50kg/ ㎠
2 2.5Y6/2 灰黄、粘土質、φ1/16mm以下のシルトにφ2/1 ～ 1mmの粗砂が混じる、
　遺物はこの層に多い、しまり強い、粘性あり、硬度 32mm50kg/ ㎠
3 10YR2/3 黒褐、φ1/16 ～ 1/4mmの極細砂・細砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、
　1層に比べて遺物少ない、しまり強い、粘性あり、φ3cmほどの粘土ブロック混じる、
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠

S

S N

N

2.8m

SK26・27

1 2
3

SK27

SK26

SP28

2.7mS

SN

N

SP29

2.7mS

SN

N

SP30・SK31

WE

2.7mWE

SK31

SP30

ST33

1

2

E W 2.7ｍ

E W

1 10YR3/2 黒褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・
　中砂、しまり強い、粘性なし、遺物多い、
　礫有、鉄製品多い、硬度　　　　　　
　22mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、遺物少ない、ただし鉄釘など
　あり、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)

SK34

1

調査区域外

W E 2.8ｍ

W E

1 7.5YR5/4 にぶい褐、
堆積層の褐より赤味が
あり、SD32 の色に近
似、φ1/4 ～ 1/2mmの
中砂で均一的、しまり
強い、粘性なし、硬度
8mm1-3kg/ ㎠



123

２．遺構と遺物

第10図　HZK2101地点南東エリア SK35・36・41・42・49・50・55・61平面・断面図

SK35

1

E W 2.8m

E W

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混
　じる、しまり強い、粘性なし、硬
　度 26mm10-50kg/　㎠

SK36

N S 2.6ｍ

N S

0 50cm(SK41・42：1/20)

1 SK41 の覆土、7.5YR3/3 暗褐、少し赤味あり、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1/2 ～ 1mmの粗砂が少量混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SK42 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂と
　φ1/2 ～ 1mmの粗砂で構成、中砂はあまり見当たらない、しまり強い、
　粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠

SK41・42

1

2

SK42SK41

SK27

2.8mS

SN

N

0 1m(1/40)

SK49・50

1
2

3撹乱

SK26

撹乱

SK50

SK24

SK49 NS

2.9mNS

1 SK49 の覆土上層、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mm　
　の中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂　が混じる、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SK49 の覆土下層、2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が少量混じ
　る、しまりふつう、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/
　㎠
3 SK50 の覆土、北側を SK049 に、南側をマスの撹
　乱坑に切られる、浅い、10YR5/3 にぶい黄褐、φ
　1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗
　砂が混じる、しまり強い、粘性なし
　硬度 24mm10kg/ ㎠

SK55

1

E W 2.8m

E W

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～　
　1mmの中砂・粗砂し
　まりふつう、粘性なし、
　硬度 18mm3-10kg/ ㎠

 

SK61

1

W E 2.8ｍ

W E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/8
　～ 1/2mmの細砂・中
　砂にφ1～ 2mmの極粗
　砂が混じる、しまり強
　い、粘性なし、硬度　
　26mm10-50kg/ ㎠
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第11図　HZK2101地点東南エリア SK51・52・63・64・69・70・SP71・SK72平面・断面図

1 表土層、九大整地層、遺物も含まれるが上方にレンガ配管もみられる
2 SK69 の覆土上層、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm1-3kg/ ㎠
3 SK69 の覆土下層、10YR5/3 にぶい黄褐、φ1mm以上の粗砂・極粗砂、しまり弱い、粘性なし、硬度 10mm1kg/ ㎠
4 SK51 の覆土、7.5YR3/4 黒褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じるが、概して粒は細かく
　そろっている印象、しまりふつう、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1cmの粘土ブロックが混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
6 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/16mm以下のシルト質の砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が少量混じる、しまり弱い、粘性あり、
　硬度 18mm3-10kg/ ㎠
7 2.5Y3/2 若干黄色じみた黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
8 SK70 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 12mm1-3kg/ ㎠
9 10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、焼成粘土塊あり、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK51・52・69・70・SP71

1

2

3

4

5
6

7
撹乱

SK51 SK69 SK52

8

9

調査区域外

調査区域外

撹乱

SK51

SK69

SK52

SK70

SP71

3.0mA’

A’A

A

2.6m

B’

B

2.6
m

C’

C

C’

C

B’

B

SK63

1

2

W E 2.9m

W E

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ2mm以上の小礫が混じる、しまりふつ
　う、粘性なし、遺物多い、硬度　
　24mm10kg/ ㎠
2 10YR4/6 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱
　い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SK64

1

W E 2.8ｍ

W E

1 10YR4/6 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じ
る、しまり弱い、粘性なし、
硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK72

1

S N 2.3ｍ

S N

1 10YR3/2 黒褐、φ
　1/4 ～ 1mmの中
　砂・粗砂、しま
　りふつう、粘性
　なし、硬度　　
　22mm3-10kg/ ㎠

0 2m(1/80)

0 1m(SK63・64・72：1/40)
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２．遺構と遺物

第12図　HZK2101地点東南エリア SP401・SK402・SD403～405・SK406平面・断面図

SP401

2.8mW

WE

E

SK402

1

SK17

調査区域外

SP401

2.9mS

SN

N

1 10YR4/6 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度　　
　16mm3kg/ ㎠

SK406

1

2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂、しまりふつう、粘性なし、硬度　
　16mm3kg/ ㎠

SD404
調査区域外

SK17

SK17

N S 2.9m

N S

SD405

撹乱

E W 2.6m

E W

0 1m(1/40)

0 50cm(SP401・SD403:1/20)

SD403

撹乱

SK402

2.7mS

SN

N
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

土坑 SK34（第９図）
SK34出土遺物
　第８図11は SK34出土の土師器の坏である。底部は摩滅している。
土坑 SK36（第10図）
SK36出土遺物
　第８図12～14は SK36出土である。12は高いケズリ高台の白磁碗である。大宰府編年の白磁碗Ⅴ類
である。13は口禿の白磁皿である。白磁皿Ⅸ -1類で13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 
2000）。14は陶器碗の底部である。平底で外面は無釉、内面に黄褐色の釉がかかる。第94図１は
SK36出土の熙寧元寶である。北宋銭で初鋳は1068年。
土坑 SK51・SK52・SK69・SK70・ピット SP71・土坑 SK72（第11図）　SK51・SK52・SK69・
SK70・SP71・SK72は、SK70を SK51が切り、SP71を SK52が切り、SK51・52を SK69が切り、SK52
を SK72が切っている。つまり構築順は SK70・SP71→ SK51・52→ SK69・72となる。SK72は浅い遺
構である。
土坑 SK61・SK64（第10・11図）　SK61と64は SK64を SK61が切っている。
土坑 SK63（第11図）　楕円形を呈する。
SK63出土遺物
　第８図15・16は SK63出土である。15は瓦質土器の碗で、口縁端部は黒色を呈す。16は青磁皿で、
内面にジグザグの櫛点描文と片彫りの草花文を施す。同安窯系青磁皿Ⅰ -2b 類で、12世紀中頃～13世
紀初頭の所産である（宮崎編 2000） （谷　直子）

第13図　HZK2101地点出土遺物４

1
2

3
0 10cm

(1/2)
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２．遺構と遺物

第14図　HZK2101地点南西エリア SE37・SP38～40平面・断面図

SE37

12 2

3 3

3.1mEW

EW

1 SE37 の井戸内部、10YR2/2 黒褐、φ1～ 2mmの極粗砂主体、わずかにφ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂が
　混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 4mm0-1kg/ ㎠
2 SE37 の石組部分、10YR3/3 暗褐、φ1～ 2mmの極粗砂とφ1/8 ～ 1/4mmの細砂が目立つ、しまり強い、
　粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
3 SE37 の掘方、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1～ 2mmの極粗砂とφ1/8 ～ 1/4mmの細砂が目立つ、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠

SP38

2.6mS

SN

N

SP39

2.5mW

WE

E

SP40

2.6mS

SN

N

0 1m(SE37:1/40)

0 50cm(1/20)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

エリアⅡ（南西部分）

　井戸 SE37は表土を剥いだ時点で把握された検出した石組井戸である。井戸枠部分が半円状に検出
されたことを受け、北側に拡張してまずはサイズの確定に努めた。そうして、内部を掘り下げていく
と、石組みに使用している角礫よりもやや細かい礫が詰まっていた。この時点までに出土した遺物を
検出面（１面）と呼んでいる。この面での出土品は、井戸廃絶後に投棄されたものと判断してよい。
　それらを外していくと、井戸内部の大部分を塞ぐ大石が２つ検出された。ここを２面と呼び、これ
らの大石の直上出土品を２面直上遺物として取り上げている。これらもまた井戸廃絶後に投棄された
ものである。その２石の下には同程度の大石３石が詰まり、さらにその３石の下にもまた大石の重な
りが見てとれた。それぞれを３面・４面と呼び、大石－大石間遺物を分けて取り上げているが、ただ
し大石の岩種に違いは見られない。サイズもよく似通う。４面の大石を除くといよいよ覆土は湿り気
を帯びる。４面の石の下には梵字を刻んだ石塔の部材などがあり、それらのほかは浄水を目的とする
小砂利が詰まっていた。この面を５面と呼ぶ。５面の出土品は、使用時～廃絶直前の年代に属する遺
物であり、この井戸の年代を示すものであろう。
　２面・３面・４面と呼んで整理した大石類は、上述のとおり岩種やサイズに共通性を認めうる。こ
れからすると、大石の投棄は一度の機会でなされた可能性が高い。つまり、この井戸はまず石塔の部
材を投棄し、そのあと大石を次々に投棄して井戸仕舞いをした、ということになる。石組みは上方で
は円形を呈するが、小砂利が出る集水部分では、方形に組まれている。まずは基盤を方形に作り、そ
の後円形に積んでいったことが推察される。
　ST58は墓坑で、SP59を切って構築されている。骨片を含み、同一のレベルで遺物が検出される。
SK73は巻貝が詰まった小土坑。廃棄の単位は視認できなかった。貝の下の底面に礫２点があった。
　SK86は、当初井戸の可能性を考慮しつつ、精査に臨んだ。確認面に近代以降の遺物が散見された
ものの撹乱は浅く（１層）、元々の埋積時の状況は比較的よく遺っている。埋土はレンズ状に堆積して
おり、遺物は３層に集中する。土師器の埦皿類の上に獣骨や珪化木が重なっており、先に投げ込んだ
土師器を人為的に埋めていったようである。３層覆土の黒味が強いのは、有機質の投棄が多かったこ
とを推知させる。
　SK89は覆土中位に遺物と礫が集中する。本土坑と SP113の接する辺りで銅環が出土している。い
ずれに帰属するかは確定できなかったが、おそらく他の多くの遺物とともに SK89に属するであろう。
礫と遺物とが出土する土坑として、他に SK149、SK178、SK245などがある。
　SE93は木質の井戸枠をそなえた井戸。SK114を切って、構築された。上が開き、漏斗状に窄まる。
井戸内部には廃絶後に投棄された角礫が詰まっていた。角礫は何層にも積み重なる。ただし礫のサイ
ズは拳大で、この点で SE37と異なる。
　SE213も木質の井戸枠をそなえた井戸である。調査時は SK214を切って構築しているように見え、
その判断のもとに記録したが、同土坑が井戸掘方の内部に形成されていることをふまえれば、調査担
当者である筆者が、調査時に新古の判断を誤った可能性が高い。SE37や SE93のように大石や角礫は
詰められておらず、井戸仕舞いの作法が異なるらしい。井戸本体は掘方のやや南に寄っている。
　SE217は、井戸の可能性がある遺構である。掘削を進めていくと、下方で井戸埋土にみられる青灰
色砂が堆積していたが、井戸の中心が調査区の外に及ぶため、掘削を途中で中止した。
　SK226では、拳大の粘土塊を多く出土した。用途は不明であるが、SK226が粘土の保管施設であり、
各々の粘土塊が土器製作上の単位である、との想定は許されるであろう。
　本エリアでは、礎石をそなえた柱穴がいくつも検出されている。調査終了後に、編者によって建物
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２．遺構と遺物

第15図　HZK2101地点南西エリア SP43・SK44・SP46・53・ST58・SP59・67・68平面・断面図

SP43

2.5mW

WE

E

SK44

2.5mN

NS

S

SP46

2.5mN

NS

S

SP53
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1 10YR3/1 黒褐の中でも黒に近い ( めずらしい )、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂と
　φ1/2 ～ 1mmの粗砂とで構成される、波状痕あり、しまり強い、
　粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠
2 2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が少量含まれる、しまり弱い、粘性なし、1層との相対的な印象、
　波状痕あり、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 SP59 の覆土、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂、波状痕あり、しまり強い、
　粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）
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第18図　HZK2101地点出土遺物７
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第17図　HZK2101地点出土遺物６

第16図　HZK2101地点出土遺物５
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２．遺構と遺物

の構造が検討され、SB-A ～ Dの4棟の存在が推測されている。 （齋藤瑞穂）
井戸 SE37（第14図）　石組井戸で詳細は先に述べたとおりである。
SE37出土遺物
　第16図は SE37出土の遺物である。１～４は青磁碗である。１・２は見込みに片彫りで草花文を施
し、角高台の刳りは浅い。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ類で、いずれも12世紀中頃～13世紀初頭の
所産である。３は外面に鎬蓮弁文を施す碗で、刳りの浅い角高台が付く。大宰府編年の龍泉窯系青磁
碗Ⅱ類で、13世紀前半の所産である（宮崎編 2000）４は青磁碗底部である。５は青白磁碗である。
見込みに蓮華文を型押しする。博多遺跡群では12世紀後半から14世紀に出土する（田中 2008）。６は
玉縁口縁の白磁碗である。大宰府編年の白磁碗Ⅳ類で、11世紀後半から12世紀前半の所産である。７
は平底の白磁皿である。口縁は直口で、体部は鈍角に内側へ屈曲する。見込みに草花文をスタンプで
施す。白磁皿Ⅷ-2b 類で、12世紀中頃から後半の所産である。８は須恵質の大甕である。口縁部は大
きく折り返す。９は瓦質土器の風炉である。口縁部下に突帯を施し、連続の菱文を型押しする。文様
下にも突帯をめぐらせ、雲形の透かしが付く。10～12は土師質の鍋である。いずれも口縁部の屈曲は

第19図　HZK2101地点出土遺物８
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

弱く、12では素口縁になる。15世紀から16世紀末の所産である（山本他 1997）。13～17は軒平瓦であ
る。いずれも瓦当に唐草文を施し、14世紀以降の所産である（松田他 2019）。16は中心部に逆卍文を
配し、両側にのびる唐草の表現も精緻である。18は軒丸瓦である。尾の長い巴文の外側に圏線が１条
めぐり、連珠文で飾る。
ピット SP39（第14図）　楕円形を呈する。
SP39出土遺物
　第17図５は SP39出土の天目碗である。口縁端部が立ち上がる。釉は赤みを帯びる。
ピット SP40（第14図）　楕円形を呈する。
SP40出土遺物
　第17図６は SP40出土の糸切り底の土師器の坏である。ほかに図化し得ない小片の白磁が出土した。
掘立柱建物A（SB-A）（第２図）
　掘立柱建物Aは２間×５間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔はそろっている。SK44・SP46・SP53・SP67・SP68・SK80・SP81・SK95・SK98は掘立柱
建物 Aを構成する柱穴である。また ST58・SK86・SK89・SK90は柱の想定される位置にある。
ST58は SP59を切る。SP81は SP82を切っている。SK86は SK87を切っており、SK87は SK85を切る。
SK89は SK113を切っている。SK90は SK97・99を切っており、SK97は SK106を切る。また SK99は
SK100を切っている。
ST58出土遺物
　第18図１～10は ST58出土である。１は口禿の白磁皿で、底部外面は工具で釉をのばしている。大
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第20図　HZK2101地点出土遺物９
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２．遺構と遺物

0 50cm(1/20)

SK80

1

2.6mN

NS

S

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまり弱い、粘性なし、波状痕あり、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

1 SP81 柱穴の埋土、2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂、しまりふつう、粘性なし、波状痕あり、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
2 SP82 の埋土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠

SP81・82

1 2

SP81

SP82

2.6mN

NS

S

0 1.5m(SK85･86・87:1/60)

1 撹乱層
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂にφ1～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しまり強い、粘性なし、
　波状痕あり、炭含む、硬度 24mm10kg/ ㎠
3 10YR3/1 黒褐、φ1/8 ～ 1/2mmの中砂・粗砂、土師器包含層、しまり強い、粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠
4 10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/2mmの中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠
5 10YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、しまりふつう、粘性少々あり、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠
6 SK87 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
7 SK85 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりなし、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK85 ～ 87
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第21図　HZK2101地点南西エリア SK80・SP81・82・SK85～87平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

0 50cm(SK95:1/20)

1 7.5YR3/1 少し赤味かかった黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1～ 2mmの粗砂を含む、しまり強い、粘性弱い、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠
2 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ1～ 2mmの
　小礫含む、しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 10YR2/2 黒褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂とφ1～ 2mmの
　極粗砂から成る、しまりふつう、粘性弱い、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK89・SP113

1
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3

SP113

SK89

B’

B

2.5
m

B’

B

A’A

A’A
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1 7.5YR3/2 黒褐 ( 少し赤味あり )、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mmの
　粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SK97 の覆土、2.5Y3/2 灰黄混じりの黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまりふつう、粘性あり、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、
　しまり弱い、粘性なし、波状痕あり、硬度 16mm3kg/ ㎠
4  2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ2mm以上の小礫で構成、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm0-1kg/ ㎠
5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が
　混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
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2.5mE
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1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂が混じる、
　しまりなし、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)

第22図　HZK2101地点南西エリア SK89・90・95・97・99・100・106・SP113平面・断面図
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２．遺構と遺物

第23図　HZK2101地点南西エリア SP45・SK47・SP48・54・SK56・57・98平面・断面図
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1 10YR2/3 黒褐、φ1/2 ～ 1mmの粗砂に
　φ2mm以上の小礫含む、しまり強い、
　粘性なし、硬度 16mm1-3kg/ ㎠

SP45
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S

SK47
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2.4mE
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1 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ2mm以上の小礫含む、
　しまり強い、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠

SP48

1

撹乱

2.5mE

EW

W

1 10YR3/4 暗褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂にφ2mm以上の小礫含む、
　しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠

SP54

2.5mN

NS

S 1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度 24mm3-10kg/ ㎠
2 SK57 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、粒子粗い、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂に
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK56・57

2
1

SK57

SK56

2.6mE

EW

W



136

Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

宰府編年の白磁皿Ⅸ-1類で13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。２は薄い釉のかか
る陶器壺で、短い口縁部内面にメアトが付く。３～８は糸切り底の土師器の坏である。９・10は糸切
り底の土師皿である。
SK86出土遺物
　第19図は SK86出土である。１～25は糸切り底の土師器の坏である。概ね、口径14.8cm 底径10.3cm
器高2.9cm の範囲に収まる。26～50は糸切り底の土師皿である。概ね、口径8.6cm 底径6.9cm 器高
2.4cm の範囲に収まる。51は片口の付く瓦質土器の捏鉢である。捏鉢は13世紀後半以降在地生産が確
立する（山本他 1997）。52・53は中央が膨らむ円筒形の土錘である。54は滑石製石錘である。
SK89出土遺物
　第20図は SK89出土である。１は刳りの浅い角高台の青磁碗の底部を打ち欠いて瓦玉としている。
高台の形態から青磁碗Ⅰ類あるいはⅡ類で、12世紀中頃から13世紀前半の所産である。２は口禿の白
磁皿で、口縁部にススが付着する。大宰府編年の白磁皿Ⅸ-1類で13世紀後半から14世紀前半に増加す

第24図　HZK2101地点出土遺物10
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２．遺構と遺物

る（宮崎編 2000）。３は白磁碗で、口縁部がゆるく外反する。４は陶器壺の下半部で、内外面とも回
転ヘラケズリで成形する。５・６は瓦質土器の捏鉢である。７～25は糸切り底の土師器の坏である。
概ね、口径14.7cm 底径10.4cm 器高2.7cm の範囲に収まる。26～28は糸切り底の土師皿である。29～
31は土錘である。
SK90出土遺物
　第18図12は SK90出土の糸切り底の土師皿である。外面にススが付着しており、灯明皿として使用
された。
SK98出土遺物
　第18図11は SK98出土の糸切り底の土師皿である。
土坑 SK56・SK57（第23図）　SK56は SK57を切る。
SK56出土遺物
　第17図１は SK56出土の糸切り底の土師皿である
土坑 SK73・SK105・SK112（第27図）　SK73は SK112を切っており、SK112は SK105に切られる。
井戸 SE93・土坑 SK114（第28図）　SE93は SK114を切っている。
SE93出土遺物
　第24図１～４は SE93出土である。１は青磁碗で厚く施釉し、露胎の畳付との境が赤く発色する。
大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅲ類で、13世紀中頃から14世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。２は
円盤状の平底の高台が付く青磁碗である。３は土師器の甕である。口縁部は L字状を呈し、上面は
ナデ成形。体部はゆるく丸みを持つ。12世紀後半から13世紀前半の所産である（山本他 1997）。４は
円筒形の土錘である。
SK114出土遺物
　第24図５～７は SK114出土である。５は白磁皿である。６は糸切り底の土師器の坏である。７は
中央部が膨らむ円筒形の土錘である。
土坑 SK94・ピット SP96（第29図）　SK94は SP96を切っている。
土坑 SK101（第29図）
SK101出土遺物
　第25図１～３は SK101出土の糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK107・SK108・SK115（第29図）　SK107と SK115は SK108に切られている。
土坑 SK117（第30図）
SK117出土遺物
　第17図２～４は SK117出土である。２は青磁碗で外面に細かい縦の櫛目文、内面にジグザグ状の
点描文を有する。同安窯系青磁碗Ⅰ -1b 類で、12世紀中頃～13世紀初頭の所産である。３は玉縁口縁
の白磁碗で、口縁部下外面を強くナデる。白磁碗Ⅳ類で11世紀後半から12世紀前半の所産で、12世紀
後半まで一定量を占める。４は白磁皿で、平底の底部外面に工具で釉をのばした跡があり、白磁皿Ⅸ
類である。13世紀後半から14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。
掘立柱建物B（SB-B）（第２図）
　掘立柱建物 B は２間×２間の正方形建物として復元した。SK121・SK124・SK138・SK140・
SP145・SP151は掘立柱建物 Bを構成する柱穴である。また SK177は柱の想定される位置にある。
SK177は SK179を切っている。
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第27図　HZK2101地点南西エリア SP62・65・66・SK73・SP74～78・SK105・112
平面・断面図
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SK105・112
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SK105

SK112

調査区域外

2.6mS
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N

1 SK105 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、
　しまり強い、粘性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠
2 SK112 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの
　中砂・粗砂にφ2mm以上の小礫が混じる、
　1層より粒が大きい、しまり強い、粘性なし、
　硬度 26mm10-50kg/ ㎠

SP74

2.6mE
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W

0 2m(SK105・112：1/80)
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２．遺構と遺物

第28図　HZK2101地点南西エリア SP79・SK83・84・88・SP91・92・SE93・SK114平面・断面図

0 50cm(1/20)

0 2m(SE93・SK114：1/80)

SP79
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E

SK83

1

2.5mW

WE

E

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が少量
　混じる、しまりふつう、粘性なし、
　波状痕あり、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK84

2.5mS

SN

N

SK88

1

2.5mN

NS

S

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mmの
　粗砂が少量混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 10mm1-32kg/ ㎠

SP91

2.5mN

NS

S

SP92

2.5mS

SN

N

1 井戸内、10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、しまり強い、
　粘性なし、硬度 22m3-10kg/ ㎠
2 7.5YR4/3 褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂にφ1/4 ～ 1/2mmの中砂が
　混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 10YR5/6 黄褐、φ1mm以上の極粗砂・小礫主体、しまりなし、粘性なし、
　硬度 8mm0-1kg/ ㎠

SE93・SK114

3

2 2

1

SE93
堀
方

SK114

調査区域外

SE93

SK114

2.6mA’

A’A

A

2.6m
B’ B’

BB
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第29図　HZK2101地点南西エリア SK94・SP96・SK101・SP102～104・SK107・108・
SP109・110・SK115平面・断面図

0 50cm(1/20)

SK94・SP96

1
2

SK94

SP96

2.5mE

EW

W

1 10YR3/4 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂～極粗砂に
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠

SK101

1
2

3

2.7mE

EW

W

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1～ 2mmの極粗砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂混じる、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SP102

2.5mS

SN

N

SP103
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N
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SK107・108・115

1 2
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SK107SK108
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A'A

A
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B'
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B

1 SK108 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの極粗砂・粗砂、炭化物含む、
　しまり強い、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠
2 SK107 の覆土、7.5YR3/2 黒褐 ( 少し赤味がある黒 )、φ1/4 ～ 1mmの
　中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂を含む、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
3 10YR4/4 褐、φ2mm以上の小礫とφ1/4 ～ 1/2mmの中砂で構成、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠

SP109

2.6mW

WE

E

SP110

2.6mW

WE

E

0 1m(SK101・107・108・
 115:1/40)
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２．遺構と遺物

第30図　HZK2101地点南西エリア SK111・116・117・SD118・SK119・SP120・
SK121・124・138平面・断面図

0 50cm(1/20)

0 1m(SK116・117・
SD118・SK119:1/40)

SK111

1

2.6mS

SN

N

1 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂とφ1/2 ～ 1mmの粗砂で構成、
　炭化物の粒子あり、しまり強い、粘性なし、
　波状痕あり、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK116・117

12

SK117
SK116

調査区域外

2.5mE

EW

W

1 SK116 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/4mmの中砂に
　φ1mm以上の極粗砂・小礫が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠
2 SK117 の覆土、10YR3/4 暗褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠

1 10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/4mmの中砂と
　φ1～ 2mmの極粗砂で構成、
　しまり強い、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SK119 の覆土、10YR3/3 暗褐、
　φ1/8 ～ 1/4mmの中砂と
　φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂で
　構成、しまりふつう、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SD118・SK119

1 2

撹乱

SK119

SD118

2.6mE
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W

SP120

2.6mS
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N

SK121

1

2.6mN
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S

1 10YR5/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂～粗砂、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠

N

N

SK124

1

2.7mS

S

1 7.5YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

SK138

1

2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、波状痕あり、硬度 26mm10kg/ ㎠
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第31図　HZK2101地点 南西エリア SK128・SP133・SK140・SP141・147・SP151・153・159・
SK177・179平面・断面図

第〇図　HZK2101 地点 南西エリア SK128・SP133・SK140・SP141・147・
　　　　　　　　　　   SP151・153・159・SK177・179 平面・断面図
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1 SK177 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、
　粘性なし、赤色粒子含む、硬度 32mm50kg/ ㎠
2 SK179 の覆土、10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
3 SK179 形成以前の土坑、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂に
　φ1mm以上の極粗砂・小礫混じる、しまりなし、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠

SK177・179

1 2
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1

2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠
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２．遺構と遺物

SK140出土遺物
　第26図１は SK140出土の糸切り底の土師皿である。
SK177出土遺物
　第26図２～５は SK177出土である。２は高く細いケズリ高台の白磁碗で、大宰府編年の白磁碗Ⅴ
類である。３・４は糸切り底の土師器で、３が坏、４が皿である。５は砥石である。中央部がすり
減ってくぼむ。
SK179出土遺物
　第25図８～10は SK179出土で、８・９は糸切り底の土師器の坏、10は皿である。
掘立柱建物C（SB-C）（第２図）
　掘立柱建物 Cは２間×５間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔はそろっている。SK128・SP133・SP147・SP153・SP159・SP165・SP167・SP175・SP184・
SP236は掘立柱建物 Bを構成する柱穴である。また SE213・SK222・SK223・SK237は柱の想定され
る位置にあり、SP218と SK237・SK238と SE213・SK214は切り合い関係にある。SP165は SP164に切
られる。SE213掘方に SK214が形成され、SE213と SK237を SK238が切っている。SP218は SK237を
切る。SK222と SK223は切り合い関係にある。SK222が SK223に切られている。
SK128出土遺物
　第44図１・２は SK128出土の糸切り底の土師器である。１は坏、２は皿である。
SP147出土遺物
　第44図７は SP147出土の硯である。泥岩質の石を彫り込んで成形する。
SE213出土遺物
　第45図１・２は SK213出土の糸切り底の土師器である。１は坏、２は皿である。
SK214出土遺物
　第45図３は SK214と SK237・SK238が接合した。糸切り底の土師器の坏である。
SK237・SK238出土遺物
　第45図４～９は SK237・SK238出土である。４は白磁の皿である。５は陶器の黄釉盤である。口縁
部を肥厚させ、断面方形にする。大宰府編年の陶器盤Ⅰ-2類で、11世紀後半以降出現する（宮崎編 
2000）。６・７は高台付の土師器の坏である。６は幅広の粘土紐を帯状に貼り付け、ハの字状に広が
る高い高台とする。７は粘土紐を帯状にした高台が付く。８は糸切り底の土師器の坏である。９は白
磁の皿である。第94図５は SK237・238出土の熙寧元寶である。北宋銭で初鋳は1068年。
SK223出土遺物
　第44図３～６は SK223出土糸切り底の土師器である。３・４は坏、５・６は皿である。
土坑 SK143・ピット SP144（第35図）　SK143と SP144は切り合い関係にある。SK143が SP144を
わずかに切っている。
土坑 SK148（第35図）
SK148出土遺物
　第46図１・２は SK148出土の糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK149（第35図）
SK149出土遺物
　第46図３～６は SK149出土である。３は高台付の土師器の坏で、底部に粘土紐を帯状に貼り付け
て高台とする。４～６は糸切り底の土師器の坏である。４は小ぶりで、口径に比して器高が高い。
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第32図　HZK2101地点南西エリア SP122・123・164・165・167・175・184・
SK222・223・SP236平面・断面図
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1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しまり強い、
　粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠
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一部根による撹乱の可能性
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２．遺構と遺物

第33図　HZK2101地点南西エリア SK125・SP126・SE213・SK214・SP218・SK237・238
平面・断面図
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1 SK238、10YR4/2 灰黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗
　砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2 SE213、10YR3/3 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しまり強い、粘性
　なし、根が特に多い、硬度 24mm10kg/ ㎠
3 SE213、10YR3/1 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂主体、しまり強い、粘性
　なし、炭化物が 1層より多い、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
4 SE213、10YR4/1褐灰、φ1/8～1/4mmの細砂にφ1～2mmの極粗砂が混じる、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠
5 SK214、10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極
　粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
6 SK214、10YR5/3にぶい黄褐 (にぶい黄褐の中でも淡い )、φ1/4～ 1mmの中砂・
　粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
　SE213 掘方、2.5Y5/2 暗灰黄、φ1mm以上の極粗砂・小礫で構成、縞状堆積が
　途切れる、しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠
7 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂
　が混じる、しまり弱い、粘性なし、波状痕あり、硬度 16mm3kg/ ㎠

1 7.5YR4/4 褐 ( 少し赤味あり )、φ1～ 2mm以上
　の極粗砂・小礫が主体、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
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0 50cm(SK125・SP126:1/20)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第34図　HZK2101地点南西エリア SK129・130・SP131・132～136・SK137・
139・142平面・断面図
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1 10YR3/4 暗褐、φ1～ 2mmの極粗砂と
　φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂で構成、
　しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
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SK137
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1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂、しまりふつう、
　粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK139

1

2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1～ 2mmの
　極粗砂とφ1/4 ～ 1mmの中砂で構成、
　しまり強い、粘性なし、波状痕あり、
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠

SK142
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2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの
　中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂が
　混じる、しまりふつう、粘性なし、
　波状痕あり、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK129

1

2.5mS

SN

N

1 7.5YR4/4 褐、φ2mm以上の小礫主体、
　焼土？、赤色粒子を多く含む、
　しまり強い、粘性なし、硬度 34mm50kg/ ㎠



147

２．遺構と遺物

第35図　HZK2101地点南西エリア SK143・SP144・145・SK146・148・149・SP150・
SK152・SP154・155平面・断面図

0 50cm(1/20)

0 1m(SK143・SP144・SK152:
 1/40)

SK143・SP144

1
2

1 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂にわずかにφ1～ 2mmの粗砂が
　混じる、しまり強い、粘性なし、波状痕あり、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 4mm0-1kg/ ㎠

SK143

SP144

2.6mS

SN

N

SP145

2.6mN

NS

S

SK146

1

2.5mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠

SK148

1
2

2.6mW

WE

E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm
　1-3kg/ ㎠
2 10YR5/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの
　中砂・粗砂にφ2mm以上の小礫混じる、
　硬度 8mm1kg/ ㎠ 1 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ2mm以上の

　小礫混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK149

1

2.5mW

WE

E

SP150

2.5mW

WE

E

1

2.6mWE

SK152

WE

1 10YR4/3、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂 にφ2mm以上の小礫含む、
　しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠

SP154

2.5mS

SN

N

SP155

2.5mS

SN

N
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第36図　HZK2101地点南西エリア SP156～158・160～163・SK166・168・SP169・170
平面・断面図

0 50cm(1/20)

SP156

2.5mS

SN

N

SP157

2.5mE

EW

W

SP158

2.6mS

SN

N

SP160

2.5mN

NS

S

SP161

2.6mE

EW

W

SP162

2.6mS

SN

N

SP163

2.6mE

EW

W

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK166

1
2.5mW

WE

E

1 SK168 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂
　が混じる、しまり強い、粘性なし、炭化物多い、波状痕あり、硬度　　　　　
　28mm10-50kg/ ㎠
2 SP169 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、
　粘性なし、波状痕あり、硬度 24mm10kg/ ㎠
3 SP170、10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK168・SP169・170

1

3
2

SK168 SP169

SP170

2.6mW

WE

E



149

２．遺構と遺物

第37図　HZK2101地点南西エリア SP171～174・176・SK178・180・SK181・
182・194平面・断面図

0 50cm(1/20)

0 1m(SK181・182:1/40)

SP171・172

SP171
SP172

2.6mN

NS

S

SP173

2.6mS

SN

N

SP174

2.6mS

SN

N

SP176

2.6mW

WE

E

1 SK181 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂とφ1mm以上の極粗砂・小礫で構成、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠
2 SK182 の覆土、7.5YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂少量あり、しまり
　ふつう、　粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠

SK181・182

2
1

SK182

SK181

2.6mS

SN

N

1 SK178 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの
　小礫混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 32mm50kg/ ㎠
2 SK180 の覆土、10YR4/4 褐、φ1～ 2mmの極粗砂主体でφ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 26mm10-50kg/ ㎠

SK178・180・194

1

2

SK194

SK178

SK180

SK178 SK180 2.6mA’A

A’A

2.5mB’

B’B

B
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

土坑 SK168・ピット SP169・SP170（第36図）　SK168・SP169・SP170は切り合い関係にある。
SP169と SP170を SK168が切っている
ピット SP171・SP172（第37図）　SP171と SP172は切り合い関係にある。SP172を SP171が切って
いる。
土坑 SK178・SK180・SK194（第37図）　SK178は SK180・SK194と切り合い関係にある。SK194
を SK180が切り、SK194と SK180を SK178が切っている。
SK178出土遺物
　第25図４～７は SK178出土である。４は須恵器の口縁部から頸部で、横瓶などの口縁部である。
口縁端部に沈線がめぐる。５は糸切り底の土師器の坏、６・７は糸切り底の土師皿である。第94図２
～４は SK178出土の北宋銭である。２は元豊通寶で初鋳は1078年。３は皇宋通寶で初鋳は1039年。
４は大観通寶で初鋳は1107年である。
土坑 SK181・SK182（第37図）　SK181と SK182は SK181が SK182を切っている。
SK182出土遺物
　第46図７は SK182出土の糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK192・ピット SP193（第39図）　SK192と SP193は切り合い関係にあり、SK192が SP193を
切っている。
SK192出土遺物
　第46図９・10は SK192出土の糸切り底の土師器で、９が坏、10が皿である。
掘立柱建物D（SB-D）（第２図）
　掘立柱建物Dは１間×３間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔はそろっている。SK197・SP204・SK216・SK227・SK230・SP231・SP239・SP240は掘立柱
建物Dを構成する柱穴である。SP204・SK230は礎石を持つ。また SK226・SK228は柱の想定される
位置にある。SK216と SK225は切り合い関係にある。SK225を SK216が切っている。SK226・SK227・
SK228は切り合い関係にあり、SK227を SK226が切り、SK226を SK228が切っている。SP240と SK241
は切り合い関係にある。SP240が SK241を切っている。また SK241は SD235を切る。
SK197出土遺物
　第47図１・２は SK197出土である。１は糸切り底の土師器の坏で、口縁部にススが付着しており、
灯明皿として使用されたと考えられる。２は糸切り底の土師皿である。
SK226出土遺物
　第47図３は SK226出土の糸切り底の土師皿である。
SK228出土遺物
　第47図４～10は SK228出土である。4は八角形の青磁の小鉢で、口縁部が波状になる。釉調は不透
明で濁り、厚くかかる。内外面とも貫入が見られる。５は青磁皿である。体部中位で屈曲し、口縁部
は直に引き出す。大宰府編年の龍泉窯系青磁皿Ⅰ類で、12世紀中頃～13世紀初頭の所産である（宮崎
編 2000）。６は瓦質土器の湯釜で、口縁部下に菱形のスタンプ文を施す。15世紀後半～16世紀末の所
産である（山本辺 1997）。７・８は糸切り底の土師皿である。９は紡錘形の土錘、10は滑石製石錘で
ある。第94図８・９は SK228出土の銅銭である。鋳出しが悪く銭の種類は判別できない。
土坑 SK198・SK199（第41図）　SK198と SK199は切り合い関係にある。SK198を SK199が切って
いる。
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２．遺構と遺物

0 50cm(1/20)

0 1m(SK185:1/40)

SD183
調査区域外

2.7mS

SN

N

SK185

c

b

c

a

b

a

c c

2.6mA’A

A’A

2.
6m

B’B’
B B

a 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
b 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 20mm10-50kg/ ㎠
c 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1～ 2mmの極粗砂とφ1/4 ～ 1/2mmの中砂で構成、しまり強い、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SP186

2.5mW

WE

E

SP187

2.6mS

SN

N

SP188

2.5mW

WE

E

SP189

2.5mS

SN

N

SP190

2.6mN

NS

S

SP191

2.6mN

NS

S

第38図　HZK2101地点南西エリア SD183・SK185・SP186～191平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

0 50cm(1/20)

1 SK192 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mm
　の粗砂が少量混じる、しまり強い、粘性なし、炭化物含む、硬度　　
　28mm10-50kg/ ㎠
2 SP193 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/2 ～ 1mmの粗砂にφ1/4 ～
　1/2mmの中砂が少量混じる、しまり強い、粘性なし、硬度
　24mm10kg/ ㎠

SK192・SP193

12

SK192SP193

2.6mN

NS

S

SP195

2.5mS

SN

N

SP196

2.5mS

SN

N

SK197

2.6mE

EW

W

SP204

2.6mS

SN

N

SK216・SK225

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
2 10YR2/3 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

1
2

SK216SK225

2.6mS

SN

N

第39図　HZK2101地点南西エリア SK192・SP193・195・196・SK197・SP204・
SK216・SK225平面・断面図
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２．遺構と遺物

0 50cm(1/20)

SK226 ～ 228

1
2

SK228SK226

SK227

2.6mA’

A’A

A

B’
B

2

2.
6m

B’
B

1 2.5Y3/2 黒褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂、しまり強い、粘性なし、
　硬度 30mm10-50kg/ ㎠
2 2.5Y4/4 オリーブ褐、1層と比べて黄色味が強い、粘土ブロックを含む、
　オリーブ状を呈する、φ1/8 ～ 1/4mmの細砂で成る、しまり強い、
　粘性ふつう、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

0 1m(SK226～228:1/40)

SK230

1

2.6mS

SN

N

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

SP231

2.6mS

SN

N

SP239

2.6mS

SN

N

SP240・SK241

1

SP240

SK241

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂から成る、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

2.7mE

EW

W

第40図　HZK2101地点 南西エリア SK226～228・230・SP231・239・240・SK241
平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

0 50cm(1/20)

0 1m(SK198・199:1/40)

SK198・199

12

1 SK199 の覆土、2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂と
　φ1～ 2mmの極粗砂で構成、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
2 SK198 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、しまり強い、
　粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠

SK199SK198

2.5mEW

EW

SP201

2.5mS

SN

N

SP202

2.6mN

NS

S

SK203
調査区域外

2.7mN

NS

S

1 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1～ 2mmの極粗砂にφ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

1

SP205

2.6mS

SN

N

SK206・SP207

1

2

SK206

SP207

1 SK206 の覆土、10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SP207 の覆土、10YR4/4 褐、φ1mm以上の極粗砂・小礫主体、
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂が少量混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠

2.5mW

WE

E

第41図　HZK2101地点南西エリア SK198・199・SP201・202・SK203・SP205・
SK206・SP207平面・断面図
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２．遺構と遺物

0 50cm(1/20)

0 1m(SK210・212・215・
 217:1/40)

SK209

1 10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が
　混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

1

2.5mS

SN

N

SK210

撹乱

2.5mWE

WE

SP211・221
SP211

SP221

2.6mE

EW

W

1 10YR5/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/4mmの
　細砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SK215

1
2.6mSN

SN

SE217

1 10YR4/4 褐、φ1/2 ～ 1mmの粗砂とφ1/4 ～ 1/2mmの中砂で構成、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

1

2

調査区域外

2.6mW

WE

E

SK212

1

1 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が少量混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

2.6mWE

WE

第42図　HZK2101地点南西エリア SK209・210・SP211・SK212・215・SE217・SP221
平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SK199出土遺物
　第46図８は SK199出土の糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK203（第41図）
SK203出土遺物
　第46図11～15は SK203出土である。11は白磁皿である。素口縁で、体部はゆるく内湾し、平底で
ある。大宰府編年の白磁皿Ⅷ -1́ 類で、13世紀に到って出土する傾向がある（宮崎編 2000）。12は土
師質の飯蛸壺である。口縁部下に丸く穿孔する。13～15は糸切り底の土師器の坏である。14の口縁部

0 50cm(1/20)

SP219

2.6mS

SN

N

SK220

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、　
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

1

2.6mW

WE

E

SK224

2.6mS

SN

N

1

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂主体、
　φ1～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しまりふつう、
　粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK229

WE

2.6mWE

SK234

1

SK234a

SK234b

2.6mE’W

E’W

1 2.5Y3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

0 1m(SK234:1/40)

第43図　HZK2101地点南西エリア SP219・SK220・224・229・234平面・断面図
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２．遺構と遺物

第48図　HZK2101地点出土遺物17

第44図　HZK2101地点出土遺物13

1

2

3 4

5 6

70 20cm(1/4)

第45図　HZK2101地点出土遺物14

1

2

3

4

5

6

7

8
90 20cm(1/4)

第46図　HZK2101地点出土遺物15

13

14

16

1

2

3

4

5

6

7

15

8

9

10

11

12
0 20cm(1/4)

第47図　HZK2101地点出土遺物16

1

2

3 4

5

6

7 8

9 10

0 20cm(1/4)

13 14

15

19

16

20

17 18

1

2 3 4

5
6 7 8

9

10

11 12

0 20cm(1/4)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

内面にはススが付着しており、灯明皿として使用された。
土坑 SK206・ピット SP207（第41図）　SK206・SP207は切り合い関係にある。SK206が SP207を
切っている。
土坑 SK209（第42図）
　SK209出土遺物
　第46図16は SK209出土の青磁皿である。見込みに片彫りで草花文を施す。大宰府編年の龍泉窯系
青磁皿Ⅰ-1b 類で、12世紀中頃～13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。
土坑 SK210（第42図）
SK210出土遺物
　第25図11・12は SK210出土である。11は陶器の黄釉鉄絵盤である。口縁部は肥厚し、断面四角形
を呈する。大宰府編年の陶器盤Ⅰ-2b 類で、11世紀後半から12世紀前半に出現する（宮崎編 2000）。
12は糸切り底の土師器の坏である。
ピット SP211・SP221（第42図）　SP211と SP221は切り合い関係にある。SP211が SP221を切って
いる。
　井戸 SE217（第42図）　井戸の可能性がある。楕円形を呈する。
　土坑 SK234（第43図）　不整円形を呈する。
SK234出土遺物
　第48図は SK234出土である。１は高台付の土師器の坏である。幅広い粘土帯を巻き付けて高台とし、
節高台状になる。全体に器壁が厚い。２～10は糸切り底の土師器の坏である。11～20は糸切り底の土
師皿である。 （谷　直子）

エリアⅢ（北西部分）

　エリアⅢは、遺構の密度が最も高い。柱穴群と、サイズが大きくかつ深い土坑群が特に集中する。
また、南接するHZK1703地点の石室 SX20と共通する施設も検出された。それが SK200である。当
初の想定は、石組井戸であった。円形のプランが確認され、その中央に石組みが検出されたことから
井戸の可能性を考えたものの、石組みを出していくなかで、内側は隅丸方形をなすことが判明する。
石材には、防塁などで使われる礫岩などがあり、五輪塔の火輪も組み込んでいた。石組みの内部を掘
削していくと、南半分に角礫の集中がみとめられた。角礫には石臼の破片などを含む。石組みは確認
面からの深さ94cmで、床に石は敷かれない。ムロのような施設としての利用が想像される。
　SD235は、調査区を東西に横断する大溝である。覆土は固く、鉄分が沈着しており、多少なりとも
水が溜まっていた可能性を想像させる。
　SK252は検出時に、瓦など大量の遺物が角礫に混じる状態で確認された遺構である。方形のプラン
で、中央も隅丸方形の掘り込みが認められる。
　東から調査区中央に向かって延びる SD255は、調査区の中央に西端がある。西から延びてくる
SD235の東端に近づくが、確認面においては接していない。他方 SD290は、南北に走る溝である。土
師器埦皿類が中央部にまとまって出土した。
　SE367は、SK245に先行して営まれた石組井戸で、サイズはやや小ぶりである。石組みは最も低い
位置まで続いていない。これは井戸枠を組んだあと、釣瓶の入るスペース分をさらに掘り下げたこと
を想像させる。あるいは枯渇等のトラブルにより、一定期間使用した後に再掘削したことも考えられ
よう。いずれにせよ、使用後は角礫を詰めて、井戸仕舞いをする。投げ込まれた礫の中には石塔の部
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材を含む。
　本エリアでも、エリアⅡと同様に礎石をそなえた柱穴が、いくつも検出されている。調査終了後に、
編者により建物の復原が試みられ、SB-E ～ Kまでの7棟の建物の存在が推測されている。建物を復
原する際に重要な遺構は、SP514と SK437の重複である。いずれも礎石を敷く柱穴であり、この重複

0 1m(1/40)

1
2.6mB’B

1 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/4～ 1/2mmの中砂にφ1/2～ 1mmの粗砂が混じる、
　しまり強い、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠

SK372

SK400

SK200

SK315

SP316

B

C’C

B’

D

D’

A’A

SK260

SK398

1

2.8mA’A

2

3

4

2

1 10YR4/6 褐、φ1～ 2mmの極粗砂にφ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂が混じる、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2 7.5YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性弱い、
　炭化物混じる、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
4 SK400 の覆土、2.5Y4/4 オリーブ褐、φ1/2 ～ 1mmの粗砂にφ1mm以上の極粗砂・小礫が混じる、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

1
2.5mC’C

1 7.5YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、しまり弱い、粘性
　なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

D 2.0mD’

1

1 10YR2/3 暗褐、少しねっと
　り、ただ粒子は細かい、φ　
　1/4 ～ 1/2mmの中砂で均一
　的、しまりふつう、粘性弱い、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK200・315・SP316・SK372・400

第49図　HZK2101地点北西エリア SK200・315・SP316・SK372・400平面・断面図



160
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第50図　HZK2101地点出土遺物18
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が建物の建替えが行われたことを証示する。 （齋藤瑞穂）
土坑 SK200・土坑 SK260・SK265・ピット SP316・土坑 SK369・SK372・SK398・SK400・

SK471（第49・52図）　SK200は石組のムロで、その下に SK372・SK400がある。SK200は SK315・
SP316・SK260を切っている。また SK200と SK260は SK398を切っている。SK265は SK260と SK369
を切っており、SK369は SK471を切る。

1

2
3

0 20cm(1/4)

SK260・265・369・398

SK265SK260

SK369

SK398

SK2004

2

2.6m
B’

B

B’

B

1
2

3

2.6mA'A

A'A

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度　
　26mm10-50kg/ ㎠
2 10YR4/6 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にわずかにφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度　
　24mm10kg/ ㎠
3 7.5YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK471

1 10YR3/2 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗 
　砂・極粗砂にφ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂が混じる、しまり強い、粘性
　なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠

1

SK369

撹乱

2.5mEW

EW

0 1m(1/40)

第52図　HZK2101地点北西エリア SK260・265・369・398・471平面・断面図

第51図　HZK2101地点出土遺物19
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

0 5m(SD235:1/200)

SD235

調査区域外

SK232

SK233

SK241

SP240

SK242

SK262

SD286

SK245

SP267

SP266

SD235

2.6mSN

SN

1

1 7.5YR3/3 暗褐、φ1mm以上の極粗砂・小礫主体、
　所々中砂が混じる、自然堆積層ではない、周囲
　より赤味がある、しまり強い、　粘性なし、硬
　度 20mm3-10kg/ ㎠

SK264

1

2.3mS

SN

N

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂にφ1～ 2mmの小礫が
　混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠

SK242

1 10YR3/4 暗褐、φ1/4～ 1/2mmの中砂、
　しまりふつう、粘性なし

2.5mSN

SN

1

SK262

1

SD235

2.5mEW

EW

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　1～ 2mmの小礫が混じる、しまり強い、　
　粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

NS

2.3mNS

SP266

0 1m(1/40)

SP267

NS

2.5mNS

SE367

2 1
2

W E 2.4ｍ

W E

1 SE367内側、7.5YR3/1黒褐、φ1/4～ 1/2mmの中砂にφ1mm以上の極粗砂・
　小礫が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠
2 SE367 外周モヤモヤ、10YR5/3 にぶい黄褐、黒褐色砂がところどころに混
　じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK245

1
2.4mSN

2.4mSN

1 10YR2/2 黒褐、φ1/2 ～ 1mmの粗
　砂にφ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混
　じる、しまり強い、粘性なし、硬
　度 20mm3-10kg/ ㎠

第53図　HZK2101地点北西エリア SD235・SK242・245・262・264・SP266・267・SE367
平面・断面図



163

２．遺構と遺物

SK200出土遺物
　第50・51図は SK200出土である。第50図１は鎬蓮弁文の青磁碗である。低い角高台が付く。大宰
府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ類で13世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。２・３は陶器である。２は
浅い陶器の鉢で、体部と見込みの間に段が付き、見込みにメアトが残る。畳付のみ露胎で、体部外面
には沈線状の強いナデが見られる。３は碗で畳付と見込み部分にメアトが見られる。ケズリ高台で、
灰色の粗い胎土の上に透明釉をかける。２・３とも朝鮮王朝の雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産で
ある（佐藤 2008）。４は円盤状の瓦質土器で、容器の蓋と考えられる。５～８は土師質の擂鉢である。
擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くようになる（山本他 1997）。９～16は土師質の鍋である。
いずれも素口縁で、外面にススの付く例が多い。15世紀後葉から16世紀末の所産である（山本他 
1997）。17・18は糸切り底の土師器の坏である。19は糸切り底の土師皿である。第51図１は軒丸瓦で
ある。瓦当部分はほとんど残っていない。２は丸瓦である。表面に縄目タタキ、裏面に布目と吊り紐
痕が残る。３は砥石である。
溝SD235・土坑SK232・SK233・SK242・SK245・SK262・SK264・SK380・ピットSP266・

SP267・井戸 SE367（第53図）　SD235は SE367を切り、SK232・SK242・SK245・SK262・SK264・
SP266・SP267に切られている。SK232は SK233を切る。SE367は SD235・SK380に切られる。
SD235出土遺物
　第54図１～14は SD235出土である。１は青磁碗である。低い角高台に作りは粗く、体部外面下半
から高台内面まで露胎。体部内面に片彫り草花文を施す。釉は青みがかった透明釉である。大宰府編
年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。２は陶器の鉢である。短く
外反する口縁がつき、内外面とも褐釉がかかる。陶器鉢Ⅲ類で12世紀後半頃の所産である。３は陶器
の黄釉薬鉄絵盤である。見込み部分に施文する。黄釉鉄絵盤は11世紀後半以降出現する（宮崎編 
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第54図　HZK2101地点出土遺物20
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）
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第55図　HZK2101地点出土遺物21
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2000）。４～７は糸切り底の土師器の坏である。８は高台付の土師器の坏である。９～13は糸切り底
の土師皿である。14は紡錘形を呈す土錘。
SK245出土遺物
　第54図15～22は SK245出土である。15は青磁の皿底部である。見込み部分にレリーフ状に草花文

SK243・246・261

1

1 3

2

SK243

SK246

SK261

2.5mA’A

A’A

2.5
m

B’

B’

B

B

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ1～ 2mmの極粗砂含む、し
　まりふつう、　粘性なし
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂で粗砂をほとんど含まない、　
　しまりふつう、粘性なし
3 SK246 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、
　しまり強い、粘性なし

1 10YR3/4 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・
　極粗砂、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 18mm3-10kg/ ㎠

SK244

1

SN

SN

2.5m

SK247・248・263

12

3

2
4

SK248
SK263

SK247
撹乱

2.4mA’A

A’A

2.
4m

B’

B’
B

B

1 SK263の覆土、2.5Y4/2暗灰黄、φ1/4～1/2mmの中砂、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SK248 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂、
　しまり強い、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂
4 SK247 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～
　2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度　　　　　
　14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)

第56図　HZK2101地点北西エリア SK243・244・246～248・261・263平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

を施文する。釉は不透明で半濁し、龍泉窯系青磁皿Ⅳ類と共通している。外面には環状に露胎部分が
ある。14世紀以降の所産とみて良い。16は青磁碗である。口縁部外面に雷文から変化した文様を施す。
龍泉窯系青磁碗Ⅳ類で14世紀以降の所産である。17は外面に鎬蓮弁文を施す青磁碗で、見込み部分に
細い草花文様を印刻する。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅱ-c 類である。草花文印の例は遅れて出土す
る傾向があり、17も釉調や鎬蓮弁文はⅢ類に似るが、高台は低い角高台でⅡ類の特徴を持つ。13世紀
前半の所産である（宮崎編 2000）。18は白磁皿である。高台の畳付に刳り込みを入れており、接地面
は４か所となる。体部下半から高台内面まで露胎で、４か所の接地面のみ施釉。内面は施釉で見込み
部分に四角のメアトが４か所残る。19・20は糸切り底の土師器の坏である。21・22は糸切り底の土師
皿である。
SK264出土遺物
　第54図23～29は SK264出土である。23は糸切り底の土師器の坏である。24～29は糸切り底の土師
皿である。
SE367出土遺物
　第55図は SE367出土である。１は白磁の小碗である。全体に削り出して成形しており、口縁部内面

SK249・250・SD251・SK312・313

1 2

3

2

5
6
7

4

SK250

SK249

SK312

SD251

SK313

調査区域外

2.4mA’

A’A

A

2.4m
B’ B’

B

B

2.4
m

C’

C’

C

C

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ　
　2mm以上の小礫が少量混じる、しまりふつう、粘
　性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SD251、2.5Y4/1 黄灰、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗
　砂で構成、しまりふつう、粘性なし、硬度　　　　
　20mm3-10kg/ ㎠
3 10YR3/1 黒褐 ( 褐灰寄り )、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗
　砂、しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
4 SK312、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1　
　～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しまりふつう、粘
　性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
5 SK313、10YR6/4にぶい黄褐、φ1/4～1/2mmの中砂、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
6 SK313、7.5YR3/4 暗褐 ( 赤味あり )、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が少量混じる、しま
　り弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
7 SK313、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
　砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、　
　粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)

第57図　HZK2101地点北西エリア SK249・250・SD251・SK312・313平面・断面図
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と体部外面上半に施釉し、口禿である。胎土や成形技法、釉調は大宰府編年の白磁碗Ⅸ類と大差ない。
白磁碗Ⅸ類は13世紀後半～14世紀前半に増加する（宮崎編 2000）。２は白磁で、外面にレリーフ状の
文様が付く。器外面の装飾に貼り付けたものが剥離したと思われる。３は須恵器の坏である。平底で
口径に比して器高は低い。８～９世紀の所産であろう。４は土師質の擂鉢である。化粧土がかかりス
リ溝が付く。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くようになる（山本他 1997）。５・６は瓦質
土器の碗で、粘土紐を巻き付けて低い高台とする。７は土師器の三足器で、坏状の底部外面に糸切り
痕が付く。脚部は断面三角形を呈する。８・９は糸切り底の土師皿である。10は紡錘形を呈する土錘。
11・12・14は丸瓦である。いずれも表面に縄目タタキ、裏面にコビキAと布目が残る。13は平瓦で、
端部を面取りする。15は石臼の固定臼である。中央に軸受けがあり、放射状にスリ溝が付く。
土坑 SK243・SK246・SK261（第56図）　SK243・SK246・SK261は切り合い関係にある。SK243
が SK246と SK261を切っている。
土坑 SK247・SK248・SK263（第56図）　SK247・SK248・SK263は切り合い関係にある。SK248
を SK247と SK263が切っている。
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第58図　HZK2101地点出土遺物22
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

土坑SK249・SK250・溝SD251・土坑SK312・SK313（第57図）　SK249・SK250・SD251・SK313・
SK312は切り合い関係にある。SK250を SK249と SD251が切っており、SK313が SD251を切る。
SK313は SK312に切られている。

13

14

15

1

2

3

4
5

6

7

8 9

10

11

12

0 20cm(1/4)

第59図　HZK2101地点出土遺物23
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２．遺構と遺物

第60図　HZK2101地点北西エリア SI268・SK269～275・SP308・SK328平面・断面図

1  SI268 の覆土、10YR3/1 黒褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂、しまりふつう、
    粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2  SI268 の覆土、10YR3/1 黒褐、φ1/2 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ1mm～ 2mm
    の極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
3  SI268 の覆土、10YR4/1 褐灰、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1mm以上の
    極粗砂・小礫が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠
4  SI268 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまりふつう、粘性
    なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
5  SI268 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1mm以上の
    極粗砂・小礫含む、しまり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
6 SK270 の覆土、10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの均一的な中砂に、φ2mm以上
　の小礫を含む、しまりふつう、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
7  SK269 の覆土、7.5YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、粘性なし

SI268・SK269・270・SP308

1 2
3 45

6

SK270 SK269

SI268

撹乱

SP308

B’
B

2.5mA’A

A’A

7
2 4

2.
5m

B’
B

SK273 ～ 275・328

1 3

2

3

4

1 SK273 の覆土、10YR2/2 黒褐 ( 黒褐の中でも濃い茶色寄り )、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまりふつう、粘性
    なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2 SK274 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、しまり強い、粘性
    なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
3 SK275 の覆土、7.5YR2/3 極暗褐、少し赤味あり、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまりふつう、粘性なし、
    硬度 14mm1-3kg/ ㎠
4 SK328 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠

SK273

SK328

SK275

SK274

2.5mA’A

A’A

B

2.5
m

B’

B

B’

2.5
m

C’

C

C’

C

SK271

1
2.5mEW

EW

1 10YR3/3 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・  
　極粗砂、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 16mm10kg/ ㎠

SK272

1
2.5mWE

WE

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～　　
　1/2mmの中砂、粗砂はほとんど
　含まない、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 2mSP308：1/80)
(SI268・SK269・270・272・

0 1m(1/40)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SK312出土遺物
　第58図３は SK312出土の軒丸瓦である。瓦当は三巴文の外に圏線が１条めぐり、連珠文で飾る。
表面は縄目タタキの後、工具でナデる。裏面はコビキAと布目が見られる。
土坑 SK252・SK253・SK254・SD255・SK256・SK257・SK281・SP314・SK338（第70図）　
SK252・SK253・SK254・SD255・SK256・SK257・SK281・SP314・SK338は切り合い関係にある。
SK338が最初に構築された後、SK257→ SK256→ SD255→ SK253の順に構築される。SD255の北東部
隅では、SK281→ SD255→ SK254の順に構築される。また SK256は SP314に切られる。
SK252出土遺物
　第59図１～７は SK252出土である。１は見込みに片彫り草花文を施す青磁碗である。大宰府編年
の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。２は土師質の
火鉢である。半円形の足が三足付き、底部付近に２条の突帯がめぐる。３は滑石製石錘である。４は
軒丸瓦の瓦当部分である。三巴文の外に圏線が１条めぐり、連珠文で飾る。５・６は軒平瓦である。
５は蓮華唐草文で、中心部につぼみ状の表現が見られる。隅切瓦の可能性が高い。
　14世紀初頭から末の所産である（松田他 2019）。６は唐草文のみが残存する。７は平瓦である。
SK338出土遺物
　第59図８～15は SK338出土である。８は青磁皿で、見込み部分にジグザグの点描文を施す。大宰
府編年の同安窯系青磁皿Ⅰ類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。９は陶器
碗で見込み部分にメアトが見られる。ケズリ高台で、灰色の粗い胎土の上に透明釉をかける。朝鮮王
朝の雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産である（佐藤 2008）。10・11は同一個体の陶器の黄釉盤であ
る。11は遺構外出土。短い L字状口縁部外面下から内面にかけて施釉する。12は陶器壺底部で、回
転ヘラケズリで成形する。13は糸切り底の土師皿である。14は軒丸瓦である。巴文の一部が残存し、
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第62図　HZK2101地点出土遺物25

第61図　HZK2101地点出土遺物24
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２．遺構と遺物

第63図　HZK2101地点北西エリア SK276～278・SP279・280・SK282・283・SD284・
SP327・347平面・断面図

SK276

2.5mWE

WE

1 2
E W 2.5m

SK277・278

SK278
SK277

E W

1 SK277 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、φ　　　
　1mm以上の極粗砂・小礫主体でφ1/4 ～
　1/2mmの中砂が混じる、しまり弱い、粘
　性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SK278 の覆土、2.5Y4/4 オリーブ褐、φ1～
　2mmの極粗砂とφ1/4 ～ 1/2mmの中砂で
　構成、しまり弱い、粘性なし、硬度　　　
　16mm3kg/ ㎠

SP279・327

12

SP279

SP327

W E 2.5ｍ

W E

1 10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混
　じる、しまり強い、粘性なし、硬
　度 24mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SP280

SN

2.5mSN

SK282

1

2.5mSN

SN

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mm
　の極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度　　　　
　10mm1-3kg/ ㎠

SK283・SD284・SP347

1

2

SK283
SP347

SD284

B

2.6m
B’

A

A

2.6mA’

A’

B

B’

1  SK283 の覆土、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1/2
　～ 1mmの粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2  SD284 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 2mm
　の中砂～極粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬
　度 20mm3-10kg/ ㎠

0 1m(1/40)

0 50cm(SP280 ・SK282：1/20)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第64図　HZK2101地点北西エリア SP361～363・SK364～366・SP368・SK370・
371・373・374・SP375・376平面・断面図

SP361

2.4mN

NS

S

SP362

2.6mW

WE

E

SP363

1

調査区域外

2.6mNS

NS

1 10YR5/4 にぶい黄褐、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂にφ1/2 ～　
　2mmの粗砂・極粗砂が混じ
　る、しまり強い、粘性なし、
　硬度 26mm10-50kg/ ㎠

SK364

1

調査区域外

S N 2.5ｍ

S N

1 7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂          
　～極粗砂で構成、 しまりふつう、
　粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK365

1

2.4mW

WE

E

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mm
　の中砂・粗砂、しまり強い、
　粘性なし、硬度　　　　　
　28mm10-50kg/ ㎠

SK366

2.5mW

WE

E

SP368

2.5mN

NS

S

SK370・371

1 2

SK370

SK371

W 2.5ｍE

WE

1 SK370 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、
　φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、　
　しまり強い、粘性なし、硬度　
　24mm10kg/ ㎠
2 SK371 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ
　1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～
　1mmの粗砂が混じる、しまり
　強い、粘性なし、硬度　　　　
　20mm3-10kg/ ㎠

SK373・374

12

SK373SK374

2.5mW

WE

E

1 SK373 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・
　極粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/
　㎠
2 SK374 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1mmの
　中砂・粗砂で構成、しまり強い、粘性なし、硬度　　
　26mm10-50kg/ ㎠

SP375

2.5mE

EW

W

SP376

2.5mN

NS

S

0 50cm(1/20) 0 1m(SK364・SP366・
SK370・371：1/40)
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２．遺構と遺物

SP345

2.5mS

SN

N

SP346

2.5mS

SN

N

SP348・SK349

1 2

SP348

SK349

2.5mW

WE

E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　2mm以上の小礫混じる、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
2 SK349 の覆土、2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～
　1mmの中砂・粗砂で構成、しまりふつう、粘
　性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SP350・351

1

SP350

SP351

2.5mA'

A'A

A

B'

B
1

2

2.5m
B'

B

1 SP350 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2　
　～ 2mmの粗砂・極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SP351 の覆土、10YR5/3 にぶい黄褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・
　極粗砂、しまりふつう、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SP352・353・358

1 撹乱
SP358

SP352

SP358

SP353

撹乱

2.
5m

A A’ 2.5ｍ

A A’ 2.5ｍ

B
B’
2.
5ｍ

B

1 10YR4/4 褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極
　粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度　
　24mm10kg/ ㎠

B’

SK354

1

W E 2.6ｍ

W E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂
　～極粗砂で構成、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SP355

2.4mW

WE

E

SP356

2.5mSN

SN

0 50cm(1/20)

0 1m(SP352・353・SK354・
SP358・SK360：1/40)

SK360

1

E W 2.5ｍ

E W

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
　砂、しまり強い、粘性なし、硬度　　　　
　20mm3-10kg/ ㎠　

第65図　HZK2101地点北西エリア SP345・346・348・SK349・SP350～353・
SK354・SP355・356・358・SK360平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第66図　HZK2101地点北西エリア SP330～332・SK333～335・SP336・339・SK341・
SP342・SK343・344平面・断面図

SP330

2.5mSN

SN

SP331

2.5mSN

SN

SP332

2.5mSN

SN

SK333・335

SK335

SK333

2.5mW

WE

E

SK334

1

NS

2.5mNS

1 10YR4/3にぶい黄褐、φ1/4～ 1mmの中砂・
　粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 28mm10-50kg/ ㎠

SP336

2.5mSN

SN

SP339

2.5mSN

SN

SK341

1

2.5mW

WE

E

1 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ
　2mm以上の小礫で構成、しまり弱い、粘
　性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SP342

2.6mW

WE

E

SK343・SK344

撹乱 12

撹乱

SK344

SK343

2.6mS

SN

N

1 SK343 の覆土、10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～　　
　2mmの中砂～極粗砂で構成、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
2 SK344 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～　　
　1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が
　混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度　
　16mm3kg/ ㎠

0 50cm(1/20)
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２．遺構と遺物

SP311

2.5mW

WE

E

SP317

2.5mW

WE

E

SP318

2.5mS

SN

N

SP319

2.5mS

SN

N

SK320・559

SK320
SK559

1
SK559

調査区域外

S N 2.6ｍ

S N

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混
　じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SP321

撹乱

SN

2.5mSN

SK322

1

NS

2.5mNS

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で
　構成、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠

SK323・324

21

1

2

SK323 SK324

SK323

SK324 C’

C

2.5mC’C

2.5mA’

A’A

A

2.5mB B’

B’

B

1 2.5YR3/2 黒褐、φ1～ 2mmの極粗
　砂主体でφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混
　じる、大きな礫が多分に含まれる、
　しまりふつう、粘性なし
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠
2 SK324 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、
　φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しま
　り強い、粘性なし
　硬度 24mm10kg/ ㎠

0 50cm(1/20)

0 1m(SK320・323・324・
559：1/40)

SP325

2.5mEW

EW

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの褐色砂にφ1/2
　～ 1mmの粗砂が少量混じる、しまり弱い、粘
　性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠

SK326

1

調査区域外

2.5mSN

SN

SP329

2.5mSN

SN

第67図　HZK2101地点北西エリア SP311・317～319・SK320・SP321・SK322～324・
SP325・SK326・SP329・SK559平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

その外側に圏線が１条めぐる。その周りを連珠で飾り、さらに圏線が１条めぐる。15は丸瓦で端部を
面取りし、やや反るように加工する。
竪穴 SI268・土坑 SK269・SK270・SP308（第60図）　SI268・SK269・SK270・SP308は切り合い
関係にある。SK270→ SK269→ SI268の順に構築され、SK268は SK308を切る。
土坑 SK273・SK274・SK275・SK328（第60図）　SK273・SK274・SK275・SK328は切り合い関
係にある。SK328→ SK275→ SK273・SK274の順に構築される。
SK275出土遺物
　第61図は SK275出土である。１～10は糸切り底の土師器の坏である。11～14は糸切り底の土師皿
である。15は瓦質土器の釜口縁部で、鍔がめぐる。13世紀後半から14世紀前半の所産である（山本他 
1997）。
土坑 SK277・SK278（第63図）　SK277は SK278と切り合い関係にあり、SK277は SK278を切る。
ピット SP279・SP327（第63図）　SP327は SP279を切る。
土坑 SK282（第63図）
SK282出土遺物
　第58図１は SK282出土の糸切り底の土師器の坏である。
土坑 SK283・溝 SD284・ピット SP347（第63図）　SK283と SD284・SP347は切り合い関係にあり、
SD284と SP347を SK283が切っている。
土坑 SK285・SK296（第69図）　SK285は SK296と切り合っている。SK285を SK296が切る。
土坑 SK288・ピット SP359（第69図）　SK288は SP359を切っている。
　第94図６・７は SK288出土の銅銭である。６は正隆元寶である。金朝銭で初鋳は1158年である。
７は残存が悪く判別できないが、開元通寶の可能性がある。
溝 SD290（第69図）　長楕円形を呈する。土師器がまとまって出土した。
SD290出土遺物
　第62図は SD290出土である。１～４は糸切り底の土師器の坏である。５～13は糸切り底の土師皿
である。14は円筒形の土錘。15は滑石製石錘である。
土坑 SK292・ピット SP340（第68図）　SK292は SP340に切られる。
土坑 SK293・SK294（第68図）　SK293は294を切る。
土坑 SK295（第68図）
SK295出土遺物
　第58図２は SK295出土の陶器の四耳壺である。胴部外面上位に沈線がめぐる。大宰府編年の陶器
耳壺Ⅶ類で、13世紀の所産である（宮崎編 2000）。
土坑 SK297・SK298（第68図）　SK297は SK298を切る。
土坑 SK320・SK559（第67図）　SK320は SK559を切る。
土坑 SK323・SK324（第67図）　SK323は SK324を切る。
SK323出土遺物
　第58図４～７は SK323出土である。４は陶器碗の底部で、見込みにメアトが付く。内外面とも全
面に施釉する。朝鮮王朝の雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産である（佐藤 2008）。５・６は土師質
の丸底の底部で、手捏ねである。飯蛸壺の底部と考えられる。７は滑石製石鍋で、短い鍔がめぐる。
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２．遺構と遺物

第68図　HZK2101地点北西エリア SK292～295・297・298・SP299～307・309・310・340
平面・断面図

SK292・SP340

1
2

SP340

SK292

撹乱

2.5mN

NS

S

1 SP340 の覆土、10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠
2 SK292 の覆土、10YR2/3 黒褐、φ1/4 ～ 2mmの
　中砂～極粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠

SK293・294

1
2

SK294

SK293

2.5mN

NS

S

1 SK293 の覆土、7.5YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂とφ1～ 2mmの極粗砂で構成、粘性な
　し、硬度 16mm3kg/ ㎠
2 SK294 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/8 ～　
　1/2mmの細砂・中砂にφ2mm以上の小礫が混
　じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/
　㎠

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠

SK295

1

調査区域外

2.6mS

SN

N

SK297・298

1 2

SK298

SK297

E W 2.4ｍ

E W

1 SK298 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～　　
　1/2mmの中砂にφ1mm以上の極粗砂・小
　礫が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 22mm3-10kg/ ㎠
2 SK297 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4
　～ 1/2mmの中砂、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
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(SK292～294・297・
298・SP340：1/40)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第69図　HZK2101地点北西エリア SK285・SD286・SK287・288・SP289・SD290・
SK291・296・SP359平面・断面図

SK285・296

2

1

SK285

SK296

2.5mA’A

A’A

2.5m

B’

B

B’

B
1 7.5YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂、
　しまりふつう、粘性弱い、硬度 16mm3kg/　
　㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　均一的、しまりふつう、粘性なし、硬度　　
　16mm3kg/ ㎠

SD286
SD235

2.5mW

WE

E

SK287

2

1

E 2.6ｍW

EW

1 10YR3/2 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・
　極粗砂、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 20mm3-10kg/ ㎠
2 別遺構？赤い粘土塊が多数出土、　　
　7.5YR4/2 灰褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
　砂にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂が
　混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度
　10mm1-3kg/ ㎠

　

SK288

2.6mNS

NS

1 10YR2/3 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、波状痕あり、硬度　　　　　　
　18mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
　砂で均一的、しまりふつう、粘性なし、波
　状痕あり、　硬度 18mm3-10kg/ ㎠
3 10YR4/1 褐灰、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗
　砂、しまりふつう、粘性なし、硬度　　　
　16mm3kg/ ㎠

1

2

3

SP359

SK288
2.4mN

NS

S

SP289

N

SN

2.4mS

SD290

1

1

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ2mm以上の小礫が混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 24mm10kg/ ㎠

A’ 2.5mA

A’A

B
B’

B
B’
2.
5m

SK291

1
2.5mSN

SN

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混
　じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠

0 50cm(SP359・289：1/20)

0 1m(1/40)
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２．遺構と遺物

第70図　HZK2101地点北西エリア SK252～254・SD255・SK256～258・SP259・
SK281・SP314・SK338平面・断面図

SK252

212
2.5mWE

WE

1 10YR3/3 暗褐、φ1/8 ～ 1mmの細砂～粗砂、　
　大きな河原石を大量に含む、しまりふつう、　
　粘性あり、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
2 10YR4/6 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、し　
　まり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK253・254・SD255・SK256・257・281・SP314
12
3

撹乱
2.9mA’A

4 5

7

2

8
9

2.5mB’B

66

2 10

2.5mC’C 11 2.5mD’D

1  SK254 の覆土、2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、し
　 まり強い、粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠
2  SD255 の覆土、7.5YR3/2 黒褐、φ1mm以上の粗砂・極粗砂主体でφ
　 1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり強い、粘性なし、硬度 26mm
　 10-50kg/ ㎠
3  SK281 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまり
　 弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
4  SK256 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ2mm以上
　 の小礫で構成、しまりなし、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
5  SK257 の覆土、10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの均質な中砂、しまり
　 弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
6  SK257 の覆土、7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂と、φ2mm以上の
　 小礫で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
7  SK338 の覆土、10YR5/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、
　 しまりふつう、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
8  SK338 の覆土、5YR4/3 にぶい赤褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で
　 構成、しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm10kg/ ㎠
9  SK338 の覆土、10YR6/3 にぶい黄橙、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂で
　 構成、しまりふつう、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠
10 SK253 の覆土、10YR2/2 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、　
　 しまりふつう、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠
11 SP314 の覆土、10YR2/3 黒褐、φ1～ 2mmの極粗砂主体、φ1/4 ～　
　 1mmの中砂・粗砂が少量混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度　　
　 16mm3kg/ ㎠

調査区域外
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B’B
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A’A
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SK338

SK338
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SN

1 10YR5/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極
　粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、硬
　度 18mm3-10kg/ ㎠
2 5YR4/3 にぶい赤褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂
　～極粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm10kg/ ㎠
3 10YR6/3にぶい黄橙、φ1/2～ 2mmの粗砂・
　極粗砂で構成、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 12mm1-3kg/ ㎠

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂にφ1～ 2mm
　の極粗砂が混じる、しまりな
　し、粘性なし、硬度 14mm
　1-3kg/ ㎠

SK258

1

調査区域外

2.5mNS

NS

0 1m(SK258・259：1/40)

SP259
EW

2.4mEW

0 2m(1/80)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

土坑 SK335（第66図）
SK335出土遺物
　第58図８～13は SK335出土である。８・９は内面に片彫り草花文を施す青磁碗で、龍泉窯系青磁
碗Ⅰ-2類である。10・11は内面に片彫りで草花文を施す青磁皿で、大宰府編年の龍泉窯系青磁皿Ⅰ
-1b 類である。いずれも12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。12は陶器の黄釉小盤である。口縁
部は丸く玉縁状を呈し、内面のみ施釉する。陶器小盤Ⅰ-2′ 類である（宮崎編 2000）。13は糸切り底
の土師皿である。
土坑 SK343・SK344（第66図）　SK343は SK344を切る。
ピット SP348・土坑 SK349（第65図）　SP348は SK349を切る。
ピット SP350・SP351（第65図）　SP350は SP351を切る。
ピット SP352・SP353・SP358（第65図）　SP352・SP353・SP358は切り合い関係にあり、SP358
を SP352・SP353が切る。
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第72図　HZK2101地点出土遺物27

第71図　HZK2101地点出土遺物26
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２．遺構と遺物

土坑 SK360（第65図）
SK360出土遺物
　第58図14・15は SK360出土である。14は陶器の甕である。口縁部は内側に屈折し外面に稜線を作る。

第73図　HZK2101地点北西エリア SP377～379・381・SK382・383・SP384・SK385・
SP386～388平面・断面図
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SK382・383

1 2

SK382 SK383

N S 2.5ｍ

SN

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂
　～極粗砂、しまり強い、粘性なし、硬度　
　26mm10-50kg/ ㎠
2 2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中
　砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しま
　り強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

SP384

2.5mW

WE

E

SK385
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調査区域外
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1 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまりふつ
　う、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠

SP386

2.5mN
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S

SN

2.7mSN

SP387

SN
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0 50cm(1/20) 0 1m(SK382・383：1/40)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第74図　HZK2101地点北西エリア SK407・SP422・SK424～429平面・断面図

0 1m(1/40)

SK407・SP422・SK424 ～ 429

3
1 2

4

5

SK426
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撹乱
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1 SK426 の覆土、7.5YR4/2 灰褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、
　しまり強い、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
2 SK427 の覆土、7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂で均一的、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠
3 SI429 の覆土、10YR3/4 暗褐色砂と 10YR5/6 黄褐色砂がマーブル状に入り込む、φ1/4 ～
　1mmの中砂・粗砂で黄褐色砂は構成され、暗褐色砂はφ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂に
　φ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
4 SK425 の覆土、7.5YR2/3 極暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂で均一的、しまりふつう、粘性
　弱い、硬度 16mm3kg/ ㎠
5 SK424 の覆土、10YR2/2 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまりふつう、粘性なし、　
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠
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２．遺構と遺物

大宰府編年の陶器甕Ⅰ類で、13世紀の所産である（宮崎編 2000）。15は土師質の鍋である。口縁部の
屈曲はゆるく、素口縁に近い。15世紀後葉遺構の所産である（山本他 1997）。
土坑 SK364（第64図）
SK364出土遺物
　第71図１は SK364出土の青磁碗である。刳りの浅い角高台で、畳付およびその内部は露胎である。
底部外面にヘラケズリが見られる。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-1a 類で、12世紀中頃から13世紀
初頭の所産である（宮崎編 2000）。
土坑 SK370・SK371（第64図）　SK370は SK371を切る。
SK370出土遺物
　第71図２は SK370出土の高台付の土師器の坏である。幅広の粘土紐を貼り付けて高台とする。ほ
かに土師器の甕、陶器、土錘が出土したが小片で図化し得ない。
土坑 SK373・SK374（第64図）　SK373は SK374を切る。
ピット SP377・SP378（第73図）　SP377と SP378は切り合う。
土坑 SK382・SK383（第73図）　SK382は SK383を切る。
ピットSP388・土坑SK407・ピットSP422・土坑SK424・SK425・SK426・SK427・SK428・

SK429（第74図）　SP388は SK426を切っており、SK426は SK427を切る。また SK427は SK429に切
られ、その下には SK425がある。SK429は SK407・SK424・SK428に切られ、SK428は SP422に切ら
れる。
SK424出土遺物
　第72図１～５は SK424出土である。１は土師質で、三足鍋の脚部と考えられる。２～４は円筒形
の土錘である。５は滑石製石錘。
SK425出土遺物
　第72図６・７は SK425出土の円筒形の土錘である。
SK429出土遺物
　第72図８～21は SK429出土である。8・9は内面に片彫り文を施す青磁碗である。８は片彫りで分
割線を施し、大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-4類、９は片彫りで草花文を施しており１-2類である。
いずれも12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。10は陶器の黄釉小盤である。口縁部は丸く玉縁状
を呈し、内面のみ施釉する。陶器小盤Ⅰ-2′ 類である（宮崎編 2000）。11は須恵器の坏である。口縁
部の形態からTK209段階である。12は瓦質土器の碗である。外面にミガキを施す。13～19はやや中
央部が膨らむ円筒形の土錘である。20は滑石製石錘である。21は滑石製品で中央部がへこんでいる。
土坑 SK390・SK391（第75図）　SK390は SK391を切る。
SK390出土遺物
　第78図１は SK390出土の土師質の鍋である。素口縁で、外面にススが付着する15世紀後葉から16
世紀末の所産である（山本他 1997）。
SK391出土遺物
　第78図２・３は SK391出土である。２は青磁皿で、見込みに櫛状の工具で花文を施す。龍泉窯系
青磁皿Ⅰ-2b 類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。３は中央部が少し膨ら
む円筒形の土錘である。
土坑 SK393・SK394・竪穴 SI418・土坑 SK421・SK451・SK452・ピット SP459・SP478～

482・土坑SK488～491・SK498・SK501・SK513・SK526・SK538・SK547・SK554・SK555・
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）
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SK391
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1 7.5YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂にφ1mm以上の極
　粗砂・小礫が混じる、しまり強い、粘性弱い
　硬度 24mm10kg/ ㎠
2 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの
　極粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠
3 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1/2 ～ 1mm
　の粗砂が混じる、しまり強い、粘性なし
　硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK392

WE

1

2.5mWE

1 10YR3/4 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂主体
　でφ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 24mm10kg/ ㎠

SK393

撹乱
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N
SK394・SP459・SK488 ～ 490
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SK488 SK490 SK489
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SK394SK393

A'

A'

2.5mA

A

B'2.5m

B

B'

B

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂
　が混じる、しまり強い、粘性弱い、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
2 SK489 の覆土、2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ2mm以上
　の小礫含む、しまりふつう、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
3 SK488 の覆土、7.5YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しま
　り強い、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠
4 SK490 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまり
　強い、粘性なし、硬度 22mm3-10kg/ ㎠

1 10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂とφ1～ 2mm
　の極粗砂で構成、しまり強い、粘性なし、硬度　　
　28mm10-50kg/ ㎠
2 SK491 の覆土、2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂にφ1/2～1mmの粗砂が混じる、しまりふつう、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SI418・SK491

1

2

SI418SK491
SK393

2.6mSN

SN

0 50cm(SP389:1/20) 0 2m(SK394・SI418・SP459・
SK488～491:1/80)0 1m(1/40)

第75図　HZK2101地点北西エリア SP389・SK390～394・SI418・SP459・SK488～491
平面・断面図
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２．遺構と遺物

第76図　HZK2101地点北西エリア SK421・451・452・SP478～480・SK498・501・513・526
平面・断面図

SK421

1
2.6mS

SN

N

1 10YR3/2 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂で構成、赤色
　粒子含む、しまり強い、粘性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠

SK451・498・501・513・526

2 1

3

SK451

SK501

SK498

SI418SK452

SK513

SK526

2.6mC’C2.5mB’B

2.6mA’A

A’A

C’
C

B’

B

1 SK501 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じ
　る、しまり強い、粘性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠
2 SK451 の覆土、7.5YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、しまり強い、粘性なし、
　硬度 26mm10-50kg/ ㎠
3 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまりふ
　つう、粘性なし、波状痕あり、硬度 16mm3kg/ ㎠

1 10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・
　中砂にφ2mm以上の小礫含む、しま
　り強い、粘性なし、硬度　　　　　　
　20mm3-10kg/ ㎠

SK452

1

調査区域外

2.6mEW

EW

SP478~480

SP478

SP479

SP480

2.6mS

SN

N

0 1m(1/40)

0 2m(SK452:1/80)

0 50cm(SP478～480：1/20)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

ピットSP558（第75～77図）　SK393・SK394・SI418・SK421・SK451・SK452・SP459・SP478～482・
SK488～491・SK498・SK501・SK513・SK526・SK538・SK547・SK554・SK555・SP558は切り合い
関係にある。
　SK393は SI418・SK488を切る。SI418は SK491に切られ、SK451・SK498・SK501・SK547・SP558
を切る。SK488は SP459に切られ、SK490を切る。SK490は SK488・SK489に切られる。SK489は
SK394に切られる。SK501は SK498・SK451を切る。SK451は SK452に切られ SK526を切る。SK452
は SK513に切られ、SK526・SK554・SK555を切る。SK547は SK421・SK538に切られ、SP558を切る。
SP558は SI418・SK547・SK538に切られる。SK538は SP478～ SP482・SK510に切られる。SP480→ 

第77図　HZK2101地点北西エリア SP481・482・SK538・547・554・555・SP558
平面・断面図

SK538

1SK510

SK510

2.6mE

EW

W

1 10YR3/4 暗褐、φ1～ 2mmの粗砂・極粗砂、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SK547

1

2.5mN

NS

S

1 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1mm以上の粗砂～小礫で構
　成、しまり弱い、粘性なし
　硬度 16mm3kg/ ㎠

SP481・482

SP481
SP482

2.6mS

SN

N

SK554

1

2.4mEW

EW

1 10YR4/4 褐、φ1/8 ～ 1mm　
　の細砂～粗砂、しまりふつ
　う、粘性なし、硬度　　　
　16mm3kg/ ㎠

SK555

SK452

2.4mEW EW

EW EW
SK555

SP558

SK547
E 2.5ｍW

EW

0 50cm(1/20)

0 1m(SK538・547・SP558：1/40)
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２．遺構と遺物

479→478の順で構築され、SP482より SP481が新しい。
SK393出土遺物
　第78図４・５は SK393出土である。４は陶器の甕底部である。内外面とも施釉し、外面に格子タ
タキ、内面に同心円タタキが残る。５は糸切り底の土師器の坏である。
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第78図　HZK2101地点出土遺物28

第79図　HZK2101地点出土遺物29
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SP395

2.5mE

EW

W

SK396

SN

2.4mSN

1

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、　
　均一的、しまり弱い、粘性なし
　硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SP397

2.5mS

SN

N

SP399

2.5mE

EW

W

SK408

1

2.5mW

WE

E

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1mm以
　上の極粗砂・小礫が混じる、しまり強い、粘性なし、
　硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SP409
SK423

2.5mSN

SN

SP410・411

SP411SP410

2.5mE

EW

W

SP412

2.5mS

SN

N

0 50cm(1/20)

第80図　HZK2101地点北西エリア SP395・SK396・SP397・399・SK408・SP409～412
平面・断面図
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２．遺構と遺物

SI418出土遺物
　第78図６～８は SI418出土である。６は青磁皿で、見込みに櫛状の工具で施文する。龍泉窯系青磁
皿Ⅰ-2b 類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。７は糸切り底の土師器の坏
である。８は中央部が少し膨らむ円筒形の土錘。
SK421出土遺物
　第78図９は SK421出土の土師質の擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くよう
になる（山本他 1997）。
SK452出土遺物
　第78図10・11は SK452出土である。10は青磁皿で、見込みに箆による文様とジグザグの点描文を
施す。同安窯系青磁皿Ⅰ-2類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。11は糸切
り底の土師器の坏である。
SK489出土遺物
　第78図12～17は SK489出土である。12はケズリ高台の白磁碗である。小さく鋭利な高台が付く。
13は口禿の白磁皿で、大宰府編年の白磁皿Ⅸ-1類である。13世紀後半～14世紀前半に増加する。14は
褐釉陶器の壺肩部である。内外面とも施釉する。15は陶器の黄釉盤である。口縁上面が湾曲し先端を
曲げる。陶器盤Ⅰ-1́a 類で、13世紀から14世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。16は須恵質の捏鉢
である。口縁端部をつまみ上げる。口縁端部外面は暗灰色を呈す。17は滑石製石鍋の底部である。
SK491出土遺物
　第78図18～20は SK491出土である。18は青磁碗で、低い角高台が付き、見込みに片彫りで花文を
施す。大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、2世紀中頃から13世紀初頭の所産である。19は陶器の
黄釉盤である。陶器の盤は11世紀後半以降出現する（宮崎編 2000）。20は素口縁の土師質の鍋である。
15世紀後半から16世紀末の所産である（山本他 1997）。
SK538出土遺物
　第78図21・22は SK538出土である。21は青磁皿で、見込みにヘラによる文様とジグザグの点描文
を施す。同安窯系青磁皿Ⅰ-2類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。22は陶
器の鉢で、軟質の胎土に薄く釉がかかる。底部は碁笥底気味で、内外面とも回転ヘラケズリで成形す
る。
SK547出土遺物
　第78図23は SK547出土の糸切り底の土師皿である。
SP558出土遺物
　第78図24・25は SP558出土の糸切り底の土師器の坏である。
ピット SP409（第80図）
SP409出土遺物
　第71図９は SP409出土の青磁碗である。見込みに施文があるが判然としない。釉調は不透明で半濁
する。高台内側の釉は施釉後環状に削り取り、露胎となった部分が赤く発色する。大宰府編年の龍泉
窯系青磁碗Ⅳ類で、14世紀以降の所産である（宮崎編 2000）。
ピット SP410・SP411（第80図）　SP410は SP411を切る。
土坑 SK413・ピット SP414・SP415・土坑 SK416・SK417・ピット SP446・土坑 SK505（第
81図）　SK413は SP414と SK417を切っている。SK417は SK505を切り、また SK416に切られ、SK416
は SP415に切られる。SP414は SP446に切られる。
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第81図　HZK2101地点北西エリア SK413・SP414・415・SK416・417・SP419・420・
SK423・430・SP446・SK505平面・断面図

SK413・SP414・415・SK416・417

13 54 2

SP415 SK416

SK417

SK413
SP414

SP446

2.7mW

WE

E

1 SK413 の覆土、10YR3/1 黒褐、φ1～ 2mmの極粗砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、し
   まり強い、粘性弱い、硬度 32mm50kg/ ㎠
2 SP414 の覆土、7.5YR3/1 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂、しまりふつう、粘性弱い、
   硬度 14mm1-3kg/ ㎠
3 SP415 の覆土、2.5Y5/2 暗灰黄、φ1/8mm以下のシルト質～極細砂にφ1/4 ～ 1/2mmの中
   砂が混じる、しまり強い、粘性強い、硬度 30mm10-50kg/ ㎠
4 SK416 の覆土、10YR4/4 褐、φ1～ 2mmの極粗砂、そこに黒色のφ1/4 ～ 1/2mmの中砂が
   波状に入り込む、しまり弱い、粘性なし、波状痕あり、硬度 18mm3-10kg/ ㎠
5 SK417 の覆土、10YR3/4 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、炭化物よく混じる、
   しまりなし、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠

SK505
SK417 SK416

2.4mE
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SP446

2.5mS

SN
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SP419

WE

WE 2.5m

SP420

2.5mS
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SK423

撹乱

2.5mS
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N

SK430

S 2.4ｍN

SN

1

1 10YR4/3 にぶい黄褐、
　φ1/4 ～ 1mmの中
　砂・粗砂で構成、し
　まりふつう、粘性な
　し、硬度 16mm3kg/
　㎠

0 50cm(1/20) 0 1m(SK413・SP414・415・
SK416・417・430：1/40)
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２．遺構と遺物

第82図　HZK2101地点北西エリア SK431・432・SP433・SK434・SP435・SK436～439・
SP440～442・514平面・断面図

SK431・432・SP433・SK434 

SK434
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SK432

SP433

2.5mA’A
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B’

B

B’
B
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C’

C

C’
C

1

2

1 SK432 の覆土、10YR3/3 暗褐、
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、
　しまり強い、粘性なし、波状
　痕あり、硬度 26mm10-50kg/
2 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂
　がわずかに混じる、しまりふ
　つう、粘性なし、硬度
　22mm3-10kg/

SK438

1

2.5mW

WE

E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で  
　構成、しまり弱い、粘性なし

SP435・SK436・437・439・SP440・514

1 2

3

SK439SK437

SP440

SK436

SP435

SK438
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SP440

SP514

SK437
SK436

2.5mA'

A'A

A

2.5m
B'

B'

B

B

C'C

2.5mC'C

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂が混
　じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SK439 の覆土、10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまり弱い、粘性なし、硬
　度 14mm1-3kg/ ㎠

SP435

SP441

2.5mEW

EW

SP442

2.5mS

SN

N

0 50cm(SK438・SP441・
442：1/20)

0 1m(1/40)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

A’A

B’

B

SP443・SK485

2.5
m

B’

B

2.5mA’A

1

SP443

SK485

1 2.5Y3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
　中砂に赤色粒子が混じる、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 22mm　
　3-10kg/ ㎠

SP444・SK507・508

1 SK507 の上層、7.5YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
　1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、粘性弱い、硬度
　18mm3-10kg/ ㎠
2 SK507 の下層、10YR3/4 暗褐色砂と 10YR5/6 黄褐色砂の混合
　層、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、しまり弱い、粘性
　なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
3 SK508 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂
　にφ1～ 2mmの極粗砂をわずかに含む、しまり弱い、粘性
　なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

1
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SP444

SK507 SK508

SP444

2.5mE
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SK520

1

SK508

SK520

SK519

2.5mSN

SN

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中
　砂・粗砂で構成、しまり弱い、粘
　性なし、波状痕あり、硬度　　　
　16mm3kg/ ㎠

SP445

2.4mW

WE

E

SK518・519

1

2

SK519SK518

2.5mWE

WE

1 SK519 の覆土、2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～
極粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 SK518 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂
にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、
硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)0 50cm(SP445:1/20)

第83図　HZK2101地点北西エリア SP443～445・SK485・507・508・518～520平面・断面図
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２．遺構と遺物

SK413出土遺物
　第79図１～５は SK413出土である。１は青磁碗である。角高台の畳付から高台内まで露胎である。
２・３は瓦質土器の湯釜である。２は口縁部外面に格子文のスタンプを施す。３は口縁部外面を雷文
と菱文を組み合わせたスタンプで飾る。いずれも15世紀後葉から16世紀末の所産である（山本他 
1997）。４は中央部が膨らむ円筒形の土錘である。５は滑石製石鍋の再加工品である。
SK416出土遺物
　第79図６・７は SK416出土である。６は器高の低い陶器の碗で、内外面とも灰色釉がかかる。外
面底部付近の釉はカイラギ状に縮れる。朝鮮王朝の雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産である（佐藤 
2008）。７は瓦質土器の捏鉢である。口縁部に片口が付く。
SK417出土遺物
　第79図８は SK417出土の土師質の片口の付く擂鉢である。SK413出土の破片が接合した。擂鉢は14
世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くようになる（山本他 1997）。
ピット SP419（第81図）

SP419出土遺物
　第71図３は SP419出土の土師皿である。
土坑 SK431・SK432・ピット SP433・土坑 SK434（第82図）　SK431と SK432・SP433は SK434
を切っている。
ピット SP435・土坑 SK436・SK437・SK438・SK439・ピット SP440・SP514（第82図）　
SP435は SK436を切っている。SK436・SK437・SK438は SK439を切っている。SK437は SP440を切り、
SP514に切られる。
ピット SP443・土坑 SK485（第83図）　SP443は SK485を切る。
ピット SP444・SP445・土坑 SK507・SK508・SK518・SK519・SK520（第83図）　SP444は
SK507・SK508を切る。SK508は SK520を切り SP445に切られる。SK520は SK519に切られる。SK519
は SK518を切る。
SP444出土遺物
　第84図６は SP444出土の土師質の鍋である。素口縁で、外面にススが付着する15世紀後葉から16世
紀末の所産である（山本他 1997）。
SK507出土遺物
　第84図１は SK507出土の土師質の擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ目が付くよう
になる（山本他 1997）。
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第84図　HZK2101地点出土遺物30
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第85図　HZK2101地点北西エリア SP447～450・453～457・SK458・494・SP495・496・
SK497・516・521・524平面・断面図
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SP453 SP450

SP448 SP447

SP449

SP454

SK521

G’G

A’B
C

F’
F

D’D
E

B’AC’
E’

2.6mB’B2.6mA’A 2.6mC’C

2.8mF’F2.8mD’D 2.7mE’E

1
SP449

2.5mG’G

1 2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/8 ～ 1/2mmの細砂・中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗
　砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK516・524

SK524 SK516

2.4mWE

WE

SP455

2.5mS

SN

N

SP456

2.5mE

EW

W

SP457

2.5mE

EW

W

SK458・494・SP495・496・SK497

1

2

SK494

SK497
SP495

SP496

SK458

A’A

B’

B

C’
C

D’

D

E’
E

E’E

B’B 2.5m 2.5mC’C 2.5mC’C

2.5mD’D 2.5m

2.5mA’A

1 2.5Y3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～　　
　1mmの中砂が混じる、しまりふつう、粘性なし、
　硬度 16mm1-3kg/ ㎠
2 10YR4/4 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂主体で
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり強い、粘
　性なし、硬度 30mm10-50kg/ ㎠

0 50cm(SP455～457・
SK516・524：1/20) 0 1m(1/40)
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２．遺構と遺物

第86図　HZK2101地点北西エリア SP474～476・SK477・483・484・486・487・
502～504・510・525・SP550平面・断面図

SP474・SK510・525

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、
　しまりふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
2 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mm　
　の極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし
　硬度 8mm1kg/ ㎠

2 1

SP474

SK510

SK525

2.5mSN

SN

SP475

2.5mS

SN

N

SP476

2.5mW

WE

E

SK477

2.6mW

WE

E

SP483

2.7mS

SN

N

SP484

2.7mS

SN

N

SK486・SP550

1
2

SK486

調査区域外

SP550

2.7m

A’A

A’A

1 10YR3/2黒褐、φ1/4～1mmの中砂・粗砂で構成、
　しまりふつう、粘性なし
　硬度 22mm3-10kg/ ㎠
2 2.5Y4/2 暗灰黄、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～
　2mmの極粗砂が混じる、しまりふつう、粘性
　なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK487

2.5mWE

WE

SK502

1 2.4mWE

WE

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの     
　中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混
　じる、しまり弱い、粘性なし
　硬度 14mm1-3kg/ ㎠

0 1m(1/40)

0 50cm(SP475～477・483
・484：1/20)

SK503

1

2.5mSN

SN

1 7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、しまり弱い、粘性な
　し、硬度 16mm1-3kg/ ㎠

SK504

1

調査区域外

2.5mEW

EW

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂 
　にφ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂が混
　じる、しまりふつう、粘性なし
　硬度 12mm1-3kg/ ㎠

0 2m(SK504:1/80)
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

第87図　HZK2101地点北西エリア SK460・SP461～470・472・473・SK492・SP493・
SK499・500平面・断面図

SK460・492

1 2

撹乱

SK460

SK492

2.5mS

SN

N

1 10YR3/2 黒褐、φ1/4 ～ 2mmの中砂～極粗砂で構成、しま
　り強い、粘性なし、硬度 32mm50kg/ ㎠
2 2.5Y3/3 暗オリーブ褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂で構成、
　しまり強い、粘性なし、硬度 28mm10-50kg/ ㎠

SP461

2.5mE

EW

W

SP462

2.5mE

EW

W

SP463・SK499・500

SP463

SK500

SK499

2.5mWE

WE

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しま
　りふつう、粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

1

SP464

2.5mEW

EW

SP465・493

SP465
SP493

2.5mEW

EW

SP466 ～ 468

SP467SP466

SP468

A A’ 2.5m

A A’

B

B’
2.5m

B

B’
SP469

2.5mE

EW

W

SP470

撹乱

2.5mN

NS

S

SP472

2.4mW

WE

E

SP473

2.4mS

SN

N

0 1m
(SK460・SP463・466～468・
SK492・499・500：1/40)

0 50cm(1/20)
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２．遺構と遺物

SK508出土遺物
　第84図２は SK508出土の青磁碗である。胎土は橙色を呈し、釉調は不透明で半濁する。龍泉窯系
青磁碗Ⅳ類で、14世紀以降の所産である（宮崎編 2000）。
SK518出土遺物
　第84図３・４は SK518出土である。３は白磁皿で体部は鈍角に内側へ屈曲する。見込みと体部の
境に沈線状の段を有する。大宰府編年の白磁皿Ⅷ-1a 類で12世紀中頃から後半の所産である（宮崎編 
2000）。４は褐釉陶器の鉢である。回転ヘラケズリで成形し、内外面に釉を施す。

第88図　HZK2101地点北西エリア SK506・509・SP511・SK512・SP515・SK517・
SP522・523平面・断面図

SK506

1

2.5mEW

EW

1 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中 
　砂にφ2mm以上の小礫が混じる、しまり
　ふつう、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK509

1

2.5mW

WE

E

1 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、しまり
　弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SP511

1

2.6mS

SN

N

1 10YR2/3 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂に
　φ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり強い、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK512

1
2.7mEW

EW

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの
中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じ
る、　しまり強い、粘性なし

SP515

2.5mW

WE

E

SP522・523

1 2

SP522 SP523

2.5mS

SN

N

1 SP522 の覆土、10YR2/1 黒、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・小礫に
　φ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しまり強い、粘性なし、　
　硬度 28mm10-50kg/ ㎠
2 SP523 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

0 1m(SK506 ・512・517：1/40)

0 50cm(1/20)

SK517

1
2.5mWE

WE

1 7.5YR3/3 暗褐、φ1/2 ～ 2mmの粗
　砂・極粗砂、しまり強い、粘性な
　し、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SK520出土遺物
　第84図５は SK520出土の白磁碗である。見込み部分の釉を環状に掻き取る。大宰府編年の白磁碗
Ⅷ類で、12世紀中頃から後半の所産である（宮崎編 2000）。
ピット SP447・SP448・SP449・SP450・SP453・SP454・土坑 SK516・SK521・SK524

0 1m(1/40)

SK527~529・SP541・SK543

1
2

3
4

３

1

2

3

5

6

1 10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
2 2.5Y4/3 オリーブ褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠
3 10YR4/3 にぶい黄褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗砂で構成、しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
4 10YR3/1 黒褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂～粗砂、しまり弱い、粘性なし、硬度 14mm1-3kg/ ㎠
5 10YR3/4 暗褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂に極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 10mm1-3kg/ ㎠
6 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1～ 2mmの極粗砂が混じる、しまり弱い、粘性なし、硬度 12mm1-3kg/ ㎠

SK543

SK528

SK527

SP541

SK529

SK527SK528 SK543

SP541

SK527

SK528

SK529

2.7mA’

A’A

A

2.7m
B’

B

B’

B

第89図　HZK2101地点北西エリア SK527～529・SP541・SK543平面・断面図
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２．遺構と遺物

（第85図）　SP447・SP448・SP449・SP450・SP453・SP454は SK521を切る。SK516は SK524を切る。
土坑 SK458・SK494・ピット SP495・SP496・土坑 SK497（第85図）　SK458は SK494を切る。
SK494は SP495・SP496を切り SK497に切られる。
土坑 SK460・SK492（第87図）　SK460が SK492を切る。
ピット SP463・土坑 SK499・SK500（第87図）　SP463は SK500を切り、SK500は SK499に切られ
る。
ピット SP465・SP493（第87図）　SP465は SP493を切る。
ピット SP466・SP467・SP468（第87図）　SP466は SP467に切られる。SP467は SP468を切る。
SP466出土遺物
　第71図８は SP466出土の青磁碗である。刳りの浅い角高台の外端を面取りする。畳付およびその内
部は露胎である。露胎部は暗赤色に発色し、釉薬は不透明で濁る。底部外面にヘラケズリが見られる。
大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅳ類で、14世紀以降の所産である（宮崎編 2000）。
ピット SP474・土坑 SK510・SK525（第86図）　SP474は SK510を切る。SK510は SK525を切る。
土坑 SK486・ピット SP550（第86図）　SK486は SP550を切る。
土坑 SK506（第88図）
SK506出土遺物
　第71図４～７は SK506出土である。４は糸切り底の土師器の坏、５～７は糸切り底の土師皿である。
ピット SP522・SP523（第88図）　SP522は SP523を切る。
土坑 SK527・SK528・SK529・ピット SP541・土坑 SK543（第89図）　SK527は SK528を切る。
SK528は SP541・SK543に切られる。SP541は SK529を切る。
SK527出土遺物
　第92図１は SK527出土の玉縁の付く丸瓦である。表面に縄目タタキ、内面に布目が残る。
SK528出土遺物
　第92図２～12は SK528出土である。２～５は青磁碗である。２は見込みに片彫りで草花文を施し、
低い角高台が付く。３・４は内面に片彫り草花文を施す。いずれも大宰府編年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ -2
類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である。５は見込み部分に片彫り文を施すが、全体に粗雑で
あり、釉調は不透明で濁る。高台の内面は赤色を呈す。龍泉窯系青磁碗Ⅳ類で、14世紀以降の所産で
ある。６は白磁の壺胴部である。内面は強くナデ段が付く。７は陶器の壺肩部である。内外面とも薄
く釉がかかる。８は平底の陶器の底部で、内面に黒褐色の釉がかかる。天目碗の底部である。９は陶
器の黄釉鉄絵盤の底部である。見込み部分に鉄絵で文字を書く。10は須恵器の坏蓋である。11・12は
瓦質土器の捏鉢である。捏鉢は13世紀以降在地化が進む（山本他 1997）。
SK543出土遺物
　第92図13～17は SK543出土である。13は灰色の胎土に透明釉がかかる碗で、見込みにメアトが残る。
朝鮮王朝の雑釉陶器で、15世紀後半以降の所産である（佐藤 2008）。14・15は白磁皿である。14は平
底の底部である。15は口縁が直口で体部は鈍角に内側へ屈折する。大宰府編年の皿Ⅷ類で12世紀中頃
から後半の所産である。16は瓦質土器の捏鉢、17は擂鉢である。擂鉢は14世紀後半以降、櫛状のスリ
目が付くようになる（山本他 1997）。
土坑 SK531・ピット SP532（第90図）　SK531は SP532を切る。
SK531出土遺物
　第93図１～５は SK531出土である。１は褐釉陶器の耳壺である。口縁部は玉縁状で、口縁部下外
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SK530

1

2.7mW

WE

E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 1mmの中
　砂・粗砂で構成、しまり強い、粘性
　なし、硬度 24mm10kg/ ㎠

SK531・SP532

1
2

SK531

SP532

W E 2.5ｍ

W E

1 SK531、10YR4/2 灰黄褐、φ1/4
　～ 1/2mmの中砂、均一的、し
　まり弱い、粘性なし、硬度　　
　14mm1-3kg/ ㎠
2 SP532、10YR4/4 褐、φ1/4 ～　
　1/2mmの中砂にφ1/2 ～ 1mm
　の粗砂が混じる、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 6mm0-1kg/ ㎠

1 10YR2/2黒褐、φ1/4～1mmの中砂・粗砂で構成、
　しまり弱い、粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠

SK533・SP539・SK540・SP553

1

SK533

SP553

SK540

SP539

2.6mA’

A’A

A

2.5mB’

B’

B

B

SP537
調査区域外

2.5mE

EW

W

1

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～　
　1/2mmの中砂、しまり
　弱い、粘性なし、硬度　
　14mm1-3kg/ ㎠

SK544

1

S N 2.5ｍ

S N

1 7.5YR4/3 褐、φ1/4 ～ 1/2mm
　の中砂、しまり弱い、粘性な
　し、硬度 20mm3-10kg/ ㎠

SK545

1

W E 2.5ｍ

W E

1 10YR5/3 にぶい黄褐、φ1/4 ～
　1/2mmの中砂に粗砂が混じ
　る、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 16mm3kg/ ㎠

SK536

調査区域外

2.6mEW

EW

1

1 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～　　　
　1/2mmの中砂にφ1/2 ～　
　2mmの粗砂・極粗砂が混じ
　る、しまり弱い、粘性なし、
　硬度 12mm1-3kg/ ㎠

0 50cm(SK530・537:1/20) 0 1m(1/40)

SK534・535・542

1 2
3

SK542
SK534

SK535

2.7mE

EW

W

1 10YR3/1 黒褐、φ1/2 ～ 2mmの粗砂・極粗
砂にφ1/4 ～ 1/2mmの中砂が混じる、しま
り強い、粘性なし、硬度 24mm10-50kg/ ㎠
2 10YR3/3 暗褐、φ1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ
1/2 ～ 1mmの粗砂が混じる、しまりふつう、
粘性なし、硬度 16mm3kg/ ㎠
3 10YR4/4 褐、φ1/4 ～ 1mmの中砂・粗砂、
しまり弱い、粘性なし、硬度 8mm1kg/ ㎠

第90図　HZK2101地点北西エリア SK530・531・SP532・SK533～536・SP537・539・
SK540・542・544・545・SP553平面・断面図
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２．遺構と遺物

面に沈線がめぐる。２は小型の灰白釉を施す陶器鉢で、口縁部は折り曲げて玉縁状にする。大宰府編
年の陶器鉢Ⅳ-1類で13世紀から14世紀前半の所産である。３は褐釉の陶器鉢で、口縁部はくの字状に
なる。４は大型の陶器甕で、口縁部は二又に分かれてY字状をなす。大宰府編年の陶器甕Ⅲ類で、
13世紀前半の所産である（宮崎編 2000）。５は須恵器の大甕口縁部で、強く外反する。
土坑SK533・SK534・SK535・ピットSP539・土坑SK540・SK542・ピットSP553（第90図）　
SK533は SP539・SK540に切られる。SK540は SK542・SK534に切られる。SK542は SK534・SK535に
切られる。SK534は SK535・SK540・SK542を切る。
SK533出土遺物
　第93図６は SK533出土の糸切り底の土師皿である。
SK535出土遺物
　第93図７は SK535出土の陶器の甕である。大型品で外反する口縁部に帯状の粘土を貼り付けて口
縁部を成形し、端部外面に２条の凹線がめぐる。頸部付近に自然釉がかかる。

SP546

SN

2.5mSN

SK548

1

2.5mW

WE

E

1 10YR4/2 灰黄褐、φ1/4 ～ 2mm
　の中砂～極粗砂で構成、しま
　り弱い、粘性なし、硬度　　
　12mm1-3kg/ ㎠

SK549

1

E W 2.5ｍE W 2.5ｍ

E W

1 10YR5/3にぶい黄褐、
　φ1/8 ～ 1/2mmの
　細砂・中砂、しまり
　弱い、粘性なし、硬
　度 8mm1kg/ ㎠

SK551・552

1
2

SK551SK552

2.5mSN

SN

1 SK551 の覆土、10YR4/2 灰黄褐、φ　
　1/4 ～ 1/2mmの中砂にφ1/2 ～　　
　1mmの粗砂が混じる、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 20mm3-10kg/ ㎠
2 SK552 の覆土、10YR4/3 にぶい黄褐、
　φ1/4～ 1/2mmの中砂、しまり弱い、
　粘性なし、硬度 18mm3-10kg/ ㎠

SP556

2.4mEW

EW

SP557

N 2.4mS

N S

0 1m(SK549・551・552:1/40)

0 50cm(1/20)

第91図　HZK2101地点北西エリア SP546・SK548・549・551・552・SP556・557平面・断面図
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

SP539出土遺物
　第93図８は SP539出土の褐釉陶器の鉢である。口縁部は折り曲げて玉縁状にするが、肩が張った形
態のため口縁部が内側に入り込む。大宰府編年の陶器鉢Ⅳ-2類で、13世紀から14世紀前半の所産であ
る（宮崎編 2000）。
SK540出土遺物
　第93図９は SK540出土の青磁碗である。高台は低く、見込みと内面に片彫り文を施す。大宰府編
年の龍泉窯系青磁碗Ⅰ-2類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。10は中型の
円筒形をなす土錘である。
SK542出土遺物
　第93図11は SK542出土の糸切り底の土師皿である。
SP553出土遺物
　第93図12は SP553出土の青磁碗で、低い角高台を有する。高台の刳りは浅く畳付及びその内面は露
胎である。龍泉窯系青磁碗１-1類で、12世紀中頃から13世紀初頭の所産である（宮崎編 2000）。
土坑 SK551・SK552（第91図）　SK551は SK552を切る。

エリアⅢ（北西地区）の掘立柱建物について

　エリアⅢには７棟の掘立柱建物を復元できた。ほかの遺構との切り合いが激しく記述が煩雑になる
ため、ここで個別に記述する。掘立柱建物を構成する遺構の詳細は本文中及び遺構一覧表を参照いた
だきたい。
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２．遺構と遺物
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

掘立柱建物 E（SB-E）（第２図）
　掘立柱建物 Eは１間×３間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔はそろっている。SP280・SP304・SP307・SP325・SP327は掘立柱建物 Eを構成する柱穴で
ある。SK268・SK275・SK276は柱の想定される位置にある。
掘立柱建物 F（SB-F）（第２図）
　掘立柱建物Fは１間×１間の正方形建物として復元した。SP332・SK348は礎石を持ち、掘立柱建
物Fを構成する柱穴である。SK334・SK335は柱の想定される位置にある。
掘立柱建物G（SB-G）（第２図）
　掘立柱建物 Gは１間×１間の長方形建物として復元した。桁行と梁行で長さが異なる。SP310・
SP311・SP317・SP321は掘立柱建物Gを構成する柱穴である。
掘立柱建物H（SB-H）（第２図）
　掘立柱建物Hは３間×４間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔は比較的そろっている。SP376・SP409・SP422・SK429・SP442・SK431・SK434・SP444・
SP455・SP458・SP472・SK494・SP514は掘立柱建物Hを構成する柱穴である。SP422・SP455・SP458
は礎石を持つ。また SK424・SK425・SK439・SK500・SK520は柱の想定される位置にある。
掘立柱建物 I（SB-I）（第２図）
　掘立柱建物 Iは２間×５間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁行
の間隔は比較的そろっている。SP289・SP336・SP368・SP340・SP355・SP359・SK365・SK383・
SP448は掘立柱建物 I を構成する柱穴である。SP289・SP340・SP448は礎石を持つ。また SK392・
SK408・SK416・SK417・SK492は柱の想定される位置にある。
掘立柱建物 J（SB-J）（第２図）
　掘立柱建物 J は１間×１間の長方形建物として復元した。桁行と梁行で長さが異なる。SP474・
SP475・SK477・SP478は掘立柱建物 Jを構成する柱穴である。
掘立柱建物 K（SB-K）（第２図）
　掘立柱建物Kは２間×５間の長方形建物として復元した。桁行の柱間の間隔が一定ではないが梁
行の間隔はそろっている。SK498・SP511・SK527・SK544・SK548・SP551・SP553・SP556・SP557
は掘立柱建物 Kを構成する柱穴である。また、SI418・SK451・SK452・SK491・SK513・SK534・
SK540は柱の想定される位置にある。
　掘立柱建物はHZK2101調査区全体で11棟復元できた。ピットの中に石を持つ柱穴は、砂地の中に
柱が沈むのを防ぐための礎石であり、柱は地面の中に埋め込まれる。こうした礎石と思われるものを
持つピットはほかにもあり、建物の建て替えなども想定される。掘立柱建物A・D・E・Kと掘立柱
建物B・C・H・I・J はそれぞれ長軸の方向がそろっている。

遺構外

　第71図10～14は遺構外出土である。10は褐釉陶器の鉢である。内外面とも回転ヘラケズリを施し薄
く施釉する。11は陶器の黄釉鉄絵盤で、見込みから体部内面にかけて施文する。口縁部は肥厚させ断
面方形に近い。口唇部は施釉後、釉を拭き取っている。大宰府編年の陶器盤Ⅰ-2b 類で、時期は11世
紀後半から12世紀前半である（宮崎編 2000）。12・13は糸切り底の土師器の坏、14は糸切り底の土師
皿である。 （谷　直子）
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３．小結
　本地点は、九州大学設置遺構の造成土が堆積していたものの遺構は良く残っており、中世の建物・
墓・土坑・溝・井戸・石組のムロ・ピットなど559遺構が検出された。大溝 SD235が調査区の中央を
東西に横断しており、この大溝に長軸を平行にして建つ掘立柱建物群と、長軸を異にする掘立柱建物
群が復元できる。大溝の北側は遺構の密度が多く、建物の柱穴が密集しており、柱穴の切り合いなど
から掘立柱建物は複数回の建て替えがあった可能性が高い。井戸は素掘り井戸２基と石組井戸２基が
検出されている。井戸が多く検出されたHZK1804・1903地点などと異なり、井戸はいずれも切り合
わない。石組井戸や石組のムロの構築材や礎石には石塔の一部や板碑の残欠が使用されていることか
ら、付近に宗教関連施設が存在した可能性が考えられる。また墓も検出されている。遺物には、陶磁
器・土師器・瓦・滑石製品などがあるほか、土坑から多く検出された貝も出土している。 （谷　直子）
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第１表　HZK2101地点遺構観察表

エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

1 土坑 SK 01 長楕円形 153+ 70 31 第１図15 土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁碗，瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 02 楕円形 68+ 54+ 14 なし

1 溝 SD 03 長楕円形 136 50 19 第６図 - １～５ 土師器坏，陶器壺 貝溜り

1 土坑 SK 04 円形 57 47+ 18 土師皿，陶器甕（近世）

1 ピット SP 05 円形 40 29+ 30 土師器片

1 ピット SP 06 楕円形 51 45+ 17 第７図 - １ なし

1 土坑 SK 07 楕円形 67+ 54+ 49 土師器片

1 土坑 SK 08 楕円形 108+ 50+ 34 第７図 - ２～５ 土師器坏・皿，青磁片，白磁碗（Ⅸ類），瓦質土器捏鉢

1 溝 SD 09a 長楕円形 268+ 46 26 第６図 - ６～12 土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅱ類），陶器甕，瓦質土器捏鉢

1 溝 SD 09b 長楕円形 258 54+ 40 第６図 -13
土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅲ類），陶器甕，須恵器片，
瓦質土器捏鉢

1 溝 SD 10 長楕円形 252 46 44 第６図 -14 土師器坏・皿・甕，青磁壺，陶器片（近代），石球

1 溝 SD 11 長楕円形 228 38 36 土師器片，白磁碗（Ⅸ類）

1 溝 SD 12 長楕円形 110 30 21 土師器片

1 ピット SP 13 楕円形 30+ 29 13 土師器片

1 ピット SP 14 楕円形 64 57 8 第８図 -17・18 土師器片，陶器片

1 土坑 SK 15 不整円形 67 53 39 土師器坏・皿・鍋，青磁片（同安），陶器黄釉盤

1 土坑 SK 16 楕円形 50 44 28 土師器片，白磁皿

1 土坑 SK 17 楕円形 70 62 45 第８図 - １
土師器坏・皿・鍋，青磁碗，白磁碗，陶器碗・甕，瓦質土
器捏鉢，瓦

1 土坑 SK 18 楕円形 76 55 19 第８図 - ２～４ 土師器坏・鍋，青磁片，白磁片，陶器壺，瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 19 不整円形 71 45+ 23 土師器片，陶器片

1 溝 SD 20 長楕円形 170+ 55 19 土師器片，陶器，染付片（近世），瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 21 楕円形 150 114 38 第８図 - ５～９ 土師器坏・皿，青磁碗，陶器甕，瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 22 楕円形 222 150 36 第８図 -10 土師器片，青磁碗（同安），陶器片 貝溜り

1 土坑 SK 23 楕円形 114 60+ 22 第７図 - ６
土師器坏，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁碗（Ⅸ類），瓦質土器捏
鉢，瓦

1 土坑 SK 24 不整楕円形 150 62 23 土師器坏・鍋
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

1 ピット SP 25 楕円形 40 34+ 12 土師器片

1 土坑 SK 26 不整円形 178 161+ 12 土師器片，青磁碗（龍Ⅰ類），天目碗，瓦

1 土坑 SK 27 不整楕円形 205 128 34 土師器坏・皿・捏鉢，陶器片，瓦

1 ピット SP 28 不整円形 37 32 28 土師器片，白磁片

1 ピット SP 29 円形 44 42 17 土師器坏

1 ピット SP 30 円形 46 44 22 土師器片

1 土坑 SK 31 長楕円形 137 52 17 土師器片，陶器甕

1 溝 SD 32 長楕円形 130+ 65 30 土師器坏・皿・鍋，青磁碗（同安），陶器擂鉢

1 墓 ST 33 楕円形 144 123 52 第13図 - １～３ なし

1 土坑 SK 34 楕円形 90+ 66 34 第８図 -11 なし

1 土坑 SK 35 円形 114 110 36
土師器坏・皿・擂鉢，白磁碗（Ⅸ類），陶器壺，瓦，滑石
製石鍋

1 土坑 SK 36 楕円形 81 54 16 第８図 -12～14 土師質鍋，瓦

2 井戸 SE 37 円形 235 210 175 第16図
土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗，白磁碗（中世～近世），陶
器甕・壺，瓦質土器捏鉢・火鉢，瓦

石組井戸

2 ピット SP 38 楕円形 48 43 8 土師器坏，瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 39 楕円形 55 47 12 第17図 - ５ 土師器片

2 ピット SP 40 楕円形 52 45 17 第17図 - ６ 土師質捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁片

1 土坑 SK 41 楕円形 80+ 64 30 土師器坏・皿・鍋，白磁碗（Ⅳ類・Ⅸ類），陶器壺

1 土坑 SK 42 楕円形 85+ 49+ 12 土師器片，青磁碗（龍Ⅱ類），瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 43 円形 36 34 19 土師器片

2 土坑 SK 44 円形 26 25 13 なし

2 ピット SP 45 円形 25 24 14 土師質鍋，瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 46 円形 37 33 18 土師器片

2 土坑 SK 47 不整楕円形 109 44+ 12 土師器坏・皿，青磁碗

2 ピット SP 48 円形 46 26+ 10 土師器坏

1 土坑 SK 49 楕円形 84 72 38 第７図 - ７・８ 土師器坏・鍋・湯釜，青磁皿，陶器甕，瓦

1 土坑 SK 50 不整楕円形 260 144 10 第７図 - ９・10 土師器坏・皿，陶器壺，瓦質土器捏鉢・擂鉢

1 土坑 SK 51 楕円形 516 260+ 90
土師器坏・皿・鍋・捏鉢，陶磁器片（中世・近代），須恵
質捏鉢，瓦質土器捏鉢，平瓦・丸瓦，土錘

1 土坑 SK 52 不整楕円形 236+ 236+ 64 土師器坏，陶器片，瓦

2 ピット SP 53 楕円形 61 31 41 土師器片，青磁片

2 ピット SP 54 楕円形 35 31 21 土師器片，陶器片

1 土坑 SK 55 楕円形 95 59 49 土師器坏・鍋，陶器壺，瓦，砥石

2 土坑 SK 56 円形 115 107 32 第17図 -1
土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗，陶器甕・黄釉盤，瓦質土器
捏鉢

2 土坑 SK 57 楕円形 60+ 47 18 土師器片

2 墓 ST 58 不整楕円形 171 97 32 第18図１～10 土師器坏・皿・鍋，白磁碗

2 ピット SP 59 楕円形 41 38+ 10 土師器坏，青磁片，陶器壺

1 土坑 SK 60 不整円形 図７-11 土師器坏・鍋，陶器片

1 土坑 SK 61 楕円形 90 60+ 14 土師器坏・甕，青磁碗・皿，陶器片

2 ピット SP 62 円形 42 37 21 なし

1 土坑 SK 63 楕円形 121 94 50 第８図 -15・16 土師器坏・皿，青磁片，陶器甕，瓦質土器火鉢・擂鉢

1 土坑 SK 64 楕円形 93 53 52 土師器片，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁片，陶器壺

2 ピット SP 65 円形 35 34 48 土師質鍋

2 ピット SP 66 円形 49 48 15 土師質鍋

2 ピット SP 67 楕円形 58 41 33 土師器片，陶器黄釉盤

2 ピット SP 68 楕円形 50 44 23 土師器，青磁碗（龍Ⅰ類），瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 69 不整楕円形 328 96+ 120
土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁碗・皿（Ⅸ類），天
目碗，陶器甕，瓦質土器捏鉢，瓦

1 土坑 SK 70 楕円形 100+ 56 20 土師器坏・鍋，白磁碗（Ⅸ類），瓦質土器捏鉢

1 ピット SP 71 楕円形 48 24+ 8 土師器坏・鍋，青磁片，瓦質土器捏鉢

1 土坑 SK 72 楕円形 65 56 10 土師質鍋，瓦

2 土坑 SK 73 不整楕円形 110 48 14 土師器坏，陶器壺 貝溜り

2 ピット SP 74 楕円形 50 30 20 土師器皿・鍋，滑石製石鍋

2 ピット SP 75 円形 31 30 20 陶器片，土錘

2 ピット SP 76 円形 20 18 21 土師器皿

2 ピット SP 77 円形 24 23 41 土師器坏，瓦質土器片

2 ピット SP 78 不整形 43 35 23 土師器坏，白磁碗（Ⅸ類），陶器片

2 ピット SP 79 円形 28 24 15 土師器坏
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エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

2 土坑 SK 80 楕円形 92 77 21 土師器片，青磁碗・皿，陶器壺，壁土

2 ピット SP 81 楕円形 37 33 24 土師器坏，青磁片，陶器壺

2 ピット SP 82 楕円形 60 54+ 27 土師器坏・鍋，青磁片，陶器片

2 土坑 SK 83 不整楕円形 87 39 20 土師器坏・皿・鍋，陶器甕

2 土坑 SK 84 円形 32 29 14 土師器片

2 土坑 SK 85 楕円形 58 38 12 土師器片

2 土坑 SK 86 不整楕円形 270 210 105 第19図
土師器坏・皿・鍋・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅱ類），白磁碗，
陶器壺・甕，須恵質捏鉢，瓦質土器捏鉢，土錘

2 土坑 SK 87 楕円形 160+ 143 17
土師器坏・捏鉢・鍋，青磁碗・皿（龍Ⅰ類），白磁片，陶
器片，瓦質土器捏鉢，瓦

2 土坑 SK 88 不整円形 93 90 28
土師器坏・擂鉢，須恵質捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器黄
釉盤

2 土坑 SK 89 不整楕円形 141 100 70 第20図
土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅱ類），白磁碗・皿（Ⅸ類），陶
器甕・壺・黄釉盤，瓦質土器捏鉢・湯釜，滑石製石鍋

2 土坑 SK 90 楕円形 166 118 50 第18図 -12 土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗（龍Ⅳ類），瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 91 楕円形 40 35 14 土師器片，白磁碗（Ⅸ類）

2 ピット SP 92 円形 35 34 12 土師器坏

2 井戸 SE 93 楕円形 384 206+ 150+ 第24図 - １～４
土師器坏・皿・鍋，青磁皿（龍Ⅰ類），白磁皿（Ⅸ類），陶
器壺・黄釉盤，須恵器甕，瓦質土器捏鉢

2 土坑 SK 94 長楕円形 110 32 18 土師器坏

2 土坑 SK 95 楕円形 80 70 33 土師器坏・鍋，青磁碗，陶器片，須恵器甕

2 ピット SP 96 楕円形 45+ 30 9 土師器片，陶器壺

2 土坑 SK 97 円形 80 66+ 14 土師器片，白磁碗（Ⅴ類）

2 土坑 SK 98 楕円形 65 55 7 第18図 -11 陶器甕・黄釉盤

2 土坑 SK 99 楕円形 112+ 80 19 土師器坏・鍋・捏鉢，陶器黄釉盤

2 土坑 SK 100 楕円形 86 72 20 土師器坏

2 土坑 SK 101 楕円形 149 108 51 第25図 - １～３ 土師器坏・皿・鍋，白磁碗（Ⅸ類），瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 102 不整円形 36 32 19 土師器坏

2 ピット SP 103 楕円形 41 36 31 土師器坏・皿・鍋

2 ピット SP 104 楕円形 37 31 9 土師器片，青磁碗（龍Ⅰ類）

2 土坑 SK 105 円形 82 58+ 40 なし

2 土坑 SK 106 楕円形 40+ 32 28 土師器片，陶器黄釉盤

2 土坑 SK 107 円形 117 102+ 30 土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁皿，陶器片

2 土坑 SK 108 円形 75 70 13 土師器坏・皿・鍋，瓦質土器碗・捏鉢

2 ピット SP 109 楕円形 44 30 14 土師器坏・皿，瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 110 円形 38 37 34 土師器坏，陶器水注

2 土坑 SK 111 楕円形 51 45 34 土師器坏・皿・鍋，瓦質土器片

2 土坑 SK 112 方形 354 136 20
土師器坏・皿・甕・鍋，青磁片，白磁碗（Ⅸ類），陶器壺・
甕，須恵器片

2 ピット SP 113 円形 40 16+ 12 なし

2 土坑 SK 114 楕円形 168 84+ 42 第24図 - ５～７
土師器坏・皿・甕・鍋，青磁碗，白磁碗（Ⅸ類），陶器甕，
須恵器蓋，瓦質土器捏鉢

2 土坑 SK 115 長楕円形 62+ 31 15 土師器坏，陶器壺

2 土坑 SK 116 不整円形 87 50+ 14 土師器片

2 土坑 SK 117 不整円形 108+ 68+ 26 第17図２～４ 土師器坏，青磁碗（龍Ⅱ類），陶器碗

2 溝 SD 118 長楕円形 180+ 56 35
土師器坏・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅱ類），陶器，須恵器片，
瓦

2 土坑 SK 119 楕円形 84+ 60+ 18 土師器片，青磁碗（同安），瓦

2 ピット SP 120 楕円形 48 42 27 土師器片，青磁片，瓦質土器片

2 土坑 SK 121 楕円形 60 55 21 土師器片

2 ピット SP 122 楕円形 47 42 20 土師器皿・捏鉢

2 ピット SP 123 楕円形 44 42 28 土師器皿

2 土坑 SK 124 円形 56 56 33 土師器坏・皿・鍋，白磁碗（Ⅴ類），砥石

2 土坑 SK 125 不整楕円形 65 48 19 土師器坏，青磁碗（龍Ⅲ類），陶器鉢

2 ピット SP 126 不整楕円形 50 42 12 なし

2 土坑 SK 127 不整円形 土師器，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁片

2 土坑 SK 128 楕円形 74 52 13 土師器坏・鍋，陶器片

2 土坑 SK 129 不整楕円形 72 54 22 土師器坏・皿，白磁片

2 土坑 SK 130 楕円形 52 42 22 土師器甕

2 ピット SP 131 不整円形 58 50 16 なし

2 ピット SP 132 楕円形 28 24 22 土師器片
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2 ピット SP 133 不整円形 34 32 21 土師器坏

2 ピット SP 134 不整円形 38 34 10 土師器片

2 ピット SP 135 不整円形 40 37 25 土師器片

2 ピット SP 136 不整円形 32 30 24 土師器片，白磁皿（Ⅸ類），陶器片

2 土坑 SK 137 楕円形 54 41 28 土師器坏・皿，瓦質土器捏鉢

2 土坑 SK 138 楕円形 64 47 33 土師器坏・皿，白磁碗（Ⅴ類）

2 土坑 SK 139 不整円形 60 59 23 土師器片，青磁片

2 土坑 SK 140 楕円形 46 34 20 第26図 -1 土師器坏・皿，青磁片，陶器甕，瓦質土器火鉢・擂鉢

2 ピット SP 141 円形 33 30 34 土師器坏・鍋

2 土坑 SK 142 楕円形 70 56 24 土師質鍋，青磁碗（同安）

2 土坑 SK 143 不整楕円形 210 153 30
土師器坏・鍋，白磁碗（Ⅸ類），陶器鉢・壺，瓦質土器捏
鉢

2 ピット SP 144 不整円形 50 34+ 30 土師器坏・鍋，青磁片，白磁片

2 ピット SP 145 不整円形 31 28 28 土師質捏鉢，陶器片

2 土坑 SK 146 不整楕円形 73 55 18 土師器坏・鍋，陶器片

2 ピット SP 147 不整円形 33 33 17 第44図 - ７ 土師器坏

2 土坑 SK 148 楕円形 48 36 16 第46図 - １・２ 土師器坏・皿

2 土坑 SK 149 楕円形 92 78 26 第46図 - ３～６
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅱ類），白磁碗，陶器壺，
瓦質土器捏鉢

2 ピット SP 150 円形 26 25 12 なし

2 ピット SP 151 不整円形 52 47 32 土師器坏・鍋

2 土坑 SK 152 楕円形 95 50 31 土師器坏・鍋，青磁片，陶器片

2 ピット SP 153 不整円形 42 38 24 土師器坏

2 ピット SP 154 円形 27 25 28 土師器片

2 ピット SP 155 不整円形 36 36 30 土師器片

2 ピット SP 156 楕円形 35 31 14 土師器片

2 ピット SP 157 不整円形 23 22 17 土師器片

2 ピット SP 158 楕円形 34 31 29 土師器片

2 ピット SP 159 楕円形 45 36 14 土師器坏

2 ピット SP 160 不整円形 38 37 28 土師器坏・皿・鍋

2 ピット SP 161 円形 21 21 27 土師器片

2 ピット SP 162 円形 38 37 49 土師器片，白磁片

2 ピット SP 163 楕円形 30 26 15 陶器片

2 ピット SP 164 不整楕円形 57 40 10 なし

2 ピット SP 165 円形 41 39 19 なし

2 土坑 SK 166 楕円形 67 49 10 なし

2 ピット SP 167 楕円形 43 37 13 土師器坏

2 土坑 SK 168 不整円形 99 83 63
土師器坏・皿・鍋，青磁碗，白磁皿，陶器甕，瓦質土器捏
鉢

2 ピット SP 169 円形 53 37+ 27 土師器片

2 ピット SP 170 円形 34 18+ 17 なし

2 ピット SP 171 不整円形 38 33 18 なし

2 ピット SP 172 不整楕円形 44+ 36 40 土師質鍋，青磁片

2 ピット SP 173 円形 30 30 31 なし

2 ピット SP 174 楕円形 48 40 30 土師器片

2 ピット SP 175 楕円形 62 35 18 なし

2 ピット SP 176 不整円形 26 26 14 土師器片

2 土坑 SK 177 不整円形 166 154 26 第26図 - ２～５ 土師器坏・皿・鍋，白磁碗，陶器片

2 土坑 SK 178 不整円形 76 75 31 第25図 - ４～７ 青磁碗，白磁皿（Ⅸ類）

2 土坑 SK 179 隅丸方形 132 102+ 36 第25図 - ８～10 土師器坏・皿，青磁碗（龍Ⅲ類），土錘

2 土坑 SK 180 長楕円形 80+ 47 24
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅱ類），陶器片，瓦質土器
捏鉢

2 土坑 SK 181 隅丸方形 137 81 8 土師器坏・皿・鍋，青磁片

2 土坑 SK 182 不整円形 63 50 22 第46図 - ７ 青磁片，陶器片

2 溝 SD 183 長楕円形 109+ 43 17 土師器坏・鍋，青磁片，須恵質捏鉢

2 ピット SP 184 円形 39 37 30 土師器坏

2 土坑 SK 185a 不整形 128 60+ 42
土師器坏・皿・鍋，青磁碗，白磁碗，陶器鉢 ( Ⅱ類 )，瓦
質土器捏鉢

2 土坑 SK 185b 不整形 68+ 48 42 土師器坏・甕，陶器甕
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2 土坑 SK 185c 不整形 208 68 8
土師器甕，青磁碗 ( 龍Ⅰ類）・坏（龍Ⅲ類），陶器壺，瓦質
土器捏鉢，土錘

2 ピット SP 186 楕円形 42 23 22 土師器片，陶器壺

2 ピット SP 187 円形 27 27 17 土師器坏・鍋

2 ピット SP 188 円形 48 43 18 土師器片

2 ピット SP 189 不整楕円形 58 50 22 土師器坏・皿・捏鉢・甕，青磁碗（龍Ⅰ類）

2 ピット SP 190 円形 40 38 41 土師器坏・皿，陶器甕

2 ピット SP 191 円形 33 32 25 土師器片

2 土坑 SK 192 不整楕円形 106 89 29 第46図 - ９・10 白磁碗（Ⅸ類），陶器甕

2 ピット SP 193 楕円形 37 31 30 土師器片，青磁碗，須恵質捏鉢，土錘

2 土坑 SK 194 楕円形 49 47 24 土師器片，須恵質捏鉢

2 ピット SP 195 円形 37 35 27 土師器皿

2 ピット SP 196 不整円形 34 31 19 土師器片

2 土坑 SK 197 楕円形 84 61 19 第47図 - １・２ 土師器坏・皿・鍋・鉢

2 土坑 SK 198 不整円形 113 73+ 11 土師器皿，青磁片

2 土坑 SK 199 不整円形 140 134 26 第46図 - ８ 青磁碗（龍Ⅰ類），白磁碗（Ⅸ類），陶器壺，滑石製石錘

3 土坑 SK 200 不整円形 312 280 94
土師器坏・皿・鍋・甕・捏鉢・擂鉢，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅲ
類），白磁碗（Ⅴ・Ⅷ・Ⅸ類）・皿，陶器甕・壺・黄釉盤，
瓦質土器捏鉢，土錘，瓦

石組ムロ

2 ピット SP 201 不整円形 40 39 19 土師器片，白磁片

2 ピット SP 202 円形 38 36 17 土師器片

2 土坑 SK 203 不整円形 110+ 109 40 第46図 -11～15
土師器坏・皿・鍋，青磁碗 ( 龍Ⅰ類），陶器壺，瓦質土器
捏鉢，土錘

2 ピット SP 204 楕円形 45 38 22 土錘

2 ピット SP 205 不整円形 39 35 23 陶器甕，瓦

2 土坑 SK 206 不整楕円形 113 91 37 土師器坏・皿・鍋・擂鉢，青磁片，陶器片

2 ピット SP 207 不整楕円形 48 32+ 12 土錘

2 ピット SP 208 不整円形 土師器皿，陶器片，土錘

2 土坑 SK 209 不整円形 107 90 22 第46図 -16 土師器坏，陶器甕

2 土坑 SK 210 不整円形 133 100+ 40 第25図 -11・12 土師器坏・皿

2 ピット SP 211 不整円形 38 37 37 瓦

2 土坑 SK 212 不整楕円形 92 68 34 土師器坏・皿・鍋，青磁碗（同安），陶器片

2 井戸 SE 213 楕円形 108 74+ 148 第45図 - １・２
下層 /陶器片，中層 /青磁碗（龍Ⅱ類），上層 /白磁碗（Ⅸ
類），須恵質捏鉢，瓦質土器捏鉢，

2 土坑 SK 214 不整楕円形 108 102+ 38 第45図 - ３ 白磁碗（Ⅸ類），陶器壺，瓦質土器捏鉢

2 土坑 SK 215 楕円形 114 84 11 土師器坏

2 土坑 SK 216 不整円形 100 92 25 土師器坏・皿・鍋，白磁碗

2 土坑 SK 217 楕円形 356 114+ 74
土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁碗（Ⅸ類），
陶器甕

2 ピット SP 218 円形 40 40 25 土師器坏・鍋，陶器片

2 ピット SP 219 円形 34 32 21 土師質鍋

2 土坑 SK 220 不整円形 65 50 21 土師器坏・鍋，青磁碗，土錘

2 ピット SP 221 円形 29 22+ 18 青磁碗（龍Ⅲ類）

2 土坑 SK 222 楕円形 68 30 25 なし

2 土坑 SK 223 楕円形 111 53 26 第44図 - ３～６
土師器坏・皿・甕，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁片，瓦質土器
片

2 土坑 SK 224 不整円形 72 55 15 土師器甕，青磁碗，陶器黄釉盤

2 土坑 SK 225 楕円形 42 38+ 11 土師器坏，陶器片

2 土坑 SK 226 不整楕円形 150 132+ 45 第47図 - ３ 瓦質土器捏鉢

2 土坑 SK 227 楕円形 60+ 36 20 なし

2 土坑 SK 228 不整楕円形 206 158 34 第47図 - ４～10 土師器坏・皿

2 土坑 SK 229 円形 48 45 14 なし

2 土坑 SK 230 不整円形 53 50 33 なし

2 ピット SP 231 不整円形 43 39 28 なし

3 土坑 SK 232 不整円形 105 93 29 なし

3 土坑 SK 233 不整円形 103 99 19 なし

2 土坑 SK 234-a 不整円形 120 110 97 第48図 土師器坏・皿・鍋，滑石

2 土坑 SK 234-b 不整円形 42 30+ 28 なし

3 溝 SD 235 長楕円形 1700+ 330 40 第54図 - １～14
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅱ類），白磁碗（Ⅸ類），
陶器甕・壺，瓦質土器捏鉢・擂鉢，土錘，瓦

2 ピット SP 236 不整円形 41 37 25 土師器坏・甕，陶器片
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2 土坑 SK 237 不整楕円形 246 138 65 第45図 - ４～９
土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅰ～Ⅲ類），陶器甕・
壺，須恵質捏鉢

2 土坑 SK 238 楕円形 119 114 21 土師器坏・皿，陶器甕

2 ピット SP 239 円形 33 31 18 なし

2 ピット SP 240 不整円形 38 32 22 土師器皿

2 土坑 SK 241 楕円形 145 70 11 なし

3 土坑 SK 242 円形 104 94 24 なし

3 土坑 SK 243 不整円形 141 128 22
土師器坏・皿・鍋・甕，白磁皿（Ⅸ類），陶器擂鉢・甕，
須恵器片

3 土坑 SK 244 円形 114 112 44 土師器坏・皿・鍋・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片

3 土坑 SK 245 楕円形 152 98 18 第54図 -15～22 なし

3 土坑 SK 246 楕円形 60+ 58 18 土師器坏・鍋，白磁片，陶器片

3 土坑 SK 247 不整楕円形 82+ 51 21 土師器片，青磁片，瓦質土器片

3 土坑 SK 248 隅丸方形 103 100 33 なし

3 土坑 SK 249 不整楕円形 102 56 16 なし

3 土坑 SK 250 隅丸長方形 206+ 110 28 なし

3 溝 SD 251 長楕円形 160+ 60 36 なし

3 土坑 SK 252 不整円形 266 260 46 第59図 - １～７
土師器坏・皿・鍋・甕・捏鉢・擂鉢，陶磁器片（中世～近
代），須恵質捏鉢，瓦質土器火鉢・湯釜・捏鉢・擂鉢，瓦

3 土坑 SK 253 不整円形 158 144 36
土師器坏・捏鉢，青磁碗，白磁碗，陶器壺，瓦質土器捏鉢，
瓦，土錘

3 土坑 SK 254 不整楕円形 152 116+ 40 なし

3 溝 SD 255 長楕円形 802+ 132 66
土師器坏・鍋・捏鉢・擂鉢，陶磁器片（中世～近世），瓦
質土器湯釜・火鉢・擂鉢，瓦（中世・近代）

3 土坑 SK 256 不整楕円形 404 204+ 134 土師器坏・鍋，陶器甕，瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 257 不整楕円形 224 104+ 36 土師器坏・鍋，青磁碗，白磁皿，須恵器片，瓦

3 土坑 SK 258 不整楕円形 84 34 40 土師器坏，瓦

3 ピット SP 259 円形 34 32 26 土師器片，土錘

3 土坑 SK 260 長楕円形 96+ 90 14 なし

3 土坑 SK 261 楕円形 47 27+ 12 なし

3 土坑 SK 262 不整楕円形 116 62 20 土師器片

3 土坑 SK 263 不整楕円形 92 79 19 なし

3 土坑 SK 264 不整楕円形 89 75 46 第54図 -23～29 土師器坏・皿・鍋，白磁碗，陶器壺

3 土坑 SK 265 隅丸方形 140 125 30 土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦

3 ピット SP 266 楕円形 41 35 20 土師器甕

3 ピット SP 267 円形 39 37 25 土師質捏鉢，青磁片，陶器黄釉盤

3 土坑 SK 268 不整楕円形 340 176 40 土師質鍋・擂鉢，白磁片，陶器片，瓦

3 土坑 SK 269 円形 175 70+ 16 土師器片，青磁片，陶器片

3 土坑 SK 270 隅丸長方形 370 100 30 土師器片，陶器片

3 土坑 SK 271 楕円形 93 58 17 土師器坏，陶器片，瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 272 不整楕円形 160 120 28 土師器坏・皿・甕，青磁碗，白磁碗（Ⅸ類），陶器甕

3 土坑 SK 273 長楕円形 120 46 20 土師器坏・鍋・擂鉢，陶器片

3 土坑 SK 274 不整楕円形 98 70 40 土師器片

3 土坑 SK 275 長楕円形 84+ 72 30 第61図 青磁碗（龍Ⅰ類），白磁皿（Ⅸ類），瓦

3 土坑 SK 276 不整円形 160 160 32 なし

3 土坑 SK 277 不整楕円形 113 85 18 土師器片，陶器片

3 土坑 SK 278 楕円形 64+ 50 11 土師器片，青磁片

3 ピット SP 279 楕円形 51 39 7 なし

3 ピット SP 280 楕円形 50 19 7 土師器片

3 土坑 SK 281 円形 136 44+ 80 土師器片，陶器片，瓦

3 土坑 SK 282 不整楕円形 110 56 40 第58図 - １ 青磁，陶器甕・鉢，瓦，壁土

3 土坑 SK 283 不整楕円形 174 109 80
土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅰ類・同安），陶器甕・
鉢，須恵質捏鉢，瓦

3 溝 SD 284 不整楕円形 101 50 16 土師器坏・鍋，陶器黄釉盤，瓦質土器碗

3 土坑 SK 285 不整楕円形 180 162 40
土師器坏・鍋，青磁碗，白磁片，陶器甕・鉢，瓦質土器捏
鉢

3 溝 SD 286 長楕円形 180 56 16 なし

3 土坑 SK 287 不整楕円形 114 77 44 なし

3 土坑 SK 288 楕円形 150 90 80
土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗（龍１類），白磁碗（Ⅸ類），
陶器甕・壺

3 ピット SP 289 不整円形 53 46 28 土師器片，陶器片
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エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

3 溝 SD 290 長楕円形 370 34 36 第62図 土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁碗，陶器片

3 土坑 SK 291 不整円形 78 64 22 土師器片，白磁碗

3 土坑 SK 292 隅丸長方形 148 68+ 26
土師器坏・皿・鍋，青磁碗，白磁碗，陶器黄釉盤・甕，滑
石

3 土坑 SK 293 隅丸長方形 118 80 38
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦質土器
捏鉢

3 土坑 SK 294 隅丸方形 112 76+ 12 土師器坏・鍋，陶器片

3 土坑 SK 295 楕円形 80 52 19 第58図 - ２ 土師器坏・鍋，陶器鉢

3 土坑 SK 296 楕円形 82 42 18 土師質鍋

3 土坑 SK 297 長楕円形 135 51 12 土師器片，陶器片，瓦，土錘

3 土坑 SK 298 長楕円形 80+ 40 18 土師器坏・鍋，瓦質土器片，瓦

3 ピット SP 299 不整円形 29 28 16 土師器片

3 ピット SP 300 楕円形 35 28 20 土師器片，瓦

3 ピット SP 301 楕円形 26 22 22 土師器坏・鍋，瓦質土器片，瓦

3 ピット SP 302 不整円形 20 18 28 なし

3 ピット SP 303 円形 32 32 12 白磁碗

3 ピット SP 304 不整円形 28 25 18 なし

3 ピット SP 305 不整円形 32 32 28 なし

3 ピット SP 306 楕円形 44 36 9 なし

3 ピット SP 307 円形 27 25 8 なし

3 ピット SP 308 円形 50 38 18 なし

3 ピット SP 309 円形 35 34 8 土師器片

3 ピット SP 310 不整円形 30 25 18 土師器片

3 ピット SP 311 不整円形 30 28 17 なし

3 土坑 SK 312 不整楕円形 100 52 14 第58図 - ３ 土師質風炉，白磁碗，瓦

3 土坑 SK 313 円形 52 50 35 土師器坏・皿，瓦質土器片

3 ピット SP 314 楕円形 68 52 16 なし

3 土坑 SK 315 不整楕円形 288 146 28 土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦

3 ピット SP 316 不整円形 58+ 30+ 28 土師器片

3 ピット SP 317 不整円形 30 30 15 土師器片

3 ピット SP 318 円形 31 30 16 瓦質土器片

3 ピット SP 319 不整円形 27 27 20 土師器片

3 土坑 SK 320 不整円形 108 90+ 40 土師器坏，青磁片，陶器壺

3 ピット SP 321 楕円形 41 36 37 土師器片

3 土坑 SK 322 楕円形 62 43 45 なし

3 土坑 SK 323 不整楕円形 146 86 25 第58図 - ４～７ 土師質擂鉢，青磁碗，陶器片（近世），瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 324 不整楕円形 128 60 18 瓦質土器擂鉢，陶器皿（近世），瓦

3 ピット SP 325 楕円形 43 38 33 土師皿，青磁片，陶器片

3 土坑 SK 326 不整円形 73 52+ 22 土師器片

3 ピット SP 327 楕円形 58 51 22 なし

3 土坑 SK 328 不整楕円形 54+ 50 4 なし

3 ピット SP 329 円形 24 21 17 なし

3 ピット SP 330 円形 38 37 15 土師器片

3 ピット SP 331 円形 36 33 14 なし

3 ピット SP 332 楕円形 49 42 20 青磁片

3 土坑 SK 333 円形 25 25 13 なし

3 土坑 SK 334 楕円形 63 41 15 土師器坏

3 土坑 SK 335 不整円形 57 54+ 59 第58図 - ８～13 土師器坏，青磁碗・皿，陶器片

3 ピット SP 336 円形 28 28 21 土師器片

3 土坑 SK 338 不整楕円形 305 256 80 第58図 -14
土師器坏・皿・甕・捏鉢・擂鉢，青磁碗，陶器甕・擂鉢，
瓦質土器捏鉢，土錘，瓦，砥石

3 ピット SP 339 楕円形 44 34 24 土師器片，白磁片，滑石

3 ピット SP 340 不整円形 78 68 12 土師器片，陶器片，土錘

3 土坑 SK 341 楕円形 80 56 18 土師器片（近代）

3 ピット SP 342 不整円形 35 34 24 なし

3 土坑 SK 343 楕円形 53 42 9 なし

3 土坑 SK 344 不整楕円形 110 78 10
土師器坏・皿・鍋・捏鉢・擂鉢，須恵器片，瓦質土器片，
瓦

3 ピット SP 345 不整円形 36 35 26 土師器片
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

3 ピット SP 346 円形 31 28 20 土師器坏

3 ピット SP 347 楕円形 60 46 12 土師器片

3 ピット SP 348 不整円形 37 34 13 土師器片，陶器片

3 土坑 SK 349 不整楕円形 72 59 9 土師器片

3 ピット SP 350 不整楕円形 63 43 13 土師器片，青磁碗（龍Ⅰ類）

3 ピット SP 351 不整楕円形 48+ 33 10 なし

3 ピット SP 352 楕円形 74 38 17 土師器坏・皿・鍋・捏鉢

3 ピット SP 353 不整円形 38 34 28 土師器片，陶器片

3 土坑 SK 354 不整楕円形 123 62 23 なし

3 ピット SP 355 不整楕円形 50 42 12 陶器片

3 ピット SP 356 楕円形 44 37 13 土師器片

3 土坑 SK 357 不整円形 土師器片，瓦質土器片

3 ピット SP 358 楕円形 35+ 27+ 4 なし

3 ピット SP 359 不整円形 33 23+ 22 土師器片，陶器卸目皿

3 土坑 SK 360 楕円形 86 66 14 第58図15・16 土師器坏・鍋，青磁片，白磁碗（Ⅷ類），陶器鉢，滑石

3 ピット SP 361 不整円形 22 22 20 なし

3 ピット SP 362 円形 25 23 14 なし

3 ピット SP 363 楕円形 33 23+ 12+ なし

3 土坑 SK 364 楕円形 127 80+ 34 第71図 - １ 土師器片，白磁片

3 土坑 SK 365 楕円形 35 30 26 土師器片，白磁片

3 ピット SP 366 不整円形 122 118 20 なし

3 井戸 SE 367 楕円形 245 173 145+ 第55図 ２面以深 /土師器坏・鍋・擂鉢，陶器片，土錘，瓦 石組遺構

3 ピット SP 368 楕円形 62 46 7 なし

3 土坑 SK 369 不整楕円形 125 110+ 20 なし

3 土坑 SK 370 不整楕円形 95 88 14 第71図 - ２ 土師器甕，陶器片，土錘

3 土坑 SK 371 楕円形 50+ 33 27 土師器甕

3 土坑 SK 372 不整円形 88 65 18 土師器片，粉青沙器片

3 土坑 SK 373 楕円形 76 52 37 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅳ類），瓦

3 土坑 SK 374 不整円形 40 35+ 27 土師器片，青磁片

3 ピット SP 375 不整円形 27 26 20 なし

3 ピット SP 376 円形 45 45 20 土師器坏・鍋，青磁皿，陶器黄釉盤

3 ピット SP 377 不整円形 58 54 39 土師器片

3 ピット SP 378 楕円形 35+ 30 36 土師器片，瓦質土器片

3 ピット SP 379 不整円形 35 32 24 土師器坏，壁土

3 土坑 SK 380 不整円形 なし

3 ピット SP 381 円形 27 25 21 なし

3 土坑 SK 382 不整楕円形 111 82 26 土師器坏・鍋，青磁皿，白磁碗（Ⅷ類），陶器壺，砥石

3 土坑 SK 383 楕円形 49+ 47 19 土師器片，陶器片

3 ピット SP 384 楕円形 51 30 16 土師器坏

3 土坑 SK 385 楕円形 67 39+ 29 土師器片，陶器片，瓦

3 ピット SP 386 楕円形 47 37 17 なし

3 ピット SP 387 円形 33 31 29 土師器片

3 ピット SP 388 円形 36 34 7 なし

3 ピット SP 389 円形 30 28 28 青磁碗

3 土坑 SK 390 不整楕円形 204 184 108 第78図 - １
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（同安），白磁碗（Ⅴ類）・皿，
陶器碗・甕・壺，染付片，須恵質捏鉢・甕，土錘，石錘，
壁土

3 土坑 SK 391 隅丸方形 166 134+ 27 第78図 - ２・３
土師器坏・皿・鍋，青磁碗，白磁碗・壺，陶器片，瓦質土
器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 392 不整円形 160 148 11
土師器坏・鍋・捏鉢・擂鉢，青磁碗，陶器片，瓦質土器捏
鉢，土錘，壁土

3 土坑 SK 393 隅丸長方形 272 190 31 第78図 - ４・５
土師器坏・鍋・擂鉢，青磁碗（龍Ⅳ類），白磁碗（Ⅳ類），
染付碗（近代），陶器甕・壺，瓦質土器捏鉢・湯釜，瓦

3 土坑 SK 394 不整楕円形 108 48 48 土師器坏・青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦質土器片

3 ピット SP 395 円形 35 32 24 土師器片

3 土坑 SK 396 楕円形 62 54 29 土師器坏・鍋，青磁碗，滑石，壁土

3 ピット SP 397 不整円形 42 39 32 土師器片

3 土坑 SK 398 円形 104+ 56+ 42 土師器坏・皿・鍋，青磁片，陶器片，須恵質捏鉢

3 ピット SP 399 円形 34 33 35 土師器坏，白磁皿

3 土坑 SK 400 不整円形 78 62 18 土師質鍋
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遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

1 ピット SP 401 円形 32 30 29 土師器片，陶器片

1 土坑 SK 402 長楕円形 256+ 158 10 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅲ類・同安），白磁碗（Ⅸ類）

1 溝 SD 403 長楕円形 187+ 30 15 土師器片，陶器壺

1 溝 SD 404 不整楕円形 158+ 40 46 土師器坏，青磁碗，白磁碗（Ⅸ類）

1 溝 SD 405 不整楕円形 94+ 37 33 土師器坏・皿，茶碗（近代），陶器壺

1 土坑 SK 406 不整楕円形 238 115 44
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅲ類），白磁碗（Ⅸ類），
陶器甕・壺，須恵質捏鉢

3 土坑 SK 407 不整円形 50 48 12 土師器坏・捏鉢

3 土坑 SK 408 楕円形 106 50 18 土師器片，白磁皿（Ⅸ類），土錘

3 ピット SP 409 不整円形 28 22+ 13 第71図 - ９ なし

3 ピット SP 410 楕円形 53 45 12 なし

3 ピット SP 411 楕円形 50+ 47 8.5 なし

3 ピット SP 412 不整楕円形 61 43 20 なし

3 土坑 SK 413 長楕円形 208 83 35 第79図 - １～５ 土師質鍋，石錘

3 ピット SP 414 長楕円形 126 43+ 12 土師質鍋，滑石製石錘

3 ピット SP 415 不整楕円形 82 54 30 土師器片

3 土坑 SK 416 不整円形 136 118+ 22 第79図 - ６・７
土師器坏・鍋・捏鉢・擂鉢，白磁碗・皿，瓦質土器火鉢・
捏鉢

3 土坑 SK 417 不整円形 216 175+ 20 第79図 - ８ 土師器皿・鍋

3 竪穴 SI 418 不整楕円形 300+ 220 26 第78図 - ６～８
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅳ類），白磁碗（Ⅸ類），陶
器碗・甕・擂鉢，瓦質土器捏鉢・湯釜，壁土

3 ピット SP 419 不整楕円形 61 44 22 第71図 - ３ 土師器片

3 ピット SP 420 不整楕円形 52 35 12 土師器坏

3 土坑 SK 421 楕円形 248 108 16 第78図 - ９ 土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗，陶器碗，瓦質土器捏鉢

3 ピット SP 422 不整円形 34 32 14 土師器片

3 土坑 SK 423 円形 94 40+ 20 土師器坏，瓦質土器捏鉢

3 土坑 SK 424 不整楕円形 226 94 38 第72図１～５
土師器坏・皿・鍋・捏鉢，青磁碗（同安），陶器片，須恵
器片

3 土坑 SK 425 不整楕円形 126 90 106 第72図６・７ 土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁皿，雑釉陶器

3 土坑 SK 426 不整楕円形 132 82+ 28
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅳ類），陶器鉢，瓦質土器
擂鉢，瓦

3 土坑 SK 427 円形 62+ 54+ 14 なし

3 土坑 SK 428 楕円形 180 70 18 なし

3 土坑 SK 429 不整楕円形 264+ 230 58 第72図８～21
土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁皿 (Ⅸ類），
陶器甕・壺，瓦質土器捏鉢，須恵質捏鉢，瓦

3 土坑 SK 430 不整円形 92 85 23 土師器坏・鍋・捏鉢，青磁片，石球

3 土坑 SK 431 楕円形 136 90 12 土師器坏・皿・鍋，陶器壺

3 土坑 SK 432 不整楕円形 154 102 18 土師器坏・捏鉢，青磁碗，陶器片

3 ピット SP 433 不整円形 56 46 26 なし

3 土坑 SK 434 不整円形 188 150+ 16
土師器片，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦質土器片，土人
形

3 ピット SP 435 不整円形 42 38 28 なし

3 土坑 SK 436 長楕円形 110+ 44 38 土師器坏・鍋，白磁片，陶器壺，瓦質土器片

3 土坑 SK 437 不整楕円形 115 104+ 10 土師器坏・鍋・捏鉢，陶器片

3 土坑 SK 438 楕円形 79 65 14 土師器片，陶器片，須恵器片（中世）

3 土坑 SK 439 不整楕円形 122+ 82+ 9 土師器片，土錘

3 ピット SP 440 長楕円形 104 28+ 30 土師器皿，青磁碗（龍Ⅰ類）

3 ピット SP 441 円形 28 28 13 なし

3 ピット SP 442 不整円形 38 35 24 土師器片

3 ピット SP 443 不整円形 38 34 18 土師器片

3 ピット SP 444 不整円形 38 34 30 第84図 - ６ 土師器片

3 ピット SP 445 不整円形 41 39 15 瓦質土器片

3 ピット SP 446 不整円形 34 32 28 土師質鍋

3 ピット SP 447 楕円形 34 30 18 なし

3 ピット SP 448 円形 35 35 22 土師器坏

3 ピット SP 449 楕円形 45 38 22 土師器片，青磁碗，白磁皿

3 ピット SP 450 楕円形 52 46 22 土師器片，青磁碗（龍Ⅳ類），白磁碗

3 土坑 SK 451 楕円形 245 110 26
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅳ類），陶器片，瓦質土器
片，土錘

3 土坑 SK 452 楕円形 252+ 208 32 第78図 -10・11
土師器皿・鍋・甕・捏鉢，青磁碗（龍Ⅳ類），白磁碗（Ⅸ
類），陶器片，土錘，壁土

3 ピット SP 453 楕円形 42 36 12 土師器片，白磁片
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エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

3 ピット SP 454 楕円形 30 26 18 なし

3 ピット SP 455 楕円形 34 24 10 なし

3 ピット SP 456 不整円形 36 33 9 なし

3 ピット SP 457 楕円形 36 23 24 土師器片

3 土坑 SK 458 楕円形 38 30 22 なし

3 ピット SP 459 楕円形 48 40 8 青磁碗

3 土坑 SK 460 不整楕円形 88 36 20 土師器片，陶器壺

3 ピット SP 461 楕円形 30 25 26 土師器片

3 ピット SP 462 楕円形 34 27 6 土師器坏

3 ピット SP 463 不整円形 34 28 16 瓦質土器碗

3 ピット SP 464 不整楕円形 49 28 21 なし

3 ピット SP 465 不整楕円形 54 42 23 土師器片

3 ピット SP 466 楕円形 82 66 20 第71図 - ８ 土師器片，陶器甕，軽石

3 ピット SP 467 楕円形 78 58 44 土師器坏，陶器壺

3 ピット SP 468 楕円形 43 40+ 18 土師器片，瓦質土器片

3 ピット SP 469 不整円形 25 24 25 土師質鍋

3 ピット SP 470 不整円形 55 44+ 8 土師皿

3 土坑 SK 471 楕円形 82 62+ 48 土師器片，青磁片

3 ピット SP 472 不整円形 38 32 15 なし

3 ピット SP 473 楕円形 64 40 22 土師質鍋・甕，陶器片，土錘

3 ピット SP 474 円形 46 45 18 土師器坏，陶器片

3 ピット SP 475 不整円形 41 38 18 土師器坏，砥石

3 ピット SP 476 楕円形 53 38 24 土師器片

3 土坑 SK 477 円形 34 32 12 土師器片

3 ピット SP 478 円形 33 33 14 なし

3 ピット SP 479 楕円形 44 37 11 土師器片

3 ピット SP 480 楕円形 38 34 13 なし

3 ピット SP 481 楕円形 45 34 23 土師器片

3 ピット SP 482 楕円形 45 40 13 土師器片

3 ピット SP 483 楕円形 50 44 19 なし

3 ピット SP 484 不整円形 42 39 14 なし

3 土坑 SK 485 楕円形 92 61 44 土師器坏・鍋，白磁片

3 土坑 SK 486 楕円形 170 76+ 35 土師器坏・皿・鍋，白磁片，土錘

3 土坑 SK 487 楕円形 103 77 7 土師器片

3 土坑 SK 488 不整楕円形 156 108+ 32 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片

3 土坑 SK 489 不整楕円形 252 168 88 第78図 -12～17
土師器坏・皿・甕，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器甕・壺，瓦質
土器捏鉢

3 土坑 SK 490 楕円形 164+ 152 36 土師器坏・鍋，青磁碗，白磁壺・皿，陶器片

3 土坑 SK 491 不整円形 120 108 100 第78図 -18～20
土師器坏・捏鉢・甕，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁片，陶器甕・
壺・碗，滑石製石鍋，石球

3 土坑 SK 492 不整楕円形 190+ 192 24
土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類・同安）・皿，白磁片，陶
器片，砥石，ガラス（近代），壁土

3 ピット SP 493 不整楕円形 38+ 35 19 なし

3 土坑 SK 494 不整楕円形 130 100 20 土師器坏・鍋，白磁碗，粉青沙器片，瓦質土器片，瓦

3 ピット SP 495 楕円形 70 35+ 16 土師器坏・鍋，瓦質土器片

3 ピット SP 496 楕円形 32 25+ 16 土師器片

3 土坑 SK 497 不整楕円形 88 48 15 なし

3 土坑 SK 498 楕円形 70+ 50 20 土師器片，陶器黄釉盤，須恵質捏鉢

3 土坑 SK 499 不整楕円形 56 45 不明 なし

3 土坑 SK 500 不整楕円形 125 77 15 土師器坏・鍋，瓦質土器甕，軽石

3 土坑 SK 501 不整楕円形 105+ 116 38
土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類・同安）・皿，白磁片（近
代），瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 502 楕円形 82 61 6 陶器片

3 土坑 SK 503 不整円形 66 60 24 土師器坏，青磁片，陶器片

3 土坑 SK 504 楕円形 224 158+ 89
土師器坏・鍋・捏鉢，青磁碗Ⅰ（龍Ⅰ類），陶器甕・壺，
瓦，滑石

3 土坑 SK 505 長楕円形 97+ 38 44 土師器坏・鍋，白磁片，瓦質土器火鉢

3 土坑 SK 506 不整楕円形 117 81 53 第71図４～７
土師質鍋，青磁碗，白磁碗・皿（Ⅸ類），陶器鉢・壺，瓦
質土器捏鉢，壁土

3 土坑 SK 507 不整楕円形 148 102 60 第84図 - １
土師器坏・皿・鍋・捏鉢，青磁碗，陶器甕・黄釉盤，瓦質
土器捏鉢，土錘，瓦，砥石
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エリア 種別 記号
遺構
番号

形状 長軸 短軸 深さ 遺物図 遺物（図化不可） 備考

3 土坑 SK 508 不整楕円形 92 90+ 24 第84図 - ２ 土師器坏・鍋，白磁片，陶器片

3 土坑 SK 509 円形 60 60 14 土師器坏，白磁皿（Ⅷ類）

3 土坑 SK 510 不整楕円形 90 73 9 土師器坏，陶器片，瓦質土器片

3 ピット SP 511 不整円形 52 45 18 土師器片

3 土坑 SK 512 不整楕円形 105 86 10 土師器片，青磁碗（龍Ⅰ類）

3 土坑 SK 513 不整円形 120 118 92
土師器坏・皿・鍋，青磁碗（龍Ⅲ類），白磁碗（Ⅳ類），陶
器壺・鉢・碗，瓦質土器捏鉢，瓦，土錘，石錘，壁土

3 ピット SP 514 不整楕円形 46 40 不明 なし

3 ピット SP 515 円形 42 40 14 なし

3 土坑 SK 516 楕円形 36 31 30 土師器片，青磁片

3 土坑 SK 517 円形 64 63 13 土師器片，滑石

3 土坑 SK 518 楕円形 128 108+ 68 第84図 - ３・４
土師器坏・皿・甕，青磁碗（龍Ⅱ類）・皿・壺，陶器壺，
須恵質捏鉢，砥石，石鍋

3 土坑 SK 519 楕円形 170 110 16 土師器坏・鍋・捏鉢，陶器片，滑石

3 土坑 SK 520 楕円形 144+ 120 28 第84- ５
土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦質土器捏鉢，
瓦，土錘，石鍋

3 土坑 SK 521 不整楕円形 264 204 15 土師器坏・皿・鍋・甕，青磁碗・皿，陶器片，土錘，壁土

3 ピット SP 522 不整楕円形 73 55 17 土師器片，青磁片，陶器片，瓦質土器片

3 ピット SP 523 不整円形 58 48+ 8 土師器片，青磁皿（同安）

3 土坑 SK 524 楕円形 51+ 43 6 土師器坏

3 土坑 SK 525 不整楕円形 105 54+ 27 土師器片，瓦質土器片，滑石

3 土坑 SK 526 円形 130 100+ 14 土師器坏，青磁片，瓦質土器片，壁土

3 土坑 SK 527 隅丸長方形 150 124+ 68 第92図 - １
土師器坏・皿・鍋・甕・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類）・蓋，白
磁碗，陶器甕・黄釉盤，壺，瓦，土錘，石錘

3 土坑 SK 528 不整楕円形 264 210+ 48 第92図 - ２～12
土師器坏・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅰ・Ⅱ類），陶器壺・甕，
瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 529 不整円形 108 96 10 土師器片，青磁碗，瓦質土器片

3 土坑 SK 530 楕円形 64 58 17 土師器片，青磁碗，瓦，石錘

3 土坑 SK 531 不整楕円形 103 80 19 第93図 - １～５
土師器坏・甕，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁皿，陶器片，瓦質
土器片

3 ピット SP 532 楕円形 46 36 7 陶器片

3 土坑 SK 533 楕円形 103 73 40 第93図 - ６ 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類）・皿，陶器片，磚

3 土坑 SK 534 隅丸長方形 268 104 10 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁片，陶器甕，土錘

3 土坑 SK 535 隅丸長方形 170 74+ 12 第93図 - ７ 土師器坏・鍋，陶器鉢・壺

3 土坑 SK 536 不整楕円形 68+ 56 13 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片，瓦質土器捏鉢

3 ピット SP 537 不整円形 37 27+ 15 土師器片，白磁片，陶器碗

3 土坑 SK 538 不整楕円形 190+ 116 28 第78図 -21・22
土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁片（Ⅸ類），陶器黄
釉盤，瓦質土器片

3 ピット SP 539 円形 39 38 22 第93図 - ８ 土師器片，青磁片，陶器片，瓦質土器片

3 土坑 SK 540 不整楕円形 241 101 30 第93図 - ９・10 土師器坏・皿・鍋・甕，白磁片，陶器壺，瓦質土器捏鉢

3 ピット SP 541 不整円形 58 58 26 土師器坏，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器壺，須恵質捏鉢

3 土坑 SK 542 不整楕円形 124+ 106+ 5 第93図 -11
土師器坏・捏鉢，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器甕，須恵器甕・
捏鉢

3 土坑 SK 543 不整楕円形 138 82 16 第92図 -13～17 土師器坏，青磁片，陶器壺，須恵器甕，瓦質土器捏鉢，瓦

3 土坑 SK 544 円形 68 68 15 土師器坏，青磁碗（龍Ⅰ類），陶器片

3 土坑 SK 545 楕円形 77 52 23 土師器坏・甕，青磁碗，陶器壺，砥石

3 ピット SP 546 楕円形 35 31 17 土師器片，陶器甕，須恵質捏鉢

3 土坑 SK 547 不整円形 200 172 58 第78図 -23
土師器坏・鍋・甕，青磁碗（龍Ⅰ類），白磁碗，粉青沙器
片，陶器鉢・甕・黄釉盤

3 土坑 SK 548 楕円形 57 48 19 土師器片，白磁碗（Ⅸ類），陶器甕

3 土坑 SK 549 不整楕円形 102 80 9 土師器皿，陶器片

3 ピット SP 550 不整円形 72 42+ 52 土師器坏・鍋，白磁碗，陶器片，壁土

3 土坑 SK 551 不整楕円形 52 38 10 なし

3 土坑 SK 552 不整楕円形 148 134 20
土師器坏・皿・鍋，青磁片，白磁片，陶器黄釉盤，瓦質土
器捏鉢

3 ピット SP 553 不整円形 38 34 8 第93図 -12 なし

3 土坑 SK 554 不整円形 58 55+ 24 土師器片

3 土坑 SK 555 楕円形 40 39+ 12 土師器片，陶器片

3 ピット SP 556 楕円形 66 43 15 なし

3 ピット SP 557 楕円形 34 32 31+ 白磁片，陶器片

3 ピット SP 558 楕円形 110 57+ 19 第78図 -24・25 青磁碗（龍Ⅲ類），陶器片，瓦質土器捏鉢

3 土坑 SK 559 不整楕円形 93 50+ 28 土師器坏・鍋，青磁碗（龍Ⅰ類），瓦質土器捏鉢
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第２表　HZK2101地点遺物観察表

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

6-1
SD03

（SK03改め）
青磁
碗

［4.3］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-4a 類

6-2 SD03
青磁
碗

［3.6］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

6-3 SD03
青磁
碗

［3.0］緻密 良好 2.5GY6/1オリーブ灰
外：施釉，施文
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ類

6-4 SD03
陶器
水注

［8.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR3/3暗褐
外：施釉，施文
内：施釉

把手

6-5 SD03
瓦質土器
碗

［2.1］緻密 良好 N5/ 灰
外：ナデ
内：ナデ，ミガキ

6-6 SD09a
白磁
壺

［4.0］緻密 良好
外：5GY7/1明オリーブ灰
内：7.5Y7/1灰白

外：施釉
内：施釉

6-7 SD9a-1
青磁
碗

（16.2） ［3.6］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

6-8 SD09a
青磁
皿

（4.8）［1.7］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-1b 類

6-9 SD09a-2
陶器
壺

［2.2］緻密 良好 10YR4/1褐灰
外：施釉
内：施釉

6-10 SD09a
瓦質土器
釜

［5.5］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR5/4にぶい褐
外：ナデ
内：ナデ

6-11 SD09a
土師器
坏

（12.4）（8.7）［2.5］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-12 SD09a
土師器
皿

（9.0）（6.8）［1.5］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR6/3にぶい黄橙
内：10YR7/3にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

6-13 SD09ｂ -1
青磁
碗

（6.4）［2.6］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-1類

6-14 SD10-1
土師器
皿

（8.7）（6.7）［0.7］緻密，雲母片を含む 良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

6-15 SK01
陶器
壺

（7.0） ［4.0］緻密，黒色粒子を含む 良好
外：7.5YR3/1黒褐
内：7.5YR3/3暗褐

外：施釉
内：施釉

7-1 SK06 砥石 17.5 6.8 2.6

7-2 SK08
瓦質土器
碗

（17.4） ［3.9］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：2.5Y5/2暗灰黄
内：2.5Y7/1灰白

外：ナデ，ミガキ
内：ナデ

7-3 SK08
土師器
坏

（14.0）（9.6） 2.6
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

7-4 SK08
土師器
坏

（10.2）［1.3］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

7-5 SK08
土師器
坏

（8.6）［1.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

7-6 SK23
陶器
鉢

（14.8） ［4.2］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：10R2/2極暗赤褐
内：10R3/1暗赤灰

外：施釉
内：施釉

陶器小鉢
Ⅵ -Ⅰ類

7-7 SK49
瓦質土器
風炉

（23.3） ［4.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR3/1黒褐
外：ナデ
内：ナデ

7-8 SK49
土師器
皿

6.7 4.8 1.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：摩滅

糸切り底

7-9
SK50
No.2

青磁
碗

（5.6）［1.9］緻密 良好
外：7.5GY6/1緑灰
内：7.5GY7/1明緑灰

外：施釉，露胎
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

7-10
SK50
No.1

白磁
皿

（5.2）［0.6］緻密 良好
外：10YR7/2にぶい黄橙
内：5GY8/1灰白

外：露胎
内：施釉

7-11 SK60
滑石製
石鍋

（13.4） ［3.3］

8-1 SK17
滑石製
石錘

3.2 1.95 1.1 13.99g

8-2 SK18
陶器
壺

［6.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR4/2灰黄褐
内：10YR5/2灰黄褐

外：施釉
内：施釉

陶器壺Ⅳ-1類

8-3 SK18
陶器
耳壺

（12.1） ［13.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR4/6褐
内：10YR6/2灰黄褐

外：施釉
内：施釉

8-4 SK18
土師器
坏

- （8.8）［1.3］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR7/3にぶい黄橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

8-5 SK21
白磁
碗

（12.0） ［2.8］緻密 良好 10Y6/1灰
外：施釉，施文
内：施釉

8-6 SK21
白磁
皿

（10.8）（5.6） 3.3 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗Ⅸ-1類
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8-7 SK21
白磁
合子蓋

（2.5） 0.9 緻密 良好
外：2.5GY8/1灰白
内：5Y8/1灰白

外：施釉，施文
内：施釉

8-8 SK21
瓦質土器
捏鉢

［3.4］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 2.5Y7/2灰黄
外：ナデ
内：ナデ

8-9 SK21
土師器
坏

（9.4）［1.4］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

8-10 SK22一括
陶器
壺

（8.4） ［6.3］緻密 良好 7.5YR4/1褐灰
外：施釉
内：施釉

大宰府編年
陶器壺Ⅱ-1類

8-11 SK34
土師器
坏

（12.0）（8.0） 2.6
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/1明褐灰

外：ナデ，摩滅
内：ナデ

8-12 SK36
白磁
碗

（6.0）［2.7］緻密 良好
外5Y7/1灰白
内：7.5Y7/1灰白

外：施釉，露胎
内：施釉

白磁碗Ⅴ類

8-13 SK36
白磁
皿

（9.4）（6.0）［2.8］緻密 良好
外：10Y8/1灰白
内：10GY8/1明緑灰

外：施釉，口禿
内：施釉

白磁碗Ⅸ-1類

8-14 SK36No.1
陶器
碗

（3.2）［1.6］緻密 良好 5Y7/4浅黄
外：露胎
内：施釉

8-15
SK63

1，2層一括
瓦質土器
碗

［2.5］緻密 良好 2.5Y8/1灰白
外：ナデ
内：ナデ

8-16
SK63

1，2層一括
青磁
皿

（10.5）（4.6） 2.3 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ-2b 類

8-17 SP14
白磁
皿

［2.6］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

白磁碗Ⅷ-2類

8-18 SP14
青磁
碗

［3.3］緻密 良好
外：10GY7/1明緑灰
内：7.5GY7/1明緑灰

外：施釉，施文
内：施釉

13-1
SK33
No.3

青磁
碗

15.0 5.0 7.0 緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉，施文，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

13-2
SK33
No.4

粉青沙器
小碗

8.6 4.5 5.2 緻密 良好 7.5Y5/1灰
外：施釉，施文
内：施釉，施文

「長興庫」銘

13-3
SK33
1層

土師器
坏

11.8 8.2 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

16-1
SE37

5面 - ①中
No.106

青磁
碗

（6.0）［2.2］緻密 良好
外：2.5GY7/1明オリーブ灰
内：10Y7/1灰白

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ類

16-2
SE37

5面 - ①中
No.108

青磁
碗

- 6.3 ［1.8］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ類

16-3
SE37

No.104，4面，
最深層

青磁
碗

（5.6）［3.5］緻密 良好 10Y7/2灰白
外：施釉，施文，露胎
内：施釉

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ類

16-4
SE37
No.1

青磁
碗

（6.3）［2.6］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉

16-5 SK37掘方
青白磁
碗

5.2 ［1.8］緻密 良好 7.5GY8/1明緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

16-6
SE37

No.28（石組）
白磁
碗

［2.9］緻密 良好 5Y8/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁碗Ⅳ類

16-7
SE37
No.24

白磁
皿

（12.0）（5.8） 2.8 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

白磁皿Ⅷ -2b 類

16-8 SE37
須恵器
甕

（19.5） ［7.8］
やや粗い，直径1～7
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：N6/ 灰
内：7.5YR6/2灰褐

外：ナデ
内：ナデ

16-9
SE37

No.55（井戸内）
瓦質
風炉

［6.6］
緻密，直径1～3㎜の
白色粒子を含む

良好
外：5Y5/1灰
内：2.5Y7/2灰黄

外：ナデ，施文
内：ハケメ，ナデ

スタンプ文

16-10
SE37

No.35，36
土師質
鍋

［5.7］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：5YR5/2灰褐
内：5YR6/6橙

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

16-11
SE37

No.48（井戸内）
土師質
鍋

［5.0］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR6/4にぶい橙

外：ナデ
内：ハケメ

16-12
SE37

2面 No.63
土師質
鍋

［6.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：5YR4/1褐灰
内：5YR6/6橙

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

16-13
SE37
No.54

軒平瓦 ［4.3］［10.3］ 1.6
緻密，白色砂粒を少し
含む

良好 2.5Y7/1灰白
表：ナデ
裏：ナデ

唐草文

16-14
SE37

2面直上一括
軒平瓦 ［5.5］［7.1］ 1.5

緻密，白色砂粒を多く
含む

良好
表：10YR8/3浅黄橙
裏：10YR6/3にぶい黄橙

表：ナデ
裏：ナデ

唐草文

16-15
SE37

No.23（石組）
軒平瓦 ［5.9］［9.4］ 2.0

緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR7/1灰白
裏：10YR6/1褐灰

表：ナデ
裏：ナデ

唐草文

16-16
SE37

2面 No.82
軒平瓦 ［7.5］［9.1］ 2.0 緻密，白色砂粒を含む 良好

表：2.5Y6/2灰黄
裏：5Y6/2灰オリーブ

表：工具ナデ
裏：工具ナデ

逆卍唐草

16-17
SE37
No.61

軒平瓦 ［14.7］［10.5］ 2.2
緻密，直径1～4㎜の
砂粒を少し含む

良好
表：5YR7/6橙
裏：7.5YR6/2灰褐

表：工具ナデ
裏：工具ナデ

唐草文
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16-18 SE37No.18 軒丸瓦 ［6.0］ 6.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
表：N5/ 灰
裏：5Y6/1灰

表：型押し
裏：ナデ

連珠文

17-1 SK56
土師器
皿

（7.7）（6.1） 1.1 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

17-2 SK117
青磁
碗

（5.0）［5.0］緻密 良好 5Y5/4オリーブ
外：施釉，施文，露胎
内：施釉，施文

大宰府編年
同安窯系青磁碗
Ⅰ-1b 類

17-3 SK117
白磁
碗

［2.9］緻密 良好
外：5Y8/1灰白
内：5Y7/2灰白

外：施釉，ナデ
内：施釉

白磁碗Ⅳ類

17-4 SK117
白磁
皿

（4.9）［0.2］緻密 良好 10Y8/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿Ⅸ類

17-5 SP39-1
陶器
天目碗

［4.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR4/2灰褐
外：施釉
内：施釉

17-6 SP40
土師器
坏

（12.0）（9.2） 2.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

18-1 ST58
白磁
皿

（10.3）（1.9） 6.6 緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ -1類

18-2 ST58
陶器
壺

（16.0） ［3.4］緻密 良好
外：7.5YR6/2灰褐
内：7.5YR6/1褐灰

外：施釉
内：施釉

18-3 ST58
土師器
坏

（15.5）（9.9） 2.5 緻密 良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

18-4 ST58
土師器
坏

12.9 8.5 3.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

18-5 ST58
土師器
坏

（15.0）（9.6） 4.1
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR3/2黒褐
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

18-6 ST58
土師器
坏

13.1 9.6 2.5 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-7 ST58
土師器
坏

（13.0）（8.1） 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-8 ST58
土師器
坏

（12.8）（8.1） 2.6
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-9 ST58
土師器
皿

7.9 7.1 1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-10 ST58
土師器
皿

8.0 6.9 1.2
緻密，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-11 SK98
土師器
皿

8.3 6.7 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

18-12 SK90
土師器
皿

7.6 5.3 2.7
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒・雲母片をわ
ずかに含む

良好
外：5YR6/6橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，スス付着　
内：ナデ

糸切り底

19-1 SK86
土師器
坏

14.8 17.0 2.9
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR7/6橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-2 SK86
土師器
坏

（12.0）（7.9） 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR3/1黒褐
外：ナデ，糸切り　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-3 SK86
土師器
坏

13.1 8.9 2.8
やや緻密，直径2～5
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-4 SK86
土師器
坏

13.1 9.0 2.5
やや粗い，直径2～9
㎜の砂粒を多く含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-5 SK86
土師器
坏

13.0 9.4 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 10YR7/4にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-6 SK86
土師器
坏

13.0 8.6 2.8
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を少
し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-7 SK86
土師器
坏

13.5 9.6 2.8
やや緻密，直径2～4
㎜の砂粒・黒色粒子・
雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-8 SK86
土師器
坏

13.4 8.7 2.7
やや緻密，直径1～7
㎜の砂粒・雲母片を少
し含む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-9 SK86
土師器
坏

12.8 8.5 2.4
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-10 SK86
土師器
坏

12.8 8.6 2.7
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-11 SK86
土師器
坏

14.2 9.3 2.8
やや緻密，直径3㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR4/6褐
内：10YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-12 SK86
土師器
坏

12.4 8.8 2.3
緻密，直径2～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底
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19-13 SK86
土師器
坏

（12.6）（8.4） 2.9
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-14 SK86
土師器
坏

12.3 9.0 2.5
やや緻密，直径2～4
㎜の砂粒・雲母片を多
く含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-15 SK86
土師器
坏

（13.1）（9.1） 2.4
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-16 SK86
土師器
坏

12.7 8.9 2.6
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を少
し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-17 SK86
土師器
坏

13.2 8.6 2.4
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-18 SK86
土師器
坏

（12.6）（8.3） 2.4
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-19 SK86
土師器
坏

（10.3）［2.0）
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR4/6褐
内：10YR7/4にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-20 SK86
土師器
坏

（8.4）［1.0］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-21 SK86
土師器
坏

（9.0）［1.4］
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：10YR6/3にぶい黄橙
内：10YR6/2灰黄褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-22 SK86
土師器
坏

（9.0）［2.1］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-23 SK86
土師器
坏

12.3 8.6 2.4
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-24 SK86
土師器
坏

（13.5）（10.2） 2.3
緻密，黒色粒子・雲母
片を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-25 SK86
土師器
坏

（9.4）［1.5］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

19-26 SK86
土師器
皿

（8.4）（6.6） 1.2
緻密，雲母片を少し含
む

良好 10YR6/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-27 SK86
土師器
皿

7.8 5.9 1.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子・雲母
片を含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

19-28 SK86
土師器
皿

8.8 6.9 1.2
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：2.5YR6/6橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-29 SK86
土師器
皿

（8.0）（5.3） 0.8
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

19-30 SK86
土師器
皿

8.4 6.5 1.3
やや粗い，直径1～6
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-31 SK86
土師器
皿

7.9 6.6 1.2
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-32 SK86
土師器
皿

7.8 6.4 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

19-33 SK86
土師器
皿

8.0 6.4 1.0
緻密，直径2～5㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-34 SK86
土師器
皿

7.6 6.2 1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子・雲母
片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-35 SK86
土師器
皿

8.0 6.3 1.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子・雲母
片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-36 SK86
土師器
皿

（8.2）（6.8） 0.9
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

19-37 SK86
土師器
皿

7.7 6.5 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-38 SK86
土師器
皿

7.8 6.0 1.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：5YR6/4にぶい橙
内：5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

8-39 SK86
土師器
皿

7.2 5.1 1.4
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-40 SK86
土師器
皿

7.9 6.1 1.1
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-41 SK86
土師器
皿

7.6 6.0 1.2
緻密，直径2～3㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-42 SK86
土師器
皿

8.0 5.1 2.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/2明褐灰
内：7.5YR4/1褐灰

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

３．小結



220

Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

19-43 SK86
土師器
皿

8.3 6.6 1.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-44 SK86
土師器
皿

（7.8）（6.0） 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

19-45 SK86
土師器
皿

8.1 6.7 1.2
緻密，雲母片を少し含
む

良好 10YR2/1黒
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-46 SK86
土師器
皿

8.3 6.4 1.3
緻密，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，スス付着　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-47 SK86
土師器
皿

（6.8）（4.2） 1.8
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR4/1褐灰
内：7.5YR3/1黒褐

外：ナデ，糸切り
内：摩滅

糸切り底

19-48 SK86
土師器
皿

8.6 6.8 1.5
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

19-49 SK86
土師器
皿

11.5 6.9 2.4
緻密，雲母片を多く含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-50 SK86
土師器
皿

7.4 5.3 1.7
緻密，直径2～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

19-51 SK86
瓦質土器
捏鉢

（27.5）（12.4）
10.5 緻密，白色砂粒を多く

含む
良好

外：N5/ 灰
内：5Y8/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ

19-52 SK86 土錘 4.7 1.0 1.0 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 4.58ｇ

19-53 SK86 土錘 ［6.2］ 1.7 1.7 緻密 良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 16.16ｇ

19-54 SK86
滑石製
石錘

8.7 4.9 2.7 171.66ｇ

20-1 SK89
青磁
瓦玉

5.2 ［1.4］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
ⅠかⅡ類

20-2 SK89
白磁
皿

（11.4）（3.2） 6.0 緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉，口禿，スス付着
内：施釉

白磁皿
Ⅸ -1類

20-3 SK89
白磁
碗

［3.5］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

20-4 SK89
陶器
壺

（6.0）［7.3］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 2.5Y6/3にぶい黄
外：施釉，ナデ，ケズリ
内：施釉，ナデ，ケズリ

20-5 SK89
瓦質土器
捏鉢

（26.4） ［6.7］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y6/1黄灰
内：2.5Y8/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

20-6 SK89
瓦質土器
捏鉢

（7.6）［5.0］緻密，白色砂粒を含む 良好
外：N5/ 灰
内：7.5Y7/1灰白

外内：回転ナデ

20-7 SK89
土師器
坏

（12.1）（8.4） 2.4
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-8 SK89
土師器
坏

12.0 9.2 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-9 SK89
土師器
坏

12.0 9.1 2.7
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：5YR6/4にぶい橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

20-10 SK89
土師器
坏

12.0 8.8 2.1
やや緻密，直径2～4
㎜の砂粒・雲母片を多
く含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-11 SK89
土師器
坏

（12.0）（7.9） 2.6
やや緻密，直径5㎜大
の砂粒・雲母片を少し
含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

20-12 SK89
土師器
坏

12.1 8.0 2.5
やや緻密，直径2～4
㎜の砂粒・雲母片を多
く含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-13 SK89
土師器
坏

12.2 9.2 2.7
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR2/1黒
内：7.5YR3/1黒褐

外：ナデ，糸切り，スス付着　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

20-14 SK89
土師器
坏

（7.1）［1.4］
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-15 SK89
土師器
坏

12.1 9.6 2.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

20-16 SK89
土師器
坏

12.3 9.3 2.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR5/4にぶい褐
内：7.5YR5/6明褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

20-17 SK89
土師器
坏

14.7 10.4 2.6
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好
外：10YR6/3にぶい黄橙
内：10YR7/3にぶい黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-18 SK89No.29
土師器
坏

（12.7）（9.3） 2.1
緻密，雲母片を少し含
む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底
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20-19 SK89
土師器
坏

12.4 8.5 2.5
やや緻密，直径2～4
㎜の砂粒・黒色粒子・
雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-20 SK89
土師器
坏

（9.0）［1.3］
やや緻密，直径2㎜大
の砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-21 SK89
土師器
坏

12.2 9.1 2.5
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR6/3にぶい褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

20-22 SK89
土師器
坏

（11.6）（8.0） 2.5
緻密，雲母片を多く含
む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

20-23 SK89
土師器
坏

13.4 9.9 2.3 緻密，雲母片を含む 良好 2.5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-24 SK89
土師器
坏

（12.9）（9.6） 1.8
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR6/3にぶい褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

20-25 SK89
土師器
坏

（9.5）［1.0］
緻密，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

20-26 SK89
土師器
皿

（8.5）（7.2） 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-27 SK89
土師器
皿

（6.4）［1.3］
緻密，雲母片を少し含
む

良好 5YR5/8明赤褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

20-28 SK89
土師器
皿

（7.7）（5.7） 1.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/3にぶい褐
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

20-29 SK89 土錘 4.5 1.0 1.0 緻密 良好 2.5YR5/3にぶい赤褐 外：ナデ 3.16ｇ

20-30 SK89 土錘 5.4 2.1 2.0 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 23.85ｇ

20-31 SK89 土錘 5.8 2.3 2.0 緻密 良好 7.5YR6/2灰褐 外：ナデ 21.79ｇ

24-1
SE93
1面

青磁
碗

（4.7）［2.6］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅲ類

24-2
SE93
2面

青磁
碗

3.3 ［2.6］緻密 良好 5Y6/3オリーブ黄
外：施釉，露胎
内：施釉

24-3 SE93
土師器
甕

［10.0］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR6/2灰褐

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ，ナデ

24-4
SK93
1面

土錘 4.8 0.9 1.0 緻密 良好 5YR5/3にぶい赤褐 外：ナデ 3.27ｇ

24-5 SK114
白磁
皿

5.2 ［1.7］緻密 良好 10Y8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

24-6 SK114
土師器
坏

（9.4）［1.5］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

24-7 SK114 土錘 4.2 1.3 1.3 緻密 良好 7.5YR7/6橙 外：ナデ 5.28ｇ

25-1 SK101
土師器
坏

（12.0）（7.8） 2.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：5YR7/6橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

25-2 SK101
土師器
坏

（12.4）（9.1） 2.6
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

25-3 SK101
土師器
坏

（7.4）［1.3］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

25-4 SK178
須恵器
瓶

8.2 ［3.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：10YR3/1黒褐
内：10YR5/1褐灰

外：ナデ
内：ナデ

25-5 SK178
土師器
坏

（11.2）（7.0） 3.3
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：10YR8/3浅黄橙
内：10YR8/2灰白

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

25-6 SK178
土師器
皿

8.4 7.2 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-7 SK178
土師器
皿

8.5 7.4 1.0 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

25-8 SK179
土師器
坏

12.6 8.6 2.2
緻密，直径1～5㎜の
赤色粒子・雲母片を少
し含む

良好
外：5YR7/6橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-9 SK179
土師器
坏

（11.8）（8.5） 2.6
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：5YR4/4にぶい赤褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-10 SK179
土師器
皿

8.6 6.7 1.4
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

25-11 SK210
陶器

黄釉鉄絵盤
（27.2）（22.3） 8.5

やや粗い，直径1㎜弱
の砂粒を含む

良好
外：2.5Y5/4黄褐
内：2.5Y7/2灰黄

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

陶器盤
Ⅰ-2b 類

25-12 SK210
土師器
坏

（13.0）（9.0） 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：5YR8/4淡橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

26-1 SK140
土師器
皿

（8.4）（6.2） 1.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

３．小結
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26-2
SK177
No.1

白磁
碗

5.3 ［2.2］緻密 良好 5Y7/2灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
白磁碗
Ⅴ類

26-3
SK177
No.3

土師器
坏

（12.8）（8.7） 2.4
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

26-4
SK177
No.2

土師器
皿

8.6 6.9 1.0
緻密，黒色粒子・雲母
片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

26-5 SK177ｂ 砥石 15.4 8.4 7.2

44-1 SK128
土師器
坏

12.6 9.8 2.3
緻密，雲母片を少し含
む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-2 SK128
土師器
皿

7.4 4.9 1.2 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-3 SK223
土師器
坏

（12.7）（9.4） 2.5
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-4 SK223
土師器
坏

（8.6）［1.2］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-5 SK223
土師器
皿

（7.8）（6.0） 1.0 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-6 SK223
土師器
皿

（7.9）（5.8） 0.9
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

44-7 SP147
石製
硯

8.7 7.25 2.4

45-1 SE213
土師器
坏

（13.0）（8.8） 2.8
緻密，雲母片を少し含
む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

45-2 SK213
土師器
皿

8.4 6.5 1.0
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

45-3
SK214，237，

238
土師器
坏

（13.2）（9.0） 3.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR6/3にぶい褐
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

45-4 SK237，238
白磁
皿

（8.9）（3.3） 2.0 緻密 良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：5GY7/1明オリーブ灰

外：施釉
内：施釉

45-5 SK237，238
陶器
黄釉盤

［4.0］
やや粗い，直径1㎜弱
の砂粒を多く含む

良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，露胎

陶器盤
Ⅰ-2類

45-6 SK237，238
土師器
高台付坏

（10.5）［3.8］
やや緻密，直径2～5
㎜の砂粒を含む，雲母
片を多く含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

45-7 SK237，238
土師器
高台付坏

（6.4）［1.9］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 10YR8/3浅黄橙
外：ナデ
内：摩滅

45-8 SK237，238
土師器
坏

（11.6）（9.2） 2.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

45-9 SK237，238
白磁
皿

（5.8）［1.1］緻密 良好 2.5GY8/1灰白
外：施釉
内：施釉

46-1 SK148
土師器
坏

（12.3）（7.9） 2.3 緻密，黒色粒子を含む 良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-2 SK148
土師器
坏

（12.8）（9.0） 2.3 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-3 SK149
土師器
高台付坏

6.8 ［1.4］
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好 10YR7/4にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ

46-4 SK149
土師器
坏

（11.5）（6.1） 3.8
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：10YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-5 SK149
土師器
坏

（13.5）（10.6） 2.6
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-6 SK149
土師器
坏

（13.0）（8.6） 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR4/2灰褐
内：5YR6/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-7 SK182
土師器
坏

12.3 8.5 2.0
緻密，黒色粒子雲母片
を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-8 SK199
土師器
坏

（12.6）（9.1） 2.5
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

46-9 SK192
土師器
坏

（7.2）［1.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：10YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

46-10 SK192
土師器
皿

（8.5）（6.4） 1.2
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

46-11 SK203
白磁
皿

（8.6） 4.6 1.8 緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

白磁皿
Ⅷ -1’ 類

46-12 SK203
土師質
飯蛸壺

（7.2） ［5.4］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10YR4/2灰黄褐
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ
内：ナデ

46-13 SK203No.1
土師器
坏

11.7 7.4 2.3
緻密，直径1～2㎜の
赤色粒子・雲母片を少
し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底
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46-14 SK203
土師器
坏

11.7 7.4 2.5
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

46-15 SK203
土師器
坏

（11.3）（7.8） 2.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

46-16 SK209
青磁
皿

（5.6）［2.1］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-1b 類

47-1 SK197
土師器
坏

（12.0）（8.9） 2.5 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

47-2 SK197
土師器
皿

8.2 6.2 1.0
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

47-3 SK226
土師器
皿

7.9 6.1 1.2
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

47-4 SK228
青磁
八角小鉢

（7.3）（2.5） 3.9 緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉

47-5 SK228
青磁
皿

［2.3］緻密 良好 2.5GY6/1オリーブ灰
外：施釉
内：施釉

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ類

47-6 SK228
瓦質土器
湯釜

（14.8） ［7.9］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y6/1黄灰
内：2.5Y4/1黄灰

外：ナデ，施文
内：ナデ

スタンプ文

47-7 SK228
土師器
皿

（8.0）（6.6） 1.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR6/3にぶい褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

47-8 SK228
土師器
皿

7.1 5.4 1.9
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 10YR5/2灰黄褐
外：ナデ，糸切り
内：摩滅，スス付着

糸切り底

47-9 SK228 土錘 5.6 1.8 1.6 緻密 良好 2.5Y6/2灰黄 外：ナデ　 14.42g

47-10 SK228
滑石製
石錘

5.3 3.1 2.2 51.04g

48-1 SK234
土師器
高台付坏

（10.3）［3.1］
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ

48-2 SK234
土師器
坏

（11.7）（7.9） 2.0
緻密，黒色粒子・雲母
片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-3 SK234
土師器
坏

（12.6）（10.0） 1.9
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好
外：5YR5/6明赤褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-4 SK234
土師器
坏

（13.0）（10.3） 2.2
緻密，直径2㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

48-5 SK234
土師器
坏

12.2 9.1 2.1
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：7.5YR5/6明褐
内：7.5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

48-6 SK234
土師器
坏

（11.6）（8.4） 2.4
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒・黒色粒子・
雲母片を含む

良好 10YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-7 SK234
土師器
坏

（12.5）（9.9） 1.9
緻密，黒色粒子・雲母
片を含む

良好 5YR6/8橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-8 SK234
土師器
坏

（12.4）（10.0） 2.0
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-9 SK234
土師器
坏

（8.4）［1.9］
緻密，黒色粒子・雲母
片を少し含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

48-10 SK234
土師器
坏

（7.4）［0.7］
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-11 SK234
土師器
皿

8.4 6.9 1.0
緻密，黒色粒子・雲母
片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-12 SK234
土師器
皿

8.4 6.0 1.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-13 SK234
土師器
皿

8.4 5.5 1.3
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：摩滅

糸切り底

48-14 SK234
土師器
皿

8.3 5.4 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR6/3にぶい褐
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

48-15 SK234
土師器
皿

8.0 6.4 1.6
緻密，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

48-16 SK234
土師器
皿

8.4 6.0 11.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

48-17 SK234
土師器
皿

（8.5）（6.1） 1.2
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-18 SK234
土師器
皿

8.2 6.3 1.1
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-19 SK234
土師器
皿

8.0 6.3 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

48-20 SK234
土師器
皿

7.7 6.5 1.0
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

３．小結
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Ⅲ　HZK2101地点（正門前地点）

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

50-1 SK200
青磁
碗

（16.1）（4.6）（7.0）緻密 良好 5Y5/4オリーブ
外：施釉，露胎，施文
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅱ類

50-2 SK200
陶器
鉢

10.0 5.2 4.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5Y5/1灰
外：施釉，露胎
内：施釉，メアト

雑釉陶器

50-3 SK200
陶器
碗

（4.7）［2.4］緻密 良好 7.5Y6/1灰
外：施釉，露胎
内：施釉，メアト

雑釉陶器

50-4 SK200
瓦質土器
蓋

（14.9）（12.0） 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：2.5Y3/1黒褐
内：2.5Y5/1黄灰

外：ナデ，スス付着
内：ナデ

50-5 SK200
土師質
擂鉢

（31.4） ［11.6］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR6/6橙
内：5YR5/3にぶい赤褐

外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

50-6 SK200
土師質
擂鉢

（29.8） ［8.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ，スリ溝

50-7 SK200
土師質
擂鉢

（32.0） ［9.6］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ
内：ハケメ，スリ溝

50-8 SK200
土師質
擂鉢

（15.4）［5.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ，スリ溝

50-9 SK200
土師質
鍋

（26.6） ［8.3］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR5/3にぶい褐

外：ナデ
内：ハケメ

50-10 SK200
土師質
鍋

（21.8） ［10.6］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：N3/ 暗灰
内：5YR5/4にぶい赤褐

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-11 SK200
土師質
鍋

（30.0） ［8.9］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：N2/ 黒
内：7.5YR6/6橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-12 SK200
土師質
鍋

（32.6） ［6.4］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR4/2灰褐
内：7.5YR6/4にぶい橙

外：ナデ
内：ハケメ

50-13 SK200
土師質
鍋

（31.0） ［11.4］
やや緻密，直径1～５
㎜の砂粒を少し含む

良好
外：10YR2/1黒
内：10YR6/3にぶい黄橙

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-14 SK200
土師質
鍋

30.4 - ［14.1］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：2.5YR2/1赤黒
内：2.5YR5/8明赤褐

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-15 SK200
土師質
鍋

［12.3］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR5/3にぶい褐
内：5YR6/4にぶい橙

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-16 SK200
土師質
鍋

30.4 ［12.1］やや緻密 良好
外：5YR6/6橙
内：5YR6/8橙

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

50-17 SK200
土師器
坏

（11.8）（8.6） 2.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

50-18 SK200
土師器
坏

（11.4）（5.0） 2.6 緻密，雲母片を含む 良好 7.5YR6/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ，スス付着

糸切り底

50-19 SK200
土師器
皿

（6.1）（4.3） 1.3
やや緻密，直径3㎜大
の砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

51-1 SK200 軒丸瓦 ［8.0］［8.9］ 2.1
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR6/2灰黄褐
裏：7.5YR6/1褐灰

表：工具ナデ
裏：ナデ，布目

51-2 SK200 丸瓦 ［13.9］［6.4］ 1.85 緻密，白色砂粒を含む 良好
表：N5/ 灰
裏：N6/ 灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：工具ナデ，コビキ A，布
目，吊り紐痕

51-3 SK200 砥石 11.5 11.9 6.1

54-1 SD235
青磁
碗

（6.0）［4.3］緻密 良好 5Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

54-2 SD235
陶器
鉢

［6.7］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 5YR4/2灰褐
外：施釉
内：施釉

陶器鉢Ⅲ類

54-3 SD235
陶器

黄釉鉄絵盤
（17.2）［2.1］

やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を含む

良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：2.5Y6/2灰黄

外：露胎
内：施釉，施文

54-4 SD235
土師器
坏

（12.4）（8.5） 2.4
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/8橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-5 SD235
土師器
坏

（11.4）（8.4） 2.9
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/8橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-6 SD235
土師器
坏

12.4 9.4 2.2
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む，赤色・黒色
粒子・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

54-7 SD235
土師器
坏

（8.0）［1.8］
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好
外：5YR6/6橙
内：5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-8 SD235
土師器
高台付坏

（12.4）（6.0） 4.6
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒を含む

良好 5YR6/8橙
外：ナデ
内：ナデ

54-9 SD235
土師器
皿

8.2 7.1 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：5YR5/8明赤褐
内：5YR6/8橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-10 SD235
土師器
皿

9.0 7.2 1.2
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-11 SD235
土師器
皿

8.2 6.6 0.8~1.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底
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54-12 SD235
土師器
皿

8.2 6.4 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-13 SD235
土師器
皿

8.0 6.7 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-14 SD235 土錘 4.1 1.85 1.7
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙 外：ナデ 10.12ｇ

54-15 SK245
青磁
皿

［1.4］緻密 良好 10Y6/2オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系

54-16 SK245
青磁
碗

（16.0） ［4.9］緻密 良好 10Y7/2灰白
外：施釉，施文
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

54-17 SK245
青磁
碗

5.0 ［2.1］緻密 良好 10GY7/1明緑灰
外：施釉，施文，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅱ-c 類

54-18 SK245
白磁
皿

（9.9）（4.3） 2.1 緻密 良好 5Y8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

54-19 SK245
土師器
坏

（12.1）（8.5） 2.2
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR4/6赤褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-20 SK245
土師器
坏

（10.8）（7.7） 2.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-21 SK245
土師器
皿

8.2 6.7 1.0
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-22 SK245
土師器
皿

（8.3）（6.5） 1.3
緻密，雲母片を少し含
む

良好
外：5YR6/8橙
内：5YR6/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-23 SK264
土師器
坏

12.1 8.7 2.6
緻密，雲母片を多く含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-24 SK264
土師器
皿

（9.0）（6.7） 1.2
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/8橙
外：ナデ，糸切り
内：摩滅

糸切り底

54-25 SK264
土師器
皿

8.4 6.7 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-26 SK264
土師器
皿

（8.0）（6.8） 1.0
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-27 SK264
土師器
皿

7.4 5.8 1.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/3にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

54-28 SK264
土師器
皿

8.3 6.6 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：5YR6/6橙
内：5YR6/8橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

54-29 SK264
土師器
皿

8.2 6.5 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

55-1 SE367
白磁
小碗

（7.2）（4.5） 4.3 緻密 良好 7.5Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，露胎

55-2 SE367
白磁

2.8 1.9 0.9 緻密 良好
表：5G7/1明緑灰
裏：7.5YR7/2明褐灰

表：施釉，口禿
裏：露胎

装飾部分

55-3 SE367
須恵器
坏

（16.7） 14.2 2.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 N6/ 灰
外：ナデ
内：ナデ

55-4 SE367
土師質
擂鉢

［6.8］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR5/4にぶい赤褐
内：7.5YR5/3にぶい褐

外：ナデ
内：ナデ，スリ溝

55-5 SE367
瓦質土器
碗

（10.8）［1.3］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5Y7/1灰白
外：ナデ
内：ナデ

底部

55-6 SE367
瓦質土器
碗

（7.6）［2.4］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR6/3にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ

底部

55-7 SK367
土師器
三足坏

（7.0）［3.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

55-8 SE367
土師器
皿

（8.2）（6.0） 1.2
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

55-9 SE367
土師器
皿

6.7 5.8 1.0 緻密，雲母片を含む 良好 10YR8/3浅黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

55-10 SE367 土錘 5.6 2.4 2.3 緻密 良好 7.5YR6/6橙 外：ナデ 23.60ｇ

55-11 SE367 丸瓦 ［16.5］［10.5］ 2.1
緻密，直径1～4㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR5/1褐灰
裏：2.5Y6/1黄灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：ナデ，コビキ A，布目

55-12 SE367 丸瓦 ［17.3］［9.6］ 2.0
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

良好
表：10YR6/2灰黄褐
裏：10YR6/1褐灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：ナデ，コビキ A，布目

55-13 SE367 平瓦 ［9.6］［13.1］ 1.9
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 5Y6/1灰
表：面取り，ナデ
裏：ナデ

55-14 SE367 丸瓦 ［12.6］［8.7］ 2.0
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・茶褐色砂粒を含
む

良好
表：2.5Y6/2灰黄
裏：2.5Y6/1黄灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：ナデ，コビキ A，布目

55-15 SE367 石臼 ［18.6］ 4.0

３．小結
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58-1 SK282
土師器
坏

（13.4）（8.4） 2.5
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

58-2 SK295
陶器
四耳壺

（14.6） ［9.5］緻密 良好
外：10YR5/3にぶい黄褐
内：10YR5/2灰黄褐

外：施釉，ナデ
内：施釉，ナデ

大宰府編年
陶器耳壺
Ⅶ類

58-3 SK312 軒丸瓦 ［13.8］［13.8］ 2.0
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を多く含む

良好
表：2.5Y6/1黄灰
裏：10YR6/1褐灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：ナデ，コビキ A，布目，
吊り紐痕

連珠文

58-4 SK323
陶器
碗

［2.4］緻密　 良好
外：7.5YR6/1褐灰
内：5YR5/1褐灰

外：施釉
内：施釉，メアト

雑釉陶器

58-5 SK323
土師質
飯蛸壺

［1.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5YR4/3にぶい赤褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ
内：ナデ，指オサエ

58-6 SK323
土師質
飯蛸壺

［3.4］
緻密，直径1～4㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR5/3にぶい赤褐
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ
内：ナデ，指オサエ

58-7 SK323
滑石製
石鍋

［4.8］

58-8 SK335
青磁
碗

（16.9） ［5.7］緻密 良好
外：2.5GY6/1オリーブ灰
内：2.5GY7/1明オリーブ灰

外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

58-9 SK335
青磁
碗

［5.9］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

58-10 SK335
青磁
皿

（10.2） ［2.2］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-1b 類

58-11 SK335
青磁
皿

（9.7）（3.6） 2.3 緻密　 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-1b 類

58-12 SK335
陶器
黄釉盤

［3.3］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：5YR5/4にぶい赤褐
内：5Y6/1灰

外：施釉，露胎
内：施釉，露胎

陶器小盤
Ⅰ-2’ 類

58-13 SK335
土師器
皿

（8.0）（6.8） 1.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR7/3にぶい黄橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

58-14 SK360
陶器
甕

［2.4］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y5/2暗灰黄
内：10YR7/2にぶい黄橙

外：ナデ，施釉
内：ナデ，施釉

陶器甕Ⅰ類

58-15 SK360
土師質
鍋

［13.2］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR2/1黒
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

59-1 SK252
青磁
碗

（6.2）［3.5］緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

59-2 SK252
土師質
火鉢

（31.4）［14.0］緻密，白色砂粒を含む 良好
外：10YR4/1褐灰
内：5Y4/1灰

外：ハケメ，ナデ，スス付着
内：ハケメ

59-3 SE252
滑石製
石錘

6.0 4.1 2.0 64.36ｇ

59-4 SK252 軒丸瓦
［10.0］［10.1］

1.2 緻密，白色砂粒を含む 良好
表：2.5Y6/1黄灰
裏：5Y5/1灰

表：型押し
裏：ナデ

巴文

59-5 SK252
軒平瓦
（隅切）

［10.0］［14.4］ 2.1
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

良好
表：N6/ 灰
裏：2.5Y6/1黄灰

表：コビキ A，工具ナデ
裏：工具ナデ

蓮華唐草文

59-6 SK252 軒平瓦 ［8.6］［11.4］ 2.2 緻密，白色砂粒を含む 良好
表：2.5Y6/1黄灰
裏：5Y6/1灰

表：ナデ
裏：ナデ

唐草文

59-7 SK252 平瓦 ［13.3］［12.6］ 1.9 緻密，赤色砂粒を含む
やや
軟

表：10YR6/3にぶい黄橙
裏：7.5YR6/4にぶい橙

表：工具ナデ
裏：工具ナデ

59-8 SK338
青磁
皿

（4.2）［1.4］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ類

59-9 SK338
陶器
碗

4.2 ［1.4］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 5BG6/1青灰
外：施釉
内：施釉，メアト

雑釉陶器

59-10 SK338
陶器
黄釉盤

（25.0） ［5.3］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好
外：10YR8/3浅黄橙　
内：10YR7/4にぶい黄橙

外：施釉，露胎
内：施釉

59-11と同一個
体

59-11 調査区一括
陶器
黄釉盤

（17.3）［3.7］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好
外：10YR8/3浅黄橙　
内：10YR7/4にぶい黄橙

外：露胎
内：施釉

59-10と同一個
体

59-12 SK338
陶器
壺

5.4 ［3.5］緻密 良好
外：5Y8/1灰白
内：2.5Y8/1灰白

外：施釉，ケズリ
内：施釉

59-13 SK338
土師器
皿

（8.2）（5.4） 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：5YR7/4にぶい橙
内：2.5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

59-14 SK338 軒丸瓦 ［6.7］［6.4］ 1.9
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好 5YR7/6橙
表：型押し
裏：ナデ

巴文・連珠文

59-15 SK338 丸瓦 ［9.0］［11.2］ 1.7 緻密，赤色砂粒を含む
やや
軟

表：5YR6/6橙
裏：5YR6/4にぶい橙

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：コビキ A，布目，吊り紐
痕

61-1 SK275
土師器
坏

（13.0）（8.7） 7.7
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-2 SK275
土師器
坏

（12.7）（7.5） 2.8
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-3 SK275
土師器
坏

（13.5）（8.8） 3.0
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底
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61-4 SK275
土師器
坏

12.3 8.7 2.7
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-5 SK275
土師器
坏

12.4 9.0 2.3
緻密，直径4㎜大の砂
粒・雲母片をわずかに
含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

61-6 SK275
土師器
坏

12.6 8.8 2.4
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-7 SK275
土師器
坏

12.6 9.2 2.4
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：5YR6/6橙
内：5YR6/8橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

61-8 SK275
土師器
坏

（12.4）（8.0） 2.6
やや緻密，直径3～5
㎜の砂粒・雲母片を含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-9 SK275
土師器
坏

（12.4）（9.0） 2.3
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子・雲母
片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-10 SK275
土師器
坏

（11.2）（8.2） 1.9
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好 5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-11 SK275
土師器
皿

7.6 6.1 1.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

61-12 SK275
土師器
皿

7.6 5.9 1.1
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-13 SK275
土師器
皿

8.5 7.2 0.8
緻密，黒色粒子を少し
含む

良好 7.5YR6/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

61-14 SK275
土師器
皿

（8.1）（6.2） 1.1
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

61-15 SK275
瓦質土器
釜

［3.8］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y5/1灰
内：7.5Y4/1灰

外：ナデ
内：ナデ

62-1 SD290
土師器
坏

12.5 8.1 3.0
緻密，直径1㎜弱の砂
粒・雲母片を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-2 SD290
土師器
坏

12.8 8.9 2.9

緻密，直径1～2㎜の
砂粒・黒色粒子を多く
含む，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-3 SD290
土師器
坏

12.8 9.1 2.5
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-4 SD290
土師器
坏

12.8 9.2 2.7~3.0

やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒・黒色粒子を
多く含む，雲母片をわ
ずかに含む

良好 5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-5 SD290
土師器
皿

（7.6）（5.8） 1.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-6 SD290
土師器
皿

8.1 6.3 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-7 SD290
土師器
皿

8.1 6.1 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好
外：5YR8/3淡橙
内：5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-8 SD290
土師器
皿

（8.5）（6.3） 1.2
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR6/3にぶい褐
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-9 SD290
土師器
皿

（7.8）（6.4） 0.7
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-10 SD290
土師器
皿

8.0 5.9 1.3
やや緻密，直径1～3
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-11 SD290
土師器
皿

8.3 6.5 1.0
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR8/4浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

62-12 SD290
土師器
皿

7.9 5.9 1.1
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-13 SD290
土師器
皿

8.1 6.0 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

62-14 SD290 土錘 3.7 1.0 1.0 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 3.14ｇ

62-15 SD290
滑石製
石錘

4.2 2.6 2.0 30.36ｇ

71-1 SK364
青磁
碗

6.1 ［4.1］緻密 良好 5Y7/2灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-1a 類

71-2 SK370
土師器
高台付坏

- （8.0）［2.5］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：摩滅，ナデ
内：摩滅

71-3 SD419
土師器
皿

（9.4）（8.2） 1.0
やや緻密，直径1～5
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

３．小結
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71-4 SK506
土師器
坏

（12.0）（8.1） 2.5
緻密，直径2～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR8/3浅黄橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

71-5 SK506
土師器
皿

（7.6）（5.6） 1.4 緻密 良好 7.5YR8/4浅黄橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

71-6 SK506
土師器
皿

（7.4）（5.1） 1.6
緻密，直径1㎜大の砂
粒を多く含む

良好 5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ，スス付着

糸切り底

71-7 SK506
土師器
皿

8.4 6.5 1.1
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR8/4浅黄橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

71-8 SP466
青磁
碗

（6.2）［6.1］緻密 良好 7.5Y6/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

71-9 SP409
青磁
碗

5.0 ［1.8］緻密 良好 5GY8/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

71-10 調査区一括
陶器
鉢

［7.5］緻密 良好 10YR4/1褐灰
外：施釉
内：施釉

71-11 調査区一括
陶器

黄釉鉄絵盤
（26.6）（24.0） 8.65

やや粗い，直径1㎜弱
の砂粒を含む

良好
外：10YR6/2灰黄褐
内：2.5Y7/2灰黄

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

陶器盤
Ⅰ-2b 類

71-12 調査区一括
土師器
坏

（12.1）（8.0） 2.6
緻密，直径1～2㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

71-13 調査区一括
土師器
坏

（12.7）（8.4） 3.0
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/3にぶい橙
内：7.5YR7/4にぶい橙

外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

71-14 調査区一括
土師器
皿

9.5 7.4 1.3
緻密，直径1㎜大の砂
粒・黒色粒子・雲母片
を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

72-1 SK424
土師質
脚部

［7.4］ 2.8 1.9 やや緻密 良好　5YR4/6赤褐 外：ナデ

72-2 SK424 土錘 ［2.8］ 1.7 1.5 緻密 良好 7.5YR7/6橙，10YR7/6明黄褐 外：ナデ 5.79ｇ

72-3 SK424 土錘 ［4.4］ 1.1 1.1 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 5.43ｇ

72-4 SK424 土錘 ［5.1］ 1.7 1.4 緻密 良好 2.5YR6/8橙 外：ナデ 11.21ｇ

72-5 SK424
滑石製
石錘

［6.4］ 4.15 2.0 68.75ｇ

72-6 SK425 土錘 3.6 0.8 0.8 緻密 良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 2.3ｇ

72-7 SK425 土錘 5.0 1.2 1.1 緻密 良好 7.5YR7/4にぶい橙 外：ナデ 8.7ｇ

72-8 SK429
青磁
碗

（15.8） ［4.7］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-4類

72-9 SK429
青磁
碗

（5.4）［4.2］緻密 良好 5Y6/2灰オリーブ
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

72-10 SK429
陶器
黄釉盤

［5.1］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5YR5/2灰褐
内：2.5Y7/2灰黄

外：施釉
内：施釉

陶器小盤
Ⅰ-2’ 類

72-11 SK429
須恵器
坏

［3.5］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を含む

やや
不良

5Y6/1灰
外：ナデ，ケズリ
内：ナデ

TK209

72-12 SK429
瓦質土器
碗

［3.7］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y7/1灰白
内：2.5Y6/1黄灰

外：ナデ，ミガキ
内：ナデ

72-13 SK429 土錘 ［5.7］ 1.5 1.6 緻密 良好 5YR6/6橙，7.5YR6/4にぶい橙 外：ナデ 12.31ｇ

72-14 SK429 土錘 ［5.3］ 1.3 1.1 緻密 良好
5YR6/3にぶい橙，2.5Y6/4にぶ
い黄

外：ナデ 6.41ｇ

72-15 SK429 土錘 4.7 1.3 1.1 緻密 良好 7.5YR7/4にぶい橙 外：ナデ 7.89ｇ

72-16 SK429 土錘 ［6.2］ 1.8 1.7 緻密 良好 2.5YR6/8橙 外：ナデ 19.78ｇ

72-17 SK429 土錘 6.2 2.3 2.0 緻密 良好 2.5YR6/6橙 外：ナデ 22.62ｇ

72-18 SK429 土錘 ［3.3］ 2.1 1.5 緻密 良好 7.5YR7/6橙 外：ナデ 12.88ｇ

72-19 SK429 土錘 ［2.8］ 1.5 1.5 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 4.93ｇ

72-20 SK429
滑石製
石錘

［6.8］ 3.3 1.4 48.42ｇ

72-21 SK429
滑石製
石製品

3.1 3.2 1.9 7.72ｇ

78-1 SK390
土師質
鍋

［5.7］
緻密，直径1～3㎜の
白色粒子を含む

良好
外：5YR2/1黒褐
内：5YR6/6橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ
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78-2 SK391
青磁
皿

（10.3）（4.3） 2.5 緻密 良好 5Y6/3オリーブ黄
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

大宰府編年
龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-2b 類

78-3 SK391 土錘 ［4.6］ 1.8 1.7 緻密 良好 5YR6/6橙 外：ナデ 13.17ｇ

78-4 SK393
陶器
甕

［7.3］緻密 良好
外：2.5Y5/2暗灰黄
内：10YR5/2灰黄褐

外：格子タタキ，ナデ，施釉
内：同心円タタキ，ナデ，施
釉

78-5 SK393
土師器
坏

6.0 ［2.5］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好 7.5YR7/2明褐灰
外：摩滅，糸切り，板状圧痕　
内：摩滅

糸切り底

78-6 SI418
青磁
皿

（10.2） 3.2 2.5 緻密 良好 5Y6/3オリーブ黄
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁皿
Ⅰ-2b 類

78-7 SI418
土師器
坏

（6.8）［1.5］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：7.5YR6/2灰褐

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

78-8 SI418 土錘 4.5 1.1 1.1 緻密 良好 2.5YR5/8明赤褐 外：ナデ 3.72ｇ

78-9 SK421a
土師質
擂鉢

（14.6）［5.6］
やや緻密，直径1～5
㎜の赤色粒子を含む

良好 5YR6/6橙
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，摩滅，スリ溝

78-10 SK452
青磁
皿

（4.9）［1.1］緻密 良好
外：2.5Y7/2灰黄
内：5Y6/3オリーブ黄

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ-2類

78-11 SK452
土師器
坏

11.7 8.4 2.2

やや粗い，直径4～5
㎜の砂粒・黒色粒子を
含む，雲母片を少し含
む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

78-12 SK489
白磁
碗

4.0 1.2 緻密 良好 7.5GY8/1明緑灰
外：施釉，露胎
内：施釉

78-13 SK489
白磁
皿

（11.8）（7.2） 2.9 緻密 良好 10GY8/1明緑灰
外：施釉，口禿
内：施釉

白磁皿
Ⅸ-1類

78-14 SK489
陶器
壺

［5.0］緻密 良好
外：7.5YR3/3暗褐
内：5YR3/2暗赤褐

外：施釉
内：施釉

78-15 SK489
陶器
黄釉盤

［1.4］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：5Y6/1灰
内：5Y7/3浅黄

外：露胎
内：施釉

陶器盤
Ⅰ-1’a 類

78-16 SK489
須恵質
捏鉢

［2.9］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好 10YR7/2にぶい黄橙
外：ナデ
内：ナデ

78-17 SK489
滑石製
石鍋

［2.0］

78-18 SK491
青磁
碗

（4.0）［2.1］緻密 良好 7.5Y5/2灰オリーブ
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

78-19 SK491
陶器
黄釉盤

［3.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 2.5Y7/1灰白
外：露胎
内：施釉，露胎

78-20 SK491
土師質
鍋

［6.0］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR6/4にぶい橙
内：7.5YR7/3にぶい橙

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

78-21 SK538
青磁
皿

（10.2）（5.2） 1.9 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

同安窯系青磁皿
Ⅰ-2類

78-22 SK538
陶器
鉢

（10.6）［3.0］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：5YR3/3暗赤褐
内：5YR5/3にぶい赤褐

外：施釉
内：施釉

78-23 SK547
土師器
皿

8.1 6.1 1.5
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：7.5YR7/4にぶい橙
内：7.5YR7/6橙

外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

78-24 SP558
土師器
坏

（11.2）（7.4） 2.4
緻密，直径1㎜大の砂
粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/6橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

78-25 SP558
土師器
坏

（10.8）（6.8） 2.5
緻密，直径1～3㎜の
砂粒・雲母片を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り，板状圧痕　
内：ナデ

糸切り底

79-1 SK413
青磁
碗

6.3 1.55 緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉

79-2 SK413
瓦質土器
湯釜

（13.4） ［4.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 2.5Y3/1黒褐
外：ナデ，施文
内：ナデ

格子文スタンプ

79-3 SK413
瓦質土器
湯釜

（13.5） ［5.8］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：10YR3/1黒褐
内：10YR4/2灰黄褐

外：ナデ，施文，ミガキ
内：ハケメ，ナデ

雷文・菱文

79-4 SK413 土錘 ［4.9］ 1.8 1.6
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を少し含む

良好 2.5YR6/4にぶい橙 外：ナデ 12.13g

79-5 SK413
滑石製石鍋
転用品

3.8 3.9 2.6 49.72g

79-6 SK416
陶器
碗

（11.8） ［3.1］緻密，白色粒子を含む 良好
外：5Y7/1灰白
内：5GY7/1明オリーブ灰

外：施釉
内：施釉

雑釉陶器

79-7 SK416
瓦質土器
捏鉢

［4.6］緻密，白色粒子を含む 良好
外：N6/ 灰
内：5Y7/1灰白

外：ナデ
内：ナデ

79-8 SK417，413
土師質
擂鉢

［7.4］
やや緻密，直径1～8
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，摩滅，スリ溝

３．小結
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84-1 SK507
土師質
擂鉢

（16.0）［7.8］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好 7.5YR8/3浅黄橙
外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，摩滅，スリ溝

84-2 SK508
青磁
碗

［2.7］緻密 良好 2.5GY5/1オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

84-3 SK518
白磁
皿

（13.8）（7.0）［2.5］緻密 良好 2.5Y7/2灰黄
外：施釉，露胎
内：施釉

白磁皿
Ⅷ -1a 類

84-4 SK518
陶器
鉢

（7.8）［4.9］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：7.5YR3/3暗褐
内：5YR2/2黒褐

外：施釉，露胎
内：施釉

84-5 SK520　
白磁
碗

（6.4）［2.5］緻密 良好
外：5Y8/1灰白
内：2.5GY8/1灰白

外：露胎
内：施釉，露胎

白磁碗
Ⅷ類

84-6 SP444
土師質
鍋

［7.4］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：7.5YR5/2灰褐
内：5YR4/1褐灰

外：ナデ，スス付着
内：ハケメ

92-1 SK527 丸瓦 ［12.6］［6.3］ 2.4 緻密 良好
表：N6/ 灰
裏：2.5Y5/1黄灰

表：縄目タタキ，工具ナデ
裏：布目，吊り紐痕

92-2 SK528
青磁
碗

5.9 ［2.2］緻密 良好 5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

92-3 SK528
青磁
碗

［4.3］緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

92-4 SK528
青磁
碗

（6.4）［2.9］緻密 良好 2.5GY7/1明オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

92-5 SK528
青磁
碗

（6.0）［3.1］緻密 良好
外：10Y6/2オリーブ灰
内：5Y6/2灰オリーブ

外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅳ類

92-6 SK528
白磁
壺

［5.4］緻密 良好
外：7.5Y7/1灰白
内：10YR5/3にぶい黄褐

外：施釉
内：施釉

92-7 SK528
陶器
壺

［4.3］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：10R2/1赤黒
内：2.5YR4/2灰赤

外：施釉
内：施釉

92-8 SK528
陶器
天目碗

（3.5）［1.1］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y7/2灰黄
内：N1.5/ 黒

外：露胎
内：施釉

92-9 SK528
陶器

黄釉鉄絵盤
［0.5］

やや緻密，直径1㎜大
の砂粒を多く含む

良好
外：7.5YR5/3にぶい褐
内：2.5Y7/2灰黄

外：露胎
内：施釉，施文

92-10 SK528
須恵器
坏蓋

［1.4］
緻密，直径1㎜大の砂
粒を含む

良好
外：7.5Y5/1灰
内：N4/ 灰

外：ナデ
内：ナデ

92-11 SK528
瓦質土器
捏鉢

［8.1］
緻密，直径1～2㎜の
砂粒を含む

良好
外：N5/ 灰
内：5Y6/1灰

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

92-12 SK528
瓦質土器
捏鉢

［5.5］
緻密，直径1～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：10YR6/2灰黄褐
内：2.5Y5/1黄灰

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

92-13 SK543
陶器
碗

4.8 ［2.5］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 2.5GY5/1オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉，メアト

雑釉陶器

92-14 SK543
白磁
皿

5.4 0.8 緻密 良好 10Y7/1灰白
外：施釉，露胎
内：施釉

92-15 SK543
白磁
皿

（14.0） ［2.4］緻密 良好 7.5Y7/1灰白
外：施釉
内：施釉

白磁皿
Ⅷ類

92-16 SK543
瓦質土器
捏鉢

［3.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：N4/ 灰
内：10YR7/1灰白

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，ナデ

92-17 SK543
瓦質土器
擂鉢

［5.3］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y7/1灰白
内：N4/ 灰

外：ハケメ，ナデ
内：ハケメ，スリ溝

93-1 SK531
陶器
耳壺

［4.9］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：5YR3/3暗赤褐
内：7.5YR4/2灰褐

外：施釉
内：施釉

93-2 SK531
陶器
鉢

（15.0） ［3.7］
やや緻密，直径1～2
㎜の砂粒を多く含む

良好
外：10YR6/3にぶい黄橙
内：2.5Y7/3浅黄

外：施釉
内：施釉

陶器鉢
Ⅳ-1類

93-3 SK531，SP537
陶器
鉢

（19.6） ［6.0］
緻密，直径2～3㎜の
砂粒を少し含む

良好
外：10R2/3極暗赤褐
内：10R2/2極暗赤褐

外：施釉
内：施釉

93-4 SK531
陶器
甕

［9.0］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：2.5Y4/1黄灰
内：2.5Y7/2灰黄

外：施釉
内：施釉

陶器甕
Ⅲ類

93-5 SK531
須恵器
甕

［6.6］
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好
外：N5/ 灰
内：N3/ 暗灰

外：ナデ
内：ナデ

93-6 SK533
土師器
皿

1.3
緻密，直径1㎜弱の砂
粒を含む

良好 10YR5/1褐灰
外：ナデ，糸切り，板状圧痕
内：ナデ

糸切り底

93-7 SK535
陶器
甕

（49.8） ［6.0］
やや緻密，直径1～4
㎜の砂粒を含む

良好 2.5YR4/3にぶい赤褐
外：ナデ
内：ナデ

93-8 SP539
陶器
鉢

（16.8） ［4.2］
緻密，直径2㎜大の砂
粒を少し含む

良好
外：10YR2/1黒
内：10YR3/1黒褐

外：施釉
内：施釉

陶器鉢
Ⅳ -2類

93-9 SK540
青磁
碗

（6.1）［2.5］緻密 良好 5Y6/3オリーブ黄
外：施釉，露胎
内：施釉，施文

龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-2類

93-10 SK540 土錘 ［5.1］ 3.1 2.9 緻密 良好 2.5YR5/6明赤褐 外：ナデ 50.94ｇ



231

図 遺構・層位 種類 口径 底部径 器高 胎土 焼成 色調 文様・調整 備考

93-11 SK542
土師器
皿

7.8 6.6 1.2
緻密，黒色粒子を少し
含む

良好 7.5YR7/4にぶい橙
外：ナデ，糸切り
内：ナデ

糸切り底

93-12 SP553
青磁
碗

6.4 ［1.9］緻密 良好 10Y5/2オリーブ灰
外：施釉，露胎
内：施釉

大宰府編年
龍泉窯系青磁碗
Ⅰ-1類

94-1 SK36 銅銭 2.3 2.3 0.08 熙寧元寶（北宋）

94-2 SK86 銅銭 ［1.2］ 2.5 0.08 〇〇〇寶

94-3 SK86 銅銭 ［2.2］［1.6］ 0.08

94-4 SK89 銅銭 1.9 1.9 0.08 無文

94-5 SE93 銅銭 2.4 2.4 0.1 政和通寶（北宋）

94-6 SK178 銅銭 2.3 2.3 0.1 元豊通寶（北宋）

94-7 SK178 銅銭 2.4 2.4 0.1 皇宋通寶（北宋）

94-8 SK178 銅銭 2.45 2.4 0.11 大観通寶（北宋）

94-9 SK185 銅銭 ［2.1］ 2.45 0.1 元○通寶

94-10 SP221 銅銭 2.5 2.5 0.1 祥○元寶

94-11 SK226 銅銭 2.4 2.4 0.1

94-12 SK228 銅銭 2.5 2.5 0.1 〇〇通寶

94-13 SK228 銅銭 2.5 2.5 0.1 至和元寶（北宋）

94-14 SK237・238 銅銭 2.3 2.3 0.1 熙寧元寶（北宋）

94-15 SK256・338 銅銭 2.4 2.4 0.1 至和元寶（北宋）

94-16 SK288 銅銭 2.4 2.5 0.15 正隆元寶（金）

94-17 SK437 銅銭 2.6 2.6 0.15 宣和通寶（北宋）

94-18 SK507 銅銭 2.4 2.4 0.1 嘉祐元寶（北宋）

94-19 遺構外 銅銭 2.4 2.4 0.1 咸平元寶（北宋）

94-20 遺構外 銅銭 ［2.2］ 2.3 0.08 開元通寶（唐）

３．小結
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Ⅳ　分析と考察
箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点 

出土木材の樹種同定
 小　林　克　也（パレオ・ラボ）

１．はじめに
　福岡県福岡市の箱崎遺跡から出土した木材の樹種同定を行った。なお、同一試料を用いて放射性炭
素年代測定も行われている（放射性炭素年代測定の項参照）。

２．試料と方法
　試料は、生材18点と炭化材16点の、合計34点である。生材の試料は、HZK1804地点の C 区の
SK14-C から２点、HZK1903地点の B 区の SE58から２点、SE59-1、SE59-2、SE64、SE66、SE67、
SE75、SE76-1、SE76-2、SE77-1、SE77-2から各１点、HZK2003地点のD区の SE4015から４点である。
炭化材の試料は、HZK2006地点の G区の SK13、SK19から各３点、HZK2006地点のA区北の SK41、
SK42から各３点、HZK2006地点のA区の SK15から３点、SX01から１点である。各試料について、
切片採取前に木取りの確認を行った。
　発掘調査所見による遺構の時期はいずれも鎌倉時代と考えられているが、放射性炭素年代測定の結
果、各試料は平安時代中期～室町時代におさまる暦年代を示した（詳細は放射性炭素年代測定の項を
参照）。
　生材の樹種同定では、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）について、カミソ
リで薄い切片を切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラートを作製した。その後乾燥させ、
光学顕微鏡にて検鏡および写真撮影を行った。
　炭化材の樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面
（柾目）について、カミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボンテープで固定した。
その後イオンスパッタにて金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE社製　VE-9800）にて検鏡
および写真撮影を行った。

３．結果
　同定の結果、針葉樹ではスギ１分類群、広葉樹ではクスノキ科とサクラ属、コナラ属アカガシ亜属
（以下、アカガシ亜属）、クマシデ属イヌシデ節（以下、イヌシデ節）、クスドイゲ、ヒサカキ属、サ
カキ、ツバキ属、コシアブラの９分類群の、計10分類群が確認された。また、試料の劣化が激しいた
め、放射断面しか採取できず、針葉樹までの同定に留めた試料が１点あった。同定結果を第１表に、
一覧を第２表に示す。
　以下に、同定された材の特徴を記載し、図版に光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡写真を示す。
（１）スギ　Cryptomeria japonica （L.f.） D.Don　ヒノキ科　図版１　1a-1c（試料 No.1）、2c（試料
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No.25）
　道管と放射組織、樹脂細胞で構成される針葉樹である。晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩
やかである。放射組織は単列で、高さ２～15列となる。分野壁孔は孔口が大きく開いた大型のスギ型
で、１分野に普通２個みられる。
　スギは大高木へと成長する常緑針葉樹で、天然分布は東日本の日本海側に多い。比較的軽軟で、切
削などの加工が容易な材である。
（２）針葉樹　Coniferous-wood　図版１　3c（試料No.4）
　試料の劣化が著しく、放射断面しか採取できなかった。放射断面では、分野壁孔が溶解し、壁厚の
形状を確認できなかった。
（３）クスノキ科　Lauraceae　図版１　4a-4c（試料No.29）
　小型の道管が単独ないし２～３個複合し、やや密に散在する散孔材である。軸方向柔組織は周囲状
となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、１～２列幅となる。木部繊維内には、油細胞が
認められる。
　クスノキ科にはニッケイ属やタブノキ属、クロモジ属などがあり、暖帯を中心に分布する、主に常
緑性の高木または低木である。
（４）サクラ属（広義）　Prunus s. l.　バラ科　図版１　5a-5c（試料No.23）
　小型の道管が単独ないし数個、放射方向または斜め方向に複合してやや密に散在する散孔材である。
道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織は上下端１列が直立する異性で、１
～５列幅となる。
　広義のサクラ属には、モモ属とスモモ属、アンズ属、サクラ属、ウワミズザクラ属、バクチノキ属
がある。樹種同定では、モモ属とバクチノキ属以外は他のサクラ属と識別できないため、広義のサク
ラ属とはモモ属とバクチノキ属を除くサクラ属を指す。
（５）コナラ属アカガシ亜属　Quercus subgen. Cyclobalanopsis　ブナ科　図版１　6a-6c（試料No.28）
　厚壁で丸い大型の道管が、放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状とな
る。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のものと広放射組織がみられる。
　コナラ属アカガシ亜属は、材組織の観察では道管の大きなイチイガシ以外は種までの同定ができな
い。したがって、本試料はイチイガシ以外のアカガシ亜属である。アカガシ亜属にはアカガシやツク
バネガシなどがあり、暖帯に分布する常緑高木の広葉樹である。材は重硬かつ強靭で、耐水性があり、

第１表　箱崎遺跡出土木材の樹種同定結果

時期
平安時代
前期～中期

平安時代
中期

平安時代
中期～後期

平安時代中期
～鎌倉時代

平安時代後期
～鎌倉時代

鎌倉時代
～室町時代 室町時代

樹種 器種 井戸枠 井戸枠 井戸枠 井戸枠 井戸枠 井戸枠 炭化材 井戸枠 炭化材 合計

スギ 1 1 1 3 4 5 2 2 19 

針葉樹 1 1 

クスノキ科 1 1 

サクラ属 1 1 

コナラ属アカガシ亜属 1 1 2 

クマシデ属イヌシデ節 1 2 3 

クスドイゲ 1 1 

ヒサカキ属 2 2 

サカキ 1 1 2 

ツバキ属 1 1 

コシアブラ 1 1 

合計 1 1 2 3 4 5 9 2 7 34 
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切削加工は困難である。
（６）クマシデ属イヌシデ節　Carpinus sect. Eucarpinus　カバノキ科　図版１・２　7a-7c（試料
No.24）
　小型の道管が単独ないし２～７個放射方向に複合してやや疎らに散在する散孔材である。道管は単
穿孔を有する。放射組織は同性で、１～４列幅のものと集合放射組織がみられる。
　クマシデ属イヌシデ節は温帯から暖帯の山林などに分布する落葉高木の広葉樹である。材はやや重
くて硬く、割裂しにくい。切削加工は中庸である。
（７）クスドイゲ　Xylosma congesta （Lour.） Merr.　ヤナギ科　図版２　8a-8c（試料No.21）
　小型の道管が単独ないし２～４個放射方向に複合する散孔材である。道管は単穿孔を有し、内腔に
はらせん肥厚がみられる。放射組織は上下端５列以上が直立する異性で、幅１～３列となる。また、
単列部と多列部は、同じ大きさになる。
　クスドイゲは近畿以西の本州、四国、九州、琉球の海岸近くの林内に生育する、常緑低木の広葉樹
である。現在では顕著な材利用は行われていない。
（８）ヒサカキ属　Eurya　モッコク科　図版２　9a-9c（試料No.22）
　小型の道管がほぼ単独でやや密に散在する散孔材である。道管は40段以上の階段穿孔を有し、内壁
にはらせん肥厚がみられる。放射組織は上下端１～５列が直立する異性で、幅１～５列となる。
　ヒサカキ属には、ヒサカキやハマヒサカキなどがあり、ヒサカキは岩手県、秋田県以南の本州、四
国、九州などの温帯に分布する常緑高木の広葉樹である。材は強靭、堅硬であるが、サカキよりもや
や劣る。
（９）サカキ　Cleyera japonica Thunb.　モッコク科　図版２　2a-2c（試料No.19）
　小型の道管がほぼ単独で、やや密に散在する散孔材である。道管は20～40段程度の階段穿孔となる。
放射組織は上下端１～４列が直立する異性で、単列となる。
　サカキは日本海側で新潟県、太平洋側で関東以西の本州、四国、九州などの温帯から亜熱帯に分布
する常緑高木である。材は強靭、堅硬で、切削加工は困難である。
（10）ツバキ属　Camellia　ツバキ科　図版２　11a-11c（試料No.20）
　角張った小型の道管がほぼ単独でやや密に散在する散孔材である。軸方向柔組織は短接線状となる。
道管は単穿孔を有する。放射組織は上下端１～３列が直立する異性で、幅１～３列となる。
　ツバキ属にはヤブツバキやサザンカなどがあり、ヤブツバキは本州、四国、九州の温帯に、サザン
カは山口県以南の温帯南部から亜熱帯に分布する常緑小高木の広葉樹である。材は重硬で、切削加工
は困難である。
（11）コシアブラ　Chengiopanax sciadophylloides （Franch. et Sav.） C.B.Shang et J.Y.Huang　ウコ
ギ科　図版２　12a-12c（試料No.32）
　年輪のはじめに中型の道管が単独で断続的に並び、晩材部では小型の道管が単独ないし２～３個複
合してやや密に散在する半環孔材である。道管は単穿孔を有する。放射組織は上下端１列が直立する
異性で、ほぼ単列となる。
　コシアブラは北海道、本州、四国、九州などの温帯から暖帯上部の肥沃な湿潤地に多く分布する、
落葉高木の広葉樹である。材は軽軟で弱く、切削加工は容易である。



235

箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点出土木材の樹種同定

４．考察
　生材の試料18点はいずれも井戸枠である。井戸枠は、SE58の試料No.4のみが針葉樹で、それ以外
の17点はすべてスギであった。スギは木理通直で真っすぐに生育する、加工性の良い樹種である（伊
東ほか 2011）。福岡県内で確認されている同じ時期の井戸枠には、スギを中心とした針葉樹も利用さ
れているが、シイ属やクスノキ科などの広葉樹が多く利用されている（伊東・山田編 2012）。
　炭化材は、鎌倉時代～室町時代の材ではスギとサクラ属、アカガシ亜属、イヌシデ節、ヒサカキ属、
サカキ属、ツバキ属が、室町時代の材ではクスノキ科とアカガシ亜属、イヌシデ節、クスドイゲ、サ
カキ、コシアブラがみられた。用途はいずれも不明である。福岡県内で確認されている同じ時期の炭
化材では、多様な広葉樹がみられ、サクラ属やアカガシ亜属、ヒサカキ属、ツバキ属なども確認され
ており、傾向は一致する。いずれも遺跡周辺に生育可能な樹種であり、遺跡周辺に生育していた樹木
が伐採利用されていたと考えられる。
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第２表　箱崎遺跡出土木材の樹種同定結果一覧
試料No. 地区名 出土遺構 層位 遺物No. 種類 器種 樹種 木取り 年代測定による時期 年代測定番号

1 HZK1804 C 区 SK14-C 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代中期～後期 PLD-43835

2 HZK1804 C 区 SK14-C 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代中期～鎌倉時代 PLD-43836

3 HZK1903 B 区 SE58 生材 井戸枠 スギ 割れ 鎌倉時代～室町時代 PLD-43837

4 HZK1903 B 区 SE58 生材 井戸枠 針葉樹 割れ 平安時代中期～後期 PLD-43838

5 HZK1903 B 区 SE59-1 生材 井戸枠 スギ 柾目 平安時代中期～鎌倉時代 PLD-43839

6 HZK1903 B 区 SE59-2 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代後期～鎌倉時代 PLD-43840

7 HZK1903 B 区 SE64 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代後期～鎌倉時代 PLD-43841

8 HZK1903 B 区 SE66 生材 井戸枠 スギ 板目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43842

9 HZK1903 B 区 SE67 14層 生材 井戸枠 スギ 割れ 平安時代後期～鎌倉時代 PLD-43843

10 HZK1903 B 区 SE75 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代中期～鎌倉時代 PLD-43844

11 HZK1903 B 区 SE76-1 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代後期～鎌倉時代 PLD-43845

12 HZK1903 B 区 SE76-2 生材 井戸枠 スギ 板目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43846

13 HZK1903 B 区 SE77-1 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代中期 PLD-43847

14 HZK1903 B 区 SE77-2 生材 井戸枠 スギ 板目 平安時代前期～中期 PLD-43848

15 HZK2003 D 区 SE4015 A-1 生材 井戸枠 スギ 追柾目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43849

16 HZK2003 D 区 SE4015 A-2 生材 井戸枠 スギ 柾目 室町時代 PLD-43850

17 HZK2003 D 区 SE4015 a-1 生材 井戸枠 スギ 柾目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43851

18 HZK2003 D 区 SE4015 a-2 生材 井戸枠 スギ 柾目 室町時代 PLD-43852

19 HZK2006 G 区 SK13 炭化物① 炭化材 炭化材 サカキ 芯持丸木 鎌倉時代～室町時代 PLD-43853

20 HZK2006 G 区 SK13 炭化物② 炭化材 炭化材 ツバキ属 芯持丸木 鎌倉時代～室町時代 PLD-43854

21 HZK2006 G 区 SK13 炭化物③ 炭化材 炭化材 クスドイゲ 芯持丸木 室町時代 PLD-43855

22 HZK2006 G 区 SK19 炭化物① 炭化材 炭化材 ヒサカキ属 半割 鎌倉時代～室町時代 PLD-43856

23 HZK2006 G 区 SK19 炭化物② 炭化材 炭化材 サクラ属 みかん割 鎌倉時代～室町時代 PLD-43857

24 HZK2006 G 区 SK19 炭化物③ 炭化材 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 半割 鎌倉時代～室町時代 PLD-43858

25 HZK2006 A 区北 SK41 4 炭化材 炭化材 スギ 板目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43859

26 HZK2006 A 区北 SK41 29 炭化材 炭化材 サカキ 半割 室町時代 PLD-43860

27 HZK2006 A 区北 SK41 107 炭化材 炭化材 スギ 板目 鎌倉時代～室町時代 PLD-43861

28 HZK2006 A 区北 SK42 14 炭化材 炭化材 コナラ属アカガシ亜属 みかん割 鎌倉時代～室町時代 PLD-43862

29 HZK2006 A 区北 SK42 15 炭化材 炭化材 クスノキ科 みかん割 室町時代 PLD-43863

30 HZK2006 A 区北 SK42 18 炭化材 炭化材 コナラ属アカガシ亜属 みかん割 室町時代 PLD-43864

31 HZK2006 A 区 SK15 3 炭化材 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 みかん割 室町時代 PLD-43865

32 HZK2006 A 区 SK15 7 炭化材 炭化材 コシアブラ みかん割 室町時代 PLD-43866

33 HZK2006 A 区 SK15 8 炭化材 炭化材 クマシデ属イヌシデ節 みかん割 室町時代 PLD-43867

34 HZK2006 A 区 SX01 50 炭化材 炭化材 ヒサカキ属 みかん割 鎌倉時代～室町時代 PLD-43868
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図版１　箱崎遺跡出土木材の光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡写真

1a-1c．スギ（No.1）、2c．スギ（No.25）、3c．針葉樹（No.4）、4a-4c．クスノキ科（No.29）、5a-5c．サクラ属（No.23）、
6a-6c．コナラ属アカガシ亜属（No.28）、7a-7b．クマシデ属イヌシデ節（No.24）
a：横断面（スケール＝250μm）、b：接線断面（スケール＝1000μm）、c：放射断面（スケール＝25μm）
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図版２　箱崎遺跡出土木材の走査型電子顕微鏡写真

7c．クマシデ属イヌシデ節（No.24）、8a-8c．クスドイゲ（No.21）、9a-9c．ヒサカキ属（No.22）、10a-10c．サカキ
（No.19）、11a-11c．ツバキ属（No.20）、12a-12c．コシアブラ（No.32）
a：横断面、b：接線断面、c：放射断面
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箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点出土木材の 
放射性炭素年代測定

 パレオ・ラボAMS年代測定グループ 
伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹 

Zaur Lomtatidze・小林克也

１．はじめに
　福岡県福岡市の箱崎遺跡から出土した試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性
炭素年代測定を行った。なお、生材および炭化材試料については樹種同定も行われている（樹種同定
の項参照）。

２．試料と方法
　試料は、HZK1804地点 C区から生材２点、HZK1903地点 B区から生材12点、HZK2003地点 D区
から生材４点、HZK2006地点 G区から炭化材６点、HZK2006地点A区北から炭化材６点、HZK2006
地点A区から炭化材４点と動物骨１点の、計35点である。
　HZK1804地点 C 区の試料はいずれも井戸枠で、SK14-C から２点（試料 No.1、2：PLD-43835、
43836）である。樹種は、いずれもスギである。
　HZK1903地点 B区の試料はいずれも井戸枠で、SE58から２点（試料No.3、4：PLD-43837、43838）、
SE59-1と SE59-2から各１点（試料No.5、6：PLD-43839、43840）、SE64から１点（試料No.7：PLD-
43841）、SE66から１点（試料No.8：PLD-43842）、SE67から１点（試料No.9：PLD-43843）、SE75か
ら１点（試料 No.10：PLD-43844）、SE76-1と SE76-2から各１点、（試料 No.11、12：PLD-43845、
43846）、SE77-1と SE77-2から各１点（試料No.13、14：PLD-43847、43848）である。樹種は、試料
No.4が針葉樹で、それ以外はいずれもスギである。
　HZK2003地点 D区の試料はいずれも井戸枠で、SE4015から４点（試料No.15～18：PLD-43849～
43852）である。樹種は、いずれもスギである。
　HZK2006地点 G 区の試料はいずれも炭化材で、SK13から３点（試料 No.19～21：PLD-43853～
43855）、SK19の３点（試料No.22～24：PLD-43856～43858）である。樹種は、試料No.19がサカキ、
試料No.20がツバキ属、試料No.21がクスドイゲ、試料No.22がヒサカキ属、試料No.23がサクラ属、
試料No.24がクマシデ属イヌシデ節である。
　HZK2006地点 A区北の試料はいずれも炭化材で、SK41から３点（試料No.25～27：PLD-43859～
43861）、SK42の３点（試料No.28～30：PLD-43862～43864）である。樹種は、試料No.25と27がスギ、
試料No.26がサカキ、試料No.28と30がコナラ属アカガシ亜属、試料No.29がクスノキ科である。
　HZK2006地点 A区の試料は炭化材４点と動物骨１点で、SK15から炭化材３点（試料No.31～33：
PLD-43865～43867）、SX01から炭化材１点（試料No.34：PLD-43868）と動物骨１点（試料No.35：
PLD-43869）である。樹種は、試料No.31と33がクマシデ属イヌシデ節、試料No.32がコシアブラ、
試料No.34がヒサカキ属である。また、動物骨はウマの肋骨である。
　発掘調査所見では、いずれの試料も鎌倉時代頃と考えられている。また、木材試料について、試料
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No.19～24、26、28、29、31～34には最終形成年輪が残っていたが、それ以外の試料には最終形成年
輪が残っていなかった。測定試料の情報、調製データは第３表～第５表のとおりである。
　試料は調製後、精製ラインによるCO2ガス精製後、水素還元によるグラファイト化およびセメンタ
イト化を行った。その後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）
を用いて測定した。得られた14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を
算出した。

３．結果
　第６表～第８表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正
を行って暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸
めて表示した14C 年代を、第１図と第２図に測定結果のマルチプロット図を、第３図～第７図に暦年
較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今後暦年較正
曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
　14C 年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、
14C の半減期として Libby の半減期5568年を使用した。また、付記した14C 年代誤差（±1σ）は、測
定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C 年代がその14C 年代誤差内に入る確率が
68.27％であることを示す。
　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。
　暦年較正とは、大気中の14C 濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C 年代に対し、過去の
宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期5730
±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
　14C 年代の暦年較正にはOxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20、暦年較正結果が1950年以降にのび
る試料については Post-bomb atmospheric NH2）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、OxCal の確
率法を使用して算出された14C 年代誤差に相当する68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2σ
暦年代範囲は95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代
が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正
曲線を示す。

４．考察
　以下、2σ暦年代範囲（確率95.45%）に着目して、調査区別に、遺構ごとに、暦年代の古い順に結
果を整理する。
（１）HZK1804地点 C区

　SK14-C の試料No.1（PLD-43835）は、1039-1111 cal AD（56.64%）および1112-1161 cal AD（38.81%）
で、11世紀前半～12世紀後半の暦年代を示した。これは、平安時代中期～後期に相当する。また試料
No.2（PLD-43836）は1053-1061 cal AD（2.34%）、1067-1075 cal AD（1.37%）、1156-1220 cal AD（91.74%）
で、11世紀中頃～13世紀前半の暦年代を示した。これは、平安時代中期～鎌倉時代に相当する。
　なお、木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年
輪を測定すると、最終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の SK14-C



240

Ⅳ　分析と考察

の試料２点はいずれも最終形成年輪が残っていなかったため、測定結果は古木効果の影響を受けてい
ると考えられ、実際に枯死もしくは伐採されたのは、測定結果よりも新しい時期であると考えられる。

第１図　マルチプロット図（１）
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（２）HZK1903地点 B区

　SE77-2の試料 No.14（PLD-43848）は、892-991 cal AD（95.45%）で、９世紀末～10世紀末の暦年
代を示した。これは、平安時代前期～中期に相当する。また、SE77-1の試料No.13（PLD-43847）は、
992-1027 cal AD（95.45%）で、10世紀末～11世紀前半の暦年代を示した。これは、平安時代中期に
相当する。試料はいずれも最終形成年輪が残っていなかったため、測定結果は古木効果の影響を受け
ていると考えられ、木が枯死もしくは伐採されたのは測定結果よりも新しい時期であったと考えられ
る。
　SE75の試料 No.10（PLD-43844）は、1046-1084 cal AD（39.00%）、1094-1103 cal AD（2.41%）、
1124-1215 cal AD（54.04%）で、11世紀中頃～13世紀前半の暦年代を示した。これは、平安時代中期
～鎌倉時代に相当する。なお、試料は最終形成年輪が残っておらず、測定結果は古木効果の影響を受
けていると考えられる。
　SE64の試料No.7（PLD-43841）は、1158-1220 cal AD（95.45%）で、12世紀中頃～13世紀前半の暦
年代を示した。これは、平安時代後期～鎌倉時代に相当する。なお、試料は最終形成年輪が残ってお
らず、測定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。
　SE59-1の試料 No.5（PLD-43839）は、1053-1061 cal AD（3.45%）、1067-1075 cal AD（2.35%）、
1156-1219 cal AD（89.65%）で、11世紀中頃～後半および12世紀中頃～13世紀前半の暦年代を示した。
これは、平安時代中期～鎌倉時代に相当する。また、SE59-2の試料 No.6（PLD-43840）は、1179-
1191 cal AD（5.06%）および1204-1266 cal AD（90.39%）で、12世紀後半～13世紀後半の暦年代を示
した。これは、平安時代後期～鎌倉時代に相当する。なお、試料はいずれも最終形成年輪が残ってい
なかったため、測定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。
　SE67の試料No.9（PLD-43843）は、1181-1187 cal AD（1.63%）および1213-1268 cal AD（93.82%）
で、12世紀後半～13世紀後半の暦年代を示した。これは、平安時代後期～鎌倉時代に相当する。なお、
試料は最終形成年輪が残っておらず、測定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。
　SE58の試料No.4（PLD-43838）は、994-1007 cal AD（5.40%）、1011-1053 cal AD（34.26%）、1062-
1066 cal AD（0.67%）、1076-1156 cal AD（55.12%）で、10世紀末～12世紀中頃の暦年代を示した。
これは、平安時代中期～後期に相当する。また試料No.3（PLD-43837）は、1294-1323 cal AD（39.12%）
および1356-1392 cal AD（56.33%）で、13世紀末～14世紀末の暦年代を示した。これは、鎌倉時代～
室町時代に相当する。試料はいずれも最終形成年輪が残っておらず、測定結果は古木効果の影響を受
けていると考えられる
　SE76-1の試料 No.11（PLD-43845）は、1161-1226 cal AD（95.45%）で、12世紀後半～13世紀前半
の暦年代を示した。これは、平安時代後期～鎌倉時代に相当する。また、SE76-2の試料No.12（PLD-
43846）は、1303-1367 cal AD（75.61%）および1381-1398 cal AD（19.84%）で、14世紀代の暦年代を
示した。これは、鎌倉時代～室町時代に相当する。試料はいずれも最終形成年輪が残っておらず、測
定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。
　SE66の試料No.8（PLD-43842）は、1326-1352 cal AD（25.95%）および1394-1422 cal AD（69.50%）
で、14世紀前半～15世紀前半の暦年代を示した。これは、鎌倉時代～室町時代に相当する。なお、試
料は最終形成年輪が残っておらず、測定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。

（３）HZK2003地点D区

　SE4015の試料No.17（PLD-43851）は、1306-1364 cal AD（76.52%）および1385-1402 cal AD（18.93%）
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で、14世紀初頭～15世紀初頭の暦年代を示した。また、試料No.15（PLD-43849）は、1319-1360 cal 
AD（65.35%）および1389-1411 cal AD（30.10%）で、14世紀前半～15世紀前半の暦年代を示した。
この２点の暦年代は、鎌倉時代～室町時代に相当する。さらに、試料No.16（PLD-43850）は、1401-
1434 cal AD（95.45%）、試料 No.18（PLD-43852）は1406-1437 cal AD（95.45%）で、15世紀初頭～
前半の暦年代を示した。この２点の暦年代は、室町時代に相当する。
　なお、これらの試料はいずれも最終形成年輪が残っておらず、測定結果は古木効果の影響を受けて
いると考えられる。

（４）HZK2006地点G区

　SK19の試料No.22（PLD-43856）は、1306-1364 cal AD（76.58%）および1385-1402 cal AD（18.87%）
で、14世紀初頭～15世紀初頭の暦年代を示した。また、試料 No.24（PLD-43858）は1318-1360 cal 
AD（66.95%）および1388-1410 cal AD（28.50%）、試料No.23（PLD-43857）は1324-1355 cal AD（46.52%）
および1393-1420 cal AD（48.93%）で、14世紀前半～15世紀前半の暦年代を示した。３試料とも、鎌
倉時代～室町時代に相当する。
　SK13の試料No.19（PLD-43853）は1321-1358 cal AD（61.55%）および1390-1412 cal AD（33.90%）、
試料No.20（PLD-43854）は1329-1335 cal AD（2.28%）および1396-1432 cal AD（93.17%）で、14世
紀前半～15世紀前半の暦年代を示した。これらは、鎌倉時代～室町時代に相当する。また、試料
No.21（PLD-43855）は1409-1441 cal AD（95.45%）で、15世紀初頭～前半の暦年代を示した。これは、
室町時代に相当する。
　なお、HZK2006地点 G区の試料６点は、いずれも最終形成年輪が残っており、測定結果は枯死も
しくは伐採年代を示す。

（５）HZK2006地点 A区北

　SK41の試料No.27（PLD-43861）は、1303-1367 cal AD（75.59%）および1381-1398 cal AD（19.86%）
で、14世紀代の暦年代を示した。また、試料No.25（PLD-43859）は、1308-1362 cal AD（73.80%）
および1387-1406 cal AD（21.65%）で、14世紀初頭～15世紀初頭の暦年代を示した。これらは、鎌倉
時代～室町時代に相当する。さらに、試料No.26（PLD-43860）は、1419-1452 cal AD（95.45%）で、
15世紀前半～中頃の暦年代を示した。これは、室町時代に相当する。
　SK42の試料No.28（PLD-43862）は、1310-1361 cal AD（71.86%）および1388-1407 cal AD（23.59%）
で、14世紀前半～15世紀初頭の暦年代を示した。これは、鎌倉時代～室町時代に相当する。また、試
料No.30（PLD-43864）は、1422-1452 cal AD（95.45%）で、15世紀前半～中頃の暦年代を示した。
さらに、試料No.29（PLD-43863）は、1428-1460 cal AD（93.97%）および1464-1468 cal AD（1.48%）
で、15世紀前半～後半の暦年代を示した。この２点の暦年代は、室町時代に相当する。
　なお、SK41の試料 No.26と SK42の試料 No.28、29は最終形成年輪が残っており、測定結果は枯死
もしくは伐採年代を示すが、SK41の試料 No.25と SK42の試料 No.27、30は最終形成年輪が残ってお
らず、測定結果は古木効果の影響を受けていると考えられる。

（６）HZK2006地点 A区

　SK15の試料No.33（PLD-43867）は1408-1442 cal AD（95.45%）で、15世紀初頭～前半の暦年代を
示した。また、試料 No.32（PLD-43866）は1410-1443 cal AD（95.45%）、試料 No.31（PLD-43865）
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は1413-1445 cal AD（95.45%）で、15世紀前半～中頃の暦年代を示した。３試料とも、室町時代に相
当する暦年代である。
　SX01の試料No.34（PLD-43868）は、1307-1363 cal AD（74.17%）および1386-1406 cal AD（21.28%）
で、14世紀初頭～15世紀初頭の暦年代を示した。これは、鎌倉時代～室町時代に相当する。また、試
料No.35（PLD-43869）は、1640-1670 cal AD（59.57%）、1780-1797 cal AD（33.08%）、1944-1951 cal 

第２図　マルチプロット図（２）
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AD（2.71%）、1953-1953 cal AD（0.10%）で、17世紀前半～後半、18世紀後半～末、20世紀中頃の暦
年代を示した。これは、江戸時代前期、江戸時代後期、昭和時代に相当する。なお、SK15の試料
No.31～33と SX01の試料No.34は最終形成年輪が残っており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を示
す。
　SX01では、試料No.35の動物骨と、試料No.34の炭化材で、年代に差がみられた。SX01は近世以降
の遺構で、遺構内に鎌倉時代～室町時代の炭化材が再堆積した可能性や、SX01は中世の遺構で、近
世以降の動物骨が混入した可能性などが考えられる。
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第３表　測定試料および処理（１）

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-43835
試料 No.1
調査区：HZK1804 C 区
遺構：SK14-C

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43836
試料 No.2
調査区：HZK1804 C 区
遺構：SK14-C

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43837
試料 No.3
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE58

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43838
試料 No.4
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE58

種類：生材（針葉樹）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
セメンタイト化

PLD-43839
試料 No.5
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE59-1

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43840
試料 No.6
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE59-2

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43841
試料 No.7
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE64

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43842
試料 No.8
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE66

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43843

試料 No.9
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE67
層位：14層

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43844
試料 No.10
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE75

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43845
試料 No.11
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE76-1

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43846
試料 No.12
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE76-2

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43847
試料 No.13
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE77-1

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43848
試料 No.14
調査区：HZK1903 B 区
遺構：SE77-2

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43849

試料 No.15
調査区：HZK2003 D 区
遺構：SE4015
遺物 No.A-1

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化
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第４表　測定試料および処理（２）

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-43850

試料 No.16
調査区：HZK2003 D 区
遺構：SE4015
遺物 No.A-2

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43851

試料 No.17
調査区：HZK2003 D 区
遺構：SE4015
遺物 No.a-1

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43852

試料 No.18
調査区：HZK2003 D 区
遺構：SE4015
遺物 No.a-2

種類：生材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：井戸枠
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43853

試料 No.19
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK13
遺物 No. 炭化物①

種類：炭化材（サカキ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43854

試料 No.20
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK13
遺物 No. 炭化物②

種類：炭化材（ツバキ属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43855

試料 No.21
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK13
遺物 No. 炭化物③

種類：炭化材（クスドイゲ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43856

試料 No.22
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK19
遺物 No. 炭化物①

種類：炭化材（ヒサカキ属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43857

試料 No.23
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK19
遺物 No. 炭化物②

種類：炭化材（サクラ属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43858

試料 No.24
調査区：HZK2006 G 区
遺構：SK19
遺物 No. 炭化物③

種類：炭化材（クマシデ属イヌシデ節）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43859

試料 No.25
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK41
遺物 No.4

種類：炭化材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43860

試料 No.26
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK41
遺物 No.29

種類：炭化材（サカキ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43861

試料 No.27
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK41
遺物 No.107

種類：炭化材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43862

試料 No.28
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK42
遺物 No.14

種類：炭化材（コナラ属アカガシ亜属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43863

試料 No.29
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK42
遺物 No.15

種類：炭化材（クスノキ科）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43864

試料 No.30
調査区：HZK2006 A 区北
遺構：SK42
遺物 No.18

種類：炭化材（コナラ属アカガシ亜属）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化



247

箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点出土木材の放射性炭素年代測定

第５表　測定試料および処理（３）

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-43865

試料 No.31
調査区：HZK2006 A 区
遺構：SK15
遺物 No.3

種類：炭化材（クマシデ属イヌシデ節）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43866

試料 No.32
調査区：HZK2006 A 区
遺構：SK15
遺物 No.7

種類：炭化材（コシアブラ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43867

試料 No.33
調査区：HZK2006 A 区
遺構：SK15
遺物 No.8

種類：炭化材（クマシデ属イヌシデ節）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43868

試料 No.34
調査区：HZK2006 A 区
遺構：SX01
遺物 No.50

種類：炭化材（ヒサカキ属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
グラファイト化

PLD-43869

試料 No.35
調査区：HZK2006 A 区
遺構：SX01
遺物 No.22

種類：動物骨（ウマ）
部位：肋骨
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
コラーゲン抽出
グラファイト化
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第６表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（１）

測定番号 δ13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-43835
SK14-C
試料 No.1

-26.06±0.12 932±17 930±15

1047-1055 cal AD（ 7.84%）
1057-1084 cal AD（25.44%）
1094-1103 cal AD（ 7.63%）
1124-1142 cal AD（16.41%）
1146-1158 cal AD（10.96%）

1039-1111 cal AD（56.64%）
1112-1161 cal AD（38.81%）

PLD-43836
SK14-C
試料 No.2

-25.11±0.11 879±17 880±15 1164-1180 cal AD（27.64%）
1187-1211 cal AD（40.63%）

1053-1061 cal AD（ 2.34%）
1067-1075 cal AD（ 1.37%）
1156-1220 cal AD（91.74%）

PLD-43837
SE58

試料 No.3
-24.91±0.10 643±16 645±15

1300-1311 cal AD（20.67%）
1313-1317 cal AD（ 5.65%）
1361-1372 cal AD（20.13%）
1377-1388 cal AD（21.81%）

1294-1323 cal AD（39.12%）
1356-1392 cal AD（56.33%）

PLD-43838
SE58

試料 No.4
-28.27±0.21 986±29 985±30

1022-1048 cal AD（29.24%）
1083-1096 cal AD（10.97%）
1101-1126 cal AD（21.68%）
1140-1149 cal AD（ 6.38%）

 994-1007 cal AD（ 5.40%）
1011-1053 cal AD（34.26%）
1062-1066 cal AD（ 0.67%）
1076-1156 cal AD（55.12%）

PLD-43839
SE59-1
試料 No.5

-25.91±0.11 883±17 885±15 1162-1180 cal AD（31.10%）
1188-1211 cal AD（37.17%）

1053-1061 cal AD（ 3.45%）
1067-1075 cal AD（ 2.35%）
1156-1219 cal AD（89.65%）

PLD-43840
SE59-2
試料 No.6

-24.81±0.11 826±17 825±15 1217-1232 cal AD（32.79%）
1240-1260 cal AD（35.48%）

1179-1191 cal AD（ 5.06%）
1204-1266 cal AD（90.39%）

PLD-43841
SE64

試料 No.7
-24.11±0.11 874±17 875±15 1168-1182 cal AD（22.74%）

1186-1213 cal AD（45.53%） 1158-1220 cal AD（95.45%）

PLD-43842
SE66

試料 No.8
-25.69±0.12 552±17 550±15 1330-1332 cal AD（ 3.81%）

1397-1419 cal AD（64.46%）
1326-1352 cal AD（25.95%）
1394-1422 cal AD（69.50%）

PLD-43843
SE67

試料 No.9
-27.15±0.12 821±17 820±15 1219-1232 cal AD（28.90%）

1240-1260 cal AD（39.37%）
1181-1187 cal AD（ 1.63%）
1213-1268 cal AD（93.82%）

PLD-43844
SE75

試料 No.10
-26.26±0.12 905±18 905±20

1051-1080 cal AD（35.74%）
1154-1177 cal AD（26.50%）
1194-1201 cal AD（ 6.03%）

1046-1084 cal AD（39.00%）
1094-1103 cal AD（ 2.41%）
1124-1215 cal AD（54.04%）

PLD-43845
SE76-1
試料 No.11

-27.15±0.13 857±18 855±20 1177-1193 cal AD（31.21%）
1201-1220 cal AD（37.05%） 1161-1226 cal AD（95.45%）

PLD-43846
SE76-2
試料 No.12

-26.21±0.17 610±17 610±15
1307-1327 cal AD（30.14%）
1346-1363 cal AD（24.09%）
1386-1395 cal AD（14.04%）

1303-1367 cal AD（75.61%）
1381-1398 cal AD（19.84%）

PLD-43847
SE77-1
試料 No.13

-25.11±0.12 1039±18 1040±20
 994- 998 cal AD（10.23%）
 999-1008 cal AD（24.60%）
1010-1022 cal AD（33.43%）

992-1027 cal AD（95.45%）

PLD-43848
SE77-2
試料 No.14

-27.20±0.19 1113±18 1115±20 895-925 cal AD（34.10%）
949-978 cal AD（34.17%） 892-991 cal AD（95.45%）
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第７表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（２）

測定番号 δ13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-43849
SE4015
試料 No.15

-25.43±0.13 576±18 575±20 1326-1351 cal AD （50.52%） 
1395-1403 cal AD （17.75%）

1319-1360 cal AD （65.35%）
1389-1411 cal AD （30.10%）

PLD-43850
SE4015
試料 No.16

-23.77±0.19 524±18 525±20 1408-1424 cal AD （68.27%） 1401-1434 cal AD （95.45%）

PLD-43851
SE4015
試料 No.17

-24.51±0.13 599±17 600±15
1320-1330 cal AD （15.36%） 
1333-1359 cal AD （41.48%） 
1390-1397 cal AD （11.43%）

1306-1364 cal AD （76.52%）
1385-1402 cal AD （18.93%）

PLD-43852
SE4015
試料 No.18

-25.26±0.11 512±18 510±20 1410-1428 cal AD （68.27%） 1406-1437 cal AD （95.45%）

PLD-43853
SK13

試料 No.19
-27.59±0.11 572±18 570±20 1327-1348 cal AD （44.25%） 

1395-1405 cal AD （24.02%）
1321-1358 cal AD （61.55%）
1390-1412 cal AD （33.90%）

PLD-43854
SK13

試料 No.20
-26.66±0.14 534±18 535±20 1405-1422 cal AD （68.27%） 1329-1335 cal AD （ 2.28%）

1396-1432 cal AD （93.17%）

PLD-43855
SK13

試料 No.21
-25.89±0.12 499±18 500±20 1419-1436 cal AD （68.27%） 1409-1441 cal AD （95.45%）

PLD-43856
SK19

試料 No.22
-23.63±0.20 598±17 600±15

1321-1330 cal AD （15.06%） 
1332-1358 cal AD （42.17%） 
1390-1397 cal AD （11.04%）

1306-1364 cal AD （76.58%）
1385-1402 cal AD （18.87%）

PLD-43857
SK19

試料 No.23
-27.29±0.12 562±18 560±20 1327-1345 cal AD （30.92%） 

1395-1409 cal AD （37.35%）
1324-1355 cal AD （46.52%）
1393-1420 cal AD （48.93%）

PLD-43858
SK19

試料 No.24
-25.32±0.14 578±18 580±20 1326-1352 cal AD （52.84%） 

1394-1402 cal AD （15.43%）
1318-1360 cal AD （66.95%）
1388-1410 cal AD （28.50%）

PLD-43859
SK41

試料 No.25
-24.50±0.11 589±18 590±20 1324-1355 cal AD （58.51%） 

1392-1398 cal AD （ 9.76%）
1308-1362 cal AD （73.80%）
1387-1406 cal AD （21.65%）

PLD-43860
SK41

試料 No.26
-24.81±0.20 475±20 475±20 1427-1443 cal AD （68.27%） 1419-1452 cal AD （95.45%）

PLD-43861
SK41

試料 No.27
-24.21±0.14 609±18 610±20

1307-1327 cal AD （29.23%） 
1345-1363 cal AD （25.34%） 
1386-1395 cal AD （13.70%）

1303-1367 cal AD （75.59%）
1381-1398 cal AD （19.86%）

PLD-43862
SK42

試料 No.28
-26.26±0.12 585±18 585±20 1325-1354 cal AD （57.71%） 

1393-1399 cal AD （10.56%）
1310-1361 cal AD （71.86%）
1388-1407 cal AD （23.59%）
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第８表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（３）

測定番号 δ13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代
（yrBP ±1σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-43863
SK42

試料 No.29
-26.02±0.12 442±18 440±20 1440-1454 cal AD （68.27%） 1428-1460 cal AD （93.97%）

1464-1468 cal AD （ 1.48%）

PLD-43864
SK42

試料 No.30
-28.04±0.18 469±19 470±20 1429-1445 cal AD （68.27%） 1422-1452 cal AD （95.45%）

PLD-43865
SK15

試料 No.31
-26.73±0.21 487±18 485±20 1423-1438 cal AD （68.27%） 1413-1445 cal AD （95.45%）

PLD-43866
SK15

試料 No.32
-25.52±0.14 494±20 495±20 1421-1438 cal AD （68.27%） 1410-1443 cal AD （95.45%）

PLD-43867
SK15

試料 No.33
-24.03±0.19 500±20 500±20 1418-1436 cal AD （68.27%） 1408-1442 cal AD （95.45%）

PLD-43868
SX01

試料 No.34
-26.50±0.14 591±19 590±20 1323-1356 cal AD （58.27%） 

1392-1398 cal AD （10.00%）
1307-1363 cal AD （74.17%）
1386-1406 cal AD （21.28%）

PLD-43869
SX01

試料 No.35
-19.52±0.18 236±18 235±20

Post-bomb NH2 2013, 
Reimer et al 2020:

1648-1663 cal AD （44.84%） 
1786-1794 cal AD （23.43%）

Post-bomb NH2 2013, 
Reimer et al 2020:

1640-1670 cal AD （59.57%）
1780-1797 cal AD （33.08%）
1944-1951 cal AD （ 2.71%）
1953-1953 cal AD （ 0.10%）
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第３図　暦年較正結果（１）
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Ⅳ　分析と考察

第４図　暦年較正結果（２）
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箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点出土木材の放射性炭素年代測定

第５図　暦年較正結果（３）
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Ⅳ　分析と考察

第６図　暦年較正結果（４）



255

箱崎遺跡HZK1804・1903・2003・2006地点出土木材の放射性炭素年代測定

第７図　暦年較正結果（５）
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Ⅴ　まとめと展望

Ⅴ　まとめと展望

１．はじめに
　本報告書は、九州大学箱崎キャンパス売却予定地東南部の中世箱崎遺跡の発掘調査報告書である。
福岡市経済観光文化局文化財活用部文化財課（以後、福岡市埋蔵文化財課と略称）が行った試掘調査
により、旧応用力学研究所本部建物周辺の箱崎キャンパス東南部を中心に中世箱崎遺跡が広がること
が判明した。2015年に再編された九州大学埋蔵文化財調査室（以後、埋蔵文化財調査室と略称）は、
箱崎キャンパスの売却に先立つ建物解体に伴う埋蔵文化財調査を2016年から行っている。
　箱崎キャンパス東南部の箱崎遺跡は、調査対象外の箱崎サテライト（旧工学部本館など国の登録有
形文化財指定地域）を境に遺跡環境を大きく異にしている。箱崎サテライト以南は、建物や井戸など
集落環境を示す遺跡群であるのに対し、北側は中世から近世にかけての墓地遺構が展開している。本
報告書は、この内、箱崎サテライト以南の中世の集落遺跡を対象とするものである。
　埋蔵文化財調査室の発掘は、この地域のすべての埋蔵文化財包蔵地を対象としたが、土壌汚染が判
明した包蔵地は発掘対象外とした。2017年に HZK1703（九州大学埋蔵文化財調査報告第９集第Ⅳ章）、
2018年に HZK1804（同第Ⅱ章）、2019年に HZK1903（本報告書Ⅰ章）とHZK1904（本報告書Ⅱ章）、
2020年に HZK2003（九州大学埋蔵文化財調査報告第９集第Ⅲ章）、2021年に HZK2101（本報告書Ⅲ
章）を発掘した（第１図）。
　箱崎遺跡は、筥崎宮がこの地に遷座された10世紀から始まる。筥崎宮を中心に次第に砂丘列の北側
に向けて遺跡が延びている（佐藤 2013）。箱崎キャンパスに向けて延びる砂丘列は12世紀には安定し
（本田 2022）、この段階から箱崎キャンパスの箱崎遺跡が始まっている。

２．遺構の変遷
　この地域の遺構は、大きく中世を三つの段階に分けて眺めることができるであろう。第１段階が12
世紀後半～13世紀前半、第２段階が13世紀後半～14世紀前半、そして14世紀後半～15・16世紀の第３
段階に分けてみることができる。なお、第３段階の15世紀以降の遺構は、箱崎遺跡全体において極め
て少なく（中尾 2018）、本調査でも同様の傾向を示している。以下、この三つの段階に応じて、遺構
の変遷をまとめてみることにしたい。なお、発掘調査によって明らかとなった全遺構を第２図に表示
した。遺構は、調査区全域にわたって稠密に分布していることが理解できるであろう。しかしながら、
既存の建物によって破壊されていたり、土壌汚染により発掘ができない場所が多数であり、遺構群全
体を理解するのを困難にしている。

（１）第１段階（12世紀後半～13世紀前半、第３・４図）
　宇美川や綿打川などから押し出された土砂によって形成された砂州が、当該地域において安定した
段階に、遺構の形成が始まる。これは11世紀後半に筥崎宮周辺で本格化する箱崎遺跡が（佐藤 2013、
福永 2022）、この段階で北側に延び、箱崎キャンパス跡地にまで達していたことを示している。
　HZK2101地点の SD235、HZK1903地点 C2区の SD55・SD62や、HZK2003地点 D区の SD5003にみ
られるように、北西方向に砂州の長軸に対して横方向の区画溝が認められる。さらにその区画方位に
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第１図　調査区配置図
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沿う形で、HZK2101地点の掘立柱建物 SB-A と SB-K がみられる。一方、HZK2003地点 D 区の
SD5003の北側には礎石を持つ柱穴も認められ、ここにも掘立柱建物が存在していた可能性がある。
区画溝と掘立柱建物はセットをなし、屋敷地を示している可能性がある。
　第Ⅳ章で示された井戸枠の木材の放射性炭素年代を、その井戸の構築年代と考えた場合、
HZK1804地点 C区 SE14-C や HZK1903地点 B区の SE75・SE64・SE59は、第１段階に構築された井
戸と考えられる。HZK1903地点 B区の SE75と SE59は切り合い関係があり、SE59が SE75を切って
いる。切り合い関係で新しい SE59は、出土遺物は15世紀代であり、この時期の井戸と推定されてい
るが、15世紀が廃棄年代である可能性がある。あるいは、切り合い関係上、新しい SE59が15世紀代
の井戸と推定でき、SE75は12世紀後半～13世紀前半の第１段階に掘削された可能性もあるであろう。
SE76・SE77・SE75と SE59は切り合い関係を持ちながら一つの地点に四つの井戸が形成されている。
したがって、第１段階から第３段階まで連続してここに井戸が作られたものと考えられる。また、
SE64は併せて6基が重なり切り合い関係を持った井戸群を形成しており、その中で SE64は最も古い
ものである。SE64は出土遺物からも12世紀後半から13世紀前半の遺物が出土しており、第１段階の
井戸と推定できる。HZK1903地点 B区は井戸が集中して検出された地点であり、第１段階から第３
段階まで何度かの掘り返しをしながら、井戸が持続的に配置されていた地点である。この他、
HZK2101地点では、掘立柱建物 SB-A に隣接して石組井戸 SE37が位置している。SE37には12世紀か
ら13世紀前半の青磁や白磁が出土するところから、第１段階の井戸と考えられる。HZK1804地点 C
区や HZK1903地点 B 区の井戸が素掘りで木製の井戸枠のあるものであったのに対し、同時期の
SE37は石組の井戸である。これは、掘立柱建物と井戸がセットで居住域が構成され、格式の高いも
のとなっている。一方で、井戸が密集する素掘り井戸は、共同で利用された井戸という用途や社会性
の違いが存在するのではないだろうか。すなわち、掘立柱建物 SB-A と石組井戸 SE37は武家などの
階層上位者の建物と区画溝で区画された武家の屋敷地であり、素掘り井戸は民衆が共同で利用した井
戸と言うことができるであろう。

（２）第２段階（13世紀後半～14世紀前半、第５・６図）
　この時期は、元寇防塁が構築され維持されていた段階である（宮本 2022）。総じて前段階に比べ、
検出された遺構数が減少する傾向にある。区画溝や建物遺構は検出されていないが、井戸は第１段階
同様あるいはより多くの井戸が検出されており、集落遺跡として存続している。
　第Ⅳ章の井戸の木枠の年代から、HZK1903地点 B区の SE58・SE76は、この第２段階に構築され
たものと考えられる。このうち SE58は、13世紀後半～14世紀前半の白磁・青磁や陶器が出土してお
り、構築年代を傍証している。また、第１段階の SE77を切って構築された SE76は、第２段階に相当
している可能性がある。また、SE67は井戸を掘削した文化層が12世紀後半～13世紀前半であり、そ
の構築年代は13世紀後半の第２段階と考えられる。このように、HZK1903地点 B区は、第１段階に
引き続き井戸が密集して構築されている。箱崎の砂丘列の中央に南北に走る砂丘２（本田 2022）に
は、本調査区で箱崎遺跡の始まる11世紀後半から井戸が構築されており、14世紀後半までは、その傾
向が続いている（福永 2022）。これは砂丘２に水脈が走っていることを示しており、そこに井戸が集
中して構築されたのであろう。また、箱崎キャンパス跡地は箱崎遺跡の北端に位置し、この地域に遺
跡が延びる第１段階の12世紀後半以来、砂丘２に井戸が構築されていく。
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２．遺構の変遷

（３）第３段階（14世紀後半～15・16世紀、第７・８図）
　元寇防塁が維持されず次第に崩壊していく14世紀後半以降の第３段階は、遺構の方位や様相が第
１・第２段階とは大きく異なっていく。第１・第２段階が鎌倉期であったのに対し、第３段階は室町
期であり、歴史的にも大きく変動した時期である。
　HZK2101地点では掘立柱建物 SB-H と SD255がほぼ東西方位に位置しており、第１段階の掘立柱建
物と区画溝が西北方位であったのとは、大きく異なっている。掘立柱建物 SB-H の北側に隣接して石
組遺構の SK372が存在する。これは貯蔵機能をもつ室であると考えている。同じような石組遺構は、
HZK1703地点の SX20にも認められる。HZK2003地点 D区の竪穴 SI4004も、出土した土師器鍋の型
式から、この段階の遺構と考えられる。ここからは多量の糸切り底の土師器杯・皿が廃棄された状態
で出土した。何らかの祭祀的な用途に使われたものであろうか。また、この段階から、各調査区で瓦
が出土している。３間×４間の掘立柱建物 SB-H などに瓦が葺かれていたとすれば、堂宇などの寺院
建築である可能性もある。調査区からは板碑なども発見されており、寺院が建立されるなど大きく遺
跡環境が変わった可能性もある。
　HZK2101地点では、墓壙 ST33が検出されている。ここからは釘が検出されているところから、木
棺墓である可能性がある。龍泉窯青磁椀１点と粉青沙器１点が出土しており、15世紀代の墓と考えら
れる。同じような墓には、HZK1903地点の西側に隣接する福岡市箱崎遺跡第92次調査第２地点の木
棺墓 SR152がある（福岡市教育委員会 2022）。副葬品には龍泉窯青磁碗２点、同安窯皿３点、白磁皿
１点、中国産陶器壺１点などが出土している。これらの陶磁器の年代から、木棺墓は13世紀後半から
14世紀前半の第２段階のもので、木棺墓 ST33より古い段階のものである。このような木棺墓は箱崎
サテライト北側南端に認められ、13世紀～14世紀の木棺墓が群集している。そのような木棺墓と同じ
位置づけで、木棺墓 ST33や木棺墓 SR152が存在する。一方で、箱崎サテライト北側の木棺墓群の北
側には、15・16世紀代の火葬墓が認められる。第３段階の寺院関連遺構は、14世紀後半から15・16世
紀の木棺墓や火葬墓と関連して捉えるべきであろう。
　一方、共同利用の素掘り井戸は、この段階にも存在する。HZK1903地点 B区の SE66は、同区に存
続する井戸である。また、同区の SE60・SE62の切り合い関係のある井戸も同じ段階のものである。
第Ⅳ章の井戸枠の放射性炭素年代によれば、HZK2003地点 D区の SE4015A も14世紀後半～15世紀の
もので、第３段階に構築された素掘り井戸である。

３．まとめ
　12世紀前半までに安定した砂丘列に、12世紀後半には筥崎宮を中心とする箱崎遺跡が北側に拡大し
たのが、箱崎キャンパス跡地の西南端である箱崎サテライトの南側地点であった。ここに12世紀後半
～13世紀前半の第１段階には、区画溝と掘立柱建物からなる屋敷地が構築された。この時期、箱崎遺
跡は中国系商人街であり、旧工学部２号館のHZK1805地点出土の碇石は、日宋交易を担った中国の
ジャンク船に伴うものである可能性がある（森 2019）。箱崎遺跡は、このように博多遺跡群と同様に
国際交易港として賑わい、町が拡大していった。その北端が本調査区であったのである。箱崎遺跡に
集住する人々の水源である井戸は、地下水脈に沿うように構築され、本調査区でも砂丘列の中央軸に
沿うように構築されている。また、この段階から箱崎遺跡の墓地として木棺墓が、箱崎サテライト北
側南端を中心として構築され始める。
　13世紀後半～14世紀前半の第２段階は、元寇を経て当時の海岸線に沿うように元寇防塁が構築され、
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Ⅴ　まとめと展望

元への警護が持続していた段階である。この段階の本調査区では、屋敷地などは明瞭ではないが、素
掘り井戸などが引き続き構築され、生活空間は維持されていた。この時期の屋敷地は、旧理学部の
HZK1701地点から旧工学部工学研究科共同棟のHZK1805地点で検出された区画溝などで認められる
屋敷地（宮本 2022）に移動した可能性がある。この地区での屋敷地は、元寇防塁を維持・管理する
ために新たに作られた薩摩の御家人たちの居住地と想定したい。
　14世紀後半～15・16世紀は、室町期になるとともに、元寇防塁が管理されず崩壊していく段階であ
る。この時期の新たに作られた遺構では、建物や区画溝の方位が変わり、本調査区の街区の構成が大
きく変化する時期である。HZK2101地点の SB-H など掘立建物には瓦が葺かれ、それは堂宇のような
寺院関連遺構だった可能性がある。この時期から箱崎サテライト北側では火葬墓が作られ始め、寺院
の北側には墓地が広がる景観が想定される。また、本調査区の北西側の旧工学部２号館のHZK1901
地点 C区では、元寇防塁を壊して15・16世紀に区画溝が作られるなど屋敷地が本調査区の北西側に
も広がり（宮本 2022）、箱崎遺跡の街区が北側に広がっている。この時期、箱崎遺跡は、砂丘の南端
の筥崎宮を中心とする地点と、砂丘北端の箱崎キャンバス東南端を中心とする地域に分かれていくが
（佐藤 2013）、発掘調査の結果は砂丘北端の街区が広がっていくことを示している。 （宮本一夫）
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第７図　第３段階（14世紀後半～15・16世紀）の遺構〈北半調査区〉



SI4004

SK4002
SK4003

SK4008

SK4022

SK4018

SK4041

SP4033

SK4071

SK4145

SD4075

SP4078

SP4105

SK4121

SK27

SK56
SK89

SK20SK20
SK21SK21

SK19SK19

SP53

SP24

SK25

第 8 図 第 3段階 (14 世紀後半 15 16 世紀 ) の遺構＜南半調査区＞

X69040

X69030

X69060

X69050

X69000

X68990

X69020

X69010

Y5
33
80

Y5
33
70

Y5
33
60

Y5
33
50

Y5
33
40

Y5
33
30

Y5
33
20

Y5
33
10

Y5
33
00

Y5
32
90

Y5
32
80

0 15m(1/300)

SE4015A

第８図　第３段階（14世紀後半～15・16世紀）の遺構〈南半調査区〉

268



1-1　HZK1903地点 A区　エリアⅠ完掘（西から） 1-2　HZK1903地点 A区　エリアⅡ完掘（西から）

1-3　HZK1903地点 A区　エリアⅢ完掘（南から） 1-4　HZK1903地点 A区　井戸 SE001・002セクション（南から）

1-5　HZK1903地点 A区　井戸 SE006（南から） 1-6　HZK1903地点 B区　エリアⅠ完掘（西から）

1-7　HZK1903地点 B区　エリアⅢ完掘（南から） 1-8　HZK1903地点 B区　土坑 SK55周辺（北から）

写真図版１



2-1　HZK1903地点 B区　井戸 SE58（南から） 2-2　HZK1903地点 B区　井戸 SE59・75～77（南から）

2-3　HZK1903地点 B区　井戸 SE60～66（西から） 2-4　HZK1903地点 C2区完掘（南から）

2-5　HZK1903地点 C2区　溝 SD44完掘（西から） 2-6　HZK1903地点 C2区　溝 SD55完掘（西から）

2-7　HZK1903地点 C2区　SX88出土状況（東から） 2-8　HZK1903地点 C2区　SX88出土土器

写真図版２



3-1　HZK1904地点　調査区完掘（南西から） 3-2　HZK1904地点　土坑 SK9完掘（西から）

3-3　HZK1904地点　ピット SP18完掘（東から） 3-4　HZK1904地点　土坑 SK31完掘（東から）

3-5　HZK1904地点　ピット SP44完掘（西から） 3-6　HZK1904地点　井戸 SE55完掘（西から）

3-7　HZK1904地点　井戸 SE55井戸枠（西から） 3-8　HZK1904地点　SX60完掘（西から）

写真図版３



4-1　HZK2101地点　調査区全景（北から） 4-2　HZK2101地点　溝 SD03～09完掘（南から）

4-3　HZK2101地点　墓 ST33出土遺物（東から） 4-4　HZK2101地点　井戸 SE37底面（南から）

4-5　HZK2101地点　井戸 SE37断面（南から） 4-6　HZK2101地点　土坑 SK86遺物出土状況（北から）

4-7　HZK2101地点　土坑 SK89遺物出土状況（東から） 4-8　HZK2101地点　井戸 SE93上面（東から）

写真図版４



5-1　HZK2101地点　井戸 SE93完掘（東から） 5-2　HZK2101地点　溝 SD235完掘（西から）

5-3　HZK2101地点　溝 SD255完掘（東から） 5-4　HZK2101地点　石組土坑 SK200完掘（西から）

5-5　HZK2101地点　石組土坑 SK200断面（南から） 5-6　HZK2101地点　石組土坑 SK367周辺（西から）

5-7　HZK2101地点　石組土坑 SK367完掘（南西から） 5-8　HZK2101地点　竪穴 SI418完掘（南北から）

写真図版５



第6図16 第21図2

第21図1内

第30図13内 第30図13外

第30図5

第21図1外 第25図12
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第6図14

第57図10 第60図15

第35図1 第35図10

第37図2 第49図16 第52図21

第55図20

写真図版６　Ⅰ章　HZK1903地点出土遺物



写真図版７　Ⅱ章　HZK1904地点出土遺物

Ⅲ章　HZK2101地点出土遺物

第9図11 第15図1

第15図3

第16図1 第19図6

第19図12

第15図11 第15図19

第15図22

第21図3 第21図4

第5図10

第19図51 第25図4

第13図1 第13図2 第16図9
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第50図2 第50図4

第50図14

第58図3 第59図2

第59図5

第50図16 第55図1

第55図2

第78図21 第79図5

第93図4

第44図7

第94図14 第94図16

第93図5 第94図1

第94図5 第94図6 第94図7

第94図8

写真図版８　Ⅲ章　HZK2101地点出土遺物
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所
ふ り が な

収遺跡名 所
ふ り が な

在地
コード

北緯 東経 発掘期間 発掘面積
㎡ 発掘原因市町村 遺跡番号

箱
はこざきいせき

崎遺跡
HZK1903地点

福
ふくおかしひがしく

岡市東区

箱
はこざき

崎６丁目
40131 2639 33°37′18″ 130°25′30″

2019.9.18
～

2020.4.1
1170 開発事業

箱
はこざきいせき

崎遺跡
HZK1904地点

福
ふくおかしひがしく

岡市東区

箱
はこざき

崎６丁目
40131 2639 33°37′19″ 130°25′29″

2019.10.2
～

2019.11.6
300 開発事業

箱
はこざきいせき

崎遺跡
HZK2101地点

福
ふくおかしひがしく

岡市東区

箱
はこざき

崎６丁目
40131 2639 33°37′18″ 130°25′30″

2021.5.24
～

2022.3.10
1900 学術研究

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

HZK1903地点 集落跡・散
布地 中世 井戸・土坑・ピット 陶磁器、土師器 井戸の構築と廃絶

HZK1904地点 集落跡・散
布地 中世・近代 井戸・土坑・ピット 陶磁器、土師器、瓦、銅銭

HZK2101地点 集落跡 中世 掘立柱建物、溝、井戸、
石組土坑、土坑、ピット 陶磁器、土師器、瓦、銅銭 寺院の存在を示唆する遺

構と遺物

要約

　箱崎遺跡九州大学箱崎キャンパス内の2017年度から2021年度の発掘調査のうち、キャンパス南側の発掘調査地
点で、まだ報告されていなかった中世集落を中心とする発掘地点であるHZK1903地点・HZK1904地点・HZK2101
地点の本報告を行った。
　HZK1903地点は、A～ C区に分けて調査された。A区では13世紀後半～14世紀前半に構築された井戸や13世
紀後半以降に構築された土坑などが検出され、13世紀以降井戸の構築と廃絶が繰り返された。B区では、12世紀
代と考えられる礎石を伴う柱穴のほか、12世紀後半から15世紀代まで13基の井戸が検出され、長期にわたって井
戸の構築と廃絶が繰り返された。C区からは、大型の土坑から13世紀を中心とした遺物が出土したほか、完形の
土師器の坏が９枚重なった遺構が検出された。A・B区と比べ井戸が少ないことも特徴的である。
　HZK1904地点からは中世の井戸、土坑、ピットなどが検出された。この地点の北側は深い部分まで撹乱が及ぶ
が、南側では井戸や土坑が検出された。遺物は12世紀後半～16世紀頃までの土師器や陶磁器・漁労具のほか、遺
構外出土であるが「司膳」の銘を持つ粉青沙器が出土した。
　HZK2101地点では、中世の掘立柱建物・墓・溝・井戸・石組の室・土坑・ピットなど多数の遺構が検出された。
大溝が調査区の中央を東西に横断し、これに長軸が平行する掘立柱建物群と、長軸を異にする掘立柱建物群があ
る。井戸は素掘りと石組とがある。墓からは龍泉窯系青磁碗と「金□長興庫」銘の粉青沙器が出土した。出土遺
物では陶磁器や土師器の他に瓦も多く、石塔の一部や板碑の残欠など、寺院の存在を示唆する遺物も存在する。
　HZK1903・1904・2101地点からは、中世箱崎の人々の生活に関わる多彩な遺構と遺物が出土しており、12世紀
後半から16世紀に亘る箱崎遺跡北端の生活史の一端が解明された。



箱崎遺跡

九州大学埋蔵文化財調査室報告　第10集

令和５年（2023）12月25日

発　行　　九州大学埋蔵文化財調査室
　　　　　福岡市東区箱崎６－10－１
印　刷　　九州コンピュータ印刷
　　　　　福岡市南区向野１丁目19－１

― HZK1903・1904・2101 ―



　

　


